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図版目次

図版 1 B・C区96年度調査範囲（北西側） 第107号住居跡

B・C区96年度調査範囲（南東側） 第107号住居跡カマド遺物出土状況

図版 2 B・C区SD-56まで 第108号住居跡

B・C区SD-56から60まで 第109号住居跡遺物出土状況

図版 3 B・C区SD-60から77まで 第109号住居跡遺物出土状況

B・C区SD-77から85まで 図版， 第110• 111号住居跡
図版 4 B・C区SD-85以南 第110号住居跡カマド

B・C区全景（北西から） 第111号住居跡

図版 5 第66号住居跡 第111• 112号住居跡

第66号住居跡カマド遺物出土状況 第118号住居跡

第66号住居跡貯蔵穴 第118~120号住居跡

第71号住居跡 第119号住居跡カマド断面

第71号住居跡カマド遺物出土状況 第119号住居跡・第250号土壊

第71号住居跡貯蔵穴遺物出土状況 図版 10 第121• 122号住居跡
第72号住居跡 第121• 122号住居跡・第52• 53号井戸跡
第72号住居跡遺物出土状況 第122号住居跡

図版 6 第72号住居跡遺物出土状況 第122号住居跡カマド・貯蔵穴遺物出土状況

第72号住居跡カマド遺物出土状況 第90• 91・123• 125号住居跡
第72号住居跡カマド 第90• 91・123~125号住居跡
第72号1打呂跡貯蔵穴 第124号住居跡

第74号住居跡 第124号住居跡カマド遺物出土状況

第78号住居跡 図版 11 第124号住居跡貯蔵穴

第78号住居跡遺物出土状況 第125号住居跡カマド遺物出土状況

第85号住居跡カマド 第125号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

図版 7 第90号住居跡 第126号住居跡遺物出土状況

第90号住居跡カマド遺物出土状況 第126号住居跡遺物出土状況

第90• 91 • 123 • 124 • 125号住居跡 第126号住居跡カマド遺物出土状況

第100• 101号住居跡 第127号住居跡•第252 • 256号土壊
第102• 103号住居跡 第127号住居跡遺物出土状況

第102号住居跡 図版 12 第127号住居跡遺物出土状況

第103号住居跡 第129• 130号住居跡・第253号土壊
第103~105号住居跡 第131~133号住居跡

図版 8 第106号住居跡遺物出土状況 第131~133号住居跡・土師質土器焼成遺構

第106号住居跡カマド遺物出土状況 第132• 133号住居跡・土師質土器焼成遺構
第106号住居跡貯蔵穴 第134号住居跡



第126• 135~138号住居跡 第161号住居跡

第135号住居跡カマド遺物出土状況 第165号住居跡

図版 13 第136号1打呂跡遺物出土状況 第165号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

第137号1打苦跡カマド遺物出土状況 第166号住居跡

第137号1打苦跡カマド遺物出土状況 第167~169号住居跡・第275号土壊

第137号住居跡貯蔵穴遺物出土状況 図版 18 第167号住居跡遺物出土状況

第137• 138号住居跡 第167号住居跡貯蔵穴遺物出土状況

第139号住居跡 第169~171・175号住居跡・第273芳土峨

第140• 151号住居跡 第174号住居跡

第140• 151号1打苦跡遺物出土状況 第175号住居跡

図版 14 第140• 151号住居跡カマド 第175号住居跡カマド・貯蔵穴

第141号住居跡・第254号土壊 第175号1打呂跡カマド断面

第141号住居跡遺物出土状況 第175・ 179・ 190号住居跡

第141・142号住居跡・第254号土壊 図版 19 第177号住居跡

第143• 144号住居跡 第178号住居跡・第76号井戸跡

第143• 144号住居跡遺物出土状況 第179• 190号住居跡・第8号不明遺構

第143号住居跡遺物出土状況 第180~182号住居跡

第143局住居跡カマド・貯蔵穴遺物出土状況 第181・182号住居跡

図版 15 第144号住居跡 第183号住居跡貯蔵穴

第145• 146号住居跡 第183号住居跡カマド遺物出土状況

第146号住居跡・第267号土壊遺物出土状況 第184• 186号住居跡

第147~149号住居跡 図版20 第184• 186号住居跡

第147~150号住居跡 第184• 187号住居跡

第150号住居跡カマド・貯蔵穴 第186• 213~215号住居跡

第152号住居跡・第59号井戸跡 第188• 192号住居跡

第153~155号住居跡 第189号住居跡

図版 16 第154~156号住居跡・第275号土壊 第189号1打吾跡遺物出土状況

第154号住居跡カマド遺物出土状況 第191号住居跡

第156• 157 • 159 • 167号住居跡貯蔵穴 第193号住居跡遺物出土状況

第156• 157号住居跡 図版21 第193~195号住居跡

第156号住居跡カマド 第194号住居跡

第156号住居跡貯蔵穴 第195号住居跡

第156• 162 • 163号住居跡 第197号住居跡

第157号住居跡貯蔵穴 第197号住居跡遺物出土状況

図版 17 第156~159号住居跡 第197号住居跡カマド

第157号住居跡カマド・第73号井戸跡 第198• 200号住居跡

第159号住居跡貯蔵穴遺物出土状況 第199• 200 • 209 • 210号住居跡



図版 22 第199• 200 • 209 • 210号住居跡 第237• 245 • 246 • 271号住居跡

第201• 202号1U呂跡 第241• 242号住居跡

第201• 202号住居跡遺物出上状況 第248号住居跡・第336• 347号土壊

第203号住居跡 図版 27 第248号住居跡カマド

第204号住居跡（柱兌：のみ） 第249• 250号住居跡

第205~207号住居跡 第249• 250居住居跡

第208号住居跡 第251号住居跡

第209• 210号住居跡 第252号住居跡

図版 23 第211号住居跡・第9号不明遺構 第252号住居跡カマド遺物出土状況

第212• 213号住居跡 第257号住居跡

第212~216号住居跡 第251・258~261号住居跡

第212号住居跡カマド 図版 28 第258• 259号住居跡・第100号井戸跡

第186• 214号住居跡 第259号住居跡カマド遺物出土状況

第186• 212 • 215号住居跡 第260号住居跡遺物出土状況

第216• 217号住居跡 第260号住居跡カマド遺物出土状況

第216号住居跡カマド 第260号住居跡貯蔵穴

図版 24 第218号住居跡 第260• 262号住居跡・第339号土壊

第218~220• 238号住居跡 第257• 263 • 271 • 287号住居跡

第220号住居跡カマド遺物出土状況 第263号住居跡カマド

第223• 224号住居跡 図版 29 第264• 265 • 268号住居跡

第224号住居跡 第264号住居跡カマド

第226~228• 243号住居跡 第265号住居跡

第227。228号住居跡 第266• 267号住居跡

第227号住居跡貯蔵穴 第267号住居跡カマド

図版 25 第229• 230号住居跡 第215• 264 • 268 • 278号住居跡

第229号1主居跡カマド 第268号住居跡カマド

第229~234号住居跡 第264• 268号住居跡

第229• 230 • 233 • 234号1打国跡 図版 30 第245• 246 • 269号住居跡

第230号住居跡掘り方 第271号住居跡

第232~237号1村呂跡 第271号住居跡遺物出土状況

第235号住居跡遺物出土状況 第246• 272 • 273号住居跡

第235号住居跡カマド 第272号住居跡カマド

図版 26 第235• 237 • 245 • 257号住居跡 第273号1打因跡

第226• 227 • 239 • 243 • 253 • 254号住居跡 第272~274• 277 • 301号住居跡

第240• 253 • 254号住居跡 第274• 277号住居跡カマド

第240。253• 254 ・号住居跡カマド 図版 31 第275号住居跡

第237• 245 • 246 • 271号住居跡 第276号住居跡



第279• 280 • 284 • 285号住居跡 第307号住居跡カマド

第279• 280 • 281 • 284号住居跡 図版 36 第308• 309号住居跡遺物出土状況

第281~283号住居跡 第308号住居跡カマド

第281号住居跡遺物出土状況 第308号住居跡貯蔵穴

第282• 283 • 296号住居跡 第274• 301 • 309~311号住居跡

第283号住居跡カマド 第309号住居跡カマド

図版 32 第283号住居跡貯蔵穴 第310~312号住居跡

第282• 283 • 295~297丹住居跡 第310号住居跡カマド

第286号住居跡 第311号住居跡カマド・貯蔵穴

第263• 287~289号1主見｝跡 図版 37 第313~315• 317 • 330号住居跡

第287~290号1打苦跡 第313号住居跡カマド

第287号住居跡遺物出土状況 第314号住居跡カマド

第287号住居跡遺物出土状況 第316• 317 • 330 • 337号住居跡

第287号住居跡カマド 第316• 317号住居跡カマド

図版 33 第288~290号住居跡 第318~320号住居跡

第289号住居跡遺物出土状況 第318~320号住居跡

第290号住居跡遺物出土状況 第318号住居跡カマド

第291• 295 • 296号1柑居跡 図版 38 第304• 318~320号住居跡

第291号住居跡カマド遺物出土状況 第304• 320号住居跡

第291号住居跡貯蔵穴 第322• 323号1主居跡

第292• 293号1打因跡 第323局住居跡貯蔵穴

第292• 293号住居跡 第324• 334 • 335号1じ習跡

図版 34 第293号住居跡遺物出土状況 第325• 326号住居跡

第294号住居跡 第315• 322 • 323 • 327。329号住居跡

第283• 295 • 297号住居跡 第313• 315 • 317 • 330 • 337号住居跡

第295号住居跡カマド 図版 39 第327号住居跡遺物出土状況
ヽ

第295号住居跡貯蔵穴 第327号住居跡カマド

第296号住居跡遺物出土状況 第330号住居跡遺物出土状況

第281• 283 • 291 • 295~297号住居跡 第331~333• 336 • 339号住居跡

第283• 296 • 297号1打呂跡 第333• 336（柱穴） 339• 340号住居跡

図版 35 第297号住居跡貯蔵穴 第334• 335号住居跡

第298~300• 309号住居跡 第308• 334 • 335 • 423号1主居跡

第273• 274 • 301号住居跡 第334• 335 • 423号住居跡

第303• 304局住居跡 図版40 第334号1打苦跡カマド

第305• 300 • 322号住居跡 第335号住居跡カマド

第305号住居跡カマド 第331• 333 • 338 • 339号住居跡

第307• 308号住居跡 第333• 339 • 340号住居跡



第331~335• 345 • 350号住居跡 第53号掘立柱建物跡

第338• 339号住居跡 第55• 56号掘立柱見評勿跡

第338• 339 • 341~343局住居跡 第55• 56号掘立柱建物跡

第424号住居跡 第57号掘立柱建物跡

図版 41 第30号掘立柱建物跡 第60号掘立柱建物跡

第30号掘立柱建物跡 第61号掘立柱建物跡・第150号住居跡

第31号掘立柱月虚り跡 第63号掘立柱建物跡・第74号井戸跡

第31号掘立柱建物跡 図版 46 第63号掘立柱建物跡

第31号掘立柱建物跡 第63号掘立柱建物跡ピット 1断面

第31号掘立柱建物跡 第64号掘立柱建物跡

第32号掘立柱建物跡 第65号掘立柱建物跡・第61• 62号井戸跡

第32号掘立柱建物跡 第65号掘立柱建物跡・第167• 170号住居跡
図版 42 第32号掘立柱建物跡 第66号掘立柱建物跡・第152号住居跡

第32号掘立柱建物跡 第67号掘立柱建物跡・第67• 68号井戸跡

第32号掘立柱建物跡ピット断面 第68号掘立柱建物跡・第153• 156号住居跡

第32号掘立柱建物跡ピット 6 図版 47 第70号堀立柱建物跡

第32号掘立柱建物跡ピット 8 第71号掘立柱建物跡

第32号掘立柱建物跡ピット 12 第72号掘立柱建物跡・第84号井戸跡

第33局掘立柱建物跡 第73号掘立柱建物跡・第76号井戸跡

第34号掘立柱建物跡 第74号掘立柱建物跡・第189号住居跡

図版 43 第37号掘立柱建物跡確認状況 第75号掘立柱建物跡・第188• 189号住居跡

第37号掘立柱建物跡 第77号掘立柱建物跡・第81丹井戸跡

第38号掘立柱建物跡確霊忍状況 第78号掘立柱建物跡

第38号掘立柱建物跡 図版 48 第79号掘立柱建物跡

第39号掘立柱建物跡確認状況 第79号掘立柱建物跡ピット 3断面

第39号掘立柱建物跡 第80号掘立柱建物跡

第40号掘立柱建物跡確認状況 第81• 82号掘立柱建物跡

第41号掘立柱建物跡確認状況 第83号掘立柱建物跡・第97号井戸跡

図版 44 第42号掘立柱建物跡確認状況 第84号掘立柱建物跡

第42号掘立柱建物跡 第85号掘立柱建物跡・第249号住居跡

第43号掘立柱建物跡確認状況 第86号掘立柱建物跡・第93号井戸跡

第43号掘立柱建物跡 図版 49 第88号掘立柱建物跡

第49• 50号掘立柱建物跡確認状況 第90号掘立柱建物跡・第115号井戸跡

第49号掘立柱建物跡 第91号掘立柱建物跡・第304・307・308号1甘国跡
第50号揖立柱建物跡 第92号撮立柱建物跡

第51号掘立柱建物跡確認状況 第93号掘立柱見虚り跡

図版 45 第51号掘立柱建物跡確認状況 第95号掘立柱建物跡・第303・304・315号1甘呂跡



第96号掘立柱建物跡・第134号井戸跡 第363• 364号土壇

第97• 98号掘立柱建物跡・第338号住居跡 第365号土壊

図版 50 第181号土壊 第366号土壊

第183号土壊遺物出土状況 第366号土壊遺物出土状況

第184号土壊遺物出土状況 第370号土壊遺物出土状況

第185号土塙 図版 55 第376号土壊

第186号土壊 第378号土瑞

第187号土壊 第383号土瑞人骨出土状況

第188号土壊 第386号土壊

第203号土壊 第387号土壊

図版 51 第204号土壊 第389号土堀

第205号土壊遺物出土状況 第395号土壊

第246号土壊遺物出土状況 第396号土壊

第247号土壊遺物出土状況 図版 56 第30号井戸跡

第250号土壊 第30号井戸跡木製品出土状況

第250号土壊断面 第32号井戸跡

第250号土塙遺物出土状況 第34号井戸跡

第250号土壊遺物出土状況 第37号井戸跡

図版 52 第251号土珊遺物出土状況 第43• 44号井戸跡断面

第254号土壊 第44号井戸跡遺物出土状況

第255号土堺遺物出土状況 第46号井戸跡

第255号土壊断面 図版 57 第47局井戸跡

第256号土壊遺物出土状況 第50号井戸跡

第256号土壊遺物出土状況 第51号井戸跡

第260号土壊 第54号井戸跡

第262号土壕 第55号井戸跡

図版 53 第262号土壊遺物出土状況 第56号井戸跡

第328号土壊 第57号井戸跡

第333号土壊遺物出土状況 第58号井戸跡

第335号土壊 図版 58 第58号井戸跡遺物出土状況

第336号土塙 第59号井戸跡

第339号土壊遺物出土状況 第64号井戸跡

第340号土壊 第64号井戸跡土層断面

第348号土壊 第66号井戸跡

図版 54 第351号土壊 第68号井戸跡

第351号土壊遺物出土状況 第68号井戸跡土層断面

第351• 358 • 375号土壊 第68号井戸跡遺物出土状況



図版 59 第75• 78（手前）号井戸跡 第10号不明遺構遺物出土状況

第77号井戸跡 第3号周溝状遺構

第79号井戸跡 第4号周溝状遺構

第81号井戸跡下駄出土状況 図版 64 中世墓跡群全景（1)

第81号井戸跡 中椛墓跡群全景(2)

第82号井戸跡 中椛墓跡群全景(3)

第83• 85号井戸跡 蔵骨器1出土状況

第86号井戸跡 蔵骨器2出土状況

図版 60 第89号井戸跡 蔵骨器3出土状況

第90• 91（手前）号井戸跡 蔵骨器4出土状況

第90号井戸跡 蔵骨器5出土状況

第91号井戸跡 図版 65 蔵骨器6出土状況

第93号井戸跡 板石塔婆出土状況

第95号井戸跡 五輪塔出土状況

第96号井戸跡 台石出土状況

第98号井戸跡 第1号荼毘跡

図版 61 第99号井戸跡 第2号荼毘跡

第100号井戸跡 第3• 4号荼昆跡

第101号井戸跡 埋納焼骨

第102号井戸跡 図版 66 第66・71・72・78・90・91号住居跡出土遺物

第103号井戸跡 図版 67 第100~102• 106号住居跡出土遺物

第104号井戸跡遺物出土状況 図版 68 第107~109• 111・119号住居跡出土遺物

第107号井戸跡 図版 69 第122• 124 • 125号住居跡出土遺物

第108号井戸跡 図版 70 第125• 126号住居跡出土遺物

図版 62 第108• llO局井戸跡 図版 71 第126• 127号住居跡出土遺物

第113号井戸跡 図版 72 第127・129・131・133・134号住居跡出土遺物

第114号井戸跡 図版 73 第134号住居跡出土遺物

第115号井戸跡 図版 74 第134号住居跡出土遺物

第120号井戸跡 図版 75 第134~137• 141号住居跡出土遺物

第122号井戸跡 図版 76 第141• 143号住居跡出土遺物

第123号井戸跡 図版 77 第143• 145~147号住居跡出土遺物

第129号井戸跡 図版 78 第147~150号住居跡出土遺物

図版 63 第8号不明遺構 図版 79 第150~155号住居跡出土遺物

第8号不明遺構遺物出土状況 図版 80 第155~157• 159 • 167号住居跡出土遺物

第9号不明遺構 図版 81 第167・170・171・175・180号住居跡出土遺物

第9号不明遣構遺物出土状況 図版 82 第180• 181 • 183 • 184号住居跡出土遺物

第10号不明遺構 図版 83 第184~186・188・189・191号住居跡出土遺物



図版 84 第192• 194~197号住居跡出土遺物 出土遺物

図版 85 第197号住居跡出土遺物 第8号不明遺構出土遺物

図版 86 第197~201号住居跡出土遺物 図版114 第8• 9号不明遺構出土遺物

図版 87 第201• 207 • 211 • 212 • 214 • 216 • 220号 図版115 第9号不明遺構出土追物

住居跡出土遺物 図版116 第9局不明遺構出土遺物

図版 88 第220・223・226・227・229号住居跡出土遺物 図版117 第9• 10号不明遺構出土遺物

図版 89 第229• 233~235号住居跡出土遺物 図版118 第10~12号不明遺構出土遺物

図版 90 第236・237・239・240・242号住居跡出土遺物 第805• 806号ピット出土遺物

図版 91 第245• 248 • 249 • 251 • 255 • 256号住居跡 図版119 第849• 880 • 893号ピット出土遺物

出土遺物 第38号溝跡出土遺物

図版 92 第257~260号住居跡出土遺物 図版120 第38号溝跡出土遺物

図版 93 第261・263~265号1打呂跡出土遺物 図版121 第38号溝跡出土遺物

図版 94 第265• 268 • 271~274丹住居跡出土遺物 図版122 第38号溝跡出土遺物

図版 95 第275• 281~283 • 287号1±!苦跡出土遺物 図版123 第38号溝跡出土遺物

図版 96 第287号住居跡出土遺物 図版124 第38号溝跡出土遺物

図版 97 第287号住跡居出土遺物 図版125 第38• 54号溝跡出土遺物

図版 98 第289~292• 295号住居跡出土遺物 表土出土遺物

図版 99 第296~300号住居跡出土遺物 グリッド取り上げ遺物

図版100 第300・302・305・308・309号住居跡出土遺物 図版126 第66• 71 • 72号住居跡出土遺物

図版101 第310~312• 315~317号住居跡出土遺物 図版127 第72• 90 • 106 • 107号住居跡出土遺物

図版102 第317• 318 • 327号住居跡出土遺物 図版128 第108• 122号住居跡出土遺物

図版103 第327・329・330・335・338号住居跡出土遺物 図版129 第123~126号住居跡出土遺物

図版104 第338• 341 • 344号住居跡出土遺物 図版130 第126• 134 • 137号住居跡出土遺物

第30• 38号掘立柱建物跡出土遺物 図版131 第140• 143 • 150 • 156号住居跡出土遺物

図版105 第60• 67 • 84 ・号掘立柱建物跡出土遺物 図版132 第159• 175 • 176号住居跡出土遺物

第159• 203~205。246号土撰出土遺物 図版133 第180• 183 • 189 • 193号住居跡出土遺物

図版106 第247• 252 • 255号土塙出土遺物 図版134 第197• 201・216号住居跡出土遺物

図版107 第255• 256 • 260 • 261号土壊出土遺物 図版135 第216• 220 • 227 • 229 • 233 • 235号住居跡

図版108 第262• 265 • 268 • 272号土壊出土遺物 出土遣物

図版109 第275・282・300・304・308号土壊出土遺物 図版136 第235• 239 • 245 • 248号住居跡出土遺物

第318• 322~324号土撰出土遺物 図版137 第248• 272号住居跡出土遺物

図版110 第336・339・343・361・366号土横出土遺物 図版138 第277・278・283・287・289号1打国跡出土遺物

第370• 373 • 380。382号土壊出土遺物 図版139 第292• 293号住居跡出土遺物

図版111 第382• 392 • 401号土壊出土遺物 図版140 第293・296・302・305・308号住居跡出土遺物

第89• 98号井戸跡出土遺物 図版141 第308• 311号住居跡出土遺物

図版112 第98• 100号井戸跡出土遺物 図版142 第318• 323 • 330号住居跡出土遺物

図版113 第100• 105 • 110 • 116 • 131・132号井戸跡 第32号揺立柱建物跡出土遺物



図版143 第38号掘立柱建物跡出土遺物 調査区内出土陶磁器

第187・205・250・255・256号土壊出土遺物 図版171 井戸跡出土陶磁器（1)

図版144 第256• 260 • 262 • 318号土壊出土遺物 井戸跡出土陶磁器(2)

図版145 第336・339・348・370・422号土壊出土遺物 図版172 井戸跡出土陶磁器(3)

図版146 第79• 88 • 93 • 98 • 141号井戸跡出土遺物 溝跡出土陶磁器(1)

図版147 第717• 759 • 806 • 807号ピット出土遺物 図版173 溝跡出土陶磁器(2)表

図版148 第38• 54号溝跡出土遺物 溝跡出土陶磁器(2)裏

表土出土遺物 図版174 第132号井戸跡出土遺物1

グリッド取り上げ遺物 同左

図版149 第71号住居跡出土遺物 第132号井戸跡出土遺物2

図版150 第72• 90号住居跡出土遺物 同左

図版151 第90• 102 • 112号住居跡出土遺物 第8号性格不明遺構出土遺物9

図版152 第122~124号住居跡出土遺物 同左

図版153 第125• 126号住居跡出土遺物 図版175 第8号性格不明遺構出土遺物8

図版154 第135• 141・143号住居跡出土遺物 第98号井戸跡出土遺物5

図版155 第143• 150 • 156号1打苦跡出土遺物 第38号溝跡出土遺物122

図版156 第157• 165 • 184 • 189号住居跡出土遺物 第38号溝跡出土須恵器畢書

図版157 第193・196・201・205・206号住居跡出土遺物 第38号溝跡出土須恵器黒書

図版158 第216• 220 • 235号住居跡出士遺物 第38号溝跡出土須恵器墨書

図版159 第239• 259 • 263 • 272号住居跡出土遺物 図版176 調査区内出土石製模造品（1）

図版160 第274• 277号住居跡出土遺物 図版177 調育区内出土石製模造品(2)

図版161 第277• 278 • 287 • 289号住居跡出土遺物 図版178 調育区内出土石製模造品(3)

図版162 第289• 296 • 308号住居跡出土遺物 図版179 調育区内出土紡錘車

図版163 第308• 311 • 318 • 327号1打国跡出土遺物 図版180 調査区内出土金属製品(1)

図版164 第246• 339号土壊出土遺物 図版181 調査区内出土金属製品(2)

第712• 717号ピット出土遺物 図版182 調査区内出土金属製品(3)

図版165 第810号ピット出土遺物 図版183 調査区内出土木製品

第38号溝出土遺物 図版184 中世墓跡出土五輪塔1

図版166 調査区内出土縄文土器 中世墓跡出土五輪塔2

調査区内出土埴輪 中肌墓跡出土五輪塔3

図版167 調査区内出土玉類 中世墓跡出土五輪塔4

調査区内出土土玉 中泄墓跡出土五輪塔5

図版168 調査区内出土土錘 中世墓跡出土五輪塔7

調査区内出土砥石（1) 図版185 中世墓跡出土五輪塔6

図版169 調査区内出土砥石(2) 中匪墓跡出土五輪塔6

調査区内出土砥石(3) 中世墓跡出土五輪塔6

図版170 調査区内出土製鉄関連遺物 中祉墓跡出土五輪塔6



中世墓跡出土台石（側面） 図版193 中匪墓跡出土蔵骨器3

中世墓跡出土台石（上面） 中世墓跡出土蔵骨器4

図版186 中世墓跡出土板碑集合 中世墓跡出土蔵骨器5-1

図版187 中匪墓跡出土板碑（1) 中泄墓跡出土蔵骨器の蓋6

図版188 中憔墓跡出土板碑(2) 中匪墓跡出土蔵骨器5-2

図版189 中世墓跡出土板碑（3) 同左

図版190 中世墓跡出土板碑（4) 図版194 中祉墓跡出土陶磁器（1)

図版191 中匪墓跡出土板碑(5) 中世墓跡出土陶磁器（2)

図版192 中世墓跡出土陶磁器4 図版195 中匪墓跡出土陶磁器(3)

中世墓跡出土蔵骨器1 中世墓跡出土陶磁器（4)

中世墓跡出土蔵骨器2



(4) 井戸跡

第30号井戸跡（第497図）

R-9グリッドから検出した。遺構は、 38号溝を壊し

ていた。

平面の形状は、円形で、直径1.03m、深さ1.37mで

あった。

出土遺物は、中肌陶器片と曲物の底板が出土した。

第31号井戸跡（第497図•第504図）

s-11グリッドから検出した。遺構は、第137号溝跡に

壊されていた。

平面の形状は不整な円形で、規模は、長軸1.92m、

短軸1.37m、深さは、1.2mまで確認したが、崩落の危

険が有り、底面までの調査は行わなかった。

出土遺物は、常滑産の甕1点出土した。

第32号井戸跡（第497図）

S-6グリッドから検出した。52号溝跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、直径0.92m、深さは、

1.5mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第33号井戸跡（第497図）

S-12グリッドから検出した。遺構は、 60号溝跡に壊

されていた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸2.19m、短軸1.54 

m、深さは、 0.93mまで確認したが、崩落の危険があ

り、底面までの調査は行わなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第34号井戸跡（第497図）

T-10グリッドから検出した。遺構は、 38号溝跡を壊

していた。

平面の形状は円形で、規模は、直径2.46m、深さは、

I.Omであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第35号井戸跡（第497図）

T-13グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸2.05m、短軸1.8

m、深さは、 1.5mまで確認したが、底面までの調査は

行わなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第37号井戸跡（第497図）

s-11グリッドから検出した。遺構は、第137号溝跡に

壊されていた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.94m、短軸1.5

m、深さは、1.64mであった。

覆土下層中からは、径15cm~20cmの礫が投げ込まれ

たように出土した。

出土遺物は、検出できなかった。

第39号井戸跡（第498図）

T-11グリッドから検出した。遺構は、 106号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、直径1.04m、深さは、

l.Omまで確認したが、底面までの調査は行わなかっ

た。

出土遺物は、検出できなかった。

第40号井戸跡（第498図）

U-12グリッドから検出した。遺構は、 205号土壊を

壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、直径1.2m、深さは、

1.0mであった。

出土遺物は、耳環が出土した。

第41号井戸跡（第498図）

U-12グリッドから検出した。遺構は、 109号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、直径1.02m、深さは、

0.9mまで確認したが、底面までの調査は行わなかっ

た。

出土遺物は、検出できなかった。

第42号井戸跡（第498図）

T-11グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.22m、短軸1.13

m、深さは、 0.78mまで確認したが、底面までの調査

は行わなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

―-427-



第43号井戸跡（第498図）

T •U-12グリッドから検出した。遺構は、 44号井戸

跡を壊していた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.70m、短軸

1.20m、深さは、1.78mまで確認したが、底面までの

調査は行わなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第44号井戸跡（第498図）

T-12グリッドから検出した。遺構は、 43号井戸跡に

壊されていた。

平面の形状は円形で、規模は、直径1.5m、深さは2.1

mまで確認したが、底面まで調査は行わなかった。

出土遺物は、木製品として棒状木製品、円柱状木製

品が出土した。

第45号井戸跡（第498図•第504図）

U-13グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、直径1.22m、深さは

1.2mであった。

出土遺物は、青磁碗の破片が出土した。

青磁碗は、日縁部のみの破片であった。同安窯系の

製品と考えられる。表面には、僅かに櫛掻文が施され

ているのを確認した。

第46号井戸跡（第498図）

T-10グリッドから検出した。遺構は、 38号溝跡を壊

していた。

平面の形状は円形で、規模は、直径1.66m、深さは

1.3mであった。

出土遺物は、檜の角材が出土した。

第47号井戸跡（第498図）

S-9グリッドから検出した。遺構は38号溝跡を壊し

ていた。

平面の形状は円形で、規模は、直径0.72m、深さは

2.22mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第50号井戸跡（第498図）

W-13グリッドから検出した。遺構は、 261号土壊に

壊されていた。

平面の形状は、円形で、規模は、長軸0.94m、短軸

0.86m、深さは1.66mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第51号井戸跡（第499図•第504図）

W-14グリッドから検出した。遺構は、 150号竪穴住

居跡、 60号掘立柱建物跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.3m、短軸1.16

m、深さは、 2.36mであった。

覆土には、炭化物層 (3層）が認められ、オオムギ

と思われる炭化した穀類が多星に出土した。

出土遺物は、中惟の常滑産の鉢1点、紡錘車、木製

品としてモミ属の板材が出土した。

常滑産の鉢は、高台を有し、焼成及び色調は、甕と

似ており、粗い。底部のみの破片であったが、割れ日

には漆が付着していた。補修時の接着の痕跡と考えら

れる。

第52号井戸跡（第499図）

U-13グリッドから検出した。遺構は、 121号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.9m、短軸0.74

m、深さは、1.24mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第53号井戸跡（第499図）

U-13グリッドから検出した。遺構は、 121号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.6m、短軸0.56

m、深さ1.16mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第54号井戸跡（第499図）

V-13グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.24m、短軸1.10

mであった。深さは、1.65mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第55号井戸跡（第499図）

w-14グリッドから検出した。遺構は、 61・66号掘立

杜建物跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.25m、短軸1.10

—-428-



第497図井戸跡(I)
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第31号井戸跡覆土

1鈍黄褐色（IOYR4/J)氾濫土井戸埋没後堆積締り強

2灰黄褐色 (IOYRS/2)中世掏跡1層に対応腐植黒色土屑中に氾濫土多 2黒褐色
(IOYR2/3)上層と同系だがB少 R極多パミス減少 2暗褐色（IOYRJ/3)締り良

1陪より粘性強 BC・土器片少

3 鈍黄褐色 (IOYR4/3)R微鼠締り強 3黒褐色（IOYR2/3)2層に準ず RB極少 3黒褐色 (IOYRJ/2)締り良粘性強 2層より B多 RC若干

4 暗褐色 (10YR3/3) 3陪と同じ R.廿誦器片微羅締り弱

15.90 m 

第33号井戸跡覆土 （故意の埋め戻し）腐植土基本 第37号井戸跡覆土

1暗掲色（IOYR3/4)砂質B多 R・上師片微量白色パミス多 1 暗褐色（IOYR3/4) 締り良 R 土器片• C少鉄分多

4黒色 （IOYR2/2) 5層に準ず締り弱 B少パミス微晨 4黒色 （!OYR2/2)締り良 RC若干中央より石出土

5暗褐色 （IOYRJ/4) 3 • 4層から漸移変化 RC少粘性有常滑片含 5黒掲色（IOYR2/
J)B極多若干R

6鈍黄褐色(!OYR4/3)壁崩落 BC少中世陶器片含粘性有

7暗褐色 （IOYRJ/3) 6層に準ず B多粘性有

6褐色 （IOYR4/6) B主体

第35号井戸跡覆土

8褐灰色 (IOYR4/I) _U習との境界明瞭鉄分植物残滓含グライ土化 1掲色 （ IOYR4/4) 締り良 BR•C 砂質

／／  

9叡色 （JOYR4/J) 8層基本壁崩落上砂質B多

10灰黄褐色(JOYR4/2)灰白色粘質土主体

第32号井戸跡獨土

l暗灰黄色 (25YR5/2)締り強 c若干

2灰黄色 (2SYR6/2)締り強 R微最

3黄灰色 (25YR4/J)締り強 R多

4 鈍黄掲色 （JOYR4/3) 締り強鉄分多 RC若千

5灰黄掲色 （JOYR4/2) やや粘性有 C若干混

6灰黄褐色 （JOYRS/2) 粒子粗いt鉄分多 c多混

7黒褐色 （JOYR3/2) 粒子粗い士鉄分不含 C多

8黒褐色 （JOYR2/3) やや粘性有 C微量

9鈍黄褐色 （JOYRS/3) やや粘性有 C微量

JO鈍赤褐色 (5YR4/4) 粘性有鉄分が層をなし堆積

IIオリープ黒色（IOYR3/I) 粘性有鉄分若干混 c微混

2 灰黄褐色（IOYR4l2) 締り良 BR· 士器片• C多

3 鈍黄褐色（IOYRS/4) 締り弱 B多土器片• C 砂質

4 鈍黄褐色（IOYR4/J)締り弱 B多 R・C少砂質

5暗掲色 （IOYRJ/3)締り良 B多帯状 RC多砂質

6 鈍黄褐色（IOYR4/J) 4層と同締り無 B多 R・C少砂質

5褐色 （IOYR4/6)ヘドロ状粘質士砂とシルトの中間位的

河性堆積層（砂の地山）

1褐色 （IOYR4/6) Il層のシルト化遺構確認面

u褐色 （ IOYR4/6) 砂• F多のため黄茶～茶色

m褐色 （IOYR4/6)砂 n屑に比し色調明る＜締り弱

w灰黄褐色（IOYR4/2)田～V層の漸移砂ややシルト化

V灰黄褐色（IOYR4/2)砂田層的だが色調暗い (F)

VI鰤色 （IOYR4/l) Fのため青味強シルト化固く締まる

7暗褐色 (IOYR3/3) 締り良 B多帯状プロック RC砂質鉄分

8黒褐色 （IOYR2/3) 締り良 B RC少最鉄分粘質

9褐色 (IOYR4/6) 締り良崩落土 B多粘質

10疇色 (IOYR3/l) 締り良 B溶解鉄分少枯質土

II灰黄褐色（IOYR4/2)締り良 B溶解 lO層より多鉄分少粘質土

12暗緑灰色 (7.SYG4/l)締り良 Il少 C・鉄分少粘質土

13暗灰色 (75YG3/I)締り良 B若F砂質

。 加
l
 

―-429-



第498図 井戸跡(2)
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第39号井戸跡覆土 第43号井戸跡覆土 第47号井戸跡覆土

1暗褐色（IOYRJ/3)締り良 B少 l暗褐色（IOYRJ/4)少最の砂質B．粘質土 B少 1黒褪色 (7.SYRJ/1) B若千

2暗褐色 (IOYRJ/3)締り良 B多 2暗褐色 (IOYRJ/3)多最の砂質B・粘質土 B 2極暗掲色（7.5YR2/3)B若干 R微星

3 黒褐色 (IOYR2/3)締り良 B若干 3 暗褐色(lOYRJ/3)2層の基層上上層の混有物少 3 黒褐色 (75YR2/2) B多 RC若干

第約号井戸跡覆土 4暗褐色 (IOYRJ/3)粘性有 4黒色 （7.SYR2/l) Bプロック状混 c多遺物出上
1 黒褐色（IOYR2/3) 砂質B多スコリア少• R 第竹号井戸跡覆土 5灰褐色 （75YR4/2)水分少 c若干
2 黒褐色（IOYR2/3) 1層基本混有物極少粘性強 1黒褐色 (IOYR2/3)溶化進行B・R少 6 黒色 (2.SY3/I) 粘性有灰色粘士プロック混

3 黒褐色（IOYR2/3)砂質B大型未溶化多粘性B全体溶解 2暗褐色 (IOYRJ/4)未溶化砂質B少 R多上層とは色調の差で埠界明瞭 7 暗緑灰色（IOGY4/I)粘性有砂多混

第II号井戸跡覆土 3暗褐色 （IOYRJ/4)未溶化差質B粒少溶化進行Bプロック多 R微最

1黒褐色（IOYR2/3)小型B （粘質）多SJ,109の崩落流れ込み R多 4 暗褐色 （IOYRJ/4) 2層基本粘性強 B多

2暗褐色（IOYRJ/3)1層基本 B多 R不含 5暗褐色 （IOYRJ/4) 4層基本 B多 6層の影響で締り弱粘性強

3黒褐色（IOYR2/3)2層と同粘性有 6鈍黄褐色(10YR4/3)B多水の影響でシルト化進行

4 暗褐色（IOYRJ/4)下層i:J:B主体粘性有 7 黒色 （IOYR2/2)粘性極強腐植土層炭化物なと惰埠りな植物遺体少

5褐色 （IOYR4/6) B 8 黒褐色 (IOYRJ/1)締り良く緻密灰色粘土粒多

釦2号井戸跡覆土 9 鈍黄褐色 (IOYR4/3)上下層との境界明瞭 Bの粘土化層

1暗褐色（IOYRJ/4)砂質B多 R少 IO黒褐色 (IOYRJ/1) 5層と同粘性強

2 暗褐色 (IOYRJ/4) 1層基本 B粒少 第45号井戸跡覆土

3 黒褐色（IOYR2/3) 1層に近似 Bブロック4型化減少 1黒褐色 (IOYR2/3)R ・被加熱B多土師片若千

4黒褐色（IOYR2/3)砂質B多スコリア少 2黒褐色 (IOYR2/3)1層とほぼ同 R・被加熱B多 c多

3黒色 （IOYR2/2) 2層以上との境界明瞭 B単一的粘性強

4 黒色 (IOYR2/2) 3層基本大型B多 ゜
2m 
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第499図井戸跡（3)
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第51号井戸跡覆士・

1暗褐色（IOYR3/J) BR締りやや有

2黒褐色（IOYR3/2) B 

3黒色 （IOYRl.7/1) C層像化米・炭化木実・炭化粒子）

4黒色 （IOYRl.7/1) 3層にBプロック混入壁崩落土

5黒掲色（IOYR3/!) C締り弱

第52号井戸跡覆上

1黒褐色（IOYI辺勺） R 粘土プロック締りやや有

2黒褐色（IOYR2/3)R多締りやや有

3黒褐色（IOYR2/J)B粘土プロック締りやぺ芍§

第53号井戸跡器土

1黒色 （IOYR2/!) R多締りやや有

2麟色（IOYR2/J)RC締りぺや有

3黒褐色（IOYR2/3)B粘土プロック締りやや有粘性有

第54号井戸跡覆士

1黒掲色（IOYR3/2)Rやや多締り有 C

2黒褐色（IOYR3/2)CR B締り弱

3暗褐色(IOYR3/J)B締りやや弱粘性有

4黒褐色（IOYR3/2)粘件有締り有 B

5黒褐色(!OYR3/2)粘上質tJl,lB 

第55号井戸跡覆土

1黒褐色 (10YR2/3)B多締り有 R多

2褐色 （IOYR4/6) B黒褐色上(IOYR2/J)
2黒色 （IOYR2/1) C層 B締り無

4黒色 （IOYR2/l)炭化？種子穀類多上層より粘性有
3黒色 (l0YR2/l) C層 R締り無 2層より粘性有炭化植物種子穀

類多

4黒褐色 (2.sYJ/1)C多締り良粘七質

3黒色 （IOYR2/!)炭化？種子殻類多締り無

5暗褐色（IOYRJ/4)R B粘性やや有

第58号井戸跡覆士

1黒褐色 (10YR2/3)BR締りやや有

第56号井戸跡覆土

5褐色 （IOYR4l6) 2.SYJ/1ブロック多締り無砂質

1褐色 (10YR4l4) BCR 

2褐色 （IOYR4l4) [lやや多 R多混入

3鈍黄褐色 (10YR5/4) B多締りやや弱粘性有

4鈍黄褐色（10YR5/4) B多締り粘性やや有 （壁崩落土）

5黒色 (7.5YR211)粘土質木片種子混入 B若干

6鰤色 （75YR4/t)粘土質上層 （木破片曲物底板出士） C混入

第57号井戸跡覆土

1黒褐色（10YR3l2)CR多 B混入締りやぺ吋］

2黒掲色（lOYRJ/1)シルト質 BR混締り粘性有

3黒褐色 (25Y3/l)シルト質 BR締り粘性有

4黒色 (5Y2/l) シルト質[lC粘性強 B混入

。
2m 
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m、深さ1.78mであった。

覆土には、木片、炭化物を含んでいた。特に覆土3.

4層からは、オオムギと思われる炭化穀類が多量に出

土した。

出土遺物は、検出できなかった。

第56号井戸跡（第499図•第504図）

V-12グリッドから検出した。遺構は、 140。151号竪

穴1打呂跡、 71号溝跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.25m、短軸1.22

mであった。深さは、1.9mまで確認忍したが、底面まで

の調査は行わなかった。

出土遺物は、中世常滑産の甕の破片、曲物の底板が

出土した。また、自然遺物として、栗の実が出土した。

第57号井戸跡（第499図•第504図）

V-12グリッドから検出した。 140・151号竪穴1打国跡
を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.6m、短軸1.3

mであった。深さは、1.8mまで確認したが、底面まで

の調査は行わなかった。

出土遺物は、中世常滑産の甕の破片、白磁皿の破片

が出土した。

第58号井戸跡（第499図。第504図）

W-14グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.lm、短軸1.0

mであった。深さは、1.2mであった。

出土遺物は、中祉常滑産の甕が出土した。

甕は、器高70cm前後に復元できる、大型の甕の破片

である。井戸跡壁面に貼り付けられた状態で出土した。

器面には、肩部から底部までの間に、帯状に連続した

押印文が、 5段にわたって施されていた。

第59号井戸跡（第500図）

W-14・10グリッドから検出した。152号竪穴住居跡、

60 • 66号掘立柱建物跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸2.06m、短軸1.8 

mであった。深さはI.87mであった。

覆土は、黒色土を主体とし、炭化物を多く含んでい

た。特に5-1、5-2層では、炭化木片、穀類を多く

含んでいた。

出土遺物は、検出できなかった。

第60号井戸跡（第499図）

W-12グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.7m、短軸0.65

mであった。深さは、 1.64mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第61号 •62号井戸跡（第500図•第504図）

61・62号井戸跡は、 V-16グリッドから検出した。遺

構の北側は、調査区外へ展開していた。

61号井戸跡は、 62号井戸跡の内側で、入れ子状に

なっていたため、土層断面の観察で初めて検出したも

のである。土層断面の観察では、 62号井戸跡を壊して

掘り込まれていた。

平面の形状は円形と考えられ、規模は、直径1.2m、

深さは、I.Imであった。

62号井戸跡は、 61号井戸跡に壊されていた。

平面の形状は不整な円形で、規模は、直径2.lm、深

さは、1.3mであった。

61・62号井戸跡からは、須恵器杯か2点出土したが、

どちらの遺構に伴うかは明らかにできなかった。

第63号井戸跡（第500図）

AB-16グリッドから検出した。遺構は、 260号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は楕円形で、長軸1.22m、短軸0.99m、

深さ1.03mであった。

出土遺物は検出できなかった。

第64号井戸跡（第500図）

W-14グリッドから検出した。遺構は、 150号竪穴住

居跡、 266号土塙を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.27m、短軸1.15

mであった。深さは、1.57mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第65号井戸跡（第500図）

W-14グリッドから検出した。遺構の大半は、後世の

攪乱によって破壊されていたため、遺構の全体を検出

することはできなかった。また、本遺構は、 150号竪穴
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第500図井戸跡(4)
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第59号井戸跡覆土

1 黒褐色 （IOYR3/J) RC多

2 黒褐色 (IOYR3/J) I層類（以粘性有 M多

3 黒色 (IOYR2/I) BRM多

4 黒褐色 （IOYR2/2) R多

A 15.80 rn 
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第“号井戸跡覆土

1黒褐色 （IOYRJ/2) RB C混入

第67号井戸跡覆土

1黒色 （!OYR2/1) RC締り有 B均一

5-1黒色 （IOYR2/l) C層（植物質のビート層に似る）締り無 2灰黄褐色（IOYR4/2)RB C混入 2黙褐色 (IOYRJ/1)RC 13締りやや弱粘性有

5-2暗褐色 (IOYRJ/4) B粘質士 3黒褐色 (!OYRJ/2) B士（本 3黒褐色 (lOYRJ/1)B粘性有崩落土

5-3黒色 (IOYR2/l) 5-1と同 C層（植物質ピート層に似る）締り無 4鈍黄橙色 (!OYR6/4)BC締り粘性やぺ吋魚 4黒色 (IOYR2/l) C屑有機物混入締り弱

6 暗褐色 （IOYR3/4) 13多

7 暗緑灰色（7.5GY4/l)砂質粘性やや有締り無

第61• 62号井戸跡援土

1暗褐色 (!OYR3l4) B．灰色粘質土多粘性強 RC少

2暗褐色 (10YE3/4) 1屑に準ず灰色粘士多 R増

3灰黄褐色(!OYR4l2)2層基本 R少鉄分多

4灰黄褐色 (10YR412)灰色粘質土主体

5灰黄褐色 (10YR412)3屑と同

6暗褐色 (10YR3l4)茶褐色B主体壁崩剥士

7暗褐色 (!OYR3l4) R多 C微藪粘性弱

8暗褐色 (IOYR3l4) B多 R微歓

9暗褐色 (IOYR3/4) 3層基本 B極少粘性増

10黒色 (!OYR2/2)単純灰層

11暗褐色 (IOYR3l4) 8屑と同 B多 R微巌

12暗掲色 (!OYR3/4) 9層と同 B極少粘性増

13黒褐色 (!OYR2/3) 3層基本灰色粘質土多鉄分多

5黒色 （IOYR2/2) C層 B （有機物含）

6黒褐色 （IOYR3/2) BC締りやや有粘性有

7灰色 (5Y4/I) 粘上層

第65号井戸跡覆土

1黒褐色 （IOYR3/2) BR締り有

2鈍黄褐色(IOYR4/J)BC R締りやや有

3黒褐色 （IOYR4/J) BC締り有

4褐色 （¥OYR4/6)粘土層 c

第伍号井戸跡覆士

1暗褐色 （IOYR3/J) RB締り有 B主体

2鈍黄褐色（IOYR4/J)BR締り有

3黒褐色 （IOYR3/2) BC混入（有機物屑）

4黒色 （!OYR2/2) RC締り有

5鈍黄橙色（IOYRf,/4)粘士質層

6黒褐色 （IOYR3/2) B多

5黒色 （IOYR3/2) 13多

6暗褐色(IOYR3/J)13砂質土締り粘性やべ吋う

第68号井戸跡和l

1暗褐色（IOYR3/J)R未風化少 c風化微最 B風化少

白色粘一十プロック風化多やや粘性有

2黒褐色（IOYR3/2)1層に同 R風化やや多 Cやや多 B風化やや多

白色粘上プロックやや多粘性有

3黒色 (IOYR2/I) R風化多少 c不含 B風化少粘性有

4黒色 （!OYR2/I) 1層に同 B小プロック下層に多やや粘性有

5黒色 （IOYR2/I) RC不含 B風化少最も粘件強

6黒色 （IOYR2/1) 5屑封卜 r3風化多粘性強

7黒色 (IOYR2/1) 5層主体 13多

8黒色 （IOYR2/I) 5層主体 B多

0 2m 

I I I 
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住居跡を壊していた。

平面の形状は円形と考えられ、規模は、直径1.06m

であった。深さは、 2.04mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第66号井戸跡（第500図）

V-14グリッドから検出した。遺構は、 160号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.32m、短軸1.15

mであった。深さは、1.44mであった。

覆土は、炭化物を含む黒褐色土が主体で、特に3層

は、炭化穀類、種子、木片などが多く含まれていた。

出土遺物は、検出できなかった。

第67号井戸跡（第500図）

x-17グリッドから検出した。遺構は67号掘立柱建

物跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.87m、短軸1.57

mであった。深さは、1.26mまで確認したが、底面ま

での調沓は行わなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第68号井戸跡（第500図）

W-17。18グリッドから検出した。遺構の東側は、調

査区外へ展開していたため、遺構の全体を検出するこ

とはできなかった。また、本遺構は、 63号掘立柱建物

跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、直径2.0mであった。

深さは、 1.35mまで確認したが、底面までの調査は行

わなかった。

出七遺物は、曲物の底板が出土した。

第69号井戸跡（第501図）

U-10グリッドから検出した。遺構は124号竪穴住居

跡と重複していたが、遺構の新1日関係は、明らかにで

きなかった。

平面の形状は円形で、規模は、直径0.62mであった。

深さは、1.76mであった。井戸跡の壁面は、下部の方

で袂れていた。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第70号井戸跡（第501図）

V-10グリッドから検出した。遺構は、 123号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は明らかにす

ることができなかった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.5m、短軸0.48

mであった。深さは、1.74mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第71号井戸跡（第501図）

V-15グリッドから検出した。遺構は、 156・169号竪

穴1甘呂跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明ら
かにできなかった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.8m、短軸0.74

mであった。深さは、 1.26mであった。

出土遺物は、剣形石製模造品が出土した。

第72号井戸跡（第501図）

V-15グリッドから検出した。遺構は、 157号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.7m、短軸0.66

mであった。深さは、 1.12mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第73号井戸跡（第501図）

V-16グリッドから検出した。遺構は、 157号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.7m、短軸0.6

mであった。深さは1.38mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第74号井戸跡（第501図）

X-18グリッドから検出した。遺構は、 63号掘立柱建

物跡、 283号土壊を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.lm、短軸1.0

mであった。深さは、1.2mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第75号井戸跡（第501図）

X-15グリッドから検出した。 179号竪穴住居跡、 78

号井戸跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.44m、短軸1.34
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第501図井戸跡（5)
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第71•72 号井戸跡覆士

1赤灰色 (!OYR4/l)若干RC粘士ブロック混入

2灰色 (7.5Y4/l)粘性強若干C

第73号井戸跡覆土

1鰤色 (2.SY6/l)B未風化多 R未風化少

4鉤灰色 (2.SYS/1)3層に同 3層より B少

，5黄灰色 (2.SY4/1)灰色粘土層最下屑砂質

/4;9 

SK283 

15.50 m 

2黄灰色 (25Y6/1)B風化少 R未風化少 c未風化少 B微粒多 5
黒色 (!OYR2/I) C 

3黄灰色 (2.SYS/1)B風化少 R風化少 C未風化少
6褐灰色(!OYR4/I)掲色上主体粘性強

15.50 ITJ 

第75• 78号井戸跡覆土 第76号井戸跡授土

1黒褐色 (10YR2/J)C 俄化米）
1暗褐色 (!OYR3/J) RC若FB締りやや弱

2黒褐色（IOYRJ/1)粘土質土主体 C混入
2黒褐色 (IOYR2/J) 1層に比べRやや多 B少粘

士プロック締りやや有

3黒色 （!OYR2/2) C （大麦） 締りやや有砂質
士混入 3黒褐色 （!OYR2/J)砂質土 R混在締

り弱

4黒褐色（IOYRJ/1)R塊 C混
4黒色 （IOYR2/2) B多締りやや弱

5瓢色 (10YR3/2) B混入締りやや有

6黒褐色 （IOYR2/3) B砂質土多締り粘性有

7黒色 （!OYR2/I) C R多
7灰黄褐色（IOYR4/2)粘土質主体 F多締り弱

8掲灰色（IOYR4/I)砂質土と粘土混在締りやや有
8褐色 (!OYR4/4) B主体

9黒色 （!OYR2/2) R 

10黒褐色（!OYR3/!)CR  

II黒色 （IOYR2/I) C層

12黒褐色（IOYR2/J)IOYR3/4のブロック多

l]暗褐色(IOYR3/4)IOYR4/岱貼色tプロック砂質
土多

。
2m 
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mであった。深さは、1.4mであった。

覆土は、炭化物を含む黒褐色土を主体とし、特に、

1層と 3層では、炭化した穀類（米・大麦）を多量に

含んでいた。

出土遺物は、闘の羽口が1点出土した。

第76号井戸跡（第501図）

Y-16グリッドから検出した。遺構は、 63・73号掘立

村建物跡を壊していた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.6m、短軸1.2

mであった。深さは、1.34mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第77号井戸跡（第501図）

X-18グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.8m、短軸0.74m

であった。深さは、1.5mであった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第78号井戸跡（第501図）

X-15グリッドから検出した。本遺構は、 75号井戸跡

に壊されていたため、遺構の全体を明らかにすること

はできなかった。また、179号竪穴住居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.3m、短軸1.3 

mであった。深さは、1.0mであった。

覆土は、炭化物を含む黒色～黒褐色土を主体とし、

特に11層では、炭化した穀類、木片を多量に含んでい

だ。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第79号井戸跡（第502図•第504図•第505図）

V-15グリッドから検出した。遺構は、 156号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.4m、短軸0.3

mであった。深さは、 1.4mであった。

出土遺物は、土師器甕2点、甑1点、須恵器壺1点、

板状の木製品が出土した。

第80号井戸跡（第502図）

Y-14グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、直径0.52m、深さは、

1.45mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第81号井戸跡（第502図•第505図）

X-14グリッドから検出した。遺構は、 302号土壊、

ピット 763を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.8m、短軸1.5

mであった。深さは、 2.2mであった。

出土遺物は、中世常滑産の甕の破片が出土した。ま

た、木製品として、箸、下駄が出土した。

第82号井戸跡（第502図）

Y-18グリッドから検出した。遺構は、 195号竪穴住

居跡、ピット746に壊されていた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.04m、短軸1.0

mであった。深さは、 0.82mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第83号井戸跡（第502図）

X-13グリッドから検出した。遺構は、 85号井戸跡を

壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.06m、短軸0.96

mであった。深さは、1.54mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

遺構の時期は、本遺構に壊されていた85号井戸跡が、

中世に属すると考えられることから、本遺構は、中惟

以降のものと考えられる。

第84号井戸跡（第502図）

W-16グリッドから検出した。遺構は、 190号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.0m、短軸1.0

mであった。深さは、1.4mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第85号井戸跡（第502図•第505図）

W•X-13グリッドから検出した。遺構は、 83号井戸

跡に壊されていた。
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第502図井戸跡(6)
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第83• 85号井戸跡覆士：

1叫謁色 (IOYR413) B砂質士多粘性や
や有

2暗褐色 （IOYR3/4) B砂質士粘性有

3黒褐色 （JOYR3/1) B砂質土多粘性有

4黒褐色 （IOYR2/J) B砂質土多粘性有

5暗椒灰色(7.SGY411)砂多 IOYR2/Jの
プロック多粘性やや有

6黒褐色 （IOYR3/2) R 粘性やや有

7甲駆 （IOYR3/4). Bi'.噴土多

8褐灰色 （IOYRS/1) C F多粘性有

9黒色 （IOYR2/1) C層締り無

10掲灰色 (IOYR4/1) R F粘性有

1号井戸跡覆土
11黒色 (IOYR3/1) B砂質土粘性有

l闊（IOYR3/2)RC紺甜国
12暗緑色 （IOGY4/1) 砂質 R粘性有

2黒褐色 (IOYR3/2)R少粘性無
第86号井戸跡覆土

第79号井門坑榎土
3黒褐色（lowむ/1)RB砂質土粘性有

1鈍黄褐色(IOYR4/3) B砂質土多粘性やや有

1褐灰色（!OYR411)R風化少 B風化少 C
風化少 4黒渇色(JOYR2/3)R微量粘性有

2暗褐色 （IOYR3/4) B砂質土粘性有

2褐灰色（IOYR4/1)1層に同ややC多
5暗褐色 (IOYR3/4)B砂質土プロック多粘性

やや有 3黒褐色 (IOYR3/1) B砂質士多粘性有

3鰤色（IOYR411)1層に同粒子粗い
6暗褐色 (IOYR3/3)B砂質土プロックやや

砂質 4黒褐色 （IOYR2/3) B砂質土多粘性有

4叩駆（IOYR3/1)R風化少 B風化少
第82号井戸跡覆上

5暗緑灰色 (7.SGY4/1)砂多 IOYR2/Jプ
ロック多粘性やや有

5黒褐色 (IOYR3/1)4層に同ややC少
1黒褐色（IOYR2/J）締り弱 B溶混微量 R

少 第87号井戸跡覆土

6黒褐色（IOYR3/l)4層に同やや粘性強
2黒褐色 (10YR2/J)1層に準ず締り強 B

溶混多下層の影響でC多 1黒色 (IOY
R2/2) R C (M)多締り弱 2層との境は

C薄層

第80号井戸跡覆土
3黒色 （lOYlゆ2)カマド灰層状 MR主

体締り無 2黒褐色 (10YR2/J)灰黄色粉質Bプロック
佐嘩牝）多 R微量

1黒褐色（IOYR2/J) 黒褐色土主体 B未風
化少 R未風化少 4黒色 （10YR2/2) B溶

混多締り粘性強
3黒褐色 (10YR2/J)灰黄色粉質Bプロック

少水の影響でF多

2黒褐色 (10YR2/J) 1層より R風化多
第訊号井戸跡覆土

4黒褐色f(IOYR3/2)3層基本 F多黒色土
プロック多

3黒褐色（IOYR2/J) 1層より RC多
1黒褐色（lOYR3/1)RC粘性やや有

4黒色 (7.SYR2/1) 1層より RC大若干
多 2黒褐色 (10YR3/1)R粘性有

5黒色 (7.SYR2/J) 1層よりR少やや糊
拐魚 3褐灰色 (IOYR411)粘性有締り無 B砂質

土多 ゜
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平面の形状は円形で、規模は、長軸2.3m、短軸2.0

mであった。深さは、 2.0mであった。覆土は、黒褐色

～暗褐色土を主体とし、地山ブロック・炭化物を含んで

いた。特に、 9層は、炭化した木片、穀類を多く含ん

でいた。

出土遺物は、中憔常滑産の甕の破片が出土した。

第86号井戸跡（第502図•第505図）

W•X-13·14グリッドから検出した。遺構は、後匪の

攪乱によって破壊されていたため、全体を検出するこ

とはできなかった。

平面の形状は円形と考えられ、規模は、直径1.3mで

あった。深さは、I.Omであった。

出土遺物は、土師器高杯の脚部が出上した。

第87号井戸跡（第502図）

Z-19グリッドから検出した。遺構は201・202号竪穴

住居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.3m、短軸1.14

mであった。深さは、1.12mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第88号井戸跡（第503図•第505図）

Z-19グリッドから検出した。遺構は、 79号掘立柱建

物跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は楕円形で、規模は長軸0.82m、短軸

0.57mであった。深さは、1.10mであった。

出土遺物は、土師器甕、甑、J甘が出土した。また、

木製品として、箸が出土した。

第89号井戸跡（第503図•第505図）

AA-19グリッドから検出した。遺構は、 38号溝跡に

壊されていた。

平面の形状は円形で、規模は、直径1.37mであった。

深さは、1.74mであった。

出土遺物は、土師器杯2点が出土した。

第90号井戸跡（第503図。第506図）

AA-20グリッドから検出した。遺構は、 318号土塙

を壊していた。また、 91号井戸跡に壊されていた。

平面の形状は円形で、規模は、直径0.89m、短軸0.85

mであった。深さは、1.09mであった。

出土遺物は、中世常滑産の甕の口縁部が出土した。

第91号井戸跡（第503図）

AA-20グリッドから検出した。遺構は、 318号土壊、

90号井戸跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.17m、短軸1.10

mであった。深さは、1.56mであった。

出土遺物は、加工木材が出土した。

第92号井戸跡（第503図）

Z-18グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.8m、短軸0.73

mであった。深さは、 1.20mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第93号井戸跡（第503図•第506図•第507図）

AA-20グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.3m、短軸1.22

mであった。深さは、1.57mであった。

出土遺物は、中祉の常滑産の甕、片口鉢が出土した。

また、蛤と考えられる貝殻が出土した。

第94号井戸跡（第503図・第513図）

AA-18グリッドから検出した。 216号竪穴1肝雌跡を
壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.37m、短軸1.3

mであった。深さは、1.50mであった。

出土遺物は、中世の青磁碗、須恵器高杯が出土した。

青磁碗は、龍泉窯系と考えられる。

第95号井戸跡（第503図）

AA-20グリッドから検出した。遺構は、 38号溝跡と

重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかにできな

かった。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.20m、短軸

0.95mであった。深さは、1.14mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第96号井戸跡（第503図）

Y-17グリッドから検出した。遺構は、 197号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.06m、短軸1.02
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第503図井戸跡（7)
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第88号井戸跡覆土

1灰黄褐色（lOYR4/2)R B混入締り有

2黙色 (IOYR2/l) C屑

3鈍黄掲色 (IOYR5/4)B主体

4灰黄褐色 (IOYR4/2)B多

5灰黄掲色 (IOYR4/2)B 締りやや有

6暗褐色 (IOYRJ/3) B均一多

7暗掲色 （IOYRJ/3) C B 

8暗褐色 （IOYRJ/3) B均一多

9鈍黄褐色（IOYR4/J)粘性強締りやや有 B

lO鈍黄掲色 (IOYR4/))粘土粒rB締りやや弱粘性強

11黒色 （lOYR2/l) C層

第89号井戸跡覆上

1暗褐色（IOYRJ/))やや砂質 RB若千

2 黒褐色（IOYR2/J)RC混入砂質粒子

3疇色（IOYRJ/2)粘質上 RC若干

第90号井戸跡覆土

1黒褐色 (IOYRJ/2)B砂質士

2黒色 （10YR2/l) M層

3 黒褐色（IOYRJ/1)粘性有

4暗褐色（IOYRJ/4)B砂質土多粘件やや有

第91号井戸跡覆土

1黄褐色 (10YR5l8)砂質 IOYR3l2（黒褐色）多

2黄褐色 (10YR5l8)砂質 10YR3l2 （黒褐色） F 

3 黄褐色 (10YR5l8)lOYRJ厄 （黒褐色）多粘性無．

4 黒褐色 (10YR3l2)B砂質土多粘性有

5黒褐色(10YR3/l)B砂質土粘性有

第93号井戸跡覆＿i—

1暗褐色（10YR3l4)粘土粒子 B砂質土多粘性無

2黒褐色（IOYRJ/2)RC粘性無

3黙褐色（lOYRJ/1)粘性やや有 RC多

4 暗褐色 (10YR3l4)粘性やや有 R fl砂粒多

5黒褐色(10YR3/1)粘性有 R少

6 黒褐色 (IOYRJ/1)粘性有 C多

第94号井戸跡覆土

1黒色 (10YR2/2) 締り強粘性弱 B多 R少

2黒色 (10YR2/2) 締りやや有粘性有 B R少

3 黒色 （IOYR2/2) 締り弱粘性強 B少 R微最

4 黒色 (10YR2/2) 締り弱粘性強 B多 R不含

5 黒色 (lOYRl.7/1)締り無 RB微鼠

6 黒褐色 (lOYRJ/2) R主体締り無

7黒色 （IOYRl.711) 5層に準ず締り弱 6•9層の影響でR多

8褐色 (10YR4/6) fl主体壁崩落土

9黒掲色 (10YR3/2) 6屑に準ず R少散漫

10暗褐色 (IOYRJ/3) 締り無混有物不含の褐色土単一層

第95号井戸跡裂土

1黒褐色 (lOYRJ/2) RC粘土ブロック混入

2黄褐色 (lOYRS/6) B主体

3暗褐色 (!OYRJ/3) 1層より明るい

4 黄褐色 (lOYRS/6) B主体

5灰黄褐色 (lOYRS/2)B多

6褐色 (10YR4/6) B主体

第96号井戸跡覆土

1灰黄褐色 (10YR4/2)RC多 M混在

2鈍黄褐色（lOYRS/4)砂質粒子多締り弱 B粘土プロック混入

3鈍黄褐色(10YR4/3)RC炭化物混在締りやや弱

4灰黄褐色 (10YR4/2)RC締りやや有

5暗褐色 (lOYRJ/3) B粘上プロック多締り粘性やや有

6黒褐色 (!OYRJ/2) 5層に比ベプロック少締り粘性やや有

7灰色 (5Y5/1) 粘土プロックややシルト化

第97号井戸跡授土

1黒褐色 (10YR2/3)R B砂質土多粘性やや有

2黒褐色 (10YR2/J)B砂質土プロック多粘性やや有

3 黒褐色 (10YR2/2)B砂質士粒多粘性有

4 黒褐色 (10YR2/J)B砂質士プロック多粘性有

5褐色 (10YR4/6) B砂質土プロックと10YR2/3（黒掲色）プロ
ック

6暗褐色（lOY即／4)B砂質土粒多粘性有

7暗褐色 (lOYRJ/3)B砂質土粒少粘性有

0 2m 
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第504図 井戸跡出土遺物(I)
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第505図 井戸跡出土遺物(2)
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第506図 井戸跡出土遺物（3)
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第507図 井戸跡出土遺物(4)
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井戸跡出土遺物観察表(I)

番号 器種 ロ径 益ロロ古回 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

31-1 珈・年 ABJ 1 鈍 橙 破片 呼吊、iF ロ~

45-1 青磁椀 1 明オリーブ灰 破片 同安窯系

51-1 鉢 (14. 8) BF] 1 鈍 褐 破片 常滑

56-1 冽零五 ABJ 2 橙 破片 常滑

57~ 1 臼磁皿 1 灰 白 破片

57-2 甕 BJ 1 褐 破片 常滑

58-1 珈平 BJ 1 暗 赤 褐 20 常滑肩部に自然釉

61・62-1 杯 (12.5) 4.6 (6. 7) ACFIJ 2 灰 30 南比企

61・62-2 埒： 6.3 AFI 1 灰 80 南比企

79-1 甑 20 0 ABDEHJ 3 暗 灰 黄 60 

79-2 甕 (22. 0) BCDEJK 3 明 褐 50 

79-3 珈工 20.0 BEJL 3 橙 70 

79-4 壺 (15. 0) ABEFIJ 1 暗 灰 35 

81-1 瑾ょコ ABJ 1 暗 灰 破片 呼吊も／皿目

81-2 甕 ABJL 1 暗 赤 褐 破片 ,吊¥'H｛皿目

85-1 珈式 BJ 1 褐 破片 常滑

86-1 高 埒； (7.0) 11.0 ABDEJ 2 橙 100 2次焼成

88-1 壺 9.0 ABD 3 明 黄 褐 40 赤彩

88-2 甑 25.6 23.8 8.6 ABDEHJ 2 鈍 黄 80 

88-3 罪工 (16. 0) DEHJK 2 橙 15 

88-4 甕 (15.2) ADEHK 2 鈍 黄 橙 10 

88-5 珈冥 (16.8) ABDEFHJ 3 鈍 褐 40 

88-6 珈平 BEL 5 赤 褐 60 

89-1 杯 10.3 3.6 ABDEJ 2 橙 100 

89-2 杯 (10.8) DJ 2 暗 褐 40 

90-1 珈式 ABJ 1 暗 褐 破片 常滑

93-1 癖工 BF] 2 暗オリーブ褐 破片 常滑

93-2 珈式 BF] 2 暗オリーブ褐 破片 呼吊、旧直

93-3 珈•よ BJL 1 灰 破片 常滑肩部に自然釉

93-4 甕 BJL 1 オリーブ灰 破片 常滑自然釉

93-5 珈式 BJL 1 暗 褐 破片 沖吊べ巾皿

93-6 多式伍 BJ 2 灰 破片 巫吊し巾皿

93~ 7 珈コ ABJ 2 灰 破片 巫吊ら巾皿

93-8 珈•上五； BFJ 2 灰 破片 常滑

93-9 罪コ BFJ 2 灰 破片 巫吊も旧皿

93-10 片口鉢 (34.0) 13.2 (19. 8) BF] 2 明 赤 褐 10 巫吊ヽ巾皿
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mであった。深さは、1.36mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第97号井戸跡（第503図）

AB-19グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.02m、短軸1.01 

mであった。深さは、1.56mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第98号井戸跡（第508図•第513図•第514図）

AA-17グリッドから検出した。遺構は、 259号竪穴

1主居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸2.06m、短軸2.02

mであった。深さは、1.32mであった。

出土遺物は、須恵器杯8点、高台付杯1点、椀2点、

高台付椀1点、皿1点、内面黒色土器3点、須恵器甕

3点、土師器甕1点、台付甕3点が出土した。

1 ~ 8は、須恵器の杯で、胎土の特徴から、全て南

比企産と考えられる。底部の調整は、糸切後、無調整

であった。

また、墨痕のある杯が2点あった (3• 5)。3は、

外面日縁端部と、内面底部中央の窪んだ部分に認めら

れた。 5は、ほは内面全体に、墨が溜まっていたよう

に付着していた。内面は、墨痕によって観察が困難で

あったが、摩滅していたため、転用硯の可能性もある。

9は無台の椀で、底部の調整は、糸切後、無調整で

あった。胎土の特徴から、南比企産と考えられる。

10は、高台付椀で、底部の調整は、糸切後、無調整

であった。全体的に薄手で、高台は、下方にやや踏ん

張る形態であった。また、体部下端は、強いナデ整形

が施されていた。胎土には、細かい片岩を含んでおり、

末野産と考えられる。

11は、椀である。底部を欠損していたため、高台の

有無は不明である。体部は直線的に立ち上がり、日縁

部端部は、面取り風に内側に傾斜していた。また、内

面のほは全面と、外面に煤状の付着物が認められた。

12は、高台付杯である。高台は、外側に開き、端部

はゆる＜窪んでいた。色調は、灰褐色～橙色で、いわ

ゆる赤焼けの状態であったが、焼成は良好で、硬質で

あった。胎土の特徴から、南比企産と考えられる。

13は、高台付皿である。内面底部には、径7cm前後

の円形の赤焼けの部分があり、重ね焼の痕跡と考えら

れる。

14~16は、内面に黒色処理を施した土器である。 14

は高台付皿で、 15• 16は杯である。いずれも、ロクロ

による成形で、底部の調整は、糸切後、無調整であっ

た。内面は、細かいヘラミガキカ哺りされ、黒色処理さ

れていた。

17~19は、須恵器甕である。 17は底部から胴部にか

けての破片である。胴部下端は、ヘラケズリされる。

全体的に薄手で、硬質であった。 18は日縁部の破片で

ある。 19は口径39.2cmの大甕である。胴部以下を欠損

していたため全体の調整は不明であるが、肩部には、

横方向のタタキが施されていた。胎土には、白色針状

物質を含むことから、南比企産と思われる。

20~23は、土師器甕である。 20は、口縁部の破片で、

日縁がコの字状となる。 21は、小型の甕で、日縁部は

コの字状となる。胴部以下を欠損していたが、台付甕

と考えられる。 22• 23は台付甕の脚部の破片である。

脚部は、八の字状に外側に開いていた。

第99号井戸跡（第508図。第514図）

AB・AC-18グリッドから検出した。遺構は、 239号

翌穴住居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.34m、短軸1.3

mであった。深さは、 2.30mであった。

出土遺物は、土師器杯が1点出土した。

第100号井戸跡（第508図•第514図）

AA-17グリッドから検出した。遺構は336号土壊を

壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.7m、短軸1.48

mであった。深さは、 1.0mまで確認したが、底面まで

の調査は行わなかった。

出土遺物は、須恵器杯3点、椀1点、また、瓢鏑が

出土した。

第101号井戸跡（第508図）

Y-17グリッドから検出した。遺構は、 223号竪穴住
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居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.74m、短軸0.68

mであった。深さは、1.56mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第102号井戸跡（第508図）

AA-17グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.54m、短軸0.50

mであった。深さは、1.30mであった。

出土遺物は、検出できなかった。。

第103号井戸跡（第508図）

AB-16グリッドから検出した。遺構は、215号竪穴住

居跡と重複していたが、新旧関係は、明らかにできな

かった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.74m、短軸0.64

mであった。深さは、1.20mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第104号井戸跡（第508図・第514図）

AA-18グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.76m、短軸0.74

mであった。深さは、1.74mであった。

出土遣物は、土師器甕1点が出土した。

第105号井戸跡（第508図•第514図）

AC-20グリッドから検出した。遺構は、 84号掘立柱

建物跡を壊していた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.10m、短軸

0.94mであった。深さは、1.80mであった。

出土遣物は、須恵器杯1点、高台杯1点が出土した。

第106号井戸跡（第508図）

AA-19グリッドから検出した。遺構は、 229・239号

竪穴住居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.9m、短軸0.78

mであった。深さは、1.lmであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第107号井戸跡（第509図）

AC-18グリッドから検出した。遺構は、263号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.06m、短軸1.02

mであった。深さは、1.05mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第108号井戸跡（第509図）

AD-18グリッドから検出した。遺構は、289号竪穴住

居跡、 110号井戸跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.63m、短軸1.39

mであった。深さは、1.6mまで確認したが、底面まで

の調査は行わなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第109号井戸跡（第509図）

AD-17グリッドから検出した。遺構は、302号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.lm、短軸1.06

mであった。深さは、1.65mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第110号井戸跡（第509図•第514図）

AD-18グリッドから検出した。遺構は、108号井戸跡

に壊されていた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.28m、短軸1.1

mであった。深さは、1.6mであった。

出土遺物は、須恵器杯1点が出土した。

第111号井戸跡（第509図）

AC-19・20グリッドから検出した。遺構は、 357号土

壊に壊されていた。また、 264• 265号竪穴住居跡を壊

していた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸0.82m、短軸

0.6mであった。深さは、1.40mまで確認したが、底面

までの調査は行わなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第112号井戸跡（第509図）

AC-20グリッドから検出した。遺構は357号土壊に

壊されていた。また、 264号竪穴住居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.56m、短軸0.5

mであった。深さは、1.40mまで確認したが、底面ま

での調査は行わなかった。

出土遺物は、検出できなかった。
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第508図井戸跡（8)
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1黒褐色 (IOYR2/J) R多 c締り強

2黒色 (IOYRl.711) R少 c主体

3黒色 (I OYF:2/2) RC  M主体

4黒褐色（IOYR2/J) R微最 1層基本遺物無

5黒醗（IOYF:2/3) RC郷祭ではB多

6黒色 （IOYF:2/2) R微量 B薄層帯状に数層挟む

7黒褐色 (IOYR3/I) 6層に準ず Bl士暗灰色砂質土になる

8 褐灰色（IOYR4/1) 青灰色暗質土粘土化強

9褐色 （IOYR4/6) B 

第99号井戸跡援士

1黄褐色 （25Y5/6) RB若干 Bプロック多

2黒褐色 (25Y3f2)粘土質プロック混入 R若干

3 黄褐色 (25Y5/6) 粘上プロック• Bプロック主体

4 暗灰黄色 (25Y5り） RC若干 B

5暗灰黄色 (25Y5た） B若干混入

6鈍黄褐色 (2.5Y4/J)B締りやや有

7鈍黄褐色 (2.5Y4/J)B締りやや有

8 鈍黄褐色（25Y514) 粘土プロック• B主体締り有

A

l

 

9暗灰黄色 (2.5Y5/2)7層に近似ややl音B大型プロック 2黒褐色 (IOYR2/I)

IO黒褐色 (25Y312) B大型プロックやや多 9層より締る 3褐色 (IOYR4/6) 

II黒褐色 (2.5Y3/l)粘性もつB粘土主体 4黒褐色(IOYR3/2)

SE105 

16.20 m 

第100号井戸跡覆土

1暗褐色 {IOYRJ/3)R多 M多散在

2暗褐色（IOYRJ/4) I層基本 R少粘性有

3暗褐色（IOYRJ/4)R被加熱プロック住居カマ輝皮壊土

4暗褐色（IOYRJ/3)B多薄層状 R微最

5暗褐色 {IOYRJ/3)Ill層基本 B増大帯状層を数層形成

6暗褐色{IOYRJ/3)N層基本 B

7褐色 （IOYR4/6)砂質B

8黒褐色（IOYR2/3)若干R 単ー、的色調極暗粘性極強

第IOI号井戸跡覆土

1褐灰色{IOYR4/l)B多少風化少 R風化少 c風化少

やや硬く若干粘性有

2黒褐色（IOYRJ/1)1層より B多

3黒掲色（IOYRJ/1)1層に同じ

4黒色 (IOYR2/l) B風化少 R風化少

5黒褐色（IOYRJ/1)2層に同じ粘性有

6黒褐色（IOYRJ/1)灰黒色の砂層

第l05号井戸跡覆土

1黒褐色 (IOYRJ/1)

第102号井戸跡覆土

1黒褐色 (IOYRJ/1)13風化微最 R末風化微量粘性微有

2黒褐色（IOYRJ/1)黄白色砂多

3黒褐色（!OYRJ/1)B風化多 R未風化少粘性微有

4黒褐色（IOYRJ/1)3屑に比べ13少 Rやや多

5黒褐色(!OYRJ/1)3層に比べBRペ弐咳;

6黒褐色（IOYRJ/1)3層に比べIJR最少

7黒褐色（IOYRJ/1)6層1こ茶黄白色粘土プロック少風化

8黒褐色(!OYRJ/1)粘性やや有

9褐灰色（IOYR4/!)灰色の砂層

第103号井戸跡覆士

1黒褐色 (IOYRJ/1)B風化少

2黒褐色(!OYR2/J)B風化多 R風化少 c風化少

3黒色 （!OYR2/2) 2層より 13大多

4黒色 （IOYR2/l) 2層より B少やや砂質

5黒色 (!OYR2/I) 2層に同じややB少

6黒色 （!OYR2/l) 4層に同じややB多

第104号井戸跡覆土

1黒褐色（IOYRJ/1)Rやや風化少 c風化少

一部壁際に崩落に伴うプロック有

2黒色 （IOYR2/l) 1層に比べRやや少 B風化少やや粘性有

3黒色 （!OYR2/l) 1層に比べR不含 B風化多粘性有

4 黒色 （IOYR2/I) 3層同様灰褐色tプロック極風化 13多

第106号井戸跡覆士

1黒色（IOYR2/l)粘性有 RB

2黒色（IOYR2/l)砂粒若干BR

。
2m 
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第113号井戸跡（第509図）

Y-15グリッドから検出した。遺構は、 82号溝跡を壊

していた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸0.48m、短軸

0.4mであった。深さは、1.8mまで確認したが、底面

までの調査は行わなかった。

図示可能な遺物は検出できなかった。また、馬歯が

出土した。

第114号井戸跡（第509図）

AC-22グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.8m、短軸0.73

mであった。深さは、1.8mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第115号井戸跡（第509図）

AC-21グリッドから検出した。遺構は、 90号掘立柱

建物跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らか

にできなかった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.8m、短軸0.76

mであった。深さは、1.67mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第116号井戸跡（第510図•第514図）

AD-17グリッドから検出した。遺構は、 302・311号

竪穴住居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.9m、短軸1.64

mであった。深さは、1.2mであった。

出土遺物は、須恵器杯1点、甕1点が出土した。

第117号井戸跡（第510図）

AD-18グリッドから検出した。遺構は、 317号竪穴住

居跡、 448号土壊を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.40m、短軸1.34

mであった。深さは、 1.30mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第118号井戸跡（第510図•第515図）

AD-18グリッドから検出した。遺構は、 312号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.56m、短軸

1.40mであった。深さは、1.84mであった。

出土遺物は、須恵器蓋1点が出土した。

第119号井戸跡（第510図）

AD-19グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.86m、短軸0.84

mであった。深さは、1.54mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第120号井戸跡（第510図•第515図）

AE-19グリッドから検出した。遺構は、 316号竪穴住

居跡、 124号井戸跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.58m、短軸1.5

mであった。深さは、 2.80mであった。

出土遺物は、白磁碗1点、用途不明の木製品が出土

した。

白磁碗は、底部の破片で、高台と日縁部を欠損して

いたため、全体は不明である。底部は厚く、高台も高

くなると考えられる。四耳壺の可能性もあるが、内面

にも施釉されていることから、碗と判断した。見込み

部分には、沈線力濯忍められた。胎土は灰色味の強い灰

白色であった。

第121号井戸跡（第510図）

AD-21グリッドから検出した。遺構は、 4号周溝状

遺構を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.64m、短軸0.6

mであった。深さは、1.40mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第122号井戸跡（第510図）

AD-22グリッドから検出した。遺構は、 333・339号

翌穴1甘国跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.60m、短軸1.46

mであった。深さは、1.36mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第123号井戸跡（第511図）

AD-22グリッドから検出した。遺構は、 339号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、長軸0.7m、短軸0.65mであっ

た。深さは、1.21mであった。

出土遺物は、建築部材と考えられる木製品が1点出
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第509図 井戸跡（ 9)
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第107号井戸跡覆土

1灰黄褐色（IOYR4l2)RC混入

2明黄褐色（IOYR6/6)B主体

3鈍黄褐色（IOYR4/J)BR混人

4灰黄褐色（IOYR412)B 粘性締り有

5暗褐色 （IOYRJ/3) BC  

6掲色 (IOYR4l4) B混入締り粘性有

第108号井戸跡覆上

1黒褐色 （IOYR3l2) B C R 締りやや弱

2黒褐色 （IOYRJ/2) B RC  1層に比ぺ粘性有

3褐灰色 (IOYR411) RC締り粘性弱

4黒褐色 （IOYRJ/1) C主体締り弱

5灰黄褐色（IOYR4l2)B混人締り弱

6黒褐色 （IOYRJ/1)粘性有締りやや弱

7黒褐色 （]OYRJ/1)粘士質＿十に若r-c

第109号井戸跡覆L

1黒色 （IOYR2/2)暗褐色上基本灰白色粘質土微星 R多

2黒褐色 (IOYR2/3)1層基本J::R不含灰白色粘質上多

3黒褐色 (IOYR2/J)R微最大型B多灰白色土少締り弱

故意の埋戻し

第110号井戸跡榎上

1鈍黄褐色（IOYR4/3)R多 CB混入

2黒褐色 （IOYR2/J) I層に比べR少粘性締りやや弱

3黒褐色 （IOYR3/2) 2圏に比べやや明 B

4 黒褐色 （IOYR3/2)粘性強締りやや有

5鰤色 (IOYR4/I) B粘土締り有粘性強

6灰黄褐色 (IOYR5/2)B多 B崩落土

7鈍黄褐色 (IOYR5/4)B 粘性強

第Ill• 112号井戸跡覆j-

1鈍黄褐色 (IOYR4/3)R若干白色粘土粒子混入

2褐色 （IOYR4/4) B多

3黄褐色 (IOYR5/6) 2層に比べB大多締りやや弱

4灰黄褐色（IOYR4/2)R B 2層より暗い

5黒褐色 （IOYR3/2) 4屑より粘性有 B混人

第113号井戸跡覆士

1鈍黄掲色 (10YR4/J)RC微昼締りやや有粘性弱

2暗掲色 (!OYR3/J) B混入締り粘性有

3鈍黄褐色（JOYR4/J)Bやや多締り弱粘性有

第114号井戸跡覆土

1黒褐色（!OYR3/1)粘性やや有 R

2黒褐色(JOYR3/1)粘性有 B砂粒

3黒褐色(JOYR3/1)B砂粒多締り無

第115号井戸跡覆土

1黒褐色(!OYR3/2)R土器片多

2黒褐色 (10YR3/1)粘性やや有 B砂粒多

3黒褐色（!OYR3/2)やや砂質 B砂粒

4黒色 （JOYR2/1)粘性有 c多

゜
2m 
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第510図井戸跡(10)
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第121号井戸跡覆士

第118号井戸跡覆士 1黒掲色(!OYRJ/1)CR微最粘性やや有

1黒褐色（10YR2/3)暗褐色土主体 RC多締り有 2黒褐色 (lOYRJ/1)B砂粘性有

2黒褐色（1DYR2/J) I層土とM主体締り弱 3黒褐色(!OYRJ/2)粘質土 C粘性有

第116号井戸跡覆士 3暗褐色（IOYRJ/J)暗褐色士単ー粘性強 第122号井戸跡覆l

1暗褐色 （lOYRl/J) RC多締り強 4暗褐色（IOYRJ/3)3層甚本溶化進行B多 l黒色 (IOYR2/2) R B砂質七

2黒色 （IOYR2/1) M層 RC少締り無カマド灰層状 5暗褐色（IOYRJ/4)溶化進行大型B主体 4層土混入 2黒褐色 (!OYRJ/1)＿直iに比べ粘性有 RB砂質土黒色砂状粒

3暗褐色（IOYRJ/J)未溶化Bプロック C多 第119号井戸跡覆士 3鈍黄褐色 (IOYR4/J)B砂質士多

4暗褐色 （IOYRJ/4) 3屑と同系だがBC不含締り粘性有 ！鈍黄褐色 (10YR4/J)CRやや多 B混在締りやや有 4黒褐色 (lOYRJ/1) B砂質土

5褐色 （10YR4/J)未溶化Bプロック 2掲色 （IOYR4/4) B多締りやや有 5鈍黄褐色（10YR4/J)B砂質l多

6暗褐色 （IOYRJ/4) 4屑に準ず 2層のM多 3暗褐色 (IOYRJ/4) 2層に比べBやや少締りやや有 6黒褐色 （lOYRl/1)粘性有粘土状褐灰色士多

7褐色 (IOYR4/J)褐色Bプロック混有物無溶化未進行 4褐色 （10YR4/6) B多締りやや弱 7灰黄褐色（IOYR5/2)粘性やや有 B砂質＿｛ F 

第117号井戸跡覆土 第120号井戸跡覆士 第124号井戸跳覆土

1黒褐色（IOYR2/3)B微巌 R多量 c締り強

2褐色 （IOYR4/6) B 

3黒褐色（IOYR3/2)1層基本未溶化B多

4暗褐色（IOYR3/4)灰褐色粘質土主体未溶化B・C多

5暗褐色 (IOYR3/4)灰褐色粘質土プロック締り弱

6暗褐色 (IOYR3/4)4層に同じ C不含

7褐色 (IOYR4/4)溶化B主体粘性強

1黒褐色 （IOYRJ/1) B風化少 R風化少 c風化微最やや粘性有 A 褐色 (IOYR4/4) RC B混入

2黒褐色 （IOYRJ/1) 1屑に比べBR少 C多やや粘性有 B黒褐色（IOYR2/3)A層より締り有 RC

3黒褐色 （25Y3/I) Bやや風化多 C暗褐色 (IOYRJ/3)Bやや多粘性有

4黒褐色 （IOYRJ/1) R風化少 B風化少やや粘性有 D 黒褐色（IOYRJ/2)B混入締りやや有粘性強

5オリープ黒色（7.5Y3/l)B風化少やや粘性有

6鴫色 (IOYRJ/1)[l風化少 R風化少ぺや粘性有

7黒褐色 （¥OYRJ/1)¥J風化少 R風化少粘性強 ゜
2m 
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土した。

第124号井戸跡（第510図）

AE-19グリッドから検出した。遺構は、 316号竪穴住

居跡を壊していた。また、120号井戸跡に壊されていた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.82m、短軸0.72 

mであった。深さは、 1.28mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第125号井戸跡（第511図）

AD-18グリッドから検出した。遺構は、 312号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.84m、短軸0.81

mであった。深さは、1.lmまで確認したが、底面まで

の調査は行わなかった。

出土遺物は、 8憔紀代の土師器、須恵器の破片が出

土したが、図示可能な遺物は検出できなかった。

第126号井戸跡（第511図）

AD-17グリッドから検出した。遺構は、 311号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は楕円形で、•規模は、長軸0.77m、短軸

0.5mであった。深さは、 1.3mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第127号井戸跡（第511図）

AC-22グリッドから検出した。遺構は、 128号井戸跡

に隣接していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.8m、短軸0.76

mであった。深さは、1.3mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第128号井戸跡（第511図）

AC-22グリッドから検出した。遺構は、 127号井戸跡

に隣接していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.3m、短軸1.2

mであった。深さは、 1.35mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第129号井戸跡（第511図•第515図）

AD-22グリッドから検出した。遺構は、 338・339号

竪穴住居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.27m、短軸1.2

mであった。深さは、1.42mであった。

出土遺物は、須恵器長頸瓶1点が出土した。

第130号井戸跡（第511図）

AE-22グリッドから検出した。遺構は、 338号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.85m、短軸0.82

mであった。深さは、1.22mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第131号井戸跡（第511図•第515図）

AD-22グリッドから検出した。遺構は、 97号掘立柱

建物跡を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.66m、短軸0.56

mであった。深さは、1.53mであった。

出土遺物は、土師器杯1点、甕1点が出土した。

第132号井戸跡（第511図•第515図）

AE-17グリッドから検出した。

平面の形状は楕円形で、規模は、長軸1.0m、短軸

0. 78mであった。深さは、1.44mであった。

出土遺物は、覆土中から、土師器暗文杯2点、須恵

器椀が出土した。

1 • 2は、土師器杯である。 2点とも平底で浅身の杯

である。外面は、底部はヘラケズリの後ヘラミガキさ

れていた。日縁部は、下半部が斜め、または横方向の

ヘラケズリ、上半部はヘラナデされ、その後横方向の

ヘラミガキが施されていた。内面は、放射状（松葉状）

の暗文力哺§され、見込み部分はナデによって消されて

いた。胎土は、角閃石などを含んでいるものの、精選

され、硬質であった。

3は、須恵器椀である。底部の調整は、糸切り後、

周辺部をヘラケズリしていた。体部は丸みを持って立

ち上がり、口縁端部は、面取り風に内側に傾斜してい

た。

また、石製品として砥石が出土した。

第133号井戸跡（第512図）

AD-21グリッドから検出した。遺構は、 340号竪穴住

居跡、ピット880を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.5m、短軸0.46
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mであった。深さは、 2.72mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第134号井戸跡（第511図）

AD-21グリッドから検出した。遺構は、 96号掘立柱

建物跡を壊していた。

平面の形状は長方形で、規模は、長軸0.78m、短軸

0.4mであった。深さは、1.66mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第135号井戸跡（第511図）

AD-21グリッドから検出した。遺構は、 340号竪穴住

居跡・ピット885を壊していた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.53m、短軸0.48

mであった。深さは、1.53mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第136号井戸跡（第510図）

AD-21グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.46m、短軸0.40

mであった。深さは、1.36mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第137号井戸跡（第512図）

AC-22グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.50m、短軸0.44

mであった。深さは、1.36mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第138号井戸跡（第512図）

AD-21グリッドから検出した。遺構は、 85号溝跡に

壊されていた。また、 299号竪穴住居跡と重複していた

が、遺構の新旧関係は、明らかにできなかった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.54m、短軸0.46

mであった。深さは、1.36mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第139号井戸跡（第512図）

AD-20グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.44m、短軸0.40

mであった。深さは、1.42mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第140号井戸跡（第512図）

AD-20グリッドから検出した。遺構は、 300号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.64m、短軸0.62

mであった。深さは、1.30mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第141号井戸跡（第512図・第515図）

AE-21グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.44m、短軸0.42

mであった。深さは、 1.94mであった。

出土遺物は、土師器壺1点が出土した。

第142号井戸跡（第512図）

AD-20グリッドから検出した。遺構は、 300号竪穴住

居跡に壊されていた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.58m、短軸0.52

mであった。深さは、 1.70mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第173号井戸跡（第512図）

AA-17グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は長軸0.86m、短軸0.70

m、深さ1.08mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第183号井戸跡（第512図）

AC-19グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.44m、短軸0.40

mであった。深さは、 1.62mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第184号井戸跡（第512図）

AB-20グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.52m、短軸0.44

mであった。深さは、1.30mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第185号井戸跡（第512図）

AA-19グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.56m、短軸0.50

mであった。深さは、 1.44mであった。
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第511図井戸跡(II) 
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第123号井戸跡覆土 第128号井戸跡揮土 第132号井戸跡覆土

1黒褐色（IOYR2/2)粘性やや有 R B砂質土多 1褐色 (IOYR4/4) B締り有 ］灰黄褐色 (IOYR4/2)RC多 B

2黒褐色（IOYR2/J)粘性やや有 R多 B砂質土多 c多 2鈍黄褐色 (IOYR4/3)B多締り有 2鈍黄褐色 (IOYR4/J)1層に近似 B

3黒褐色（IOYRJ/1)粘性有 R 3暗褐色 （IOYRJ/3) B粘性締り有 3暗褐色 （IOYRJ/3) 1層に比べRC少

4褐灰色 (IOYR4/l)粘質土木片 c多 第129号井戸跡覆士 4黒褐色（IOYRJ/2)3屑に比べ暗い RC

第125号井戸跡覆土 ］鈍黄褐色（IOYR4/3)RCB締り有 5褐色 (IOYR4/4) B締り有

1暗褐色（IOYRJ/3)上位は粒下位は小型プロック B溶混多 RC少 2暗褐色 (IOYRJ/3) B多締りやや弱 6黒褐色 (IOYRJ/2) Bきめ細かい締りやや有若干RC

2褐色 （IOYR4/6)大型B溶化プロック 3黒褐色 (IOYRJ/2) B締りやや有 7黒色 (IOYR2/2)粘性締まり有 B

3暗褐色（IOYRJ/4)I層に準ず溶化Bプロック多粘性強 4鈍黄褐色（IOYR5/4)B多締りやや有 第I34号井戸跡覆土

第126号井戸跡毅土 第130号井戸跡覆土 1黒褐色 (IOYRJ/1)R粘性有

1黒褐色（IOYR2/])緻密締り粘性有 RC流入 1褐色 (IOYR4/4) BC R混入締りやや有 2黒褐色（IOYRJ/1)粘性有 B砂粒多

2黒褐色（IOYR2/3)緻密締り粘件有溶化B小型プロック 2褐色 (IOYR4/6) B締り有 3黒褐色(IOYRJ/2)粘性有 B砂粒 c多
3黒掲色（IOYR2/J)緻密締り粘性有褐色t単一分層 3鈍黄褐色（IOYR5/4)B混入プロックやや多粘性有 第135号井戸跡覆土

第127号井戸跡拐J: 第Ill号井戸跡覆土 ］暗褐色(IOYRJ/4)R B砂質上多粘性有

l褐色 （IOYR4/4) ll締りやや弱 1灰黄褐色（IOYR4/2)RC B微堡締りやや有 2黒褐色（IOYR2/2)C粘性有

2鈍黄褐色（IOYR4/J)B多若十CR混入 2黒褐色 （IOYRJ/2)粘性強 BC締りやや有 3黒褐色(IOYRJ/1)CR  

3褐色 （IOYR4/6) B多締り有

4暗褐色 （!OYR3/J) B締り粘性有

゜
2m 
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出土遺物は、検出できなかった。

第186号井戸跡（第512図）

AB-17グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.74m、短軸0.72 

mであった。深さは、 1.54mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第187号井戸跡（第512図）

AB-17グリッドから検出した。 269号竪穴住居跡と

重複していたが、新旧関係は、明らかにできなかった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.44m、短軸0.42

mであった。深さは、 1.78mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第188号井戸跡（第512図）

AE-19グリッドから検出した。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.46m、短軸0.40

mであった。深さは、1.74mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第189号井戸跡（第512図）

AB-17グリッドから検出した。遺構は、 100号溝跡と

重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかにできな

かった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.66m、短軸0.66

mであった。深さは、 1.44mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第190号井戸跡（第512図）

AB-17グリッドから検出した。遺構は、 269号竪穴

住居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らか

にできなかった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.40m、短軸0.38

mであった。深さは、1.65mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第192号井戸跡（第512図）

X-18グリッドから検出した。遺構は、 194号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は明らかにで

きなかった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.48m、短軸0.48

mであった。深さは、1.55mであった。

出土遺物は、木製品として壺が出土した。

第193号井戸跡（第512図）

X-18グリッドから検出した。遺構は、 194号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.42m、短軸0.40

mであった。深さは、1.74mであった。

出土遺物は、木製品として板材が出土した。

第194号井戸跡（第512図）

AC-18グリッドから検出した。遺構は、 263号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は円形で、規模は、長軸1.36m、短軸1.28

mであった。深さは、 2.30mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第195号井戸跡（第512図）

AC-20グリッドから検出した。遺構は、 298号竪穴住

居跡に壊されていた。

平面の形状は円形で、規模は、長軸0.54m、短軸0.48

mであった。深さは、1.50mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第249号井戸跡（第512図）

U-13グリッドから検出した。遺構は、 105牙竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は円形で、径1.2m、深さは、 lmまで確

認したが、底面までの調査は行わなかった。

出土遺物は、検出できなかった。
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第512図 井戸跡(12)
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第lJJ• 138 • 139 • 142号井戸跡覆士

1暗褐色（IOYRJ/4)R B砂多粘性有

2黒褐色(IOYR2/2)C粘性有

3黒褐色（IOYRJ/1)C粘性有

第137• 140号井戸跡覆士

1暗褐色（IOYRJ/4)R B砂質上多粘性有

2黒褐色（IOYR2/2)C粘性有

3黒褐色（IOYRJ/1)CR 

第141号井戸跡覆上

1褐色 （IOYR4/6) B砂質上プロック多

2疇色（IOYRJ/1)粘性やや有

3 黒褐色（IOYRJ/2)B砂質土プロック多 。
2m 
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第514図 井戸跡出土遺物(6)
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第515図井戸跡出土遺物(7)
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井戸跡出土遺物観察表（2)

釆国 方ロ 器種 日径 器晶 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

94-1 青磁椀 1 オリーブ灰 破片 龍泉窯系

94-2 高 杯 19.8 BCIK 1 暗 灰 20 南比企

98-1 杯 12 9 4.2 6.0 BC FI J 2 灰 90 南比企

98-2 昇； 12.1 4.3 5.5 BCFIL 2 灰 70 南比企

98-3 杯 13.6 4.2 6.0 BCIJ 2 灰オリーブ 80 南比企黒痕あり

98-4 杯 12.8 4.7 5.9 BCEFIJ 2 橙 50 南比企

98-5 杯 (12. 0) 4.1 5.9 BFIL 2 灰 60 南比企墨痕あり

98-6 坪 12.6 3.7 6.3 CF I J 2 灰 95 南比企

98-7 杯 12.6 3.7 6.5 BC FI J 2 灰 白 95 南比企

98-8 杯 12.8 4.0 6.2 BCEFIJ 2 橙 40 南比企赤焼け

98-9 椀 13.8 5.8 6.8 BC FI J 2 灰 70 南比企

98-10 高台付椀 14.0 6.8 7.5 ABFHJ 2 灰 50 

98-11 椀 15.4 ADFHJK 3 鈍 黄 橙 60 末野？煤状付着物

98-12 高台付杯 11.4 4.8 6 3 BC FI J 1 灰 褐 100 南比企

98-13 高台付皿 (13.8) 2.1 6.7 BCFIK 2 赤 灰 50 南比企

98-14 高台付皿 (14.2) 2.9 6.5 ADJ 2 黄 橙 50 内黒

98-15 杯 7.2 ADEJL 3 浅 黄 橙 30 内黒底部完存

98-16 杯 (12.8) 3.6 6.0 ABDFJ 2 賀 橙 40 内黒器面荒れ

98-17 珈平 (13. 0) BFI 1 灰 40 底部完存

98-18 甕 39.6 ABCIJL 2 灰 60 南比企

98-19 甕 (26.0) BCFIK 1 灰 10 
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番号 器種 日径 益ロロ・I声司• 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考
98-20 罪・ぷ (19.6) ADEHJ 3 鈍 褐 20 

98-21 甕 (13.0) ABDEJ 3 明 赤 褐 20 コの字
98-22 台付甕 7 6 ABDEHJ 2 明 赤 褐 80 台部完存

98-23 台付甕 10.2 ABDEHJ 2 橙 100 

99~ 1 均： (10.2) 2.9 BDEHJ 2 橙 60 

100-1 杯 (12. 0) 3.9 5.5 BDFIJ 2 灰 白 50 南比企
100-2 杯 11.6 3.2 6.0 BF  I J K 2 灰 60 南比企

100-3 埒； (12.0) 3.7 5.5 BF  I J K 2 灰 60 南比企

100-4 椀 (15.0) 6.8 7.5 ABFIJK 2 灰 50 南比企
104-1 甕 (14.0) ABDEJ 3 鈍 橙 40 

105-1 埒； (15.0) 3.5 11.8 BCFIJ 2 灰 50 南比企
105-2 高台付椀 (10.8) BCFI 1 暗 灰 25 南比企

110-1 杯 12.8 3.7 7.0 CFI 2 灰 50 南比企
116-1 杯 (12. 8) 3.4 7.6 BCFI 2 灰 40 南比企
116-2 甕 (25.6) BCFI 1 暗 灰 10 南比企
1 18-1 芸̀nェし BCFIL 2 灰 40 南比企つまみ径2.5cm

120-1 白磁椀 1 灰 白 30 

129-1 長頸瓶 BF 1 暗 灰 80 産地不明

131-1 杯 (11.2) 4.2 BCFL J つ 橙 50 赤彩

131-2 甕 20.0 ADEK 3 灰 褐 50 
132-1 杯 (13. 0) 3.1 ABDJ 3 橙 40 暗文

132-2 杯 (13. 0) 3.1 BDJ 3 橙 30 暗文

132-3 椀 16.1 5.2 11.5 BCEFIL 2 灰 50 南比企？
141-1 壺 12.0 BCEJK 3 明 褐 40 赤彩

第 5表井戸跡計測表(I)

番号 位 置 形態 長軸(m) 短軸(m) 深さ(m) 出七遺物 時期 本遺構より新 本遺構より古

30 R-9 円 形 1.03 1 37 曲物・中世陶器片 中祉 SD38 
31 s-11 不整円形 1.92 1. 37 (1. 2) 常滑甕 中世 中世墓外堀

32 S-6 円 形 0.92 1.5 SD52 
33 S-12 円 形 2.19 1.54 (0.93) 中世 SD60 

34 T-10 円 形 2.46 1.0 中桃 SD38 
35 T-13 円 形 2.05 1.8 1.5 古代

37 s-11 円 形 1 94 1 5 1.64 中世 中世墓外堀

39 T-11 円 形 1 04 (1.0) 古代 S]l06 
40 U-12 円 形 1.2 1.0 耳環 SK205 
41 U-12 円 形 1.02 (0.9) SJ109 
42 T-11 円 形 1.22 1 13 0.78 

43 T•U-12 楕円形 1 7 1.2 (1. 78) SE44 
44 T-12 円 形 1.5 (2.1) 木製品 SE43 
45 U-13 円 形 1.22 1 2 青磁椀 中世

46 T-10 円 形 1.66 1 3 檜角材 中祉 SD38 
47 S-9 円 形 0. 72 2.22 中世 SD38 
50 w-13 円 形 0.94 0.86 1 66 SK261 
51 W-14 円 形 1.3 1.16 2 36 常滑鉢・板材 中祉 S]150 • SB60 
52 U-13 円 形 0.9 0.74 1 24 中枇 SJ121 
53 U-13 円 形 0.6 0.56 1 16 SJ121 
54 V-13 円 形 1 24 1 1 1.65 

55 W~l4 円 形 1.25 1.1 1 78 木片・炭化穀類 中祉 SB61 ・66 
56 V-12 円 形 1.25 1. 22 1. 9 常滑甕・曲物 中世 SJ140・ 151 SD71 
57 V-12 円 形 1.6 1.3 (1.8) 常滑甕・白磁皿 中枇 SJ140・ 151 
58 W-14 円 形 1.1 1.0 1.2 常滑甕 中世

59 W-14・10 円 形 2.06 1 8 1.87 炭化木片、穀類 SJ152・SB60・66 
60 W-12 円 形 0.7 0.65 1 64 
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第 6表井戸跡計測表(2)

番号 位 置 形態 長軸(m) 短軸(m) 深さ(m) 出七遺物 時期 本遺構より新 本逍構より古

61 V-16 円 形 1.2 1.1 須恵杯 古代 SE62 

62 V~l6 不整円形 2.1 1 3 古代 SE61 

63 AB-16 楕円形 1.22 0.99 1.03 SJ260 

64 W-14 円 形 1 27 1.15 1.57 中世？ SJ150 • SK266 

65 W-14 円 形 1.06 2 04 S]l50 

66 v~14 円 形 1.32 1.15 1.44 炭化穀類・種子 SJ160 

67 X-17 円 形 1.87 1.57 (1.26) SB67 

68 W-17・18 円 形 2 0 (1 35) SB63 

69 u-10 円 形 0 62 1. 76 

70 V-10 円 形 0.5 0.48 1. 74 

71 V-15 円 形 0.8 0.74 1.26 石製模造品

72 V-15 円 形 0.7 0.66 1.12 

73 V-16 円 形 0.7 0.6 1.38 SJ157 

74 X-18 円 形 1.1 1.0 1 2 SB63・SK283 

75 X-15 円 形 1.44 1.34 1.4 炭化穀物・闘の羽口 SJ179・SE78 

76 Y-16 楕円形 1.6 1.2 1.34 SB63・73 

77 X-18 円 形 0.8 0.74 1.5 曲物

78 X-15 円 形 1.3 1.3 1.0 炭化穀類 SE75 

79 V-15 円 形 0 4 0.3 1.4 甕・甑・須恵壺・板

80 Y-14 円 形 0.52 1.45 

81 X-14 円 形 1.8 1.5 2.2 常滑甕・箸・下駄 中椛 SK302・P763 

82 Y-18 円 形 1.04 1.0 0.82 古墳？ SJ195・P746 

83 X-13 円 形 1.06 0.96 1.54 中世？ SE85 

84 W-16 円 形 1.0 1.0 1 4 

85 W•X-13 円 形 2.3 2.0 2.0 常滑甕 中憔

86 WX13・14 円 形 1.3 1.0 高杯脚部

87 Z-19 円 形 1.3 1.14 1.12 SJ201・202 

88 Z-19 楕円形 0.82 0.57 1.1 甕・甑•J甘・箸 古墳

89 AA-19 円 形 1. 37 1. 74 均： SD38 

90 AA-20 円 形 0 89 0.85 1.09 常滑甕 中世 SE91 SK318 

91 AA-20 円 形 1.17 1.1 1.56 加工木材 中世 SK318・SE90 

92 Z-18 円 形 0.8 0.73 1.2 

93 AA-20 円 形 1.3 1.22 1.57 中世常滑甕・片口鉢 中世

94 AA-18 円 形 1.37 1.3 1.5 青磁・高杯 中世 SJ216 

95 AA-20 楕円形 1.2 0.95 1.14 

96 Y-17 円 形 1 06 1.02 1 36 SJ197 

97 AB-19 円 形 1.02 1.01 1.56 

98 AA-17 円 形 2.06 2.02 1.32 須恵杯・椀・内黒等 古代 SJ259 

99 AB・AC18 円 形 1.34 1.3 2.3 杯 SJ239 

100 AA-17 円 形 1. 7 1.48 1.0 須恵杯・椀・瓢臨 SK336 

101 Y-17 円 形 0.74 0.68 1.56 SJ223 

102 AA-17 円 形 0.54 0.5 1.3 

103 AB-16 円 形 0.74 0.64 1.2 

104 AA-18 円 形 0.76 0.74 1. 74 甕 古代

105 AC-20 楕円形 1.1 0.94 1.8 須恵杯・高台杯 古代 SB84 

106 AA-19 円 形 0.9 0.78 1.1 SJ229。239

107 AC-18 円 形 1 06 1.02 1.05 SJ263 

108 AD-18 円 形 1. 63 1.39 (1.6) 中槻？ SJ289・SE110 

109 AD-17 円 形 1.1 1.06 1.65 SJ302 

110 Akl8 円 形 1.28 1 1 1 6 須恵杯 古代 SE108 

111 AC19・20 楕円形 0 82 0.6 1.4 SK357 SJ264・265 
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第 7表井戸跡計測表（3)

番号 位 置 形態 長軸(m) 短軸(m) 深さ(m) 出t遺物 時期 本遺構より新 本遣構より古

112 AC-20 円 形 0.56 0 5 (1.4) SK357 

113 Y-15 楕円形 0.48 0.4 (1.8) 馬歯 SD82 

114 AC-22 円 形 0.8 0 73 1.8 

115 AC-21 円 形 0.8 0 76 1.67 

116 AD-17 円 形 1 9 1.64 1.2 須恵杯・甕 SJ302・311 
117 AD-18 円 形 1.4 1.34 1. 3 

118 AD-18 楕円形 1 56 1.4 1.84 須恵蓋 古代 SJ312 
119 AD-19 円 形 0.86 0,84 1.54 

120 AE-19 円 形 1.58 1.5 2.8 白磁器椀・木製品 中世 SJ316 • SE124 
121 AD-21 円 形 0.64 0.6 1. 4 中匪？

122 AD-22 円 形 1.6 1.46 1.36 中世？ SJ333・339 
123 AD-22 円 形 0 7 0.65 1.21 木製品（建築部材） 中世？ SJ339 
124 AE-19 円 形 0.82 0. 72 1.28 SE120 SJ316 
125 AD-18 円 形 0.84 0.81 (1.1) 青磁碗・須恵晶杯 古代？ SJ312 
126 AD-17 楕円形 0.77 0.5 1.3 中世？ SJ311 
127 AC-22 円 形 0 8 0.76 1 3 中世？

128 AC-22 円 形 1.3 1.2 1 35 中世？

129 AD-22 円 形 1.27 1 2 1 42 須恵長頸瓶 古代？ SJ338・339 
130 AE-22 円 形 0.85 0.82 1.22 SJ338 
131 AD-22 円 形 0.66 0.56 1.53 杯・甕 SB97 

132 AE-17 楕円形 1.0 0. 78 1.44 杯・須恵椀

133 AD-21 円 形 0.5 0 46 2 72 SJ340・ P880 
134 AD-21 長方形 0.78 0 4 1.66 SB96 
135 AD-21 円 形 0 53 0.48 1.53 SJ340・ P885 
136 AD-21 円 形 0.46 0 4 1 36 

137 AC-22 円 形 0.5 0 44 1.36 

138 AD-21 円 形 0.54 0.46 1.36 SD85 

139 AD-20 円 形 0.44 0.4 1.42 

140 AD-20 円 形 0.64 0.62 1.3 

141 AE-21 円 形 0.44 0.42 1.94 笠士

142 AD-20 円 形 0 58 0.52 1. 7 SJ300 
173 AA-17 円 形 0.86 0.7 1.08 

183 AC-19 円 形 0.44 0.4 1.62 

184 AB-20 円 形 0.52 0.44 1.3 

185 AA-19 円 形 0.56 0.5 1.44 

186 AB~l7 円 形 0 74 0. 72 1.54 

187 AB-17 円 形 0.44 0.42 1. 78 

188 AE-19 円 形 0.46 0.4 1. 74 

189 AB-17 円 形 0.66 0 66 1 44 

190 AB-17 円 形 0.4 0 38 1 65 

192 x-18 円 形 0.48 0.48 1.55 木製壺

193 X-18 円 形 0.42 0.4 1. 74 板状木製品

194 AC-18 円 形 1.36 1.28 2 3 

195 AC-20 円 形 0.54 0.48 1 5 SJ298 
249 U-13 円 形 1.2 1 0 中世

-460 -



(5) 性格不明遺構

性格不明遺構は、 6基検出した。遺構の形状は土壊

と同様で、本来は、土壊として一括して扱うべき遺構

であったが、覆土中に焼土・炭化物を多量に含み、ま

た、土器片が多最に出土した遺構もあった。

このため、遺構の性格は不明であったが、他の土壊

とは区別する意味で、性格不明遺構 (SX) と呼称し、

番号を付した。

第 3 号性格不明遺構（第516図•第518図）

Q •R-9 グリッドから検出した。遺構の長軸の一端

は、 56号溝跡に壊されていたため、遺構の全体は検出

できなかった。

平面の形状は、歪んだ長方形で、短軸の南東辺から、

徐々に開く形状であった。遺構の規模は、長軸は残っ

ている部分で4.5m、短軸3.7m、深さ0.1~0.2mで

あった。主軸方位はN-40°-Wであった。一見竪穴住居

跡風であったが、カマド・炉跡力浙t出できず、また底

面には凹凸があり、竪穴1打苦跡とは考えにくい。

遺構は、 183• 184 • 185号土壊、 56• 57号溝跡と重

複していた。遺構の新1日関係は、 183号土壊 •56·57号

溝跡に壊されていたことを確認したが、他の遺構との

新旧関係は、明らかにできなかった。

出土遺物は、土師器杯・曾凡湖西産と思われる須恵

器長頸瓶が出土した。

第516図 第3号性格不明遺構
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第517図 第8号性格不明遺構
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第38号溝跡覆土

1疇色 (10YR3/1) R • C粒白包畔状

粒子（浅間B軽石か？）

2麒色 (10YR3/2) F粒 R総生有

3褐灰色 （10YR4/1) F粒 RC2層より

粘性有

第8号性格不明遺構覆土

4灰黄褐色 (10YR4/2)RF粒多粘性有

5褐色 (10YR4/4)砂層 F粒多粘性無

6褐灰色(10YR4/1)R F • B多粘性やや有

7灰黄褐色 (lOYRS/2)砂層 F粒多

8褐灰色(10YR4/1)砂多 F粒多粘性有

9褐灰色 (lOYRS/1)砂多 R下部にF多

10黄褐色 (lOYRS/6)砂慣 R 

11灰黄褐色（10YR4/2)R微娼粘性やや有

12褐灰色(10YR4/1)粘土質 B多粘性有

13疇色 （10YR3/1)粘土質 F多紺生有

14疇褐色 (10YR4/3)F・B多紺生やや有

15褐灰色 (10YR4/1)砂質 B・F多

16褐灰色 (10YR4/1)粘土質 B粒

17灰黄褐色 (10YR4/2)粘土質 RB多 F粒

18灰黄褐色 (10YR4/2)砂質 R微量 F

19褐灰色 (10YR4/1)砂質 F粒多 R

20褐灰色 (10YR4/1)粘土質 R不含 F

21褐灰色 (lOYRS/1)粘土質砂含 F多 R

SX-8に壊されるピット

A煕駆（10YR3/1)C多

B 暗褐色 (10YR3/4)BT'U,:IJ多

SD74に壊される落ち込み

ァ暗褐色 (10YR3/4)R少

イ黄褐色 (lOYRS/6)B 7渭ヅり状

ウ疇色 (10YR3/2)R・C麟

0 2m 
| I l 

第8号性格不明遣構（第517図。第518図）

Z-15・ AA-15グリッドから検出した。

平面の形状は、不整円形で、径は、 8m~9m、深

さは、遺構確認面から50cm~70cmであった。

壁面および底面には、径lm~2m、遺構確認面か

ら深さ70cm~lm前後の、土壊状の落ち込みが連続し

て掘り込まれていた。

この土壊状の落ち込みは、遺構確認面の黄褐色シル

ト層を掘り込み、一部は、その下層の黄灰色シルト層

まで達していた。

これらのシルトは、竪穴住居跡の貼床や、掘立柱建

物跡の掘り方の充壌に一般的に使われていたことか

ら、 8号性格不明遺構は、こうしたシルトを採掘する

ために掘り込まれた可能性もある。

遺構の覆土は、 21層に分層できた。ただし、 1~3 

層については、 8砕性格不明遺構よりも新しい38号溝

跡の覆土である。

このうち、最上層で確認した1層は、 8与性格不明

遺構の上面も覆っていた。 38号溝跡の2層以下、およ

び8号性格不明遺構4層以下の覆土が、粘性のある黄

灰色あるいは褐灰色シルトを主体としているのに対

し、 1層は、締まりのある黒褐色土であった。下層と

の境は明瞭で、クラック状になっている部分も認めら

れ、明らかに下層とは区別できた。このことから、 1 

層は、 8 号性格不明遺構•38号溝跡埋没後に堆積した、

別の堆積層と考えられる。

8号性格不明遺構の覆土は、 4層から21層となる。

粘性のある黄灰色あるいは褐灰色のシルトを主体と

し、酸化鉄分、焼土粒子、地山（黄褐色シルト）ブロッ

ク等を含んでいた。また、 5 • 7 • 10 • 15 • 18層は砂

層であり、粘性のあるシルト層の間で検出した。

遺構は、 179• 180号竪穴1打呂跡、 38• 74号溝跡と重

複していた。遺構の新旧関係は、 179・180号竪穴住居

跡より新しく、 38。74号溝跡よりも古かった。

出土遺物は、土師器杯・甕・台付甕、須恵器杯・蓋・

長頸瓶・甕等、奈良時代 (8憔紀）を中心とした時期

の遺物が出土した。また鉄製品として鋏が出土した。
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1は、土師器杯である。 日縁部はやや内湾気味に立

ち上がる。 2は、台付甕の脚部の破片である。裾部は、

やや外反気味に広がる。

3~5は須恵器杯である。底部の調整は、 3のみ全

面回転ヘラケズリ、他は周辺部ヘラケズリであった。

3点とも、胎土に白色針状物質を含んでおり、南比企

産と思われる。

6は、南比企産と思われる須恵器蓋である。

7は、長頸瓶と考えられるが、胴部以上と高台を欠

損していた。

8は、提瓶と考えられるが、破片であり、全体像は

不明である。取っ手の痕跡は確認できなかった。また

外面及び割れ日には、漆が付着していた。

また、他に布目のある平瓦 (9)が1点出土した。

第518図
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性格不明遺構出土遺物観察表(I)

番号 器種 日径 器高 底径 胎 ~-l-ム 焼成 色調 残存率 備 考

3 -1 長頸瓶 (7.6) BF 1 灰白 40 湖西

3 -2 杯 (16.0) 4.0 BDEHJ 3 橙 25 

3-3 甕 (22.0) ABDEFHJ 2 橙 30 

8 -1 杯 (11.6) BDJ 2 橙 40 

8 -2 台付甕 8.3 ABDEHJ 2 橙 90 

8 -3 杯 14.2 4.3 9.0 ABFIJ 2 灰 70 南比企仝面ヘラ

8 -4 昇； 12.2 3.1 8.0 ABFI 2 灰 80 南比企周辺ヘラ

8 -5 杯 12.4 3.5 6.7 ABFIJ 2 灰 70 南比企周辺ヘラ

8 -6 芸皿 18.4 2 7 BF I J 2 灰 60 南比企

8 -7 長頸瓶 ABDFJK 2 灰 80 不明

8 -8 提 瓶 ABJK 

8-9 平 瓦 ABJ 

第9号性格不明遺構（第519図～第522図）

Z・AA-15グリッドから検出した。遺構は322・325号

土壊に壊されていた。

遺構の平面の形状は不整形で、数基の土壊が重複し

ているようにも見えるが、覆土は連続していた。

遺構の規模は、長径5.8m、短径4.2mであった。深

さは、 0.8m~1.0mであった。

覆土は、黒褐色土を主体とし、焼土、炭化物、灰を

多量に合み、北から南へやや傾斜して推積していた。

また、特に3層は、炭化物と灰からなり、一部炭化物

と灰が互層となっていた。また、 4層は、焼土層で、

一部炭化物を含み、互層となっている部分もあった。

遺物は、土師器、須恵器の破片が、 3層の卜面面付近

から多絨に出土した。概ね覆土の堆積状況と同じよう

に、北から南へ傾斜していた。

遺構は、覆土の状況から、この場で火を焚いた可能

性がある。遺構の性格は、土器焼成遺構を想定するこ

ともできるが、出土遺物には、小破片が多く、土師器

と須恵器が共伴し、土師器の杯類には、複数の系統が

認められること等から、土器焼成遺構とは考えにくい。

また、遺物は、焼土・炭化物層の上面から出土して

おり、また、土器に、二次焼成を受けたものが少ない

ことから、この場で、木材等を撚やした後、一括して

投げ込まれたものと思われる。

出土遺物は、土師器杯・甕・甑、須恵器杯・蓋・甕・

フラスコ型長頸阻瓦等が出土した(1~50)。また、鉄製

品として、棒状不明品が出土した。
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2 灰 30 末野？

2 灰 破片 凹面布目振

土師器杯は、日縁部の破片が358点出土した。このう

ち、図示可能なものは、 30点(1~30)であった。器

形の特徴から、幾つかに分類できた。

1 ~ 9は、日縁部が内屈する土師器杯である。この

種の日縁部片は、 128点出土した。日径10cm未満のもの

(1. 2)、10cm~13cm未満のもの (3~7)、14c叫」

上のもの (8• 9) と、大きく 3つに分けられた。

口縁端部は横ナデ、口縁以下は、ヘラケズリ調整さ

れる。概ね無調整部をもたず、やや古い様相を示す。

10~13は、日縁部に段を有する土師器杯である。こ

の種の破片は、 81点出土した。器高にばらつきがある

ものの、日径は10cm~llc叫」下と小型である。

14~21は、丸底で、体部は内湾しながら立ち上がり、

日縁部との境に弱い稜を有する土師器杯である。日縁

端部は、短く立ち上がる。この種の破片は、 65点出土

した。口径は全て10c叫」下と小型である。体部は、器

面が荒れ、調整は不明瞭であったが、下半部はヘラケ

ズリ、上半部は指抑えと思われ、凹んでいた。

22~25は、古墳時代の鬼高式の須恵器模倣杯の系譜

を引く杯である。この種の口縁部の破片は、 22点出土

した。全て日縁端部に沈線を有し、赤彩されたものと、

赤彩されないものに分けられた。

26は、口縁部が緩いS字状となる、いわゆる比企型

杯である。内面日縁端部には沈線を有し、赤彩が施さ

れる。この種の破片は22点出土した。

27は、底部平底気味、日縁部は直線的に立ち上がる

土師器杯である。日縁端部に沈線を有し、赤彩力哺gさ
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第9号性格不明遺構覆土

1黒褐色 (10YR3(2)B風化少 R・C風化やや硬く締る

2疇色 (10YR3(2)1層に比べRC大多風化進行遺物多

3黒褐色 (10YR3(2)CM層 CM葉理発達 R多

4疇色(JOYR3(2)R多部RCの詞麟

5疇色 (10YR3/1)C風化多 R風化多
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れていた。この種の破片は5点出土した。

28は、椀型の杯である。内面日縁端部に沈線を有し、

赤彩が施される。この種の破片は、 5点出土した。

29 • 30は、内面に暗文の施された土師器杯である。

口縁部と体部の境に稜を有し、日縁端部は短く立ち上

がる。椀型の深身の杯と、浅身の杯がある。この種の

暗文杯は、 35点出土した。

31~34は、土師器甕である。全て胴部下半部を欠損

していたが、長胴となると思われる。日縁部は、内外

面とも横ナデ、胴部は、外面は横または縦方向のヘラ

ケズリ、内面はナデ調整が施されていた。

35 • 36は、土師器甑である。 2点とも胴部下半部を

欠損していた。口縁部は、内外面とも横ナデ、胴部は、

外面は縦方向のヘラケズリ、内面はナデ調整が施され

ていた。

37~41は、土師器壺である。 5点とも、胴部または

底部を欠損していた。日縁部は、内外面とも横ナデ、

胴部は、外面は縦方向のヘラケズリ、内面はナデ調整

が施されていた。

42は、土師器の小型壺である。日縁部から胴部にか

けての破片である。日縁は僅かに外反しながら立ち上

がる。日縁部と胴部の境は、稜が明瞭である。調整は、

日縁部は、内外面とも横ナデ、胴部は、外面は横方向

のヘラケズリ、内面はナデ調整が施されていた。
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第520図 第9号性格不明遺構(2)
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43 • 44は、須恵器杯である。杯は、蓋受の立ち上が

りを有するもの (43)

がある。

と、蓋受を持たないもの (44)

43は、丸底で、蓋受部分はU字形となっていた。胴

下半部はヘラケズリされていた。

44は、蓋受のない杯である。日径は8.0cmと小型であ

る。 口縁部は直線的に立ち上がり、底部はやや丸底気

味である。底部はヘラケズリ調整される。

杯の破片は、 この他に10点出土したが、在地産のも

のは含まれず、全て1般入品であった。 43は湖西産、 44

は産地の特定はできなかった。

45~48は、須恵器蓋である。蓋は、かえりを持たな

いもの (45・46)と、身受のかえりを有するもの (47・

48)がある。 ロ径は、 4点とも10c叫」下と小型である。

蓋は、全で湖西産と思われる。蓋の破片は、

12点出土したが、在地産のものは含まれず、全て搬入

品であった。

49は、須恵器甕である。胴部の破片である。外面は、

タタキの後、横方向にカキメが施される。内面には、

青海波文力鳴忍められる。須恵器甕の破片は、

この他に

この他に

22点出土したが、在地産の甕は含まれず、全てi般入品

であった。

50は、フラスコ形長頸瓶の胴部の破片である。胎土

の特徴から、湖西産と考えられる。
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第521図 第 9号性格不明遺構出土遺物(I)
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第522図 第 9号性格不明遺構出土遺物(2)
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性格不明遺構出土遺物観察表(2)

番号 器種 日径 器晶 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考
9 -1 昇： (8.6) 2.9 BDEHJ 3 橙 40 
9-2 均： (9.6) BDEHJ 2 鈍 橙 20 内屈
9 -3 埒； 10.6 3.2 BDH I J 2 橙 100 内屈
9 -4 身； (11.5) 3.1 BDEHJ 2 橙 20 内屈
9 -5 杯 (10.8) 3.1 BDEJ 2 橙 30 内屈
9 -6 昇： (11. 0) 3.4 BDEHJ 2 橙 60 内屈
9 -7 杯 (10.0) 3.5 BDEJ 2 橙 40 内屈
9-8 杯 (15. 0) 4.1 BDEFHJ 2 橙 40 内屈
9 -9 昇； (14. 0) 4.6 BDEJ 2 浅 黄 橙 50 内屈
9 -10 杯 (11 0) BDEJ 3 鈍 黄 15 有段
9 -11 杯 (9.8) BDJ 3 黒 褐 20 有段
9 -12 杯 10.9 4.2 BDEHJ 3 橙 60 有段
9 -13 埒； 10.8 3.3 BDHJ 3 鈍 黄 橙 60 有段
9 -14 況： 9.2 3.1 BDEJ 3 橙 100 
9 -15 均： 9.0 3.6 BDEJ 4 橙 60 器面荒れ
9 -16 坑； 10.2 2.9 BDEJ 4 橙 70 器面荒れ
9 -17 埒； 9.8 3.3 BDEJ 4 橙 70 器面荒れ
9 -18 杯 (9. 0) 3.1 BDEJ 4 橙 60 
9 -19 杯 9.6 3.4 BDEJ 4 浅 黄 橙 60 器面荒れ
9 -20 杯 (9. 7) 3.0 BDEJ 4 浅 黄 橙 60 器面荒れ
9 -21 杯 (9. 2) 2.8 BDJ 4 橙 60 器面荒れ
9 -22 杯 (10.8) 3.8 BEKL 3 黒 褐 50 
9 -23 邦 11.0 BEJK 2 赤 褐 30 赤彩比企型影響
9 -24 均： 10.1 3 2 BEJ 3 赤 褐 50 赤彩
9 -25 均； 9.0 3.3 BEJK 2 鈍 褐 50 赤彩
9 -26 埒； (9.8) BEJK 2 浅 黄 橙 15 比企型？赤彩
9 -27 均： 8.6 3.0 BEK 2 浅 黄 橙 40 赤彩
9 -28 杯 14.0 4.8 BEK 2 赤 褐 80 赤彩
9 -29 杯 (13.0) BDEJ 2 暗 褐 20 暗文
9 -30 j:不 (13.0) 3.7 BDEJ 3 橙 25 暗文
9 -31 甕 (21. 0) BDEHJ 2 明 赤 褐 20 
9 -32 甕 (22.0) ABDEHJ 2 明 赤 褐 40 
9 -33 甕 (19.0) BDEJ 3 橙 10 
9 -34 甕 (23.0) BEHJ 2 鈍 橙 10 
9 -35 甑 (24.0) BDHJ 3 鈍 橙 10 
9 -36 甑 (20.0) BDEH 2 橙 10 
9 -37 壺 (22.0) BDEJ 2 鈍 褐 20 
9 -38 罪士 (20. 0) BDEJ 2 鈍 褐 10 
9 -39 g ＝ (17.0) BDEF 2 鈍 褐 20 
9 -40 壺 (14.0) BEH 2 鈍 橙 30 
9 -41 壺 (13. 6) BDEHJ 2 明 赤 褐 10 
9 -42 宰士 (10.0) BE 4 オリーブ黒 10 
9 -43 j:不 8.8 3.0 BF 1 灰 95 湖西
9 -44 杯 8.0 3.4 BF 1 青 灰 60 湖西？
9 -45 芸F (10.0) B F J 1 灰 30 湖西
9 -46 芸n (10.0) BFJ 1 灰 20 湖西
9 -47 芸而 (8.8) BF 1 青 灰 40 湖西
9 -48 芸n (7.4) BF 1 灰 70 湖西？
9 -49 珈ュ BJ 1 灰 破片

9 -50 長頸瓶 B 1 灰 破片 湖西フラスコ形
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第10号性格不明遺構（第523図～第525図）

AC-21・22グリッドから検出した。遺構は、 270• 

306 • 321号竪穴住居跡を壊していた。

遺構平面の形状は、不整形で、方形の土壊と、楕円

形の土壊が重複しているようにも見えるが、覆土は連

続していた。全体的には、 L字形であった。

遺構の規模は、長軸5.4m、短軸4.5m、深さは0.15

m~0. 7mであった。

底面は、地山の黄褐色シルトであったが、硬く締ま

り、赤褐色に変質した硬化面も検出したが、被熱によ

るものではなく、酸化鉄分が集積しているような状況

であった。

第523図 第10号性格不明遺構
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また、底面は概ね平坦であったが、遺構東側の楕円

形になる部分では、土壊状に窪んでいた。しかし、硬

化面は土壊状の窪みの11層上面まで広がっていたこ

とから、遺構全体は概ね平坦で、 11層は堀方であった

と考えられる。

底面には、径50cm~80cm、底面からの深さが60cm前

後のピットが3基掘り込まれていた。重複する他の遺

構とも考えられたが、覆土は連続して堆積していた。

覆土には、焼土粒子・灰・炭化物を含んでいた。こ

のうち、 7 • 9層は炭化物を主体とした黒色土で、ま

た、 10層は、灰を主体とした褐灰色土であった。し

かし、焼土は覆土中に粒子を含む程度で、焼土層は検

B' □赤色硬化範囲

第1げ計牲各下明遺構跡覆土 6灰黄褐色 (10YR4/2)B 12疇色 (10YR3/2)R多

1鈍疇色 (10YR5/4)R 7黒色 (10YR2/1)MC多 M層 13褐灰色 (10YR4/1)M多締り無

2黒褐色 (10YR3(2)RC 8褐灰色 (10YR4/1)C粒 C層 14褐色 (10YR4/4)R 締り有

3鈍黄褐色 (lOYRS/4)混入粒子不含 9黒色 (10YR2/1) MCR C層 15褐庚色（!OYR4/1)褐灰色 M多締り無

4灰黄褐色 (10YR4f2.)R 粘性有 10褐色(!OYRS/1)M多 M層締り無 16褐色 (10YR4/4) R 締り有

゜
2m 

I i 

5疇色 (10YR3/1) R紺生有 11褐色 (10YR4/6)黒褐色Tnック多
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出できなかったため、この場で火を焚いていたかどう

かは、明らかにできなかった。

出土遺物は、覆土中から、土師器・須恵器の破片が

多量に出土したが、図示可能な遺物は、土師器杯・甕・

高杯、須恵器杯・蓋・長頸瓶など、 21点であった。ま

た、鉄製品として鏃．刀子・棒状不明品が出土し、図

示不可能であったが、鉄滓も出土した。

1 ~15は、土師器杯である。 1• 2は、口縁部がや

や内屈気味に立ち上がる。日縁部は横ナデ、体部外面

はヘラケズリが施される。 3• 4は、口縁部が内湾気

味に立ち上がる。日縁部は横ナデ、体部下半はヘラケ

ズリ、上半部には無調整部を残していた。このうち 3

は、 Plから出土した。

5 ~9は、口縁部に段を有する杯である。日縁部は

横ナデ、体部外面は、粗いヘラケズリが施されていた。

このうち、 5は、 PlとP2の出土遺物力斗妾合した。

10 • 11は、内面全面と日縁部外面に赤彩され、内面

口縁端部には沈線が認められた。

第524図 第10号性格不明遺構出土遺物(I)
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12は、日縁部は直線的に立ち上がり、日縁部と体部

の境に弱い稜を有する。

13~15は、椀状の杯である。 13・14は内面に放射状

の暗文が施されていた。

16は、土師器の高杯と考えられるが、脚部のみ残存

していた。

17は、土師器甕である。 P2から出土した。体部は

縦方向のヘラケズリが施されていた。

18は、須恵器杯である。丸底気味で、底部の調整は、

全面回転ヘラケズリであった。胎土の特徴から、末野

産と思われる。

19 • 20は、須恵器蓋である。 19は、天井部とつまみ

が残存していた。つまみの形状は環状で、胎土の特徴

から、群馬産と考えられる。 20は、つまみを欠損して

いた。胎土の特徴から、南比企産と考えられる。

21は、長頸瓶と考えられる。頸部以上と底部を欠損

していた。硬質で、湖西産と考えられる。
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第525図 第10号性格不明遺構出土遺物(2)
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性格不明遺構出土遺物観察表(3)

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

10-1 杯 13.0 4.5 BDHJ 3 橙 60 内屈

10-2 均： (13.0) BDEFHJ 3 橙 20 

10-3 昇； 13.0 3.3 BDEHJ 3 橙 70 内屈

10-4 均： 11.1 3.4 BDEHJ 2 橙 60 黒斑あり

10-5 昇； (10.6) 3.6 BCEFHJ 2 橙 50 有段

10-6 杯 (11.0) 3.6 BDJ 2 暗 褐 15 有段

10-7 杯 10.6 3.4 BDEJ 2 浅 黄 橙 60 有段

10-8 杯 (11 8) BDEHJ 2 浅 黄 30 有段

10-9 杯 (11.4) 4.0 BDEHJ 2 鈍 質 橙 40 有段

10-10 均： (10. 0) BEFL 2 鈍 褐 40 比企型赤彩

10-11 杯 (10. 4) 3.4 BEJ 2 鈍 橙 40 比企型赤彩

10-12 杯 10.8 4.0 BF I J 2 赤 褐 60 赤彩

10-13 杯 (14.0) BDEFHJ 2 橙 15 暗文

10-14 杯 16.0 5.8 BDHJ 2 浅 黄 橙 70 暗文

10-15 杯 (16.0) BDEHJ 2 浅 黄 20 

10-16 高 杯 12.0 BEHJK 3 暗 赤 褐 60 

10-17 甕 20.0 BDEHJ 2 鈍 黄 60 

10-18 均； 17.4 4.9 14.3 BFHKL 3 灰オリーブ 80 末野

10-19 芸F1 BFL 1 灰 15 群馬産？つまみ径4.0cm

10-20 芸.u (15. 8) BI J 1 灰 15 

10-21 長頸瓶 BF 1 灰 白 15 湖西
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第 11号性格不明遣構（第526図•第528図）

AE-20グリッドから検出した。遺構は、 322。328号

竪穴住居跡を壊していた。

平面の形状は不整形で、長軸3.7m、短軸3.5m、深

さ0.4~0.5mであった。

覆土は、炭化物、焼土粒子、灰を合む黒褐色土～暗

褐色土が主体で、特に3層と 5層は、焼土、灰、炭化

物を多量に含んでいた。

出土遺物の多くは、 3層と 5層の上層である 1層と

2層から出土した。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が多く出土した

が、図示可能な遺物は、土師器杯、須恵器杯・蓋・甕

など 6点であった。また、鉄滓が出土した。

1 • 2は、土師器杯である。鬼高式の模倣杯と考え

られるが、日縁端部には、沈線が施されていた。また、

1には、外面口縁部と内面全面に赤彩が施されていた。

3は、須恵器杯である。蓋受の立ち上がりを有して

いた。胎土の特徴から、湖西産と考えられる。

4は、須恵器蓋である。天井部はヘラケズリされて

いた。胎土の特徴から、湖西産と考えられる。

5 • 6は、須恵器甕である。同一固体と考えられる

が、接合できなかった。

第526図第11号性格不明遺構

第12号性格不明遣構（第527図•第528図）

AE-19・20グリッドから検出した。遺構は、地震によ

る噴砂に壊されていた。また、 327号竪穴住居跡を壊し

ていた。

平面の形状は、長い逆三角形ないし逆台形であった。

遺構の規模は、長軸3.5m、短軸2.0m、深さは0.35m

前後であった。

遺構底面は、噴砂の攪乱によって不明瞭であったが、

三角形ないし台形の広い辺に向かって、緩い段差を作

りながら傾斜していた。

覆土には、焼土、炭化物、灰を多く含む黒褐色土が

堆積していた(1層）。

遺構は、調査当初、土師器焼成遺構とも考えられた

が、遺構底面および壁面には、焼けた痕跳は検出でき

なかった。

出土土器は、 1層中から、土師器。須恵器片が多く

出土したが、図示可能な遺物は、土師器杯3点であっ

た。また、覆土中より鉄滓、羽日が出士した。

1 ~ 3は、土師器杯である。 3点とも、日縁部に段

を有していた。体部には、粗いヘラケズリが施されて

しヽた。

A 16.00 m A'B  16,00 m 

N
N
C
r
・
 

Q
 

E
0
0
・
9
 

Q I 

B' 

第11号性格不明遺構覆土

1暗褐色 (10YR3/4) RC多出土遺物の

多くはこの層から出土

2疇色 (10YR2/2)紺生やや有 MCR多

3黒色 (10YR2/l) MC層

4暗褐色 (IOYR3/4) B7‘恥ク状 CR

5攣嗚色 (10YR3/6)R • M多

6褐灰色 （10YR4/1) RM  

7疇色（10YR3(2)RB

。
2m 
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第527図第12号性格不明遺構
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第12号性格不明遺構覆土

1黒褐色 (10YR2/3)R7渭ック・C・M多

2褐色 (10YR4/6) B主体

。
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第528図 第11• 12号性格不明遺構出土遺物
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性格不明遺構出土遺物観察表(4)

番号 器種 ロ径 益ロロ古向→ 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

11-l 杯 (11.0) 3 4 BEK 2 橙 40 赤彩

11-2 杯 (10.0) BEJ 2 鈍 橙 20 

11-3 昇； (8.6) 3.1 BFJ 1 灰 20 湖西

11-4 芸'"1 (9. 0) 3.1 BF 1 灰 50 湖西

11-5 甕 BFHL 1 暗 灰 破片

11-6 甕 BFHL 1 暗 灰 破片

12-1 杯 (9.8) 3.5 BDJ 2 鈍 褐 40 

12~2 昇； (10.8) BDJ 2 鈍 褐 50 

12-3 杯 (10.8) BDJ 2 浅 黄 橙 20 
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(6) ピット

ピットは、総数で188基検出した。ピットについての

事実記載は、遺物出土状況の説明を要するもの、遺構

の性格上重要と考えられるもののみを記載した。

事実記載のないピットについては、一覧表を参照さ

れたい。

また、土層断面の観察によって、柱痕力浙鉗忍できた

ピットを多く検出した。これらは、床面、カマド等が

失われた竪穴住居跡、あるいは掘立柱建物跡、柵列跡

等、建物遺構の柱穴であった可能性がある。このため、

ピット周辺の精査を試みたものの、建物遺構の検出に

至らなかった。こうした遺構は、全て「ピット」と呼

称し、番号を付した。

したがって、今回の報告で、竪穴住居跡・掘立柱建

物跡として報告した遺構以外にも、建物遺構が存在し

ていた可能性は高いと考えられる。

ピット687（第529図）

R-9グリッドから検出した。遺構は184号土塙と重

複していたが、遺構の新旧関係は、明らかにすること

ができなかった。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.45m、短軸0.34m、

深さ0.5mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

ピット688（第529図）

R-9グリッドから検出した。遺構は81号竪穴住居跡

と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかにでき

なかった。

平面の形状は、長方形で、長軸1.lm、短軸0.85m、

深さ0.58mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

ピット692（第529図）

T-10グリッドから検出した。遺構は38号溝を壊し

ていた。

平面の形状は、円形で、直径0.38m、深さ0.32mで

あった。

出土遺物は、青白磁の合子の破片が出土したが、中

世墓跡から出土したものと按合した。

遺構の時期は、中世と考えられる。

ピット693（第529図）

T-9グリッドから検出した。遺構は、ピット694• 

695に隣接していた。

平面の形状は、円形で、直径0.48m、深さ0.52mで

あった。

覆土は、竪穴住居跡あるいは掘立柱建物跡の柱穴風

で、柱痕を検出した (2層）。

遺構は、建物遺構の柱穴と考えられるが、他の柱穴

は検出できなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

ピット 694（第529図）

T-9グリッドから検出した。遺構は、ピット693• 

695に隣接していた。

平面の形状は、円形で、直径0.44m、深さ0.41mで

あった。

覆土は、竪穴住居跡あるいは掘立柱建物跡の柱穴風

で、柱痕を検出した (2層）。

遺構は、建物の柱穴と考えられるが、他の柱穴は検

出できなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

ピット695（第529図）

T-9グリッドから検出した。遺構は、ピット693• 

694に隣接していた。

平面の形状は、円形で、直径0.45m、深さ0.58mで

あった。

覆土は、竪穴住居跡あるいは掘立柱建物跡の柱穴風

で、柱痕を検出した (2層）。

遺構は、建物遺構の柱穴と考えられるが、他の柱:f<..

は検出できなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

ピット 696（第529図）

U-9グリッドから検出した。

平面の形状は、不整円形で、直径0.6m、深さ0.4m

であった。

覆土は、竪穴住居跡あるいは掘立柱建物跡の柱穴風

で、柱痕を検出した(1層）。
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遺構は、建物遺構の柱穴と考えられるが、他の柱穴

は検出できなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

ピット697（第529図）

u-9グリッドから検出した。遺構は246号土壊を壊

していた。

平面の形状は、円形で、直径0.58m、深さ0.27mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット698（第529図）

T-8グリッドから検出した。遺構は49・50号掘立柱

建物跡に隣接していた。

平面の形状は、 L字形で、長軸O.Sm、短軸0.71m、

深さ0.44mであった。平面の形状から、掘立柱建物跡

のコーナ一部分の掘り方の可能性もあったが、他の柱

穴は検出できなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

ピット699（第529図）

T-8グリッドから検出した。遺構は、 71号竪穴1打計

跡と重複していたか、遺構の新旧関係は、明らかにで

きなかった。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.51m、短軸0.44m、

深さ0.4mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット701（第528図）

S-10グリッドから検出した。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.87m、短軸0.6m、

深さ0.4mであった。

覆土は、竪穴住居跡あるいは掘立柱建物跡の柱穴風

で、柱痕を検出した(1層）。

遺構は、建物遺構の柱穴と考えられるが、他の柱穴

は検出できなかった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット702（第529図）

T-10グリッドから検出した。遺構は59号掘立柱建

物跡、 38号溝跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、

明らかにできなかった。

平面の形状は、円形で、直径0.76m、深さ0.7mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット704（第529図）

u-10グリッドから検出した。遺構は120号竪穴住居

跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかにで

きなかった。

平面の形状は、長方形で、長軸0.86m、短軸0.71m、

深さ0.8mであった。

覆土は、竪穴住居跡あるいは掘立柱建物跡の柱穴風

で、柱痕を検出した(1層）。

遺構は、建物遺構の柱穴と考えられるが、他の柱穴

は検出できなかった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット705（第529図）

U-10グリッドから検出した。ピット706に壊されて

いた。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.7m、短軸0.47m、

深さ0.3mであった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

ピット706（第529図）

u-10グリッドから検出した。ピット705を壊してい

た。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.77m、短軸0.44m、

深さ0.38mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

ピット707（第530図）

x-12グリッドから検出した。遺構は126号竪穴住居

跡・ 73号溝跡と重複していた。 73号溝跡に壊されてい

たが、 126号竪穴住居跡との新旧関係は、明らかにでき

なかった。

平面の形状は、円形で、直径0.72m、深さO.Slmで

あった。

出土遺物は検出できなかった。
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第529図 ピット (I)
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ピット687覆土

1オリープ褐色 (2.5Y4/3)B多

2黒褐色 (10YR2/2) B少

ピット6露土

1黄褐色（10YR5/6)B多

2疇色(10YR2/2)B少

3黒褐色 (!OYR3/1)Enック多

4褐色 (10YR4/6) B7渭ック

ピット692覆土

1褐色(10YR4/6)B・粘土ア恥ク締り有

2褐色（10YR4/6)B若干混入 R粒•7渭沙

3褐色（10YR4/6)Bやや多粘件有

ピット693・694・695覆土

1 黒褐色 (1DYR2/3)B締りやや弱

2 黒褐色 (10YR2/3)B • C粒若干R混入

3 暗褐色（10YR3/3)B • C粒混入締り有

3'疇色 (10YR3/3)Bやや多

ピソト696・701・704覆土

1 黒褐色(10YR2/3)B粒•7渭ック

2 疇色（10YR3/3)B • C粒締りやや弱

3 暗褐色 (10YR3/3)B多締り有紺生有

4 疇色(10YR2/3)B叩駆、締り有

4'黒褐色 (10YR2/3)4層に比べややB少

ピット697覆土

1黒褐色 (10YR2/2)R粒•7渭沙• C粒

2疇色（1DYR2/3)R粒•7，，恥ク多締り弱

ピット698l夏土

1疇色 （10YR2/3) R若干•C粒

2鈍黄褐色 (10YR2/3)B混入締り有

3疇色 （10YR2/2) 1層に比べややB多

4褐色 (10YR4/4) B・粘土7‘0沙

ピソト699覆土

1疇色 (10YR2/2) C粒•R 締り有

2疇褐色(10YR2/3)B • C粒•R若干

3褐色 （10YR4/4) B・粘土7渭ック

ピット705・叩覆土

1黒褐色 (10YR2/3) C粒•R

2疇色（10YR2/3)C粒•R

3黒褐色 (10YR2/3) B • C粒•R

4暗褐色 （10YR3/3) B締りやや有

5鈍黄褐色（10YR4/3)Bやや多締り有

。
2m 
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ピット708（第530図）

W-12グリッドから検出した。遺構は126号竪穴住居

跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかにで

きなかった。

平面の形状は、円形で、直径0.72m、深さ0.23mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット709（第530図）

U-10グリッドから検出した。遺構は119号竪穴住居

跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかにで

きなかった。

平面の形状は、円形で、直径0.37m、深さ0.27mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット714（第530図）

V-14グリッドから検出した。遺構は150号竪穴住居

跡・ 265号土壊と重複していたが、遺構の新旧関係は、

明らかにできなかった。

平面の形状は、円形で、直径0.5m、深さO.lmであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

ピット 717（第530図。第535図）

V-13グリッドから検出した。遣構は126号土塙に隣

接していた。

平面の形状は、円形で、 0.82m、深さ1.14mであっ

た。

覆土は、竪穴住居跡あるいは掘立柱建物跡の柱穴風

で、柱痕を検出した(1層）。

遺構は、建物遺構の柱穴と考えられるが、他の柱穴

は検出できなかった。

出土遺物は土師器甕が6点出土した。

ピット 718~720（第530図）

W-12グリッドから検出した。 3基のピットは、直線

的に等間隔に並んでいた。

平面の形状は、円形で、直径0.25~0.48m、深さ0.3

m前後であった。

3基のピットからは、それぞれ柱痕が確認でき (2
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層）、覆土も共通していた。掘立柱建物跡、あるいは柵

列の柱穴の可能性が高いが、この 3基に伴うと考えら

れる他の柱穴は検出できなかった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット 721• 722（第530図）

V-11グリッドから検出した。 2基のピットは、隣接

していた。

平面の形状は、 2基とも円形で、直径0.4m前後、深

さ0.3m前後であった。

2基のピットからは、それぞれ柱痕力鶴認でき（1

層）、覆土も共通していた。竪穴住居跡、掘立柱建物跡

の柱穴の可能性が高いが、この 2基に伴うと考えられ

る他の柱穴は検出できなかった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット 728（第530図）

W-15グリッドから検出した。遺構の上部は268号土

壊に壊されていた。

平面の形状は、円形で、直径0.57m、深さ0.81mで

あった。

覆土は、竪穴住居跡あるいは掘立柱建物跡の柱穴風

で、柱痕を検出した(1層）。

遺構は、建物遺構の柱穴と考えられるが、他の柱穴

は検出できなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

ピット 729（第530図）

W-16グリッドから検出した。 74舟溝跡と重複して

いたが、遺構の新旧関係は明らかにできなかった。

平面の形状は、長方形で、長軸0.82m、短軸0.7m、

深さ0.43mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット 731（第530図）

W-16グリッドから検出した。遺構は67号掘立柱建

物跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、円形で、直径0.72m、深さ1.27mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。



第530図ピット (2)
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ピット707•70因覆上

1暗褐色（10YR3/3)BR微含

2疇色(10YR2/3)B多

3疇色(10YR3/1)2層よりB多

4褐色 (10YR4/6) B多

ピット71噴土

1黒褐色 (lOYRZ/3)R C締りやや有

2疇色（1OYR2/2)シルト質粒子締り有

3疇色 (lOYRZ/2)2層より紺生有

ピット718~72暉土

1暗褐色（10YR3/4)B 

2疇色（10YR3/2)B 

3黒褐色（10YR3/1)B少

4褐色 (10YR4/4) B7渭ック多
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ビット721•722覆七

1暗褐色 (10YR3/4)B 

2疇色 (10YR3/2)B 

3疇色（10YR3/1)B少

4褐色 (10YR4/4) B7河沙多

ピット728覆土

1疇色 (IOYR2/3) B F多締り有

2黒褐色 (!OYRZ/2) R粘性有

3鈍黄褐色(IOYR4/3)B7頂沙

ビット734覆卜

1黒褐色(IOYRZ/3)R 

2暗褐色（10YR3/3)B粘性有

3 賠褐色（10YR3/4)B7さリック多

ピット731覆土

1暗褐色(10YR3/4)RB混入

2褐色 (10YR4/4) B7，，砂ク多

3暗褐色 (10YR3/4)C粒 R混入締り弱

4暗褐色（1DYR3/4)BR混入

5暗褐色（10YR3/4)B多締り有

ピソト732覆土

1黒褐色（10YR3/2)R粘性有

2黒褐色 (10YR3/1)R多

3暗褐色(1DYR3/4)B7‘恥ク多

ピット733・7疇上

1黒褐色（10YR3/1)R 

2黒褐色(10YR2/3)R 

3疇色(10YR3/4)Br□ック

4黒褐色（!OYR3/1)B（柱痕）

5麟色 (10YR3/l)R紺牛やや有（国）

6黒褐色(10YR2/3)B多（掘り方）

7褐色 （10YR4/6) B多（掘り方）

0 2m 
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ピット732（第530図）

V-15グリッドから検出した。遺構は68号掘立柱建

物跡に壊されていた。また、 168号竪穴住居跡を壊して

しヽた。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.4m、短軸0.34m、

深さ1.23mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット733• 740（第530図）

w-14グリッドから検出した。 2基の遺構は、重複し

ていた。土層断面の観察の結果、ピット733の方が新し

いことを確認した。

平面の形状は、不整形で、長軸0.8m前後、短軸

0.5~0.6m、深さ0.6m前後であった。

ピット740からは、柱痕か確認できた (4。5層）。

建物遺構の柱穴と考えられるが、他に柱穴は検出でき

なかった。

出土遺物は、土師器杯の破片が出土したが、図示可

能な遺物は検出できなかった。

ピット734（第530図）

X-16グリッドから検出した。遺構は、 190号竪穴住

居跡、 72号掘立柱建物跡に壊されていた。

平面の形状は、不整形で、直径0.65m、深さ1.42m

であった。

出土遺物は、t師器杯、須恵器蓋の破片が出土した

が、図示可能な遺物は検出できなかった。

ピット741（第531図）

X-16グリッドから検出した。

平面の形状は、不整形で、長軸0.45m、短軸0.29m、

深さ0.26mであった。

出土遺物は砥石が出土した。

ピット744（第531図）

Y-15グリッドから検出した。遺構は74号溝跡に壊

されていた。

平面の形状は、円形で、直径0.35m、深さ1.15mで

あった。

覆土は、粘性のある褐灰色～黒褐色土であった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット746（第531図）

Y-17•X-17グリッドから検出した。遺構は82号井

戸跡を壊していた。

平面の形状は、円形で、直径0.42m、深さ0.83mで

あった。断面の形状は、袋状で、底面付近力吋知れた形

状であった。

出土遣物は検出できなかった。

ピット747（第531図）

X-16•W-16グリッドから検出した。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.38m、短軸0.32m、

深さ0.32mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット748（第531図）

x-16グリッドから検出した。

平面の形状は、円形で、直径0.6m、深さ0.6mであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

ピット749（第531図）

X-16グリッドから検出した。

平面の形状は、円形で、直径0.6m、深さ1.48mで

あった。

出上遺物は検出できなかった。

ピット750（第531図）

X-16グリッドから検出した。

平面の形状は、円形で、直径0.4m、深さ0.62mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット751（第531図）

X-16グリッドから検出した。

平面の形状は、円形で、直径0.48m、深さ1.39mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット752（第531図）

x-13グリッドから検出した。

平面の形状は、円形で、直径0.6m、深さ1.72mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。
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ピット753（第531図）

X-13グリッドから検出した。ピット754・764に壊さ

れていた。

平面の形状は、不整形で、直径0.48m、深さ0.43m

であった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット754（第531図）

X-13グリッドから検出した。遺構は、ピット753• 

764と重複していた。 753号ピットを壊していたことを

確認したが、ピット764との新旧関係は、明らかにでき

なかった。

平面の形状は、円形で、直径0.4m、深さ0.43mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット755（第531図）

X-13グリッドから検出した。

平面の形状は、方形で、直径0.4m、深さ0.25mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット756（第531図）

X-13グリッドから検出した。

平面の形状は、方形で、直径0.4m、深さ0.38mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット758（第531図）

X-13グリッドから検出した。遺構は77号掘立柱建

物跡・ピット759に壊されていた。

平面の形状は、円形で、直径0.5m、深さ0.72mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット 759 （第531図•第535図）

X-13グリッドから検出した。遺構は77号掘立柱建

物跡・ピット758と重複していた。 758号ピットを壊し

ていることを確認したが、 77号掘立柱建物跡との新旧

関係は、明らかにできなかった。

平面の形状は、円形で、直径0.53m、深さ0.43mで

あった。

出土遺物は須恵器高盤が出土した。

ピット760（第531図）

Y-19グリッドから検出した。遺構は、 1号周溝状遺

構と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかにで

きなかった。

平面の形状は、円形で、直径0.43m、深さ0.34mで

あった。

出上遺物は検出できなかった。

ピット762（第531図・第535図）

Z-18グリッドから検出した。遺構は38号溝跡と重複

していたが、新旧関係は明らかにできなかった。

平面の形状は、不整円形で、長軸0.44m、短軸0.38

m、深さ0.5mであった。

出土遺物は須恵器杯が出土した。

ピット763（第531図）

x-14グリッドから検出した。遺構は301号土壊と重

複していたが、遺構の新旧関係は、明らかにできなかっ

た。

平面の形状は、円形で、直径0.42m、深さ0.57mで

あった。

遺構からは、柱痕を検出した(1.2層）。建物の柱

穴と考えられるが、他に柱穴は検出できなかった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット764（第531図）

x-13グリッドから検出した。遺構はピット753・754

と重複していた。ピット753を壊していたが、ピット

754との新旧関係は、明らかにできなかった。

平面の形状は、不整形で、長軸0.53m、短軸0.38m、

深さ0.74mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット772• 773（第531図）

X-13グリッドから検出した。遺構は74号掘立柱建

物跡に壊されていた。

平面の形状は、 2基のピットともに円形で、直径は、

ピット772は0.7m、ピット773は0.42m、深さ0.3m

~0.4mであった。

出土遺物は検出できなかった。
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第531図 ピット (3)
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ピット744覆土

1灰褐色（10YR4/l)B未風化多 C少

2疇色 (10YR3/1)1層に比べB少 R少

ピット746覆土

1 疇色（10YR2/3)下恩からのR多

2 黒褐色 (10YB2/3)SESZの3層と同

2'疇色（10YR2/3)1層と2層の混合

3 疇色(10YR2/3)尽 B7渭沙締り強

4 黒褐色(10YR2/3)B7渭沙少

5 疇色 (10YR2/3)3屑駆 B7濯汐

A 16.10 m A. 

ピット747.743.75暉且

1黒褐色（10YR3/1) R粘性やや有

2褐色 （10YR4/4) B多やや砂質

3暗褐色 (10YR33/3)B7ゞnック多

ピット749・751覆土

1疇色 (10YR3/1)RC紺やや有

2県褐色 (10YR3/2)R・B多

3疇色 (10YR3/1)B多駆生有

ビソト752覆土

1疇色 (10YR3/1)R紺生やや有

2黒褐色 (10YR3/2)R粘性有

3疇色（10YR3/1)B駆生有

"'I 

ぐ P`779

ピット754-753覆土

1黒褐色 (10YR3/1)B多粘性やや有

2褐色 (!OYR4/4)砂質黒褐色土7渭汐

3黒褐色（!OYR3/1)C 

4暗褐色 (10YR3/3)B 

5 黒褐色(10YR3/1)B7"0ック多

6褐色 （!OYR4/4)砂質

ビット755・756覆七

1褐色 （!OYR4/4)砂質

2疇色(!OYR3/1)麟やや有

3暗褐色 (10YR2/3)B7屯汐

4黒褐色（!OYR3/1)R 

ピット758覆土

1暗褐色 (!OYR3/3)R紺生やや有

2疇色 (!OYR3/2)R認生有

3褐色 (!OYR4/4)砂質 CB多

ふ

ピット7匹止

1疇色 (10YR3/1)紺やや有

2暗褐色 (10YR2/3)B T'llヅク

ピット779覆土

1黒褐色（10YR3/1)RC B多

2暗褐色（10YR3/4)C 

3疇色（10YR3/2)C（種子の塊）多

ピット785・784覆七

1褐色 (10YR4/4) B多

2暗褐色（10YR3/3)C少

3黒褐色(10YR3/1)B少

4黒褐色（10YR3/1)BT'Uック多

6疇色（10YR3/1)B多

7 暗褐色(10YR3/4)BT'llック多

゜
2m 

-483-



ピット779（第531図）

X-13グリッドから検出した。

平面の形状は、円形で、直径0.52m、深さ0.85mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット784（第531図）

X-14グリッドから検出した。遺構はピット785に壊

されていた。

平面の形状は、不整円形で、直径0.64m、深さ0.6m

であった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット785（第531図）

X-14グリッドから検出した。遺構はピット784を壊

していた。

平面の形状は、不整円形で、直径0.69m、深さ0.58

mであった。

ピット785からは、柱腹を検出した(1.2層）。建

物遺構の柱穴と考えられるが、他に柱穴は検出できな

かった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット795• 796 • 797（第532図）

Z-19、AA-19グリッドから検出した。 3基のピット

は、ほほ等間隔に、直線的に並んでいた。

平面の形状は、何れも円形で、直径0.5~0.7m前後、

深さ0.4m~0.8m前後であった。

3基のピットは、柵列跡、あるいは掘立柱建物跡の

柱穴の可能性があるが、他に柱穴か検出できなかった

ため、それぞれ単独のピット番号を付した。

出土遺物は、ピット797から土錘が出土した。

ピット798（第532図）

Z-20グリッドから検出した。遺構は、調査区外へ展

開していたため、遺構の全体を検出することはできな

かった。

平面の形状は、円形と考えられ、直径0.53m、深さ

0.67mであった。

ピット798からは、柱康を検出した。掘り方も、褐色

系と黒褐色系の土が版築状に交互に充填され、揺立柱

建物跡の柱穴の可能性がある。

出土遺物は検出できなかった。

ピット 805 （第523図•第535図）

AA-19グリッドから検出した。

平面の形状は、不整形で、長軸0.61m、短軸0.46m、

深さ0.32mであった。

出土遺物は、土師器杯が出土した。

ピット 806 （第532図•第535図）

AB-17グリッドから検出した。遺構は258・260苛竪

穴住居跡・348号土壊と重複していたが、遺構の新旧関

係は明らかにできなかった。

平面の形状は、円形で、直径0.55m、深さ1.62mで

あった。

出土遺物は、土師器杯・甕、須恵器壺・長頸瓶が出

土した。

ピット 807 （第532図•第536図）

Z-17グリッドから検出した。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.36m、短軸0.28m、

深さ0.75mであった。

出土遺物は土師器甕が出土した。

ピット808（第532図）

AA-16グリッドから検出した。

平面の形状は、円形で、直径0.39m、深さ1.14mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット809（第532図）

AA-16グリッドから検出した。

平面の形状は、円形で、直径0.35m、深さ1.0mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット 810 （第532図•第536図）

AA-17グリッドから検出した。遺構は248号竪穴住

居跡を壊していた。

ピットには、壺が埋設されていた。壺は、重複する

248号竪穴住居跡の確頂忍時には、既に日縁部が露出して

いた。

遺構は、長軸0.4m、短軸0.25mの楕円形で、深さ30
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第532図ピット (4)
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ピット79鴎吐 ピット809覆土 ピット813覆土 ピット816覆十

1暗褐色 （10YR3/3) B多 1黒褐色(10YR3/1)B層状 R風化少 1黒褐色（10YR3/2)B風化少 R風化微量 1黒褐色 (IDYR3/1)B風化少 R風化少

2鈍黄褐色(10YR4/3)B7渭沙多 2疇色（10YR3/1)B風化少 R風化少 2黒褐色（10YR3/1)1層よりB多 2黒褐色（10YR3/1)B未風化多

3褐色 (!OYR4/6) B7湘炒多 3疇色(10YR3/l)2屑にB多量混入 3黒褐色（10YR3/1)1層より更にB多 3疇色(10YR3/1)2層よりB風麟少

4黒褐色 (10YR3/2) B • C 4疇色（10YR3/1)2層に同じやや砂質 4疇色(IOYR3/1)3屈よりB少 4黒褐色（10YR3/1)2層よりB風化弱多

5疇褐色(IOYR4/3)B7濯汐多 5疇色（10YR3/1)B多やや砂質 5疇色 (10YR3/1)3層よりB微少 ピット817~820覆土

ピソト80暉土 ピット812覆土 ピット814覆土 1疇色（10YR3/2)R多

1黒褐色（10YR3/1)B風化少 R風化少 1黒色(IOYR2/2)B風化多 R風化少 C少 1疇色（10YR3/1)B風化少 2暗褐色（10YR3/4)B多

2疇色(IOYR3/1)1層よりB・R少 2黒色(10YR2/2)1層よりB少 R多 2黒褐色（10YR3/1)1層よりB多 3褐色 （10YR4/4) B多

3黒褐色(IOYR3/1)1層よりB・R更に少 3黒色(lOYBZ/2)1層よりB・R・C少 3黒褐色（!OYR3/1)1層よりB多

4黒褐色(!OYR3/1)1層よりB・R多 4黒色 (10YR2/2)B風化少 4疇色 (10YR3/1)1層よりB多

5黒褐色（10YR3/1)1層よりB多 R少 ピソト815覆土

゜
2m 

1疇色（10YR3/1)B少 R少 C風化少

2黒褐色(IOYR3/1)1層よりB多
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c叫到変掘り込んで掘り方としていた。そこに壺を埋設

し、壺の周囲と上部を径5mm前後の砂利を充填してい

た。

遺構は、墓跡の可能性もあるが、壺の内部には、小

石を含んだ暗褐色土が流入していただけで、骨、その

他の遺物は出土しなかった。

埋設されていた壺は、中世の在地産と考えられる。

口縁端部は欠損していたが、意図的に打ち欠いていた

かどうかは不明である。

ピット812（第532図）

AG-18グリッドから検出した。遺構は285号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、円形で、長軸0.67m、短軸0.6m、深

さ0.55mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット813（第532図）

AG-18グリッドから検出した。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.81m、短軸0.74m、

深さ0.45mであった。

遺構からは、柱痕を検出した(1層）。建物遺構の柱

穴と考えられるが、他に柱穴は検出できなかった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット814（第532図）

AG-18グリッドから検出した。

平面の形状は、不整円形で、直径0.6m、深さ0.23m

であった。

遺構からは、柱痕を検出した(1層）。建物遺構の柱

穴と考えられるが、他に伴うと考えられる柱穴は検出

できなかった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット815（第532図）

AG-18グリッドから検出した。遺構は281号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.81m、短軸0.61m、

深さ0.2mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット816（第532図）

AG-18グリッドから検出した。遺構は281号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、円形で、直径0.8m、深さ0.3mであっ

た。

遺構からは、柱痕を検出した(1層）。建物遺構の柱

穴と考えられるが、他に伴うと考えられる柱穴は検出

できなかった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット817（第532図）

AD-20グリッドから検出した。遺構は298号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は、円形で、 0.54m、深さ0.65mであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

ピット818（第532図）

AD-20グリッドから検出した。遺構は300号竪穴住

居跡を壊し、 85号溝跡に壊されていた。

平面の形状は、円形で、直径0.83m、深さ0.57mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット819（第532図）

AC-21グリッドから検出した。遺構は298号竪穴住

居跡、ピット961を壊していた。

平面の形状は、不整円形で、長軸0.71m、短軸0.66

m、深さ0.48mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット820（第532図）

AD-21グリッドから検出した。遺構は300号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は、円形で、直径0.5m、深さ0.63mで

あった。

出土遺物は、検出できなかった。

ピット821（第533図）

AD-20グリッドから検出した。遺構は300号竪穴住
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居跡を壊していた。

平面の形状は、円形で、直径0.94m、深さ0.69mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット822（第533図）

AC-21グリッドから検出した。遺構は、 333号竪穴住

居跡、 4号周溝状遺構と重複していたが、遺構の新旧

関係は、明らかにできなかった。

平面の形状は、円形で、直径0.73m、深さ2.31mで

あった。

出土遺物は、板状の木製品が出土した。

遺構は、他のピットに比べ深いことから、井戸跡

の可能性もある。

ピット823（第533図）

AD-21グリッドから検出した。遺構は、 298・300号

竪穴住居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明

らかにできなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

ピット845（第533図）

AC-21グリッドから検出した。遺構は249号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、円形で、 0.43m、深さ0.51mであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

ピット846（第533図）

AC-21グリッドから検出した。遺構は249号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、円形で、直径1.lm、深さ1.21mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット848（第533図）

AC-21グリッドから検出した。遺構は249号竪穴住

居跡・ピット849と重複していたが、遺構の新旧関係は、

明らかにできなかった。

平面の形状は、不整形で、長軸1.45m、短軸1.04m、
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深さ0.35mであった。

出士遺物は検出できなかった。

ピット 849 （第533図•第536図）

AC-20・21グリッドから検出した。遺構は249号竪穴

仕揺跡・ピット848と重複していたが、遺構の新旧関係

は、明らかにできなかった。

平面の形状は、不整形で、長軸0.86m、短軸0.87m、

深さ0.35mであった。

出土遺物は須恵器杯が出土した。

ピット 850（第533図）

AC-20グリッドから検出した。

平面の形状は、惰円形で、長軸1.04m、短軸〇．75m、

深さ0.5mであった。

ピットからは、柱康を検出した(1層）。建物遺構の

柱穴と考えられるが、他に伴うと考えられる柱穴は検

出できなかった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット 851（第533図・第536図）

AG-18グリッドから検出した。遺構は292号竪穴住

居跡に壊されていた。

平面の形状は、不整円形で、長軸〇．66m、短軸0.66

m、深さ0.6mであった。

出土遺物は土師器甕が出土した。

ピット855（第533図）

AD-21グリッドから検出した。遺構は300号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、円形で、直径0.62m、深さ0.37mで

あった。

ピットからは、由哀を検出した(1層）。建物遺構の

柱穴と考えられるが、他の柱穴は検出できなかった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット 856（第533図）

AD-20グリッドから検出した。遺構は300号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.6m、短軸0.5m、



深さ0.7mであった。

ピットからは、柱痕を検出した(1層）。建物遺構の

柱穴と考えられるが、他の柱｝］よ検出できなかった。

出土遺物は鉄製品として棒状不明品が出土した。

ピット857（第533図）

AD-20グリッドから検出した。遺構は300号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.94m、短軸0.54m、

深さ0.22mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット858（第533図）

AD-22グリッドから検出した。遺構は331号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、楕円形で、長軸1.12m、短軸0.67m、

深さ0.82mであった。

ピットからは、柱康を検出した(1層）。建物遺構の

柱穴と考えられる、他の柱穴は検出できなかった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット859（第533図）

AD-22グリッドから検出した。遺構は331号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.82m、短軸0.65m、

深さ0.92mであった。

遺構からは、柱見区検出した(1層）。建物遺構の柱

穴と考えられるが、他の柱穴は検出できなかった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット860（第533図）

AD-19グリッドから検出した。遺構は316号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は、円形で、直径0.52m、深さ0.48mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット861（第533図）

AE-19グリッドから検出した。遺構は316号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は、不整形で、長軸0.92m、短軸0.57m、

深さ0.53mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット862（第533図）

AE-20グリッドから検出した。遺構は317号竪穴住

居跡を壊し、ピット863に壊されていた。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.56m、短軸0.54m、

深さ1.23mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット863（第533図）

AD-20・AE-20グリッドから検出した。遺構は317

号竪穴住居跡・ピット862を壊していた。

平面の形状は、長方形で、長軸0.5m、短軸0.37m、

深さ0.23mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット864（第533図）

AE-19グリッドから検出した。遺構は317号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、不整形で、長軸0.65m、短軸0.38m、

深さ0.7mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット865（第533図）

AD-19グリッドから検出した。遺構は317号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.45m、短軸0.36m、

深さ0.39mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット866~868（第533図）

AE-20グリッドから検出した。 3基の遺構は、直線

的に並んでいた。

平面の形状は、円形または楕円形で、径0.4m~0.5

m、深さ0.3m~0.5mであった。

3基のピットは、掘立柱建物跡、あるいは柵列の柱

穴と考えられるが、他の柱穴は検出できなかった。
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第533図ピット (5)
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ピット860・861覆土 言1褐色 (10YR4/6) B粒子・アnック

ビット821覆：l: ピット851覆土 2疇褐色(10YR5/4)B7"リック多締り有

1黒褐色（10YR3/1)R • B多 1黒褐色（10YR3/1)B風化多 R風化少 3褐色 (IOYR4/4) B粒子粘土7、リック

2黒色 (IOYR2/l) C多 2疇色(10YR3/1) 1層に風化B7濯汐多 4明黄褐色（10YR6/6)B主体

3黒褐色 (10YR4/6)B粒少 3疇色 (10YR3/1) 1暦に風化B7濯汐多 ビット862・863覆土

4暗褐色(1OYR3/3) B J"O,ック多 ピット855・856覆士 1鈍黄褐色（1DYR4/3)R・C粒 B7̀0ック

ピット822・823覆土 1黒褐色（10YR3/1)粘性やや有 2黒褐色 (10YR3/2) B粒子・7‘nック P867 

1疇色（10YR3/1)R多記生やや有 2黒褐色（10YR3/Z)B粘性やや有 3疇褐色(10YR3/2)R • C粒叩生有 ◎ 
2暗褐色（10YR3/3)R少粘性やや有 3褐色 (10YR4/6) BT'Il沙多砂質 4褐色 (10YR4/4) R・ C粒締り弱

3黒褐色(IOYR3/l)BT'ITック多粘性有 4黒褐色（10YR3/Z)B粒多粘性やや有 ピット864覆土

4黒褐色(10YR3/1)褐灰色粘1木片 5褐色 (10YR4/6) B粒•7‘ヽ恥り多砂咽 1疇褐色(10YR4/3)R • C粒締り有

ビット850覆土 6黒褐色(10YR3/1)B粒多粘性ややh 2褐色 (IOYR4/4) BR・ C粒締り有

1鈍黄褐色（10YR5/4)R • C粒若干 ビット858・859覆t ピット865覆土

2褐色 (IOYR4/4) R • C粒•B混入 1暗褐色（!OYR3/3)B7‘りック多締り無 1暗褐色（1DYR3/4)B • C粒締りやや弱

3鈍黄褐色（10YR4/3)B主体 2黒褐色（10YR3/1)B粘性やや有 ビット869~871覆土

4灰黄褐色 (10YR4/2)B混入 R・C粒 3褐色 (10YR4/1) BT'Dック多砂質 1褐色 (IOYR4/4) R・ C粒微羅

こ/1 ）；'1 
5賠褐色 (10YR3/4) B・B7‘的淵且人 4黒褐色 (10YR3/1)B粒粘性やや有 2黄褐色 （10YR5/6) B締りやや有

5褐色 （!OYR4/6) BTリック 砂質 3疇褐色(10YR5/4)Bやや多

゜
2m 

4灰黄褐色（10YR4/2)R・ C粒若干

5黒褐色 （10YR3/Z) 4居に比べ暗い
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出土遺物は検出できなかった。

ピット869（第533図）

AE-19グリッドから検出した。遺構は313号竪穴住

居跡・ピット870を壊していた。

平面の形状は、不整形で、長軸0.54m、短軸0.43m、

深さ0.36mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット870（第533図）

AE-19グリッドから検出した。遺構は313号竪穴住

居跡を壊し、ピット869に壊されていた。

平面の形状は、長方形で、長軸0.43m、短軸0.22m、

深さ0.24mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット871（第533図）

AE-19グリッドから検出した。遺構は313号竪穴住

居跡を壊していた。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.28m、短軸0.23m、

深さ0.47mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット872（第534図）

AE-19グリッドから検出した。遺構は330号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.5m、短軸0.43m、

深さ0.47mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット873（第534図）

AD-22グリッドから検出した。遺構は、338号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.68m、短軸0.5m、

深さ0.22mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

ピット876（第534図）

AD-17グリッドから検出した。

平面の形状は、楕円形で、長軸1.04m、短軸0.84m、

深さ0.65mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット877（第534図）

AE-22グリッドから検出した。遺構は410号土塙と

重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかにできな

かった。

平面の形状は、円形で、直径0.72m、深さ0.7mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット878（第534図）

AE-22グリッドから検出した。遺構は351号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、長方形で、長軸0.54m、短軸0.4m、

深さ0.39mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット879（第534図）

AD-20グリッドから検出した。遺構は300・305号竪

穴住居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明ら

かにできなかった。

平面の形状は、長方形で、長軸0.51m、短軸0.48m、

深さ0.38mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット880（第534図・第536図）

AD-21グリッドから検出した。遺構は340局竪穴住

居跡・ 133号井戸跡と重複していた。 133号井戸跡に壊

されていたが、 340号竪穴住居跡との新旧関係は、明ら

かにできなかった。

平面の形状は、長方形で、長軸0.61m、短軸0.42m、

深さ1.lmであった。

出土遺物は土師器杯が出土した。

ピット883（第534図）

AE-21グリッドから検出した。遺構は341・342号竪

穴住居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明ら

かにできなかった。

平面の形状は、楕円形で、長軸0.81m、短軸0.55m、

深さ0.42mであった。

ピットからは、柱痕を検出した(1層）。建物遺構の
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柱穴と考えられるが、他の柱穴は検出できなかった。

出七遺物は検出できなかった。

ピット884（第534図）

AE-21グリッドから検出した。

平面の形状は、不整円形で、長軸0.67m、短軸0.64

m、深さ0.45mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット885（第534図）

AD-21グリッドから検出した。遺構は135号井戸跡

に壊されていた。

平面の形状は、不整形で、長軸0.6m、短軸0.5m、

深さ0.58mであった。

ピットからは、柱腹を検出した(1層）。建物遺構の

柱穴と考えられるが、他の柱穴は検出できなかった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット891• 892（第534図）

AD-20・21グリッドから検出した。 2基のピットは、

重複していた。遺構の新旧関係は、ピット891の方か新

しかった。

平面の形状は、円形または楕円形で、ピット891の規

模は、長軸0.4m、深さ0.4m、ピット892は長軸1.0m、

短軸0.58m、深さ0.72mであった。

ピット892からは、柱康を検出した (1層）。遺構の

規模から、掘立柱建物跡の柱穴と考えられるが、他の

村穴は検出できなかった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット893（第534図・第536図）

AD-19グリッドから検出した。遺構は338号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、円形で、直径0.29m、深さ0.56mで

あった。

出土遺物は土師器杯が出土した。

ピット897~899（第534図）

AE-22グリッドから検出した。 3基のピットは、ほ

ぼ直線的に並んでいた。遺構は、 351号竪穴住居跡、 101

号溝跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らか

にできなかった。

平面の形状は、 3基ともに円形で、直径0.3m~0.4

m、深さ0.3m~0.5mであった。

3基のピットは、規模、形状が似ており、掘立柱建

物跡、あるいは柵列跡の可能性もあるが、他に伴うと

考えられる柱穴は検出できなかったため、単独のピッ

トとして番号を付した。

出土遺物は検出できなかった。

ピット901~904（第534図）

AD-17グリッドから検出した。 4基のピットはそれ

ぞれ重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかにで

きなかった。また、301号竪穴住居跡と重複していたが、

遺構の新旧関係は、明らかにできなかった。

平面の形状は、円形または楕円形で、長軸0.4m

~1.0m、深さ0.3m~0.6mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット905（第534図）

AD-17グリッドから検出した。遺構は311号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、楕円形で、長軸1.2m、短軸0.68m、

深さ0.63mであった。

出土遺物は検出できなかった。

ピット906（第534図）

AD-17グリッドから検出した。遺構は311号竪穴住

居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らかに

できなかった。

平面の形状は、円形で、直径0.54m、深さ0.34mで

あった。

出土遺物は検出できなかった。
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第534図ピット (6)

□
A
-

ァ

s
 

□
□
/
A
_
 
ロ580-

／
 

6
 
7
 
8
 
p
 

m
 

8
 □
 

¥

1

5

 

A
-
□]-
1
．
一

o

A

一

3
 
3

2

 

J
 

2
 

＞
 

s
 

m
 

5
 

＠
60 

ぐ

7
2
A
l
-

8
 
p
 

A 16.00m 

A 15.90m A
 

3
 
8
 
8

1

 ロA 16.00 m A' 
3 2 

A
 

：

：

や

[

A
 

15.90 m • A 15.60 m A' 

P892 

~I 

16.00 m 

P899 

P897@-
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SJ311 P906 

ピット87暉土

1暗褐色 (!OYR3/3)B • C粒

2黒褐色（10YR3/2)B 

ビット880覆土

1暗褐色（10YR3/4)C少

2疇色（10YR3/1)C少 B

3褐灰色(10YR6/1)黒色砂状粒子多 M多 ピット892覆土

4黒褐色（10YR3/1)C少粘性有 1黒褐色（10YR3/1)R 

ピット872覆土 ピット883覆土

1灰黄褐色(IOYR4/2)R • C粒 1黒褐色(IOYR3/1)R粘性やや有

2黄褐色 (10YR5/6) B粒子・7‘0,yク 2黒褐色 (10YR3/1)B7屯ック多

ピット877覆土 3暗褐色(IOYR3/4)B7',0ック多

1暗褐色 （10YR3/3) R • C粒締り有 ピット884覆土

2黒褐色 (IOYR3/2) R粒•7冴ック C粒 1褐色 (IOYR4/4) R B7',0ック多

3疇褐色(IOYR5/4)B粒•7‘0ック 2疇色(IOYR2/3)R B粒子多

4黄褐色 （10YR5/6) 5層に比べ粘性強 3褐色 （10YR4/4) B7湘炒多

ピット885覆土

1疇色(10YR3/l)紺生やや有

2黒褐色 (10YR3/l)B7屯汐多

3 暗褐色 (10YR3/4)Bアnック多

ピット891覆土

ア

P89~ 
＼マ—

A 15.80 m A' 

ヅ
A 15.80m 

P904 P903 P902 P901 

A' 

ピット901~904覆土

1黒褐色(10YR3/1)R • C粒締りやや有

2疇色（10YR3/1)R・C粒若干B

3褐色 （10YR4/6) B締り粘性有

4褐色 (10YR4/4) B締りやや有

1疇色(10YR3/1)R微量粘性やや有 5暗褐色(10YR3/4)B締り有若干R・C

6褐色 （10YR4/4) B多粘性締り有

7暗褐色(10YR3/3)B多

2黒褐色 (10YR3/Z)CR 8黒褐色 (10YR3/l)BR締り有

3暗褐色 (10YR3/3)B7渭ック多 ピット905・906覆上

4疇色（10YR3/Z)B7‘リック少 1麒色 (10YR3/1)R・C粒若干B

5褐色 (10YR4/4) B7"リック多 2褐色 (10YR4/6) B締り粘性有

ピット897・899覆土 3褐色 (10YR4/4) B締りやや有

1疇色(10YR3/Z)B締りやや有 4麟色(10YR3/1)R • C粒締りやや有

2黒褐色(10YR2/3)B 5黒褐色 (10YR3/Z)B締りやや有

。
2m 
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第535図

P717 
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第536図 ピット出土遺物(2)

P807 P849 P810 

P851 

口□□三：
I I i ¥'1, 

ロニE!Il1

P880 

三
PB93 

ロニニ-;:;JJ,
〇 10cm 

ピット出土遺物観察表

番号 器種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存率 備 考

717-1 甕 17.2 38.4 (4.3) ABDHJK 2 鈍褐 70 

717-2 甕 18.0 ACDFHKL 2 橙 80 

717-3 甕 18.0 ADEHJK 3 赤褐 30 

717-4 甕 (20.0) ABDEHJ 3 橙 40 

717-5 珈ェ 17.4 ADEHJK 3 鈍黄橙 40 

717-6 甕 (17. 0) ADEHJ 3 鈍黄橙 20 

759~1 ［E 口1 盤 ABFIJK 2 灰 80 南比企

762-1 昇： 12 4 4.0 5 5 BCIJKL 2 橙 60 南比企

805-1 均： 12.5 6.7 BDEHJK 3 橙 60 

806-1 杯 11.4 3.3 ABDEJ 4 橙 95 歪みあり

806-2 壺 13.8 ABDEHJ 2 浅黄橙 40 

806-3 壺 13.4 17.6 BI J L 2 灰 90 南比企？

806-4 長頸瓶 ABFHK 2 灰 100 フラスコ形

807-1 甕 17.5 ABDHJKL 2 橙 60 

810-1 壺 14.0 BJK 3 灰白 95 在地？器面荒れ

849-1 杯 12.8 3.3 7.3 BFI 2 灰 70 南比企

851-1 甕 (17. 4) BEFHJL 2 橙 15 

880-1 均： 15.5 5.3 BEFL 2 明赤褐 100 赤彩

893-1 昇； (13. 6) 3.5 BDEHJ 2 橙 60 
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第 8表 ピット計測表（I)

番号 位 置 形態 長軸(m) 短軸(m) 深さ(m) 出士遺物 時期 本遺構より新 本遺構より古

687 R-9 楕円形 0 45 0 34 0.5 

688 R-9 長方形 1.1 (0.85) 0.58 

692 T-10 円 形 0 38 0.32 青白磁合子 中世

693 T-9 円 形 0.48 0.52 

694 T-9 円 形 0.44 0.41 

695 T-9 円 形 0 45 0.58 

696 U-9 小整円形 0.6 0.4 

697 U-9 円 形 0 58 0.27 

698 T-8 L字形 0 8 0.71 0.44 

699 T-8 楕円形 0.51 0.44 0.4 

701 S-10 楕円形 0 87 0.6 0.4 

702 T-10 円 形 0.76 0.7 

704 U-10 長方形 0 86 0.71 0.8 

705 U-10 楕円形 0 7 0.47 0.3 P706 

706 U-10 楕円形 0 77 0 44 0 38 P705 

707 X-12 円 形 0. 72 0.81 SD73 

708 W-12 円 形 0 72 0 23 

709 U-10 円 形 0 37 0.27 

710 U-10 円 形 0 65 0.43 0.53 

711 V-14 不整円形 0.65 0.43 0.53 

714 V-14 円 形 0 5 0 1 

715 V-13 楕円形 0 51 0.37 0 49 

717 V-13 円 形 0 82 1.14 珈コ

718 W-12 円 形 0 48 0.32 0 3 

719 W-12 円 形 0 25 0.25 0 26 

720 W-12 円 形 0 3 0.29 0 28 

721 V-11 円 形 0 42 0 32 0 3 

722 W-11 Pl 形 0 4 0.3 0 32 
724 W-12 円 形 0 4 0.33 0 36 

725 W-12 円 形 0 37 0 34 0,3 

726 W-12 円 形 0 24 0.2 0.15 

727 W-12 楕円形 0 4 0.29 0 45 

728 W-15 円 形 0 57 0.81 古代 SK268 

729 W-16 長方形 0 82 0.7 0 43 SD74 

731 W-16 円 形 0 72 1 27 

732 V-15 楕円形 0 4 (0 34) 1 23 S]l68 SB68 

733 W-14 不整形 0 85 0 54 0.62 古墳

734 X-16 不整形 0.65 1.42 杯・甕・須恵壺。長頸瓶 古代 SJ190・SB72 

737 X-17 不整形 0 8 0 6 0.44 

738 x-17 不整形 0.88 0.57 0.53 

739 X-17 楕円形 0.7 0 54 0 45 

740 W-14 不整形 0 79 0 6 0.54 

741 X-16 不整形 0.45 0 29 0.26 砥石

742 X-16 円 形 0.34 0.34 0.31 

743 X-16 円 形 0.52 0.53 0.28 

744 Y-15 円 形 0.35 1.15 SD74 

745 X-14 円 形 0.38 0 25 0.19 

746 X•Y-17 円 形 0.42 0.83 SE82 

747 X•W-16 楕円形 0.38 0.32 0.32 

748 X-16 円 形 0.6 0.6 

749 X-16 円 形 0 6 1.48 
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第 9表 ピット計測表(2)

番号 位 置 形態 長軸(m) 短軸(m) 深さ(m) 出上遺物 時期 本遺構より新 本造構より占

750 X-16 円 形 0 4 0.62 

751 X-16 円 形 0.48 1.39 

752 X-13 円 形 0.6 1. 72 

753 X-13 不整形 0 48 0 43 P754・764 

754 X-13 円 形 0.4 0 43 古代 P753 

755 X-13 方 形 0.4 0.25 

756 X-13 方 形 0.4 0 38 

758 X-13 | l l 形 0.5 0 72 SB77・P759 

759 X-13 円 形 0.53 0.43 須恵高盤 P758 

760 Y-19 円 形 0.43 0.34 

761 X-13 f’l 形 0 48 0.46 0.54 
762 Z-18 不整円形 0.44 0.38 0.5 須恵杯 古代

763 X-14 円 形 0 42 0.57 

764 X-13 不整形 0 53 0.38 0.74 P753 

765 X-14 1リ 形 0 42 (0.38) 0.26 

766 X~l3 円 形 0 45 (0.3) 0.46 

767 X-13 円 形 0.34 0.32 0.1 

768 X-13 円 形 0.5 0 49 0.13 

769 X-13 円 形 0.3 0.28 0 1 

770 X-13 不整形 0.48 (0.34) 0 11 

771 X-13 方 形 0.2 0.27 

772 X-13 円 形 0.7 0.31 SB74 

773 X-13 円 形 0.42 0.37 SB74 

774 X-13 楕円形 0.38 0.27 0.37 

775 X-13 円 形 0.52 0.47 0.26 

776 X-13 小整円形 0.55 0.52 0.45 

777 X-13 不整円形 0 46 0.37 0.55 

778 X-12 円 形 0 36 0 37 0.55 

779 X-13 円 形 0 52 0.85 

780 X-14 円 形 0.37 0 35 0.37 

781 X-14 楕円形 0.32 0 28 0.15 

782 X~l4 不整形 0.6 1.01 0.37 

783 X-14 楕円形 0.38 0.28 0.15 

784 X-14 不整円形 0.64 0.6 

785 X-14 不整円形 0.69 0.58 P784 

786 X-14 不整形 0.67 0.4 0.78 

787 X-14 円 形 0 26 0.26 0.31 

788 X-14 円 形 0 45 0.43 

789 X-14 不整形 0 5 0.47 0.54 

790 X-14 不整形 0 65 0 53 0 62 

791 X-14 楕円形 0.44 0.35 0 31 

792 X-14 円 形 0.25 0 24 0.24 

793 X-14 円 形 0.25 0 25 0 14 

794 X-14 円 形 0.3 0.26 0.26 

795 Z~ 19 円 形 0.52 0.51 0. 77 

796 Z-19 円 形 0.51 0.5 0.39 

797 Zl9・ AA19 不整形 0.67 0.46 0.63 土錘

798 Z-20 円 形 0.53 0.67 

805 AA-19 不整形 (0 61) 0.46 0.32 杯

806 AB-17 円 形 0 55 1 62 坑・甕・須恵壺 古墳

807 Z-17 楕円形 0.36 0 28 0 75 珈工 古墳
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第10表 ピット計測表(3)

釆1日早J 位 置 形態 長軸(m) 短軸(m) 深さ(m) 出上遺物 時期 本遺構より新 本遺構より古

808 AA-16 円 形 0 39 1 14 

809 AA-16 円 形 0.35 1 0 

810 AA-17 楕円形 0.4 0.25 0.3 中世在地壺 SJ248 

812 AG-18 円 形 0.67 0.6 0.55 

813 AG-18 楕円形 0.81 0.74 0.45 

814 AG-18 イ速各円形 0.6 0.23 

815 AG-18 楕円形 0.81 0.61 0.2 

816 AG-18 円 形 0.8 0 3 

817 AD-20 円 形 0 54 0.65 SJ298 

818 AD-20 円 形 0.83 0.57 SJ300 SD85 

819 AC-21 不整円形 0. 71 0.66 0 48 SJ298・ P961 

820 AD-21 円 形 0.5 0 63 SJ300 

821 AD-20 円 形 0.94 0.69 SJ300 

822 AC-21 円 形 0 73 2.31 板状木製品

823 AD-21 不整円形 0 6 0.56 1.67 

824 AB-20 円 形 0 35 0.35 0.22 

825 AB-20 楕円形 0 34 0.21 0.15 

826 AB-20 椿円形 0 49 0 42 0.45 

827 AB-20 楕円形 0.46 0.36 0.21 

828 AB-20 円 形 0.52 0.49 0.47 

829 AB-20 円 形 0.44 0.43 0 25 

830 AB-20 円 形 0.7 0.62 0.49 

832 AB-20 不整形 0.39 0.34 0.34 

833 AB-20 P l 形 0.26 0.27 
834 AB-20 楕円形 (0.45) 0 43 0.1 

835 AC-20 円 形 0.84 0 7 0.29 

836 AC-20 円 形 0.37 0.35 0 64 

837 AB-21 円 形 0.34 0 3 0 48 

838 AB-21 楕円形 0.39 0.35 0.44 

842 AB-20 不整円形 0 69 0.5 0.28 

843 AB-21 楕円形 0.75 0.54 0.53 

844 AC-21 円 形 0 43 0.43 0.43 

845 AC-21 円 形 0 43 0.51 

846 AC-21 円 形 1 1 1.21 

848 AC-21 不整形 1.45 1.04 0.35 

849 AC20・21 不整形 (0.86) 0.87 0.35 須恵杯 古代

850 AC~20 楕円形 1.04 0.75 0 5 

851 AG-18 不整円形 0.66 0.66 0.6 甕 SJ292 

855 AD-21 円 形 0.62 0.37 

856 AD~20 楕円形 0 6 0 5 0.7 鉄製品

857 AD-20 楕円形 0 94 0 54 0.22 

858 AD-22 楕円形 1 12 0 67 0.82 

859 AD-22 楕円形 0 82 (0 65) 0.92 

860 AD-19 円 形 0 52 0 48 SJ316 

861 AE-19 不整形 0 92 0.57 0.53 SJ316 

862 AE-20 楕円形 (0 56) 0.54 1. 23 SJ317 P863 

863 AD・AE20 長方形 0.5 0.37 0.23 SJ317・ P862 

864 AE~l9 不整形 0.65 0.38 0.7 

865 AD-19 楕円形 0 45 0.36 0.39 

866 AE~20 |「l 形 0 4 0.34 0.5 

867 AE-20 円 形 0 3 0 22 0.38 
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第11表 ピット計測表(4)

番号 位 平l旦． 形態 長軸(m) 短軸(m) 深さ(m) 出上遺物 時期 本遺構より新 本遺構より古

868 AE-20 楕円形 0.47 0 29 0.3 

869 AE-19 不整形 0.54 0 43 0 36 SJ313・ P870 

870 AE-19 長方形 0 43 (0 22) 0 24 SJ313・ P869 

871 AE-19 楕円形 0.28 0.23 0.47 SJ313 

872 AE-19 楕円形 0.5 0.43 0.47 

873 AD22 楕円形 0.68 0.5 0.22 

876 AD-17 楕円形 1 04 0.84 0 65 

877 AE-22 円 形 0. 72 0.7 

878 AE-22 長方形 0.54 0.4 0.39 

879 AD-20 長方形 0.51 0 48 0 38 

880 AD-21 長方形 0.61 0 42 1 1 況； SE133 

882 AD-21 円 形 0 39 0.35 0.61 

883 AE~21 惰円形 0.81 0.55 0.42 

884 AE-21 不整円形 0 67 0.64 0.45 

885 AD-21 不整形 0 6 (0 5) 0.58 SE135 

886 AE-21 不整円形 0.47 (0.4) 0.28 

887 AE-21 不整形 0.73 0.65 0.31 

888 AE-21 不整形 0.88 0.58 0 11 

889 AE-21 円 形 0.38 0.38 0.24 

890 AD-21 長方形 0.32 0.25 0.23 

891 AD20・21 円 形 0.4 0.4 

892 AD20・21 楕円形 1.0 0 58 0.72 P891 

893 AD-19 円 形 0 29 0 56 昇： 古墳

894 AD-22 円 形 0.36 0 45 

897 AE-22 円 形 0.32 0.28 0 35 

898 AE-22 円 形 0 4 0 32 0.68 

899 AE-22 円 形 0 37 0.55 

901 AD-17 楕円形 1 0 0.75 0.58 

902 AD-17 円 形 0.6 0.36 

903 AD-17 円 形 0 4 0.47 

904 AD-17 円 形 0.45 0.42 

905 AD-17 楕円形 1.2 0.68 0.63 

906 AD-17 円 形 0.54 0.34 
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(7) 溝跡

第38号溝跡（第537図～第541図）

R-9~AC-22グリッドから検出した。溝跡は、 B区

から連続していた。遺構は調査区を縦断するように北

西から南東に延び、 AC-22グリッドで調査区外へ展開

していた。また X-15グリッド付近で屈曲していた。

遺構の規模は、輻1.0m~3.0m、深さ0.5m~0.7m

であった。断面の形状は逆台形または皿状であった。

覆土は、粘性のあるオリーブ色味の強い褐色、暗褐

色を主体とし、酸化鉄分、炭化物、地山ブロック等を

含んでいた。

ただし、覆土の最上層には、下層とは異なる粘性の

ない黒褐色土が堆積していた(1層）。この1層は2層

以下との層界がクラック状になっている所もあり、明

らかに下層と区別できた。覆土の堆積環境、時期が嬰

なる後祉の堆積土の可能性がある。

出土遺物は土師器、須恵器が多量に出土し、灰釉陶

器も出土した。また、砥石、管玉、土錘、土玉、刀子

が出土した。出土遺物の記載は、後述する。

第48号溝跡（第537図）

Q• R-10グリッドから検出した。 32号掘立柱建物跡

の内側で検出した。遺構は、 54号溝跡に壊されていた。

溝跡の北東側は調査区外へ展開していた。

遺構の規模は幅0.4m、深さ0.2mであった。断面の

形状は逆台形であった。

出土遺物は検出できなかった。

第54号溝跡（第537図•第546図）

Q-9・10、R-10グリッドから検出した。遺構は、 32

号掘立柱建物跡、 48号 •56号溝跡と重複していた。遺

構の新旧関係は、明らかにできなかった。

平面の形状は長方形で、長さ8.2m、輻1.2mであっ

た。断面の形状は箱型で、深さは0.3mであった。

出土遺物は、土師器杯、甕が出土した。また、馬歯

が出土した。

第55号溝跡（第537図）

R-10グリッドから検出した。遺構は、 32号掘立柱建

物跡に平行して検出したが、 32号掘立柱建物跡に伴う

かどうかは明らかにできなかった。

遺構の規模は、幅0.4m、深さ0.2mであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第57号溝跡（第537図）

Q-10~T-7•8 グリッドから検出した。遺構は、 56

号溝跡と平行するように、蛇行しながら調査区を横断

していた。

遺構の規模は、幅0.5m~1.0m、深さは0.2m前後で

あった。

遺構は、 66• 71号竪穴住居跡、 33• 34号掘立柱建物

跡、 3号性格不明遺構、 38号溝跡、 58号溝跡と重複し

ていた。新旧関係は、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、 3 

号性格不明遺構を壊していたことを確認したが、他の

遺構との新旧関係は明らかにできなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第58号溝跡（第537図）

R-10~T-8グリッドから検出した。 56号溝跡と平

行するように、調査区を横断していた。

遺構の規模は、輻0.5m~1.0m、深さは0.2m前後で

あった。

遺構は、 66• 71号竪穴住居跡、 32• 33 • 34号掘立柱

建物跡、 188号土壊、 38・57号溝跡と重複していた。遺

構の新旧関係は、 66• 67号竪穴住居跡、 33• 34号掘立

柱建物跡、 188号土壊を壊していたが、他の遺構との新

旧関係は明らかにできなかった。

出土遺物は検出できなかった。

第59号溝跡（第537図）

R-9~T-7•8 グリッドから検出した57·58局溝跡

と重なり合いながら、調査区を横断していた。

遺構の規模は、幅0.5m~l.Om、深さは0.2m前後で

あった。

遺構は、 66• 71号竪穴住居跡、 33• 34号掘立柱建物

跡、 38• 57 • 58 • 61号溝跡と重複していた。遺構の新

旧関係は、竪穴住居跡、掘立柱建物跡を壊していた。

また、 61号溝跡に壊されていたが、他の遺構との新旧

関係は、明らかにできなかった。

出土遺物は検出できなかった。
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第60号溝跡（第538図•第546図）

U-14~W-10グリッドから検出した。 38号溝跡と直

交するように調査区を横断していた。遺構の両端は、

調査区外へ展開していた。

60号溝跡については、中惟墓跡と関連があると思わ

れるため、墓跡の項で詳述する。

第61号溝跡（第537図•第546図）

S-9~T-7グリッドから検出した。遺構は、 56号溝

跡と平行するように、調査区を横断していたが、遺構

の北端は、 S-9グリッドで立ち上がっていた。

遺構の規模は、輻0.4m~0.5m、深さ0.2m~0.3m

であった。

遺構は、 57• 59号溝跡と重複していた。遺構の新旧

関係は、本遺構が最も新しかった。

出土遺物は、中世常滑産と思われる片日鉢の破片が

出土した。片日鉢は、日縁部の破片である。胎土及び

色調は、甕に似ていた。

第62号溝跡（第538図）

V-12~W-10グリッドから検出した。遺構は、 60号

溝跡と重複しながら、調査区を横断していた。遺構の

新旧関係は、本遺構の方が古かった。また、 38号溝跡

を壊していた。

遺構の規模は、輻0.7m~0.8m、深さ0.6m前後で

あった。

出土遺物は、検出できなかった。

第63号溝跡（第538図•第546図）

V-11・12グリッドから検出した。遺構の大半は、 60

与溝跡に壊されていたため、遺構の全体を検出するこ

とができなかったが、本米は、 60号溝跡とほぼ同じ位

置で、調査区を横断していたと考えられる。また、 38

号溝跡を壊していた。

遺構の規模は、幅0.5m~0.7m、深さは0.4m前後で

あった。

出土遺物は、中世常滑産の甕の破片が出土した。

第64号溝跡（第538図）

S •T-12グリッドから検出した。遺構の北端は調査

区外へ展開していたが、南端は、立ち上がっていた。

遺構は、中祉墓跡を区画する138• 139号溝跡に壊さ

れていた。

遺構の規模は、幅1.2m~1.3m、深さ0.8m~I.Om

であった。断面の形状は、逆台形であった。

覆土は、地山のブロック・粒子を含む暗褐色～黒褐色

土が主体で、自然堆積土であった。

出土遺物は、 8椛紀代と考えられる、土師器・須恵

器の破片が出土したが、図示可能な遺物は検出できな

かった。

第65号溝跡（第538図）

u-11グリッドから検出した。遺構は、 137号溝跡に

壊されていた。また、 140号溝跡と重複していたが、遺

構の新旧関係は、明らかにできなかった。

遺構の両端は、立ち上がっていた。

遺構の規模は、長さ9.4m、輻I.Imの長方形で、深

さは、 0.25mであった。断面の形状は、逆台形であっ

た。主軸方位は、 N-36°-Wであった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土したが、

図示可能な遺物は検出できなかった。

第66号溝跡（第537図•第538図）

s-11~T-9グリッドから検出した。 119号竪穴住居

跡を壊し、 38号溝跡に壊されていた。また、 59号掘立

柱建物跡、 67号溝跡と重複していたが、遺構の新旧関

係は、明らかにできなかった。

溝跡は、 59号掘立柱建物跡と重複している部分で途

切れるが、遺構が浅かったため、ブリッジとなってい

たかどうかは確認できなかった。

遺構の規模は、幅0.5m~0.7m、深さ0.2m~0.3m

であった。主軸方位は、 N-53°-Eであった。

出土遺物は、検出できなかった。

第67号溝跡（第537図•第538図）

S•T-11グリッドから検出した。遺構の両端は立ち

上がっていた。

遺構の規模は、長さ9.5m、輻0.5m~0.7m、深さ0.2

m~0.3mであった。

遺構は、 66・137号溝跡と重複していた。遺構の新旧

関係は、明らかにできなかった。
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出土遺物は、土師器・須恵器の破片が出土した他
、

紡錘車が出土した。

第71号溝跡（第538図•第546図）

V-12・13グリッドから検出した。溝跡の北端は、
62

号溝跡に壊されていたが、 62号溝跡の対岸に本遺
構が

展開していなかったことから、溝跡は、 62号溝跡
付近

で立ち上がっていたものと思われる。

平面の形状は、緩やかに弧を描く長方形であった
。

遺構の規模は、長さは推定で12.0m、幅1.0m、深さ
0.3

m~0.5mであった。

溝跡は、 140号竪穴1打呂跡、 56号井戸跡、 62号溝跡と

重複していた。新旧関係は、 140号竪穴住居跡より
新し

く、 56号井戸跡・ 62号溝跡より古かった。

出土遺物は、土師器暗文杯、須恵器杯、須恵器
甕が

出土した。

第72号溝跡（第538図）

v-10•11グリッドから検出した。

遺構の規模は、長さは推定で、 7.5m、幅0.6m、
深

さ0.15mであった。

遺構は、 134・141号竪穴住居跡、 254号土塙と重複
し

ていた、新旧関係は、明らかにできなかった。

出土遺物は、図示不可能であったが、須恵器杯
の破

片が出土した。

第73号溝跡（第538図•第547図）

U14~X-llグリッドから検出した。遺構は、調
査

区を横断していた。遺構の両端は、調査区外に
展開し

ていたため、全体を検出することはできなかった
。

遺構の規模は、幅0.7m~0.4m、深さ0.10m~0.
13

mであった。

遺構は、 38号溝跡に壊されていた。また、 126。130・

132 • 135~137 • 145号竪穴住居跡を壊していた。

出土遺物は、須恵器壺が出土した。

第74号溝跡（第539図•第547図）

V-16~Z-15グリッドから検出した。遺構の両端は
、

調査区外へ展開していたため、全体を検出する
ことは

できなかった。

遺構は、 Z-15グリッド付近から調査区を横断し、
X

-17グリッドでほぼ直角に北上し、 V-16グリッド
で調

査区外へ展開していた。

遺構の規模は、輻0.9m~1.6m、深さ0.3m~0.7
8

mであった。

遺構は、 63• 65 • 70 • 71 • 73号掘立柱建物跡、 38号

溝跡を壊し、 76号溝跡に壊されていた。 75号溝跡
との

新旧関係は、明らかにできなかった。

出土遺物は、中泄常滑産の甕・山荼椀系の片口
鉢が

出土した。

第75号溝跡（第539図）

W•X-16グリッドから検出した。溝跡の一端は、
立

ち上がっていたが、もう一方は、 74号溝跡と合流
する

ように重複していたため、明らかにできなかった
。

遺構の規模は、輻0.9m~1.2m、深さ0.38m~0.4
2

mであった。

遺構は63• 70 • 71 • 73号掘立柱建物跡を壊していた。

74号溝跡との新旧関係は、明らかにできなかった。

出土遺物は、中槻常滑産の甕の破片などが出土
した

か、図示可能な遺物は検出できなかった。

第76号溝跡（第539図•第547図）

x-17グリッドから検出した。遺構は、両端がそれ
ぞ

れ他の遺構と重複していたため、遺構の全体を
検出す

ることはできなかった。

遺構の規模は、幅0.6m~0.8m、深さ0.3m前後
で

あった。

遺構は、 67・63号掘立柱建物跡、 283号土壊、 74号
溝

跡を壊していた。

出土遺物は、中世常滑産の甕が出土した。

第77号溝跡（第539図•第547図）

x-18~Z-15グリッドから検出した。遺構は、 74号
溝

跡と平行するように、調香区を横断していた。
溝跡の

両端は、調査区外へ展開していた。

遺構の規模は、幅1.5m~2.6m、深さ0.4m~0.
75

mであった。

遺構は、 283号土壊、 38号溝跡を壊していた。また
、

78。85号溝跡と重複していたが、遺構の新旧関係
は明

らかにできなかった。
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第537図溝跡（I)
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第538図 溝跡（2)
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出土遺物は、中槻常滑産の甕、山荼椀系の鉢、鉄製

品として鎌また鉄滓が出土した。

第78号溝跡（第539図）

Y•Z-15グリッドから検出した。溝跡は、 74·77号溝

跡に壊されていたため、全体を検出することはできな

かった。

遺構の規模は、輻0.35m~1.70m、深さ0.06m

~0.14mであった。

遺構は、 74• 77号溝跡、 8牙性格不明遣構と重複し

ていた。遺構の新旧関係は、 74・77号溝跡よりも古かっ

たが、 8号性格不明遺構との新旧関係は、明らかにで

きなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第79号溝跡（第539図）

X-17~Z-15グリッドから検出した。遺構は、 74号溝

跡と77号溝跡との中間を、 2つの溝跡と平行に調査区

を横断していた。遺構は、 X-17グリッドで立ち上がっ

ていた。

遺構の規模は、輻0.25m~0.75m、深さ0.06m

~0.14mであった。

遺構は、 177• 178 • 184 • 185号竪穴住居跡、 63• 73 

号掘立柱建物跡、 38号溝跡と重複していた。遺構の新

旧関係は、竪穴住居跡よりも新しかったが、他の遺構

との新旧関係は、明らかにできなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第80号溝跡（第539図）

Y-15グリッドから検出した。遺構の両端は8号性格

不明遺構． 74号溝跡と重複していたため、遺構の全体

を検出することはできなかった。

規模は、輻0.25m~0.4m、深さ0.22mであった。

遺構は、 8号性格不明遺構、 74号溝跡と重複してい

たが、遺構の新旧関係は明らかにできなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第81号溝跡（第539図）

Y-14グリッドから検出した。 183号竪穴住居跡の南

側に隣接していた。遺構東側は立ち上がっており、西

側は、調査区外へ展開していた。

遺構の規模は、輻0.2m~0.3m、深さ0.03mであっ

た。

出土遺物は検出できなかった。

第82号溝跡（第539図）

Y-14~15グリッドから検出した。 81号溝跡の南側

で、一部81号溝跡と平行していた。溝跡は、 Y-14・15

グリッドの境界付近で南に折れ、 74号溝跡と重複して

いた。遺構の西側は、調査区外へ展開していた。

遺構の規模は、幅O.lm~0.3m、深さO.lm前後で

あった。

遺構は、 74号溝跡・113号井戸跡と重複していた。遺

構の新旧関係は、本遺構が最も古かった。

出土遺物は、検出できなかった。

第83号溝跡（第538図）

u-11~V-10グリッドから検出した。遺構は、 60号

溝跡付近から、 134・125・124号竪穴住居跡を壊しなが

ら大きく弧を描き、 140号溝跡の北側付近で立ち上

がっていた。

遺構の規模は、幅O.lm~0.5m、深さ0.15m~0.54

mであった。

遺構は、 124・125・134号竪穴1打因跡、 38号溝跡と重
複していた。遺構の新旧関係は、 3軒の竪穴住居跡よ

りも新しかったが、 38号溝跡との新1日関係は明らかに

できなかった。

また、 60• 62号溝跡を挟んだ対岸に、 83号溝跡と規

模の似た146号溝跡があるが、同一の遺構であったか

どうかは明らかにできなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第84号溝跡（第539図）

X-13グリッドから検出した。遺構の両端は、 83号井

戸跡、 189号竪穴住居跡と重複していたため、全体を明

らかにすることはできなかった。

遺構の規模は、幅0.2m~0.4m、深さ0.15m前後で

あった。

遺構は、 189号竪穴住居跡を壊し、 83号井戸跡に壊さ

れていた。また、 74• 75号掘立柱建物跡と重複してい

たが、遺構の新旧関係は、明らかにできなかった。
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出土遺物は、検出できなかった。

第85号溝跡（第539図～第541図•第547図）

X-18~AG-18グリッドから検出した。遺構は、 X

-18グリッドから、ほぼ直線的に南辿し、 AE-21グリッ

ドで直角に西に曲がり、 AG-18グリッドで調査区外へ

展開していた。また、 AB-20グリッド付近で、土橋状

に立ち上がっていた。

遺構の規模は、輻0.5m~l.Om、深さ0.38m~0.73

mであった。

遺構は、多くの遺構と重複していたが、全ての遺構

を壊していた。しかし、 77号溝跡との重複関係は、明

らかにできなかった。

また、 77号溝跡の対岸に、遺構の輻、深さの似た76

号溝跡を検出したが、連続していたかどうかは明らか

にできなかった。

出土遺物は、土師器・須恵器片と共に、陶磁器片が

出土したが、図示可能な遺物は、須恵器長頸瓶、青磁

碗であった。また、鉄製品として、刀子、枠状の不明

品が出土した。

第87号溝跡（第539図）

Y-18グリッドから検出した。遺構は、西側は308号

土壊と重複し、東側は調査区外へ展開していたため、

検出できたのは、長さ2.0mであった。

遺構の規模は、幅0.4m~0.6m、深さO.lm前後で

あった。

遺構は、 303号土壊に壊されていた。また、 308号土

壊と重複していたが、遺構の新旧関係は明らかにでき

なかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第89号溝跡（第539図）

W-14~Y-14グリッドから検出した。遺構は、W-14

グリッドから蛇行しながら南進し、 Y-14グリッドで

183与竪穴住居跡を壊しながら調査区外へ展開してい

た。

遺構の規模は、幅0.2m~1.2m、深さ0.09mであっ

た。

遺構は、 183号竪穴1打国跡・ 38号溝跡と重複してい

た。遺構の新旧関係は、 183号竪穴住居跡よりも新し

かったが、 38号溝跡との新旧関係は、明らかにできな

かった。

出土遺物は、検出できなかった。

第90号溝跡（第539図）

Z-15~17グリッドから検出した。遺構は、 77号溝跡

と重複する、Z-15グリッドから直線的に東進し、 186号

翌穴住居跡を壊しながら直角に南に折れ、 92号溝跡と

重複する部分まで続いていた。溝跡は、 92号溝跡の対

岸には展開していないことから、この付近で立ち上

がっていたと考えられる。また、遺構は、 77号溝跡の

対岸まで展開していたと考えられるが、溝は浅く、 79

号溝跡付近で土壊上に広がっていた。

遺構の規模は、輻0.5m~0.7m、深さ0.44m~0.47

mであった。

遺構は、 322号土壊、 77・91・92号溝跡と重複してい

た。遺構の新旧関係は、 322号土塙より新しく、 77・91・

92号溝跡よりも古かった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が多く出土した

が、図示可能な遺物は、検出できなかった。また、鉄

製品として刀子が出土した。

第91号溝跡（第539図•第547図）

Y-16~17グリッドから検出した。溝跡の両端は、立

ち上がっていた。このうちの一端は、 90号溝跡を壊し

ていたが、 90号溝跡のほうが深かったため、立ち上が

りは消滅してしまった。

遺構の規模は、推定の長さ7.6m、輻0.5m~0.85m、

深さ0.35m~0.44mであった。

遺構は、 90号溝跡、 186号竪穴住居跡と重複してい

た。遺構の新旧関係は、本遺構が最も新しかった。

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が多く出土した

が、図示可能な遺物は、須恵器甕の破片1点と、鉄製

品として斧が出土した。

第92号溝跡（第539図•第540図・第547図）

Z-17~AA-15グリッドから検出した。遺構は Z-17

グリッドで立ち上がっていた。そこから調査区を横断

するように直線的に西進し、 AA-15グリッドで調査区
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第539図溝跡（3)
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第540図溝跡(4)

sJ2" 

¥
 ¥
 

-~.. ~~. /——·-] 

I SJ213 

口
¥
 
¥
 
＼
 

□: 

／ 
ーロ／ ーロJ272□□

こ／ーロ：／□SJ271 ロロー
1:}1 l 

\.—----—---] 
• (SJ263 

I 0 ！ 

I -1 ゞ｀iロロ：：0:．s~J：口K392(｛／1 -―-ロ

/ :26Sk：口、SJ3:10[) / 

OSE132ローロ／三 sJ28/¥:¥I

SE107 

゜

-510 --



/ SJ 
9

'

¥

 

,,,-' ~ I 
I ヽ一

／忘K312¥/¥ I 

―-511 --



外へ展開していた。

遺構の規模は、輻0.4m~0.6m、深さ0.23mから

0.34mであった。

遺構は、 90• 95号溝跡と重複していた。遺構の新旧

関係は、 90号よりも新しかったが、 95号溝跡との新旧

関係は明らかにできなかった。

出土遺物は、中匪常滑産の甕の破片が出士した。

第93号溝跡（第539図•第548図）

Y-15グリッドから検出した。両端は、径0.5m~0.6

m、深さ0.3mのピットとなっていた。遺構は、掘立柱

建物跡の可能性もあったが、他にピットを検出できな

かったため、溝跡とした。

遺構の規模は、長さ0.9m、幅0.4m~0.45m、深さ

0.07mであった。

出土遺物は、中世常滑産の甕の破片が出土した。

第94号溝跡（第540図）

AA-16グリッドから検出した。遺構の北側は立ち上

がっていたが、南側は96号溝跡に壊されていた。

遺構の規模は、幅0.3m、深さ0.07mであった。

遺構は、竪穴住居跡の壁溝の可能性もあったが、伴

う柱穴を検出できなかったため、溝跡とした。

出土遺物は、検出できなかった。

第95号溝跡（第539図•第540図）

Z-15~AA-16グリッドから検出した。遺構は、 AA

-16グリッドから北進し、 9号性格不明遺構でほぼ直角

に東に折れ、 90号溝跡まで続いていた。

遺構の規模は、輻0.4m、深さ0.12m前後であった。

遺構は9号性格不明遺構と重複していた。遺構の新

旧関係は、本遺構が古かった。

本遺構は、竪穴住居跡の壁溝の可能性もあったが、

他に付属施設は検出できず、溝跡とした。

出土遺物は、検出できなかった。

第96号溝跡（第540図）

Z-17~AA-16グリッドから検出した。遺構は、 AA

-16グリッドで調査区外へ展開していたか、そこからや

や蛇行しながら東進し、 Z-17グリッドで直角に北に折

れ、立ち上がっていた。

遺構の規模は、幅0.5m~0.9m、深さ0.38m~0.78

mであった。

遺構は、 94号溝跡と重複していた。遺構の新旧関係

は、本遺構か新しかった。

出士遺物は、中祉陶器片が出土したが、図示可能な

遣物は検出できなかった。

第97号溝跡（第540図）

AB-17グリッドから検出した。遺構は、337号土瑞に

連結しているように見えるが、 337号士壊を壊してい

た。

遺構の規模は、推定の長さ3.0m、輻0.45m~0.6m、

深さ0.33mであった。

遺構は、 337• 348号土壊と重複していた。遺構の新

旧関係は、 337号土塙より新しかった。また、 348号土

塙との新旧関係は、明らかにできなかった。

出土遺物は、土師器杯の破片が出土したが、図示可

能な遺物は検出できなかった。

第98号溝跡（第540図•第548図）

AA・AB-16グリッドから検出した。遺構の両端は、

339与土壊、 98号井戸跡と重複していたため、検出でき

なかった。

遺構の規模は、推定の長さ7.0m、輻0.25m~0.5m、

深さO.lmであった。

遺構は、 339号土壊•98号井戸跡と重複していた。遺

構の新旧関係は、明らかにできなかった。

出土遺物は、須恵器壺が出土した。

第99号溝跡（第541図）

AF-19~AG-18グリッドから検出した。西側は、調

査区外へ展開し、東側は、 283号竪穴住居跡と重複して

いたため、遺構の全体は検出できなかった。また、 91

同掘立柱建物跡の南側の梁行と平行していた。

遺構の規模は、輻0.2m~0.7m、深さO.lm~0.2m

前後であった。

遺構は、 292・283号竪穴住居跡、 92号掘立柱建物跡

と重複していた。遺構の新旧関係は、本遺構が最も新

しかった。

出土遺物は、検出できなかった。
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第100号溝跡（第540図）

AB-17~AC-17グリッドから検出した。遺構の両

端は、立ち上がっていた。

遺構の規模は、推定の長さ4.7m、輻0.3m~0.4m、

深さ0.09mであった。

遺構は、 275号竪穴住居跡、 189号井戸跡と重複して

いた。遺構の新旧関係は、 275牙竪穴住居跡を壊してい

たが、 189号井戸跡との新旧関係は、明らかにできな

かった。

出土遺物は、土師器杯・須恵器杯の破片が出土した

が、図示可能な遺物は検出できなかった。

第 101号溝跡（第541図•第548図）

AE-23~AH-18グリッドから検出した。遺構は調

査区を横断していた。遺構の両端は、調査区外へ展開

していた。

遺構の規模は、輻0.8m~2.lm、深さ0.5m~0.74

mであった。

断面の形状は、 V字形、または逆台形であった。

遺構は、 105号溝跡と重複していたが、遺構の新旧関

係は、明らかにできなかった。

出土遺物は、中憔山荼椀系の鉢が出土した。また、

鉄滓が出土した。

第102号溝跡（第541図）

AF-19~AG-18グリッドから検出した。遺構の東

側は、立ち上がっており、西側は293号竪穴住居跡を壊

しながら調査区外へ展開していた。

遺構の規模は、輻0.15m~0.3m、深さ0.14m前後で

あった。

遺構は、 293• 304号竪穴住居跳、 91• 92号掘立柱建

物跡と重複していた。遺構の新旧関係は、竪穴住居跡

よりも新しかったが、掘立柱建物跡との新旧関係は、

明らかにできなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第105号溝跡（第541図）

AD-23~AE-22グリッドから検出した。遺構は、

101号溝跡と重複し、また調査区外へ展開していたた

め、遺構の全体を検出できなかった。

遺構の規模は、幅0.6m~0.95m、深さ0.76m前後で

あった。

断面の形状は、逆台形であった。

遺構は、 338号竪穴住居跡、 97・98号掘立柱建物跡・

101局溝跡と重複していた。遺構の新旧関係は、竪穴住

届跡・掘立柱建物跡より新しかったか、 101号溝跡との

新旧関係は、明らかにできなかった。

第140号溝跡（第538図）

u-11グリッドから検出した。遺構の両端は、 42号井

戸跡、 38号溝跡と重複していたため、検出できなかっ

た。

遺構の規模は、推定の長さ7.8m、幅0.2m~0.4m、

深さO.llmであった。

遺構は、 42号井戸跡、 38・65。137号溝跡と重複して

いたが、新旧関係は、明らかにできなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第141号溝跡（第538図）

U-14グリッドから検出した。遺構は、 60号溝跡に壊

されていたため、全体を検出できなかった。しかし、

60号溝跡の対岸まで展開していないことから、 60号溝

跡付近で立ち上がっていたと思われる。

遺構の規模は、推定の長さ4.Sm、幅0.2m~0.3m、

深さ0.05mであった。

遺構は、 60号溝跡に壊されていた。また、 142• 143 

号溝跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らか

にできなかった。

溝跡は、竪穴住居跡の壁溝の可能性もあったが、他

に付属施設が検出できなかったため、溝跡とした。

出土遺物は、検出できなかった。

第142号溝跡（第538図）

U-14グリッドから検出した。遺構の両端は、他の遺

構と重複していたため、退構の全体を検出することは

できなかった。

遺構の規模は、幅0.25m~0.35m、深さ0.15m前後

であった。

遺構は、 60・141号溝跡と重複していたが、遺構の新

旧関係は明らかにできなかった。
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第541図 溝跡（5)
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溝跡は、竪穴住居跡の壁溝の可能性もあったが、他

に付属施設が検出できなかったため、溝跡とした。

出土遺物は、検出できなかった。

第143号溝跡（第538図）

U-14グリッドから検出した。遺構の両端は、他の遺

構と重複していたため、遺構の全体を検出することは

できなかった。

遺構の規模は、輻0.25m~0.8m、深さO.lm前後で

あった。

遺構は、 131号竪穴住居跡、 141号溝跡と重複してい

たが、遺構の新旧関係は、明らかにできなかった。

溝跡は、その形状から、竪穴住居跡の壁溝の可能性

もあったが、他に付属施設が検出できなかったため、

溝跡とした。

出土遺物は、検出できなかった。

第144号溝跡（第539図）

X•Y-14グリッドから検出した。遺構の両端は、 38

号溝跡、 183号竪穴住居跡と重複していたため、検出で

きなかった。

遺構の規模は、輻0.2m、深さ0.9mであった。

遺構は、 38号溝跡に壊されていた。また、 183号竪穴

住居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、明らか

にできなかった。

溝跡は、その形状から、竪穴住居跡の壁溝の可能性

もあったが、他に付属施設が検出できなかったため、

溝跡とした。

出土遺物は、検出できなかった。

第145号溝跡（第538図）

V-13•14グリッドから検出した。溝跡の一端は、 73

号溝跡に壊されていたため、検出できなかった。

遺構の規模は、推定の長さ3.4m、幅0.2m~0.3m、

深さ0.12mであった。

溝跡は、その形状から、竪穴1打吾跡の壁溝の可能性

もあったか、他に付属施設力渇t出できなかったため、

溝跡とした。

出土遺物は、検出できなかった。

第146号溝跡（第538図）

V-12~W-11グリッドから検出した。遺構の両端

は、他の遺構と重複していたため、検出できなかった。

遺構の規模は、輻0.2m~0.4m、深さ0.14m~0.48

mであった。

遺構は、 176号竪穴住居跡、 55・56号掘立柱建物跡を

壊していた。

出土遺物は、検出できなかった。

第147号溝跡（第539図）

X-18グリッドから検出した。遺構の両端は、他の遺

構と重複していたため、検出できなかった。

遺構の規模は、幅0.2m、深さ0.05mであった。

遺構は、 193• 194号竪穴住居跡と重複していたが、

遺構の新旧関係は、明らかにできなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第148号溝跡（第540図）

AC-17グリッドから検出した。遺構は、西側は調査

区外へ展開し、東側は274号竪穴1U習跡と重複してい
たため、全体を検出できなかった。

遺構の規模は、幅0.35m、深さO.llmであった。

遺構は、 276号竪穴住居跡を壊していた。また、 274

号竪穴住居跡と重複していたが、遺構の新旧関係は、

明らかにできなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第149号溝跡（第540図）

Y-17•Z-17グリッドから検出した。遺構の一端は、

227号竪穴住居跡内で立ち上がっていたが、もう一方

は、 328号土壊と重複しており、確認できなかった。

規模は、輻0.3m~0.35m、深さ0.4mであった。

遺構は、 226・227号竪穴住居跡、 328号土壊と重複し

ていた。新旧関係は、竪穴1打呂跡よりも新しかった。

328号土堀との新旧関係は、明らかにできなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

本遺構は、隣接する92号溝跡と、形状・深さが似て

おり、同一の遺構であった可能性もあるが、明らかに

はできなかった。
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第542図溝跡断面図(I)
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第38号溝跡覆土

1疇色 (10YR3/1)R・C粒白四拓状

粒子（浅間B軽石か？）

2疇色 (10YR3/2)F粒 R紺生有

3褐灰色 (IOYR4/1)F粒 R・C粘性有

4オリープ黒色 (5Y3/2)鉛粒多黒色土少

5オリープ黒色（5Y3(2） 4層に比ぺ鉄粒少

A 15 60 m A' A 15.50 m 
S054 A A 15.60 m A B ,uuu m B' 6疇色 (10YR3/4)粘丘rrック締りやや弱

2 - 2 -
S048 S055 1 2 /,u  I 1 r / / 第54号溝覆土

1黒褐色 （25Y3/1) C鉄粒多

2オリープ褐色 (25Y4/6)B 

3黄褐色 (25Y5/6)黒褐色粒少

第55号溝跡覆土

8 15 50 m 
S057 5D58 B' 1黒褐色 (10YR2/3)C多

- S061 S059 I 2 1 2 -

3 i.:Ln、／／い三1翌り／／：／ゞピ／ロ
2暗褐色 (10YR3/4)C若干混

第57号溝跡覆土

1暗褐色 (10YR3/4) R微 B粒不含

2オリープ褐色（25Y4/6)B多

第58・61・5が針術珈夏士

A 1580 m A c 15.60 m C 
SD60 SD62 - 1暗オリープ色 (5Y4/3)C少

2オリープ色 (SYS/6) B7湘炒少

3灰オリープ色 (5Y4/2)B7，，〇ック多 C

4暗オリープ (5Y4/3)C少

蜘•62·63号溝跡覆土

1褐色 n5YR4/3)若干R・C粒

2褐色 (75YR4f3) R・R7渭ックやや多

3褐色 (7.5YR4/3) B·B7..Uヅク•R少

B 15 70 m B' 4暗褐色 (7.5YR3/4) B • B 7濯汐多

S060 SD63 SD38 SD62 1つ 1A S038 
5暗褐色 (1DYR3(3)若干C粒•R

6褐色 (10YR4/4) R • C粒

7褐色 (10YR4/4) R • C粒 B

8 黒褐色 (10YR3(2) R ・粘土TDヽ沙 •C粒

9暗褐色 (IOYR3/3) B • C • R 

10暗褐色 （IOYR3/4) B • C • R 

11疇褐色 (10YR5/4) B • B 7吟紺生有

12暗褐色 （IOYR3/3) B・C粒混入

13褐色 (10YR4/4) B • C粒やや多

14黒褐色 （!OYR2/3) C粒•R 締り粘性弱

゜
2m 
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第543図溝跡断面図(2)

A 15.70m S064 A
 

巳ー15.70m 6 SD64 B' A 15.70 m A 

A 15.70 m A. B 15.70 m ．．  
SD67 

A 15.80 m A. 

A 15.90 m 

SJ174 

8' 

A 15.80 m 

A 15.80 m A' B 15.80 m 

A'B  15.80 m B' 

S073 

こフ――
SJ135 

A
 

B 15.90 m S075 SD74 

C 15.80m 
-- SD74 SD76 

A 15.90 m 

c
 

第78号溝跡覆土

1黒褐色 (2.5Y3/1)B少 R少 C少

2疇色 (25Y3/1)疇色士風化多

第7男溝跡覆土

1疇色 (2.5Y3/1) B風化少 R諷化少

2黒褐色 (2.5Y3/1) 1層よりB多

A' 

B 15.70m B 
-- SD78 ~ 
SJ185 12 SJ185 

A 15.80 m A. 

靱号溝跡覆土

1暗褐色 (10YR3/4)粘質B多 C粒少

2黒褐色（JOY!虚） B白色スコリア微量

3疇色（10YR2/3)B小型未溶化多 R少

暗灰色粘質土多スコリア多

4疇色 (10YR2/3)B C 

5疇色 (10YR2,G)4層基本足B7渭汐

6暗褐色 (10YR3/4)B7渭ック主体壁崩落土

7黒褐色 (10YR2,G)暗灰色粘質上多

8暗褐色 (10YR3/4)B粘質T砂ク

第73号溝跡覆土

1疇色 (10YR2!2)R多紺生有

第74号溝趾覆土

1暗褐色 (10YR3/3)B • C粒•R均一

2暗褐色 (10YR3/3) 1層より締り枯性有

3鈍黄橙（10YR6/4)R • C粒 B多締り有

4 暗褐色 (10YR3/3)R • C粒やや多

第75号溝跡覆土

1鈍黄褐色（10YR4(3) C粒•RB

2鈍黄褐色 (10YR4/3)B7‘防ク締りやや有

3鈍黄褐色 (10YR4(3)B7渭ック多

第76号溝跡覆土

1疇色（JOYR認） B・C・R

第77号溝跡覆土

1疇色 (10YR2/3)B疇少

灰色粘土細粒・白色パミス含

2黒褐色 (10YR2,G)B 7渭ック多

暗灰色粘質土Tnック多粘性強

3褐色 (10YR4/6) B主体

4黒色 (10YR2/2)灰色粘質土多

褐色土粘性強 R・C微量

5黒色 (10YR2/2) 4層基本床B7渭妙多

B 15.70 m B
 

C 15.80 m C 

S079 2 SJ185 
--' I 

。
2m 
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第544図溝跡断面図（3)

A 15.80 m A" 
S080 

A 15.BOm A 
--sD81 ~ 

A 15.BOm A 

S082 

A 15.BOm A 

SD83 
B 1 5.40 m B' 
--

A 15.80 m A. 

SD84 

C 16.00m 
2 5 SDB5 c

 

D 16.00 m E 16.00 m 

A 16.00 m A' 

G' 

B 15.BO m 

H 15.80m 

8 15.80 m B 
- S089 -

SD91 5 SD90 

H' 

SD85 

B' 
4 -

B 16.30 m B' C 15.70 m c・ 
S092 

A 15.60m A A 16.BOm A. 

第83号溝跡覆土

1暗褐色 (10YR3/3)C微粒•R 粘性弱

2暗褐色 (10YR3/3)C粒•R 締りやや有

3黒渇色 (10YR3/3)B・B7湘汐混締り有

第38号溝跡覆土

1黒褐色（10YR3/2)F粒状 R粘性やや有

2褐灰色 (10YR4/1)F粒状 R・C

第85号溝覆土

1褐色 (10YR4/4) B多

2灰白色 (10YR7八）灰多

3疇色（10YR3!2)R 白色パミス輝子

4褐色 (10YR4/4) B 7渭ック多

5黒褐色 (10YR3/1) B粒・ブ•,Eック多

6灰黄褐色 (10YR4/2)粘性有

7褐色 (10YR4/4) B 7..nック多

第幻号溝跡覆土

1暗褐色 (10YR3/4)B少 R微昼や村更い

2暗褐色 (10YR3/4)1層に比べB多風化

3暗褐色 (10YR3/4)やや砂質 B大多

4褐色 (10YR4/6) 1層に比べB大多

第91号溝跡覆土

1黒褐色 (25Y3/1)B風化多 R風化多少

2黒褐色 (25Y3/1)1層よりB多

3疇色 (2.5Y3/1) 1層より更にB多

4褐色 (10YR4/6) B主体灰黒土7池汐少

第92号溝跡覆土

1暗褐色 (10YR3/4)B少R少 C未風化少

2暗褐色 (10YR3/4)1層に同やや粒子大

3暗褐色(JOYR3/4)1層に同 B多量混

゜
2m 
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第545図溝跡断面図(4)
S095 
A 15.60m A A 16.30 m A 'B  15.80 m 

SJ239 

A 15.80 m A. 

8' c 15.70 m c 
-- sD96 _ 

A 15.BOm A 

A 16.00m A 

S0101 S0105 

ア

B 16.90 m 
s0101 

A 15.90m A 

SD102 

A 15.90 m A. 
SD143 

A 15.70 m A' 

B
 

A 15.70 m A. 

A 15.90 m A. 

B 15.70 m B' 
S0146 

C 15.80m 

A 15.90m A 

A 15.90mA 

c
 

A 15.90 m A' 

A 15.90m A 

第95号溝跡覆土

1黒色 (IOYR2/l)黒色t主体 B未風化多

少 R末風化少全体粘性強

第96号溝勧覆土

1黒褐色 (IOYR2/3)B風化多少やや砂質

硬く締る

2疇色(!OYR2/3)1屑よりB大多

3疇色 (IOYR2/3)1層より更にB大多

4疇色 (10YR2/3)B風化多

5疇色（10YR2/3)4層よりBやや多

第101・105号溝跡覆土

I灰黄褐色 (10YR5(2)粘質士主体

白色粒子混入締り粘性有

II灰黄褐色（IOYR4(2)若干RB若干混入

III疇色（10YR3!3)R • C粒•B

土器片若干混入締りやや有

W 疇色（10YR3(2)R·C粒•B

土器片祖宜 II層よりやや暗い

v黄褐色 (lOYRS/6)B （二次堆積による）
粘性やや有砂質駆昆

第101号溝跡覆土

1 灰黄褐色 (10YR4(2)白鱗•B

2疇褐色 (10YR4;3)B若干 R・C粒混入

3灰黄褐色 (10YR4(2)B7泊沙やや多

第105号溝跡覆土

1 疇褐色 (10YR4(2)白鱗•B

2鈍黄褐色（IOYR5!3)B• 白色粒

3灰黄褐色（IOYR4(2)R・C粒 B混入

古代（古墳～平安遺構覆土）

ア鈍黄褐色 (10YR4!3)やや粗粒 B混

締りやや弱

イ褐色 (!OYR4/4)R • C粒締る

ウ褐色 (10YR4/4)B • B7渭ック• C粒•R

工褐色 (10YR4/4)R • C粒•B混入

オ褐色（10YR4/4)R • C粒締りやや有

（住居跡覆土の可能性有）

力褐色 (10YR4/4)B • B 7"Dック多

（貼り床の可能性有）

キ灰黄褐色 (10YR4(2)RB締りやや有

第146号溝跡覆土

1黒褐色 (10YR3/1)B微昂

゜
2m 
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第546図溝跡出土遺物(I)
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第547図溝跡出土遺物(2)
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第548図溝跡出土遺物（3)

SD93 
SD98 S0101 

コ こ／
S0101 

¥
 ーロ゚ 10cm 

溝跡出土遺物観察表

番芳 器種 日径 益叩吉l口J 底径 胎 士 焼成 色 調 残存率 備 考

54-1 杯 11.8 4.2 BDEJ 4 浅 黄 橙 60 

54-2 杯 10.8 3.7 BDEJ 3 浅 黄 50 

54-3 珈工 20.2 ABDEFHJ 3 橙 60 

54-4 珈式 21.2 ADEHJK J つ 明 黄 褐 60 

54-5 甕 21.6 ABDEHJK 2 浅 黄 橙 60 

60-1 珈コ BJL 2 鈍 褐 破片 常滑

61-1 鉢 BJL 2 褐 破片 呼吊、｛直目

63-1 珈式 BJ 1 灰 破片 常滑肩部に自然釉

71-1 昇； (11.8) ADFHJ 2 橙 40 暗文

71-2 昇； 9.5 3.8 8.3 ADHL 2 青 灰 50 在地

71-3 甕 BFJL 1 灰 破片

73-1 甕 (14. 0) ABCFK 3 灰 40 南比企？

74-1 甕 BJ 2 暗 灰 破片 呼吊,｛),@. 目

74-2 鉢 BFJ 2 灰 白 破片 呼吊、｛直目

74-3 鉢 (14. 0) BFJ 1 灰 40 山荼椀系

76-1 珈コ ABJL 1 褐 破片 呼吊、但‘皿

76-2 珈式 ABFJL 1 褐 破片 匹吊べ田皿

77-1 甕 BF] 1 鈍 赤 褐 破片 常滑

77-2 珈、年 BFJ 1 明 赤 褐 破片 呼吊ヽ国田~

77-3 珈ょmこ BJ 2 灰 破片 乎吊し｛直目

77-4 冽式€ BJL 3 褐 破片 常滑

77-5 鉢 (19. 6) BFJ 2 橙 10 常滑甕系

77-6 鉢 BFJ 2 灰 黄 破片 山荼椀系

85-1 青磁椀 1 オリーブ灰 破片

85-2 長頸瓶 (9.0) BF 1 灰 白 60 湖西？内面自然釉

85-3 長頸瓶 9.6 A I J KL 2 橙 80 南比企赤焼け底部完存

91-1 珈式 BJL 2 暗 灰 破片 櫛描波状文

92-1 甕 (40 0) BFJ 2 鈍 赤 褐 破片 巫吊ヽ｛月皿

93-1 甕 BFJ 2 鈍 赤 褐 破片 ｝吊しヽ田皿

98-1 壺 10.8 BFJ 2 灰 臼 100 肩部内面赤焼け

101-1 片日鉢 BFJ 1 灰 破片 山荼椀系

101-2 鉢 (14. 0) BF] 1 黄 灰 25 山荼椀系
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第38号溝跡出土遺物（第549図～第555図）

38号溝跡からは、奈良。平安時代の遺物を中心に多

鼠の遺物が出士した。このうち、実測可能な土器は、

土師器杯・甕・鉢、須恵器杯・椀・高台杯・皿・蓋．

長頸瓶。甕、灰釉陶器、内黒土器、硯等122点であった。

また、上玉、土錘、砥石、JJ子などが出土した。

なお、遺物の計測値等の詳細については、遺物観察

表に示した。

1 ~3は、土師器杯である。 3点とも、偏平な底部

であるが、 1 • 2は、やや内湾気味に立ち上がり、日

縁部が僅かに外反していた。 3は、外反気味に立ち上

がり、日縁端部は内側に僅かに屈曲していた。 3点と

も、底部はヘラケズリ、日縁部はヨコナデ整形であっ

た。体部下半部は、指頭押えと考えられるが、ナデに

よって不明瞭であった。

4 ~ 6は、土師器甕である。 6は台付甕で、 4も日

径が小さく、小型の台付甕であったと思われる。

7は、土師器鉢である。底部は欠損していたが、平

底であったと考えられる。

8~75は、須恵器杯である。須恵器杯は、出土点数

が多い。底部の調整方法には、手持ちヘラケズリ (8)、

周辺部回転ヘラケズリ (9~14)・糸切り後無調整

(15~74)があった。また、回転ヘラ切りの杯も 1点

認められた (75)。

8は、底部全面手持ちのヘラケズリ調整が施された

杯である。全体的に厚手であった。胎土には、黒色粒

子、砂粒、チャートの小石を合んでいたが、産地は特

定できなかった。

9 ~14は、糸切り後、底部周辺部に回転ヘラケズリ

される杯である。 9は体部下端部までヘラケズリされ

ていた。胎土から、全て南比企産と考えられる。

15~74は、糸切り後、無調整の杯である。

15~28は、底径が口径の 1/2以上のものである。日

径は12cm~15cm、底径は6.5cm~7.5cm前後であった。

胎土の特徴から、 15~21は末野産、 22~27は南比企産、

28は東金子産と考えられる。

29~52 • 72は、底径が日径の 1/2前後のものであ

る。口径はllcm代～12cm前後、底径は6cm前後であっ

た。胎土の特徴から、 29~47・72カ咽i比企産、 48~50

は末野産、 51• 52は東金子産と考えられる。また、 72

は墨書土器である。体部外面と内面底部に墨書力啜！、め

られた。同一の文字と考えられるが、判読できなかっ

た。

53~71 • 73は、底径が日径の 1/2未満のものであ

る。口径はllcm~12cm前後で、底径は5c叫tであった。

胎土の特徴から、 53~64は末野産、 65~70・73は南比

企産、 71は東金子産と考えられる。また、 73には黒書

が認められた。体部外面に、「O」と読める記号が書か

れていたが、不鮮明であった。

74は、日径llcm前後の小型の杯である。全体的に厚

手である。底部の調整は、糸切り後無調整であった。

胎土には、黒色粒子、白色粒子、砂粒を多く合んでい

たが、産地は明らかにできなかった。

75は、底部の切り離し技法が、ヘラ切りの杯である。

全体的に薄手で、体部は直線的に立ち上がる。胎土、

技法の特徴から、常陸産と考えられる。

76~81は、須恵器椀である。胎土の特徴から、全て

南比企産と考えられる。底部の調整は、糸切り後全面

ヘラケズリ (77)、周辺ヘラケズリ (76• 78 • 79)、未

調整 (80• 81)がある。

82~88は、高台付杯である。 82は、底部のみの破片

である。底部は、全面ヘラケズリされていた。 83も底

部の破片である。底部は厚く、高台が高い。胎土には、

片岩を合んでいることから、末野産の可能性がある。

84は、日径がll.4cmとやや小型の杯である。高台は、

外側に開く。全体的に薄手であった。胎土の特徴から、

南比企産と考えられる。 85は、口径が10.7cmと小型の

杯である。偏平な底部から直線的に立ち上がる。高台

は、外側に開く。胎土には、片岩を含んでいることか

ら、末野産と考えられる。 86は、高台付杯と考えられ

るが、日縁部を欠損していた。体部は腰を造らずに上

方へ立ち上がる。胎土に砂粒立を含んでいたが、産地は

特定できなかった。 87・88は、日縁部を欠損していた。

88は、内面底部が摩耗していた。墨痕は認められなかっ
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たか、転用硯の可能性がある。

89は、高台付椀である。全体的に薄く、高台は大き

く外側に開く。胎土には片岩を含んでおり、末野産と

考えられる。

90~94は、無台の皿である。底部の調整は、すべて

糸切り後無調整であった。胎土の特徴から、 93は南比

企産、 90~92• 94は末野産と考えられる。

95 • 96は、高台付皿である。 2点とも、日縁端部は

外反し、高台は外側に開く。胎土には白色針状物質を

合んでいたことから、南比企産と考えられる。

97~106は、須恵器蓋である。天井部につまみを持つ

ものと、つまみを持たないものがあった。

97は、須恵器皿の上下を反転させた形態の蓋である。

天井部は、糸切り後、無調整であった。黄灰色の胎土

で、砂粒、白色粒子、黒色粒子を含んでいたが、産地

の特定はできなかった。

98~102・104~106は、口縁部を欠損していた。つま

みは概ね小型であるが、 100は径4.2cmで、大型で偏平

なつまみである。 101はつまみを欠損していたため、形

状は不明である。胎土には、白色針状物質を含んでお

り、全て南比企産と考えられる。

103は、つまみを持たない蓋と考えられる。日縁部を

欠損していた。天井部は、ヘラケズリ調整が施されて

いた。胎土には、白色針状物質を含んでおり、南比企

産と考えられる。

107~109は、内面に黒色処理を施した土器である。

107は、底部は糸切り後無調整、内面は横方向のヘラミ

ガキの後、黒色処理されていた。 108は、高台付皿と考

えられる。日縁部を欠損していた。高台の形状は、や

や外側に開く三角形であった。内面は、ヘラミガキの

後、黒色処理されていた。 109は、杯と考えられるが、

日縁部を欠損していた。底部は、糸切後無調整、内面

は横方向のヘラミガキの後、黒色処理されていた。

110~112は、須恵器長頸瓶である。 110は、底部を欠

損していたが、高台を有していたと考えられる。肩部

には、自然釉がかかっていた。全体的に薄く、硬質で

あった。産地の特定はできなかったが、搬入品と考え

られる。 111は、胴部上半部以上を欠損していた。胴部

の下端部は、横方向にヘラケズリされていた。 112は、

高台は残存していたが、底部が円形に抜け落ちていた。

また、胴部上半部以上を欠損していた。胴部の下端は、

横方向にヘラケズリされていた。胎土には、白色針状

物質を含んでおり、南比企産と考えられる。

113~120は、須恵器甕である。

113は、日径38cmと、大型の甕である。日縁部の破片

であったため、全体の形状は不明である。頸部には、

沈線で区画された、櫛描の波状文が、 5段施されてい

た。胎土に白色針状物質を含んでおり、南比企産と考

えられる。 114• 115は、底部を欠損していた。 2点と

も、胎土に白色針状物質を含んでおり、南比企産と考

えられる。

116は、底部と日縁部を欠損していた。胎土には、白

色針状物質を含んでおり、南比企産と考えられる。

117は、器高46.7cmと、比較的大型の甕である。第8

号性格不明遺構から出土した破片と接合した。底部は

疇であった。底部付近には、焼台に使われたと考え

られる甕の破片が付着していた。全体的に薄く、硬質

であった。胎土には、白色針状物質を含んでいた。

118 • 119は、同一固体と考えられる甕である。胴部

を欠損していたため、接合はできなかった。底部は平

底で、全体的に薄く、硬質であった。胎土に、白色針

状物質を含んでおり、南比企産と考えられる。

120は、胴部下半部以下を欠損していた。肩部は丸み

を持った撫肩状で、頸部の屈血は弱い。口縁端部は、

粘土紐の貼り付けにより、厚くなっていた。日縁部は

ョコナデ、胴部外面は粗い平行タタキカ吼gされ、内面

には無文の当て具痕が認められた。胎土は粗く、砂粒・

石英等を含んでいた。また、白色針状物質を含んでい

たため、南比企産の可能性もあるが、上記の特徴から、

千葉産とも考えられる。

121は、灰釉陶器である。内面は、釉によって緑色味

が強い。

122は円面硯である。外堤と脚部を欠損していたた

め、全体の形状は不明である。
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第549図 第38号溝跡出土遺物(I)
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第550図 第38号溝跡出土遺物(2)
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第551図第38号溝跡出土遺物（3)
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第552図 第38号溝跡出土遺物(4)
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第553図 第38号溝跡出土遺物(5)
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第554図 第38号溝跡出土遺物(6)
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第555図第38号溝跡出土遺物(7)
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第38号溝跡出土遺物観察表（I)

釆田 F勺】へ 器 種 日径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

1 杯 12.2 3.3 BDEHJK 2 橙 70 

2 杯 12.2 3.2 BDEHJ 2 橙 50 

3 杯 12.0 3.5 BDEHJ 3 橙 80 

4 甕 (11.0) ABDEHK 2 明 赤 褐 20 

5 珈ュ (21. 6) ADEHJ 2 鈍 黄 褐 20 

6 台付甕 (14.0) ABDEJ 2 橙 60 

7 鉢 (22.0) ADEH 2 明 褐 90 

8 杯 (15.8) 3.9 (10.5) BFJK 2 灰 20 産地不明手持ヘラ

， 昇； (13.8) 3.5 (9.0) BI J K 2 灰 25 南比企周辺ヘラ

10 均； (12. 3) 3.3 7.5 EI J 2 灰 30 南比企周辺ヘラ

11 均； (12 2) 3.5 7.0 BF I J 2 灰 臼 35 南比企周辺ヘラ

12 杯 (11 8) 3.5 6.4 BI J 2 灰 30 南比企周辺ヘラ

13 杯 (14.4) 3.7 7.8 BFIJK 2 灰 70 南比企外周ヘラ

14 昇； (14. 8) 3.9 (6.8) BF I J L 2 灰 30 南比企外周ヘラ

15 杯 15.8 5.0 7.5 BDFHJKL 2 灰 白 85 末野？糸切り

16 杯 (12. 8) 3.6 6.6 ABDEFHJK 2 灰 黄 80 末野

17 均； 12.6 3.6 6.7 AEFHJKL 2 灰 白 95 末野

18 均； 12.5 3.6 6.6 FHJKL 2 灰 白 90 末野？

19 埒； (12.2) 3.6 6.6 BFHJK 2 暗 灰 30 未野

20 均： (12. 0) 3.3 6.5 AEFHJKL 2 灰 50 末野

21 均； 12.4 3.4 6.7 BEFHJK 2 灰 白 100 末野

22 杯 (12. 8) 3.6 (6. 9) EFIJKL 2 灰オリーブ 40 南比企

23 杯 (11.6) 4.0 6.7 BFIJL 2 灰 白 40 南比企

24 杯 11.5 3.7 7.2 BE FI J 2 灰 60 南比企

25 杯 (12.0) 3.8 (6.8) FI J 2 灰 20 南比企

26 杯 (12.6) 3.7 (6.6) BE FI J 2 灰 白 20 南比企

27 均； (12.4) 3.5 (6. 8) ABFJ 2 灰 白 30 南比企

28 杯 (12. 5) 3.7 7.1 AEFJKL 2 灰 白 50 東金子？

29 j:i (12. 7) 3.0 (6 0) EFIJK 2 灰 30 南比企

30 杯 (12. 8) 4.8 (5.6) AF I J K 2 灰 50 南比企

31 身； (12. 0) 4.0 (5. 8) EI J KL 2 灰 黄 40 南比企

32 :J:ネ 12.5 3.9 6 2 I J K 2 灰 80 南比企

33 埒； 12.2 4.0 6.3 EFIJKL 2 灰 白 75 南比企

34 杯 (11.8) 3.1 (6.1) BE I J L 2 オリーブ灰 20 南比企

35 杯 (11.8) 3.5 6.2 AFIJKL 2 灰 白 60 南比企

36 杯 11.0 3.5 6.0 CEFIK 2 灰 臼 85 南比企

37 杯 (11.8) 3.6 (5. 6) BF I J K 2 灰 40 南比企

38 均； (11.8) 3.7 (6. 0) A I J K 2 灰 30 南比企

39 昇； (12. 0) 3.9 (6 0) BF I J K 2 オリーブ灰 55 南比企

40 身； 11. 7 4.1 6.1 AF I J K 2 灰 70 南比企

41 杯 (12. 4) 4.0 6.2 BF I J K 2 明 灰 50 南比企

42 坑； (11. 7) 4.0 (6.1) BF I J 2 灰 45 南比企

43 埒； (11.8) 3.9 (6.0) BEFIJKL 2 灰 30 南比企

44 埒； (11.8) 3.8 (5.6) BI J KL 2 褐 灰 50 南比企

45 杯 (11. 6) 4.0 (6.0) BF I J K 2 灰 白 20 南比企

46 杯 (11.4) 4.1 (6. 2) A I J K 2 灰 白 40 南比企

47 均； (11. 7) 3.9 5.9 BF I J K 2 灰 60 南比企

48 j:不 11.8 3.9 6.0 BDFHJK 2 灰 白 75 末野？

49 杯 11.8 3.7 5.9 ADFHJL 2 灰 80 末野

50 杯 (12. 8) 4.0 (6.4) BDEFHJK 2 灰 白 30 未野？

51 j:不 (11.4) 3.4 (6.0) BFJK 2 青 灰 60 東金子？

52 杯 12.6 3.8 6.4 BJKL 2 青 灰 90 東金子

53 均： (12. 9) 4.1 5.8 BCFHJ 2 灰 白 60 末野
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第38号溝跡出土遺物観察表(2)

番号 器種 日径 益＂＂ー 百向 底径 胎 士 焼成 色 調 残存率 備 考
54 杯 (12.0) 3.6 (5.2) BFHJKL 2 青 灰 40 末野
55 訊 12.3 3.7 5.8 AEFHJK 2 灰 白 90 末野
56 訊 12.0 4.0 5.6 ABHJL 2 灰 90 末野
57 坑 (11 8) 3.2 5.6 EHJK 3 橙 30 末野？
58 均； (12 2) 3.2 (5.6) BEHJK 2 オリーブ灰 60 末野
59 杯 (11.4) 2.9 5.2 BEHJK 2 オリーブ灰 30 未野？
60 均： 11. 7 3.4 8.0 BDHL 2 緑 灰 80 末野？
61 昇： 11.8 3.2 5.1 HJKL 2 灰 75 末野？
62 均； 11.6 3.3 5.6 DFHJKL 2 灰 100 末野
63 均； (11.2) 4.2 5 5 AEFHJK 2 灰 40 末野
64 杯 12 3 3.7 5.7 ABEFIJ 2 灰 50 南比企
65 昇： 12.0 3.7 5.5 FI J K 2 灰 70 南比企
66 昇： (12. 4) 3.8 5.8 BF I J K 2 灰 40 南比企
67 昇： 12.0 4.0 5.6 AEFIJKL 2 灰 90 南比企
68 埒： (11. 8) 4.1 (5.6) BI J 2 灰 40 南比企
69 埒： (12.8) 3.8 6.0 E FI J K 4 灰 白 40 南比企
70 均： 12.1 4.0 5.5 BCFIL 3 灰 黄 60 南比企
71 j:不 (12. 7) 4.1 (6.0) AEFJK 2 灰 白 30 東金子
72 杯 12.3 3.9 6.6 BF I J 2 灰 60 印生塞←Eヨ
73 杯 11.9 3 3 5.3 BEFHIJ 2 黄 灰 50 碑甲車E 
74 埒： (10.5) 4.2 6.4 BFJ 2 灰 黄 65 産地不明
75 坑 12.2 4.1 6 5 BEG] 2 灰 白 95 底部ヘラ切常陸
76 椀 (13. 4) 5.8 6.4 AF I J K 2 灰 白 50 南比企
77 椀 18.4 8.4 7.0 BFIJK 2 灰 80 漆状付着物
78 椀 (13. 8) 5.3 7.6 ADEHIJL 2 灰 75 南比企
79 椀 8.4 BEFIJK 2 灰 30 南比企
80 椀 (13. 0) 5.3 6.6 BDEFJK 2 灰 黄 40 産地不明
81 椀 (14. 5) 5.6 (7. 0) BEFIJK 2 浅 黄 70 南比企
82 高台付杯 (11.1) BDFJK 2 灰 白 30 産地不明
83 高台付杯 7.5 DFH 4 灰 白 95 末野
84 高台付杯 (11. 4) 4.5 6.8 BEFIJK 2 灰 40 南比企
85 品台付杯 (10.8) 3.9 (7.3) ABEFHJK 2 灰 20 木野
86 高台付坑 6.0 BFJK 2 灰 85 産地不明
87 高台付杯 (7. 6) BEHJK 2 灰 25 末野
88 高台付杯 7.6 BF 2 灰 50 群馬？転用硯？
89 高台付椀 (7 6) BEFHJ 2 灰 40 末野
90 皿 12 6 2.5 5.7 AEHJKL 2 暗 青 灰 75 末野
91 皿 (14. 2) 2.6 (6.0) BEJ 3 灰 臼 20 末野？
92 皿 (15 4) 2.6 6.0 BEFIJL 2 灰 白 60 南比企
93 皿 (14. 4) 2.3 (6. 0) BFHJ 2 灰 20 末野
94 皿 (15. 8) 1.4 6.1 BEFJK 2 灰 40 末野？
95 高台付皿 14.1 2.3 6.5 BE I J L 2 灰オリーブ 75 南比企
96 高台付皿 (14 2) 2.6 6.6 ABFIJ 2 灰 75 南比企
97 蓋 15 4 3.9 6.0 BFJK 2 黄 灰 50 
98 芸血△ BEFGIJK 2 灰 白 40 南比企つまみ径2.3cm
99 芸n BDFI 2 灰 60 南比企つまみ径24cm 
100 芸"TI BEFIJK 2 灰 20 南比企つまみ径4.2cm
101 蓋 BDFGIJ 2 灰 白 80 南比企
102 芸n BFGIJ 2 灰 30 南比企つまみ径2.9cm
103 芸n BEFGHI JK 2 灰 白 60 南比企
104 芸n BEFGHIJK 2 暗 灰 70 南比企つまみ径2.4cm
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第38号溝跡出土遺物観察表(3)

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考

105 芸＂＂ 
BF I J 2 灰 30 南比企つまみ径2.2cm

106 芸nn BF I J K 2 灰 10 南比企つまみ径2.0cm

107 杯 11.1 3.6 5.6 BF] 3 橙 60 内黒

108 高台付椀 6.7 BDJ 3 橙 80 内黒

109 均： 6.6 BJ 3 鈍 橙 15 内黒

llO 長頸瓶 (10.6) BFJ 2 灰 40 自然釉

111 長頸瓶 (9.6) BFJ 1 灰 50 群馬産？

112 長頸瓶 (9 6) BFIL 1 灰 40 南比企

113 珈平 (38.8) ABEFIJ 1 褐 灰 10 波状文

114 甕 (22.0) ABEIJL 2 灰 60 

115 甕 (18. 4) 31. 6 (13. 6) BF I J 2 灰 白 20 

116 甕 (13.6) ABFIJK 2 暗 灰 40 

117 甕 24.0 46.7 BFIL 2 暗 灰 80 底部付近に破片融着

118 珈瓦 (24.5) ABFIJ 2 暗 灰 40 

119 甕 (15. 0) BCFI 2 灰 40 南比企

120 甕 (23. 0) ABIJ 2 灰オリーブ 20 千葉産？

121 灰釉陶器1IIl (14. 4) 2 9 (7.4) B F J 2 灰 白 30 内面施釉

122 円面硯 BFJ 2 灰 25 
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(8) 周溝状遺構

周溝状遺構は、溝が円形または方形に巡るもので、

4基検出した。遺構は、その形状から、床面の消滅し

た竪穴住居跡と思われたか、貯蔵穴、柱欠が検出でき

なかった。また、近年こうした遺構が、円形または方

形周溝状遺構と呼称され、報告されていることから、

周溝状遺構として一括して報告することとした。

なお、遺構の性格としては、墓であったという報告

もあるが、本遺跡の周溝状遺構の性格は明らかにでき

なかった。

第1号周溝状遣構（第556図）

Y-18•19グリッドから検出した。本米は円形に巡っ

ていたと考えられるが、遺構の西半分は検出できな

かった。

平面の形状は、円形と考えられ、遺構の規模は、径

は推定で4.2m前後であったと考えられる。

溝は、輻0.3m~0.5m、深さO.lm~0.2mであった。

遺構は、 201号竪穴住居跡、 78号掘立柱建物跡、 85号

溝跡と重複していた。遺構の新旧関係は、 78号掘立柱

建物跡、 85号溝跡より古かったが、 201号竪穴住居跡と

の新旧関係は、明らかにできなかった。

出土遺物は、検出できなかった。

第2号周溝状遺構（第556図）

Y-17・18グリッドから検出した。本米は円形に巡っ

ていたと考えられるが、遺構の西半分は検出できな

かった。

平面の形状は、円形と考えられ、遺構の規模は、径

は推定で3.3m前後であったと考えられる。

溝は、輻0.3m~0.8m、深さO.lm~0.2mであった。

遺構は、 196・197号竪穴住居跡、 38号溝跡と重複し

ていた。遺構の重複関係は、竪穴住居跡より新しく、

38号溝跡より古かった。

出土遺物は、検出できなかった。

第3号周溝状遺構（第557図）

AD-20グリッドから検出した。本米は、方形に巡っ

ていたと考えられるが、遺構の東側は検出できなか

った。

平面の形状は、方形と考えられ、遺構の規模は、長

軸6.6m、短軸は5.5m前後であったと思われる。

溝は、幅0.4m~0.5m、深さO.lm~0.2mであった。

遺構は、 300・305・322号竪穴住居跡と重複していた。

遺構の重複関係は、本遺構力噴支も新しかった。

本遺構は、竪穴住居跡の周溝とも考えられたが、溝

の輻が広く、また、柱穴等の付属施設力屯団iできなかっ

たため、周溝状遺構とした。

出土遺物は、検出できなかった。

第4号周溝状遺構（第557図）

AC・AD-21グリッドから検出した。遣構は、一部を

10号性格不明遺構に壊されていたため、全体を検出で

きなかったが、本来は、溝が全周していたと考えられ

る。

平面の形状は、丸みを持った方形で、遺構の規模は、

長軸・短軸ともに5.lmであった。

溝は、輻0.4m~0.5m、深さ0.2m前後であった。

遺構は、 323号竪穴住居跡、 121号井戸跡、ピット822、

10号性格不明遺構と重複していた。遺構の新旧関係は、

121号井戸跡、 10号性格不明遺構より古かったが、 323

号竪穴住居跡、ピット822との新旧関係は、明らかにで

きなかった。

本遺構は、形状から、竪穴住居跡の周溝とも考えら

れたが、溝幅が広く、また、柱穴等の付属施設が検出

できなかったため、周溝状遺構とした。

出土遺物は、検出できなかった。
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第556図 周溝状遺構(I)
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第557図周溝状遺構(2)
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(9) 墓跡

1 概要（第558図）

墓跡はB区の中央部、 S~U-12~14グリッドにおい

て検出された。築道下遺跡の中ではかなり北西に寄っ

た地点である。周囲は概ね平坦となっているが、自然

堤防の尾根筋上に当っているため、ここからは東側の

後背地と西側の元荒川へ向け、それぞれわずかながら

傾斜している。

幕跡の最上面は現地表から約0.7m下位、標高16.3

m付近にある。その間は地表の耕作土を除き、無遺構

無遺物の氾濫土（自然科学分析報告により確詮済み）

が厚く堆積している。この面を境界とし、下層は古代

以前の遺物を包含する、厚さ0.35mほどの暗褐色腐植

土となっている。

以上の観察所見に加え、当該面には流失した形跡も

認められないことから、ここを墓跡の最終機能面、す

なわち旧地表面と捉えることが可能である。

検出した範囲内では北・西・南の三辺に溝が巡り、

これらが周堀となって、墓跡を方形に区画する様子が

窺える。この区画内からは埋葬施設群3区、荼昆跡4

基掘立柱建物跡1棟、井戸跡2井が検出された。こ

のほか、溝の外側には多くの井戸跡のほか、土師質土

器焼成窯などの中泄遺構が墓跡を取り巻くように分布

している。

墓跡の主体となる埋葬施設群は、北西隅部を中心に

一部を大型の礫からなる石列で区画し、内部に川原石

を貼り詰めたものである。区画内とその周辺からは板

石塔婆22基、これの台石1基、五輪塔3基以上、蔵骨

器6個、埋扇内焼骨23基か検出された。また、貼石中に

は中軋の陶磁器片が多く混入していた。

以下、冗長な記述となってしまうことを御寛容願っ

たうえで、墓跡を構成する諸施設とこれに関係する遺

物の説明を、いくつかの項目に分けて行なうこととし

たしヽ。

なお、掘立柱建物跡と井戸跡については、墓跡との

関連性が明確でないこともあり、それぞれの遺構項目

中で扱った。南辺（第60号溝）の東端部に構築された

-539 

土師質土器焼成窯 (SF1)についても、遺構本体の切

り取り保存を実施しているため、今回は報告するに至

らなかった。詳細は次年度以降の整理報告に委ねたい。

2 形状と規模（第558図）

墓跡は方形の区画をなすものと思われるが、北東部

分は調査区外（上越・長野新幹線の軌道敷地）となっ

ており、全体の形状や規模は明らかにしえていない。

しかしながら、新幹線を挟んださらに北東部分(G区）

の調査を平成9年度に実施したところ、北辺や東辺を

画する溝、遺物などはまったく検出できなかった。

この結果から見て、北辺の溝は新幹線の高架下で収

束するか、あるいは屈曲して南へ方向を変えるものと

判断される。墓地ということからすれば、溝は周堀と

なって「コ」字形に巡り、南辺をなす第60号溝にとり

つくのではなかろうか。

同様に、規模に関してもG区の検出状況からは、周

堀北辺の外縁長が27mを越えないことが明らかであ

る。したがって、墓跡を正方形の区画と捉え、南北の

内法（約26m)を東西にもあてはめることは不可能で

ある。それ以下とした場合の基準は求めにくいが、後

述のように囲饒する 2条の周堀は内側 (SD139)が先

行するものなので、その西辺の長さを根拠にして、東

西の内法は約22mと見積っておきたい。

このように仮定すると、周堀内はこころもち長方形

の区画となり、面積は約572mを計れる。南北に主軸を

とれば、その方向はおよそN-lT-Wである。

3 周堀

上述のように、墓跡を区画する周堀は第60号溝と、

これに「コ」字形に（検出範囲内では「L」字形）に

とりつく第138・139号溝である。第137号溝は周堀では

ないか、同様の区画性を示すため付記しておく。

①第138•139号溝（第558図•第559図）

両溝は墓跡の北辺から西辺を画する周堀で、外側が

第138号溝内側が第139号溝である。二条の周堀は一

部で重複しながらも、ほぱ並行して構築されている。

土層観察からは、内側の第139号溝が完全埋没した後、

やや外側に第138号溝の掘削されたことが確認され
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第559図 墓跡(2)
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た。こうした事実から判断すれば、二条は同一の目的

を有した新旧二時期の溝ということになる。そこで、

内側の第139号溝に先行する本米的な区画溝として

〈第 I次周堀〉、外側の第138号溝に新たに掘り加えら

れたものとして〈第II次周堀〉と、各々に名称を付し

て説明を進める。

第I次周堀とした第139号溝の北辺は、検出長約5

mで直角に折れ、南へ約22m延びて収束する。先端部

から南辺の第60号溝までは約5mである。

溝の底面は平坦で、壁はこれより急角度で立ち上が

る。上輻約0.9m、下輻約0.45mを測り、横断面は逆台

形を呈する。石の貼られた旧地表面から、溝底までの

深さは約lmである。

覆土は全て自然堆積土（断面図土層11~16)で、主

に区画内部からの流入である。特に護岸を行なったり、

浚渫されたりした様子は窺えなかった。

覆土中からは上層を主体に五輪塔の破片と思われる

凝灰岩、同じく板石塔婆の破片と思われる緑泥片岩、

埋葬施設部分の区画に用いられた熔結凝灰岩、地表面

に貼られた川原石、陶磁器片が多く包含されていた。

これらの分布は埋葬施設のある西辺北部に集中する。

第II次周堀とした第138号溝は、第139号溝の外縁を

なぞるように重複している。掘り込みは浅く、北西隅

部の屈曲も丸味を強く帯びている。さらに、西辺南半

部は掘り足されたようになっているなど、総体的に見

て不規則で簡易な掘削と言える。

西辺の長さは約26.5m、第60号溝までは1.6mであ

る。この間には第41号井戸跡が存在するが、これを意

識した上での収束か否かは不明である。

輻は西辺中央までが0.7m~1.2m、旧地表面から溝

底までの深さは0.6mである。南半部は輻0.7m、深さ

は0.65mと一定している。

底面はいずれも緩い「U」字形から舟底形である。

壁の立ち上がりは外側が多少急であるものの、概して

なだらかである。加えて、区画内部からの崩壊が顕著

であるため、内側の壁は大部分が失われ、極めて緩や

かな傾斜面となっている。

覆土は自然堆積を示し、腐植土を主体とする層（断

面図土層 7~9)、氾濫土を主体とする層（同3~6)、

砂層（同10)に大別できる。

内側の斜面部からは、埋葬施設部から転落した岩石

類、陶磁器片が多く出土した。また、壁面より浮いた

状態ながら、北東隅部のやや南へ寄った斜面部から溝

底には、板石塔婆や五輪塔力哨父乱していた。いずれも

自然に転落したと言うより、故意に投棄されたものと

の印象が強い。五輪塔は貼石と混在するなど、第II次

周堀がさほど埋没していない時点での混入であるのに

対し、板石塔婆はかなり浮いており、はとんど埋没が

終了してからの混入である。

②第60号溝（第560図）

墓跡の南辺を画す第60号溝は、自然堤防の尾根に対

して直交するように掘削されており、西は元荒川の旧

河道、東はG区まで延びている。溝の走向は直線的で

あるが、西辺の第138号溝との接点部を境に、これより

西側はいくぶん南へ湾曲している。古墳時代の住居跡

をはじめとする多くの遺構と重複し、かつそれら全て

を切断している。

上輻は約1.4m、下輻は約0.8mで横断面は箱形から

逆台形を呈する。底面は平坦ながら、部分的には掘り

残し状の高まりがある。深さは遺構確認面（墓力琳謝能

していた時の地表面は、これより約0.4m上位に想定

される。）から0.35m~0.6mを測る。

覆土は腐植土を中心とした自然堆積を示し、氾濫土

の堆積は見られない。

遺物はほとんどが覆土上位からの出土ご、少量の陶

磁器片（第583図）や凝灰岩、熔結凝灰岩、緑泥片岩の

破片がある。

第60号溝は遺跡を横断して延びており、墓跡周堀に

比して輻も広い。周堀の西辺が新旧ともに第60号溝に

達していないことも考え合わせれば、第60号溝は墓の

南辺をなしながらも、同時に開削されたものではない

と判断される。出土遺物からは先後関係を明確としえ

ないものの、墓独自には南辺を画していないので、第

60号溝は先行する遺構であり、墓地はこれを利用して
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第560図第60号溝跡
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区画を行なったものと考えたい。

③第137号溝（第558図）

第137号溝は周堀（第138・139号溝）の北辺で重複し、

さらに北西隅部を越えて 6mほど西へ延びる。ここか

ら南へ直角に折れ、第60号溝の2mほど手前で収束す

る。北辺はやや蛇行気味で、第31号井戸跡に切断され

ている。横断面は箱形をなし、上輻約0.6m、下幅約

0.45m、遺構確認面からの深さ約0.4mを測る。西辺は

24.5mにわたる極めて浅い掘り込みで、わずかに湾曲

している。上輻は約0.65m、遺構確認面からの深さは

約0.2mである。

第137号溝は墓跡の周堀を西側へそのままずらした

かのようで、形状は周堀と大変よく似ている。一見す

ると、あたかも墓跡に付随する「外堀」のような印象

を受ける。しかし、重複部分での土層堆積は本溝が中

位以上まで埋没した時点で、周堀（第139号溝）によっ

て切断されたことを明示している。溝の覆土や周堀と

の中間部分からも、墓跡にかかわる遺物や岩石類は出

土していないなど、直接的な関連性を示すものは何ら

認められない。

反面、方向性などからすれば、本溝が墓跡と一連の

施設ではないにせよ、まったく無関係のものとも思わ

れない。西辺間に多くの井戸跡が集中する点も注意さ

れるが、ここでは墓地を造営するにあたり、先行する

区画性の進守、すなわち第137号溝の存在を意識した

がゆえの相似性と理解しておきたい。

4 埋葬施設群（第559図）

区画内の北西隅部を中心に、周堀に沿って帯状に展

開する施設である。部分的に人頭」くの熔結凝灰岩で区

画され、内部に川原石が貼られる一画に相当する。区

画に用いられた熔結凝灰岩は楕円礫の上下と一方の長

側部を打ち欠き、平坦面を作り出したものである。当

初、五輪塔の一部かとも息われたが、個々の詳細な観

察を行なったところ、ほとんどが楕円礫を用いている

こと、面取りも雑であることから、その可能性はない

と判断した。もちろん梵字などの刻字も一切ない。

行田市の古墳には、熔結凝灰岩一一多くの場合、こ

れを角閃石安山岩と呼びならわすが、本稿では正式名

称で統一した。一ーを用いた横穴式石室が多く存在す

る。確証は得られないものの、あるいは区画にはこの

石室の石ヵ南云用されたのではなかろうか。面取りの様

子も符合すると考えられる。

貼石は拳大の川原石が用いられている。貼られてい

たのは一段のみで、扁平な円礫が中心である。これら

も除去時にすべて観察したところ、文字力囃じされたり、

加工されたりしたものは存在しなかった。

この花壇状の施設は、北方の一部を近祉の溝によっ

て切断されていることもあり、構造上の“単位’'といっ

たものは明確に捉えることができない。おおまかには、

北辺に沿って南面を意識したと考えられる一群、西辺

に沿って東面を意識したと考えられる一群に分けられ

る。さらに、後者は中央部に設けられた熔結凝灰岩の

区画（石列 3)によって、北側の一群と南側の一群に

分化できる。そこで、これらを《第一墓群》、《第二墓群》、

〈第三墓群》と弁別して記述を追める。

墓跡説明の冒頭で触れたように、埋葬施設の表面を

覆う礫や遺物は氾濫土に覆われており、貼石を境とし

て、これより下部は腐植土層となっている。断面観察

では墓地造成に際して、削平や土盛りなどの整地作業

が行われたような様子は認められなかった。

貼石直下の腐植土（断面図土層 1)は氾濫土をよく

合み、しまりは良いがボソボソする。分布も貼石の施

された範囲内に限られ、層厚は8c頑摺変ながら一様の

堆積ではない。このことから、土層 1は石列で区画さ

れた内部に貼られた被覆土で、この部分を花壇状の土

壇としたものと判断される。ただ被覆土とは言っても、

蔵骨器や焼骨は本層を掘り込んで埋納されるものと、

掘り込みが分からずにすっかり覆われてしまっている

ものとが共存する。

土層 2もほぼ同様の傾向があるが、蔵骨器と焼骨の

ほとんどはこれを切り込んでいるうえ、第三墓群には

存在しない。

貼石および被覆土を取り除くと、蔵骨器と埋糾内焼骨

が現れる。蔵骨器は第二墓群南端に 2個、第三墓群に
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4個と集中して存在する傾向がある。埋納焼骨は第一

墓群に 6基第二募群に 5基第三墓群に12基の検出

があった。

埋納焼骨は1基を除き、他は全て短い円筒状に人骨

がぎっしりと詰まったものである。なお、埋納穴は平

面確認が困難であったため、平面図には断面観察で得

られた規模から推定線を示した。

①第一墓群（第561図•第562図）

北辺に沿って東西に展開する一群である。東側は調

査区外、西側は近匪の溝で破壊されているため、墓群

としての広がりや規模はまったく分からない。第二墓

群との関係についても同様である。

墓群内に熔結凝灰岩の点在することから、土壇が区

画された形跡は窺えるものの、規則性や規模は捉えづ

らい。貼石の集中する範囲からすれば、およそ第I次

周堀肩部の内側0.2mから2.6mまでとなる。中央部は

第二募群から続くような空白域が認められる。

貼石の散乱する部分からは、これに乗るような形で

板石塔婆7基(1~7)が検出されている。 5以外は

全て裏面を上にし、水平からやや斜めの状態であった。

このうち、 1と2は第II次周堀に倒れ込むように並

んでいた。傾斜の度合や出土レベルもほぼ同一である。

造立位置でそのまま倒れたようにも見えるが、周堀と

の関係や埋納焼骨から隔たっていることがやや不自然

である。また、 5と6は双碑、 7は位牌状の小型品で

ある。いずれも原位置で自然転倒したものとは考えに

くいが、頭部を南方に向け、同一面に検出された点は

注意される。

被覆土の下から検出された埋納焼骨のうち、 5基は

ほぽー直線上に並び、残る 1基はこれより周堀に寄っ

て存在する。 5基の並びは周堀の方向に対して軸がず

れるものの、南面するように一列という意図は充分に

汲み取れる。

1は一部調査区外となっており、被覆土上には板石

塔婆6が乗る。焼骨部分はl7cmX 5. 5cm（直径X厚さ。

以下同。）である。 2は17cmX7.5c皿 3はlScmX11. 5 

cmで、 4を切断している。その 4はおよそ13cmX6 cm 

で、直上には板石塔婆3が横たわる。 5は18cmX7. 5 

cm、6は18cmX6 cmである。

②第二墓群（第561図～第567図）

墓群全体がきれいに区画されているという状況では

ないが、熔結凝灰岩のなす三つの石列により、周堀に

沿って長方形に区画された様子を窺うことができる。

区画石は周堀に転落したらしく、北側の境界は不明確

である。貼石の分布状態からすれば、板石塔婆台石の

やや北寄りに想定できるかもしれない。この場合、区

画の規模は東西で約2.3m、南北で最大5.5mとなる。

貼石はこの区画に沿って帯状に分布し、中央部は空

白域となる。西側では多鼠の貼石が第 I次周堀内に転

落している。北部に比して南部は分布の範囲が狭く、

密度も薄くなっている。

こうした事実に石列の残存状況、蔵骨器の偏在など

を加味すれば、第二墓群は一つの区画ではなく、いく

つかの小区画の集合であるとも考えられる。

周堀の説明でも触れたように、板石塔婆や五輪塔は

区画の北半、西側の肩部から第II次周堀斜面部にかけ

て散乱していた。

板石塔婆8と9は斜面に直交するように頭部を東へ

向け、碑面を上にして出土した。ともに緩い斜面に投

棄されたようで、基部を下にやや傾いている。

五輪塔には刃物で打ち砕いた痕跡が認められる。そ

れは原型を留めないほど激しいもので、周囲には非常

に細かい破片か散乱する。これらについては接合作業

を行なったが、復元できるものはほとんどなく、破壊

は｛散底的と言ってよいほどである。

板石塔婆10はこれらより離れ、東南の隅部に単独で

横転していた。西隣には2個の蔵骨器が埋納されるが、

関連性については不明である。

墓群の北端部から検出された板石塔婆の台石は、周

囲を上面まで被覆土に覆われ、底部には焼骨10が密着

していた。ゆえに、台石は原位憚を保つものであり、

差し込み部（ほぞ孔）の方向からすると、ここに立て

られた板石塔婆は、碑面を東へ向けられていたと判断

できる。差し込み部分には緑泥片岩の破片か挟まって
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第561図 墓跡（3) 上：第II次周堀と上部検出状況下：第 1次周堀と下部検出状況
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第562図墓跡(4)
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第563図 墓跡（5) 第II次周堀と上部検出状況， Al
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第564図 墓跡（6)
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中世募跡土層

I 10YR2/3 且懃•須恵器片等◎阻勿を包含する腐植土層。焼土・炭化物粒をよく含む。
II 10YR2/3基本はI。黒色味、粘性を強く帯び、焼土・炭化物も含む。
III 10YR4/3黄色粘質土地山（遺構確認面）への漸移層。遺物は含まない。
IV 10YR2/3平安時代以前の退構覆土
V 10YR2/3基本はI。時期不明土横覆土
1 10YR3/4基本はI。これに黄褐色氾濫土粒・プロックを混在させる。
2 10YR3/4ほぽ上層に準ずる。但し、氾濫土プロックは少ない。
3 10YR4/3 1に近似する。同層の流入堆積したものと思われる。 I層土をよく含む。
4 10YR4/3主に黄褐色の氾濫土粒からなり、これに灰色粘色土が混じる。
5 10YR4/3主に黄褐色の氾濫一団立からなり、これに灰色粘色土が混じる。全くの氾濫土層。
6 10YR4/3主に黄褐色の氾濫土粒からなり、これに灰色粘色土が混じ、 I層土粒多く含む。
7 10YR2/3 Iの流入土層。 9に近似し、炭化物粒を含む。
8 10YR2/3 Iの流入土層。灰色粘質土粒を多星に含む。締まり悪くボソつく。
9 10YR2/3 Iの流入土層。灰色粘質土粒を多く含み、粘性強い。
10 10YR4/4目の揃った細砂℃純層。
11 10YR3/4締まり強く、混有物は微量。北西隅部では骨片を少量含む。
12 10YR3/ 4 11に準ずるが、 I層土粒をよく含み、黒色味を増す。
13 10YR2/3地暉立を多く含み締まり郷生強い。
14 10YR2/3基本は13。壁面崩落の地山プロック多く含み、色調明るい。
15 10YR4/3殆ど黄色シルト質地山。壁・底面の溶軟化したもの。
16 10YR4/3黄色シルト質地山のプロック。
17 10YR2/3 I層土主体。これに旺監土プロックを少し含む。また骨片が多く含まれる。
18 10YR3/4主にI層プロックからなる。しまり強いがポソつく。
19 10YR4/3 24層に極似する。但し均質化せず粒土のまま。（径2~3mm)
20 10YR2/2炭化材と焼土プロックからなる。骨片は少ない。
21 10YR3/4 23層に近似する。全体に粘質土化する。
22 10YR3/4 1層に準ずるが、より氾濫土プロック多量に含む。骨片・凝灰岩片多く含む。
23 10YR3/4主にI層土のプロックで構成される。黄色地山粒を微わに含む。
24 10YR3/3黄色粘質地山粒からなる。これに I層土粒・炭化物・骨片を混ずる。
25 10YR2/3基本はI層土。しまり弱いが糊生強い。多量の炭化材を含む。
26 10YR2/3基本はI層土。堀込みは非常に不明瞭。 I層に比してわずかにしまり弱い。
27 10YR2/3基本は26層。骨片を多く含む。
28 10YR2/3 I層土を碁本とし、これに氾濫土プロックを多く含む。微饂の骨粉を涅じる。
29 10YR2/3基本はI層土。 28層に比して氾濫土プロックは少なく、小型化している。
30 10YR3/4疇色睛讚土で、均質化している。
31骨・灰・炭化物からなる。
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いたが、これは板石塔婆の基部ではなく、その安定を

図るための詰め物と考えられる。墓跡から出土した板

石塔婆をはじめ、全ての緑泥片岩との接合を試みたと

ころ、適合するものは存在しなかった。出土位置から

すれば、下方の 2基 (8• 9)のいずれかが引き抜か

れたとも考えられるが、確証は得られない。

下部の埋葬施設では焼骨5基が北端部寄りに、蔵骨

器2個ヵ惰端部にそれぞれ集中して検出された。その

中間部には、土壊以外の施設は確認できなかった。

蔵骨器は南端部に近接して検出された。ともに埋納

は浅く、器の肩部以上は被覆土に覆われ、日端は貼石

とオ妾している。蓋と思しき大型の石や陶磁器類は見当

たらず、板などの存在を示すような痕跡も観察できな

かった。

蔵骨器1は、区画中央部のわずかに東寄りから出土

した。すぐ脇の区画石上には、板石塔婆10が横転して

いた。頸部以上を欠く渥美の壺で、半分程度に焼骨が

納められていた。焼骨の上には土が多少詰まってはい

たものの、日の部分までには達していなかった。特に

蓋などは見られなかったので、あるいは貼石が日を塞

いでいたのかもしれない。埋納穴は直径25cm、被覆土

下からの深さおよそ20cmの小穴である。

蔵骨器2は「不識壺」と呼ばれる常滑の小型広日壺

である。焼骨は三分の一ほどに納められており、それ

以外には残らず上が詰まっていた。埋納穴は直径28cm

X34cmの楕円形で、深さは約18cmである。

埋納焼骨7の焼骨部は16cmX10. 5cm（直径x原さ。

以下同。）、 8はllcmX7. 5cmである。両者は南北に接し、

8が7の埋納穴の一部を切断する。 9は16cmX5 cmで、

8から南へ約lm、石列 1の近くに位置する。 10は上

述のように、台石が直上に乗っている。焼骨に乱れた

跡などは観察できないので、両者は共伴するものと認

められる。焼骨部はやや楕円形で、大きさは17cmX22 

cmX 8 cmである。 11は16cmX8 cmで、 10の東方に隣接

している。西側の一部を削り取られているが、これは

10および台石の設置に伴うためと考えられる。

土壊 1は埋納焼骨集中部の南側、貼石の空白部分に

位置する。覆土中には人骨片を含むほか、それ以上に

多くの凝灰岩片を含んでいた。この西側斜面から五輪

塔が集中出土していることを勘案すれば、造立位置で

ある可能性も含め、五輪塔との関連が深い土壊と捉え

ることができる。平面は不整な惰円形を呈し、長径

1.35m、短径1.lm、深さ0.25mをそれぞれ測る。被覆

土1を掘り込み、覆土には氾濫土を多く含む。

R第三墓群（第563図～第569図）

区画は石列 3によって第二墓群と分化できる。南部

は試掘時に分断してしまったため、端部の状況は把握

できない。また、東辺は石列 4によって境界が明瞭だ

が、西辺にはそれらしきものは存在しない。周堀内に

も転落した様子が見られないこともあり、西辺は本米

的に画されなかったものと考えられる。

北辺を限る石列3についても、石の設置レベルや構

造上の適合性を見るならば、それは第二墓群の区画に

こそふさわしい。よって第三墓群の区画は、第二墓群

南辺を意識しつつも、前面（東辺）のみを画したに過

ぎないものと言うことができる。

石列 4には熔結凝灰岩が一直線に並べられている。

北部は抜き取られたらしく、石列3までは続いていな

い。石列の示す方向は周堀にほぽ平行し、およそN-15°

-Wである。

試掘時に南部を破壊してしまった危惧もあるため、

墓群自体の範囲は把握しづらいものがある。仮に試掘

トレンチの際までを石列で画された範囲とすれば、南

北の長さは約3.6mとなる。一方、板石塔婆21や埋納焼

骨23までを含めれば、それは約8mとなる。ここでは

一応、後者を想定しておく。東西輻は第 1次周堀肩部

までの約1.9mとなろう。

貼石は第二墓群に比して少なく、まばらな印象を受

ける。周堀への転落もほとんどない。

さらに特徴的とも言うべき、第一・ニ墓群との大き

な相違は被覆土の状況である。まず下位の土層を見る

と、 Iとした腐植土層力哺り者の範囲よりもかなり薄く

なっていることが挙げられる。第二墓群から第三墓群

へは段状に落ち込んでおり、自然の傾斜とは思われな
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い。これは造墓に際し、腐植士 Iを削り取ったことに

起因するものと考えられる。被覆土（？）についても

1は区画外にまで広く分布し、 2はまったく存在しな

い。区画内は第二墓群のように土壇状の高まりとはな

らず、区画外と同一レベルになっている。

板石塔婆は碑面を東へ向けて立ったままの状態のも

のが北側に、ほぼ原位置で東へ向けて横転したと思わ

れるものが南側に、それぞれ集中する。これらには南

北に一列、ないし二列に並んでいた様子を窺うことが

できる。横転していたものには完存品が多く、立った

状態を保つものには上部を欠失するものが多い。後者

は故意に打ち欠かれたようで、欠失部はまったく出土

していない。

12は蔵骨器4の西側背後に立てられており、共伴す

る可能性は極めて高い。但し断面観察では、両者の埋

納と造立は同時ではなく、板石塔婆が後に立てられた

ことは明確である。 15と16は他より西へ奥まり、 2基

並立している。 18と20は刻まれた碑文や字体か極似し

ており、出土位置も隣接している。双碑として造立さ

れたものであろう。なお、 19と20は試掘時に重機で引

きずってしまったため、位置的には東へいくぶんずれ

ている。

蔵骨器は区画の北寄りに 3個がまとまり、 1個は南

ヘ離れて検出された。

3は在地の広口壺で、板石塔婆の基部を転用した石

蓋が乗る。埋納は正立させた器の日に石蓋を被せたも

のと思われるが、その後蔵骨器が沈降したのか、検出

時には 3cmほど間があいていた。石置は周囲の貼石と

同一高にあり、この上にさらに石が乗ってケルン状と

なっていた。蔵骨器の内部は三分の一ほどに焼骨力瑶内

められ、その上には焼けた破礫数個が詰まっていた。

埋納穴は被覆土を掘り込んでおり、かつ土壊2を切断

する。平面は45cmX35cmの楕円形で、貼石面からの深

さは約30cmである。

4も在地の広日壺である。上述のように、背後には

板石塔婆12が立てられていた。他のものに比べて埋納

はかなり浅く、蔵骨器の肩部付近に貼石の面がくる。

これを境とし、以上の器面は荒れて剥落力亨fしい。こ

うした点から推せば、 4は完全に埋納されたのではな

く、肩部より上を地上に露出させていたものと言うこ

とになる。地上へ出た部分についても、何ら被覆され

た様子は観察できなかった。器体の上には熔結凝灰岩

が密着して乗り、これを石蓋としている。その重さと

器壁の薄さからか、蔵骨器の肩部より上は、内部へ落

ち込むように破損している。これも地上に露出してい

たことの証左となろう。中に納められた焼骨は、やは

り器の三分の一程度までの最で、ほかは氾濫土4が充

満していた。埋納穴は径約30cmX37cm、深さ13cmはど

の掘り込みで、土壊2を切断する。

5は山荼椀系の片口鉢を器とする、占頼戸灰釉の瓶

子である。第三墓群の中ではやや周堀寄りに位置し、

南の埋納焼骨12・13と一列に並ぶ。埋納穴は直径30cm、

深さ27cmほどで、埋納焼骨14を切断する。掘り込みは

腐植土Iからで、薔部分より上を被覆土 1で覆う。故

意の打ち欠きではないと思われるが、蓋と分かった片

日鉢は体部上半を大きく欠く。日常品の転用で、内面

は摩耗し滑沢となっている。本体の瓶子も口頸部を欠

き、肩部から上を覆うように片日鉢が被せられていた。

瓶子内には肩部まで焼骨力瑶内められていたが、器体の

容最が小さいため、その量は他の蔵骨器よりもかなり

少ない。蓋が密着していたので器内への土の流入はな

く、焼骨の上は空隙となっていた。

6は在地の片日鉢で、板石塔婆19の直下から検出さ

れた。半分ほどを試掘時に欠き取ってしまったことも

あり、埋納穴の規模は明らかとしえない。残存分の調

査では、埋納穴が埋納焼骨19・20を切断していること、

蓋などが被せられた形跡のないことが観察された。焼

骨は中位ほどまで納められており、上には被覆土1の

ブロックカ涜満していた。あるいは、被せていた木の

板などが腐朽し、空隙となった部分へ被覆土が落ち込

んだものかもしれない。

埋納焼骨は区画の北寄りには見られず、中央部から

南に集中している。これらは南北に列をなしており、

ほぽ石列4に沿うような状況で検出された。直上には
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第568図墓跡(10) 上：第II次周堀と上部検出状況 下：第 I次周堀と下部検出状況
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第569図墓跡(II) 
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板石塔婆がこのラインと重なるように分布する。特に

試掘トレンチの北側では、埋納焼骨15~20が大きく重

複することもなく、きれいに一一直線で並んでいる。埋

納の深さも概ね同一である。 12• 13はこれより一列奥

（西）に並び、 トレンチを隔てた南側では21~23が並

列している。 トレンチ部については、試掘時にも焼骨

の存在は確認されていない。しかし、以上のような分

布状況からすれば、何基かは存在したであろうことが

容易に想像される。

埋納焼骨12の焼骨部は14cmX7 cm（直径x厚さ。以

下同。）で、直上には板石塔婆15・16が並んで立ってい

た。 13はllcmX9 cmと小規模である。墓跡から検出さ

れた埋納焼骨はいずれも円筒状のまとまりであるのに

対し、 14のみはレンズ状の堆積で、しかも埋納穴の壁

に沿って斜めに傾いている。焼骨の範囲は26cmX13cm 

の楕円形、厚さは5c叫」下である。他がぎっしりと詰

まっているという状態であるのに対し、 14は締まりが

なく詰めたという印象はない。直上には板石塔婆13• 

14が乗る。 15は16cmX9 cmで、 16の埋納穴覆土（以下

同。）を切断する。 16は18cmX8 cmで、 15と17に切断さ

れる。上には板石塔婆17が斜めに倒れている。 17は15

cmX 7 cmで、 16と18を切断する。 18は14cmX12cmで、

17と19に切断される。直上には板石塔婆18か横転して

いた。 19は12cmX9 cmで、 18を切断し、蔵骨器6に切

断される。焼骨の上には平らな川原石が乗り、これが

蔵骨器埋納穴の掘り込み時に邪魔をしたようで、焼骨

自体は切り込まれていない。 20は蔵骨器6に大きく切

断されているうえ、試掘で削り取ってしまったため規

模は不明である。若干の焼骨が残存していたに過ぎな

い。 21は16cmX9 cm、22は2lcmX7. 5cm、23は13cmX

5.5cmをそれぞれ測る。

土塙2は区画の北端に位置し、蔵骨器3および4の

埋納穴に切断される。長軸1.02m、短軸0.72mほどの

楕円形をしており、深さは約0.2mである。南西はこれ

よりわずかに深く、 2基の土壊が重複しているような

形状である。但し覆士は連続しており、新旧の関係は

認められない。

底部には焼骨こそ少ないものの、炭化物・焼土・灰
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からなる層が存在する。これは後述する荼毘跡に堆積

する灰層と同じものである。その下は故意に埋め戻さ

れたと考えられる、よく締まった土層となっている。

壁面や底面はまった＜焼けておらず、焼骨をきちんと

「埋葬」したという状態でもない。

こうした点は他の荼昆跡、埋納焼骨の場合とは大き

＜晃なっている。状況としては、焼骨を含む少量の灰

を浅く掘り窪めた穴に敷き、これに土を被せたという

印象である。

遺物の出土はなんら認められなかった。

5 出土遺物

墓跡からは五輪塔や板石塔婆といった石塔類、蔵骨

器、陶磁器片など多くの遺物が出土している。出土位

置は上述のように周堀内、あるいは各墓群と広範にお

よんでいる。そこで遺構の説明とは対応しないが、遺

物の種類ごとに紹介していくこととする。

①五輪塔（第570図）

五輪塔は第二墓群北半、中央部から第II次周堀内に

かけ集中して検出された。付近一帯には接合しないな

がらも、同じ石材である凝灰岩の破片が多量に散乱し

ていた。なお、平面図中の五輪塔番号と、以下の遺物

番号は一致する。

1は空輪である。石列2の外側、第II次周堀へわず

かに転落した貼石中から出土した。80％ほどの残存で、

風化がかなり進行している。もともと風輪部とは一石

であったらしく、両輪の境界筋で折れている。表面に

は多くの打撃が加えられ、剥離欠損している。

形状は下膨れの宝珠様で、残存高は9.7cmである。最

大径は12.3cmに復元される。接合する破片、同一の石

質のものは見いだせなかった。

2は一石作りの空・風輪である。台石の脇から斜面

にかけて出土した、三つの破片力吋妾合した。いずれも

拳大程度に破砕され、斜面部に転落したものと考えら

れる。復元率は60％にも満たない。

残存高13.5cm、空輪推定径12.3cm、風輪推定径12.5

cmを測る。風輪部底面は平坦に整形され、中央部に径

約3.4cm、深さ5.3cmの軸穴が穿たれている。

風輪の二箇所には梵字の一部が残っており、本米は

東西南北、四門の梵字が刻まれていたものと思われる。

図上では東方発心門の「力」を復元したが、欠失部が

大きく、実際は四門のいずれに相当するか不明である。

石質は4の火輪、 6の水輪とよく似ている。また規模

上の整合性も強いので、この三個体（四輪）は塔とし

て組み合っていたものと考えられる。

3は火輪の残欠である。これのみは板石塔婆20のや

や東側、試掘トレンチ内に崩落した被覆土1に混じて

出土した。 30％程度の残存にすぎないうえ、風化も著

しい。残存高は18.8cmで、軒端の輻は約30cmに復元さ

れる。上面は一辺9cmほどの方形となろう。軸穴も完

全ではなく、およそ径3.2cm、深さ3.3cmである。

底面はほぼ平坦ながらも、軒部は風化により丸味を

強く帯びる。屋根部はわずかに反り、一面に梵字と思

しき刻字が残る。これも四門を表わしたものかもしれ

ないが、判読はまったく不能である。同様の石質は他

に見当たらない。

4は第II次周堀の斜面下部から出土した火輪で、周

囲には大型残欠の5• 6 • 7か散乱する。風化のほか、

故意の破壊力噂fしい。 50％程度の残存で、破壊時に用

いられた鋭い刃物の痕跡が認められる。現状では最大

下輻26.3cm、高さ21.5cmを測る。軒は四面ともに失っ

ており、本米の形状や幅は不明である。屋根の上面は

一辺11.8cm、高さ1.5cmほどが段状に削り出されてい

る。中央に穿たれた軸穴は、径約2.8cm、深さ4.7cmで

ある。屋根の稜部は、やはり破壊や風化のために丸く

なっている。底面は復元径27.Ocm、深さ0.4cmの盆状に

掘り込まれ、そこに水輪が嵌まり込むように加工され

ている。接面は非常に丁寧に研磨され、滑沢な仕上り

となっている。

風化や破壊のため、表面に梵字の存在は確認できな

い。しかし、石質が近似していること、底面加工部の

規模が合致することなど、本火輪は 6の水輪と組み

合っていた可能性が高い。

5は水輪である。第II次周堀の斜面下部、 7の水・

地輪と按して出土した。これも風化と破壊が激しく、
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第570図墓跡出土五輪塔
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残存は30％程度である。高さは20.2cmで、最大径は復

元で約32.Ocmとなる。胴部の膨らみは小さく、直径に

比して高さは低い。上下の区別は明確でないが、図示

したとおりであれば上面はやや凸、下面は同じく凹と

なる。この時の直径はともに26.4cmほどとなる。

石質は他のものとかなり異なっており、明らかに組

み合うと考えられるものはない。また表面に梵字など

は観察できない。

6はほほ完存する水輪である。火輪4のさらに下方、

第II次周堀の底部から少し浮いた状態で出土した。風

化や自然な剥離が観察されるほか、破砕しようとした

利器の痕力惰架く残る。

全体は胴部の膨らみが小さく、直径に対する高さの

比が大きい。最大径は37.6cm、高さは29.Ocmである。

上面径は27.Ocm、日面径は25.9cmを測る。両面とも平

坦に整形さていたと思われるが、風化のためかいくぶ

ん凸面気味となっている。上面は4の火輪底面に設け

られた、盆状の受け部分に大きさが合致する。

胴部中央には梵字が刻まれている。四門のうち、東

方発心門の「バ」、西方菩提門の「バン」はきれいに残っ

ている。北方涅槃門の「バク」も、一部を欠失するも

のの判読は容易である。しかし、南方修業門の「バー」

については、刻まれたであろう位置にはまったく残っ

ていない。これは図示したように、金属製の利器によっ

て打ち欠かれたためと判断される。その痕跡は深く明

瞭であり、数度にわたって打撃の加えられたことがよ

くわかる。それがどのような利器であるかは明らかと

しえないが、痕跡から見ると刃先は非常に鋭利で、わ

ずかながら湾曲したものであると思われる。岩石にこ

れだけの疵を残すことからすれば、詑（ナタ）や絨（マ

サカリ）などの類であろうか。おそらく他の五輪塔も

同一の利器によって破壊、第II次周堀へ投棄されたも

のと考えられる。

7も風化と故意の破壊力外放しく、本米の形状はまっ

たくといってよいほどに失われている。現状では、球

状を呈する部分と一部に軸穴（奉納孔？）が残ること、

および叫叫犬部の端が溝状の切り込みによって圃されて

いることなどから、一石作りの水輪と地輪であると推

—- 558 -



定できるにとどまる。

こう仮定した場合、水輪の復元最大径はおよそ23.2

cmとなる。地輪には一面も残存がなく、大きさは推測

する術がない。残存状態から見れば、一辺の幅は水輪

最大径より大きくなるようである。

②板石塔婆（第571図～第577図）

板石塔婆は発掘調査中に21基の出士を確認した。ま

た、貼石に混じって散乱していた緑泥片岩の破片は全

て取り上げ、接合作業を実施した。その結果、新たに

1基が板石塔婆として復元できた。

出土状況については既述したとおりであり、第一墓

群、第二墓群北寄り周堀斜面、第三慕群中央部にそれ

ぞれ集中している。大半は貼石の上に乗っており、五

輪塔の出土状況とは晃なる。以下の遺物番局は、平面

図中の板石塔婆番号と共通する。

1は第一墓群の第II次周堀肩部から出土した。頭部

を南に、碑面を下にした状態で2と並んでいた。基部

の一部を欠くものの、ほほ完形と言ってよい。高さ

72. 7cm、上輻18.5cm、下幅21.5cm、厚さ2.7cmを測る。

碑面は風化が進行している。二条線の彫り出しは浅

く、枠線は観察できない。種子は阿弥陀如来（キリー

ク、異体梵字）で、蓮座の上に乗る。紀年銘は明瞭で

はないが、「正安二年子 (1300)七月八H」と読める。

裏面には大きな剥離痕、側端に細かい整形の打ち欠き

痕、横走する型（タガネ）、ないしは堅（ノミ）状工具

の痕跡が見られる。エ具痕の幅は、約1.5cmである。

2は1の西側に並ぶようにして出土した。おおよそ

完存はするが、中央部で二つに折断しているほか、碑

面の剥落が著しい。高さ87.0cm、上輻21.5cm、下輻26.5

cm、厚さ2.7cmである。

二条線とわずかに残った枠線が観察できる。種子は

阿弥陀如来（キリーク、異体梵字）で、その下にはか

すかに蓮実らしきものが見られる。紀年銘などはまっ

たく読み取れない。裏面のエ具痕は基部に数条力噂忍め

られるのみで、その幅は約1.8cmである。側端の整形は

やや雑である。

3は第一墓群の中央部、埋納焼骨3• 4の直上から

出土した。裏面を上にして、頭部を南へ向けていた。

概ね完存し、高さ65.0cm、上幅18.0cm、下輻19.0cm、

厚さ2.8cmを測る。

二条線の彫り出しは浅く、枠線はない。種子は阿弥

陀如来（キリーク、巽体梵字）で、蓮座の上に乗る。

紀年銘の刻字は稚拙で、「正安元年 (1299)」とある。

裏面のエ具痕はまはらに残り、その幅は約1.4cmであ

る。側端の整形は、きちんと基部まで行なわれている。

4は裏面を上に、頭部を東へ向けて出土した。頭部

は5の下に潜り込むようになっていた。高さ57.Ocm、

上幅16.8cm、下幅18.0cm、厚さ2.1cmを測る完存品であ

る。

枠線の中には彫りのしっかりした種子と蓮座力咳IJま

れる。種子は金剛界大日如米（バン）である。紀年銘

はこれに較べると拙く、三行にわたって「明徳三年申

(1392) 壬十月 十六日」と刻まれる。「壬」は「閏」

の略であろう。裏面のエ具痕は密で、輻は約1.0cmであ

る。これも基部まで側端の整形が施されている。

5は第一墓群から出土した板石塔婆の中では唯一、

碑面を上に向けた状態で検出された。基部を貼石部の

最南端に置き、頭部は南へ向けていた。高さ124.6cm、

上幅26.2cm、下輻31.7cm、厚さ3.1cmを測る大型の完存

品である。

基部は区が設けられて舌状となる。この部分は未調

整のままである。二条線は深く彫り出され、幅0.5cmの

深くしっかりした枠線が二重に巡る。蓮座の上に乗る

種子は阿弥陀如米（キリーク）で、三弁宝珠を戴く。

これらは深く丁寧な薬研彫りである。下半には四行(8

字・ 4字・ 4字・ 7字）にわたって光明真言が刻まれ、

中央二行の下には「貞和二年丙戊 (1346) ＋月日道円

逆修」と、紀年銘と供養者名力噌じされる。なお、「逆修」

の二字は横書きとなっている。裏面には平行するエ具

痕が密に見られる。エ具痕は中心線付近でとぎれてい

ることから、加工は両側端へ向かって施されたものと

考えられる。エ具痕の幅は約1.5cmである。側端の整形

は山形部分のみで、基部を除いた部分は平らな面と

なっている。
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6は区画に用いられた熔結凝灰岩の上に乗り、裏面

を上に、頭部を西へ向けて出土した。直下には埋納焼

骨lが存在する。高さ77.5cm、上輻21.5cm、下幅24.0

cm、厚さ2.2cmを測る完存品である。

碑面は滑沢で、浅めの二条線ときれいな枠線が表出

される。種子は阿弥陀如米（キリーク）で、蓮座の上

に乗る。ともに丁寧な薬研彫りである。下半の中央に

は「貞和二年丙戌（1346)八月」、左へ行換えして「十

九日 成阿禅尼」と、紀年銘と供養者の名が刻まれる。

また右の行には「ア・バ・ラ。カ・ケン」の大日如米

襄言が梵字で刻まれる。裏面には中心から側端に向か

い、平行するエ具痕が残る。

板石塔婆の5と6は、規模や碑面に刻まれた内容こ

そ違え、紀年銘の年月 Hは近く、その字体も極似して

いる。双碑として造立されたものであろう。

7は埋納焼骨6の西隣、貼石に混じって出土した。

裏面を上にして傾き、頭部は北を向いていた。基部を

欠失するため、本来の高さは不明である。それでも残

存高17.3cm、上輻6.7cm、下幅7.3cm、厚さ2.0cmとい

う極小品である。印象としては板石塔婆というよりも、

むしろ位牌といった趣である。

山形は丸味を帯び、二条線ははっきりと彫り出され

ている。種子は蓮座に乗る阿弥陀如来（キリーク、異

体梵字）で、ともに稚拙な表現である。枠線や紀年銘

は観察できない。裏面は打ち欠いたような整形で、特

にエ具痕は見られない。

8は第二墓群から第II次周堀へ落ち込んだ状態で検

出された。碑面を上にし、周堀に直交するように頭部

は東へ向けていた。完存品で、高さ76.7cm、上輻19.8

cm、下輻21.7cm、厚さ2.5cmを測る。

二条線の彫り出しは浅い。枠線は直線部の通りが悪

く、太さも一定せず部分的に途切れている。種子は釈

迦如来（バク）で、蓮座の上に乗る。その下の右の行

には「ア・バ・ラ・カ・キャ」の大日如米真言、中央

と左の行には「延文三年戊 (1358) 二月廿日」と紀年

銘か刻まれる。裏面には、まばらながらも工具痕が観

察できる。エ具痕の輻はおよそ1.0cmである。

9は8の南側、周堀斜面のやや上方から出土した。

8とは平行するような状態で、基部の西側には五輪塔

4と6が存在する。阿弥陀三尊種子の板石塔婆である

が、主尊の乗る蓮座以上は欠失する。残存高64.5cm、

下幅29.3cm、厚さ2.5cmをそれぞれ測る。

碑面は滑沢に仕上げられているが、枠線より下位は

未調整である。脇待種子は右側に観音菩薩（サ）、左側

に勢至菩薩（サク）が刻まれる。ともに蓮座の上に乗

る。刻字は三行にわたり、中央から左の行にかけて「元

徳元年(1329) 十一月十八日」と紀年銘力咳ljまれる。

右の行には「太（大？）オ巳（己）巳」と太歳干支が

刻まれるが、彫りは稚拙で字も間違っている。このほ

か、種子や蓮座、枠線を彫るための薄い割り付けの線

が観察できる。裏面には大きな剥離底と、側端部の細

かい整形痕が残るのみで、エ具による加工痕は見られ

ない。

10は第二墓群の東南端から出土した。ほぽ水平に碑

面を上にし、頭部を北東へ向けていた。高さ118.7cm、

上輻26.0cm、下幅31.4cm、厚さ3.7cmを測る大型の完存

品である。

碑面には自然な剥離が見られるものの、全体は滑沢

に仕上げられている。基部は未調整で、斜方向のエ具

痕が残る。二条線は深く丁寧に彫り出され、幅0.5cmほ

どの枠線が二重に巡る。月輪の中の種子は阿弥陀如来

（キリーク）で、蓮座の上に乗る。なお、内側の枠線

は月輪と重ならないよう途切れている。紀年銘は「嘉

暦三年戊辰(1328)十二月十二B」で、干支は横書き

である。紀年銘の両側には光明真言力咳ljまれている。

裏面には側端部に整形の痕を残しながらも、エ具によ

るはつり痕は観察できない。

11は第三墓群石列 4の東、およそ lmから単独で出

土した。上半部の残欠で、裏面を上に向けていた。残

存高38.0cm、上幅20.8cm、厚さ2.5cmを測る。二条線は

くっきりと彫り出され、輻0.5cmの深い枠線が巡る。月

輪の中の種子は阿弥陀如来（キリーク、奥体梵字）で、

蓮座の上に乗る。裏面にはわずかにエ具痕が観察でき

る。その輻は約1.5cmである。

-560-



12は第三墓群の蔵骨器4に碑面を接し、直立した状

態で検出された。上半部は欠失する。残存高38.5cm、

下輻25.7cm、厚さ3.4cmである。

碑面は滑沢となっているが、基部は未調整である。

枠線は幅0.5cmで、深く刻まれている。種子や蓮座は不

明である。紀年銘は中央から左の行にかけて「」元年

己七月八日」とある。その右の行には「ラ・カ。キャ」

と、大日如米真言の三字が残る。裏面には中央から側

端部へ向け、まばらな工具痕力濯忍められる。エ具痕の

幅は約1.5cmである。

接合をしなかったとはいえ、 11と12は大きさをはじ

め、碑面や枠線の状態もよく似ている。裏面のエ具痕

についても、その幅や方向は一致している。両者は同

贅であったかもしれない。

13は12のやや南側で裏面を上に向け、東へ倒れたよ

うな状態で検出された。直上には板石塔婆14が密着し

て乗り、直下には埋納焼骨14が存在する。下半部のみ

の残欠で、さらに基部で二つに折れ、上下に重なって

いた。残存高49.0cm、下輻27.7cm、厚さ2.8cmを測る。

風化の進行が著しいため、碑面。裏面ともに状態は

悪い。碑面には枠線力確認、できるが、紀年銘などはまっ

たく観察できない。裏面はおおよそ平坦で、側端部も

欠き取り整形していない。このため、全体は厚板状を

呈している。

14は13の上に斜めに重なって出土した。蓮座部分か

ら上を欠失し、残存高53.6cm、下幅23.5cm、厚さ2.3cm

を測る。碑面は滑沢に研磨され、幅0.3cmの丁寧に彫り

込まれた枠線が巡る。種子は不明で、蓮座は半分ほど

が残る。その下には中央行から左行にかけ、「「9ニニ

年辛巳二月二十一日」と紀年銘があり、右行には

「ア・バ・ラ・カ・ケン」と大日如来真言が刻まれる。

「「9二ニ年」は「暦応四年」で、西暦1341年にあた

る。裏面のエ具痕はまばらで、かつ短いものが残存す

るに過ぎない。エ具痕の幅は約1.5cmである。

15は第三墓群の中では一段奥（西）、ほぼ直立して出

土した。南には16が並立しており、それぞれの側端を

ぴったりと合わせていた。この2基の直下には埋納焼
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骨12が存在する。概ね完存し、高さ48.5cm、輻15.0cm、

厚さ2.2cmを測る。索材の板石はわずかに湾曲し、碑面

が凹面となっている。

碑面は基部を除いて乎滑に仕上げられているが、風

化のためかやや荒れている。二条線の彫り出しは浅く、

枠線はない。ただ、二条線と枠線の部分、および種子

と蓮座の部分には、浅い割り付けのための線が引かれ

ている。種子は金剛界大日如米（バン）で、小ぶりな

蓮座の上に乗る。紀年銘は三行にわたり、「正慶元年

(1332)十二 月廿八日」と刻まれている。裏面のエ

具痕は中央付近、中心線上に短く残る。エ具痕の幅は

約1.2cmである。

16は15と碑面の向きを揃え、きれいに並立して出土

した。山形部から種子の頭部にかけて欠失する。残存

高55.5cm、下輻18.1cm、厚さ2.2cmである。

碑面は滑沢で、輻0.4cmの枠線がしっかりとした彫

り込みで巡る。枠線の下には2条の浅い横線が引かれ、

未調整の基部と碑面を分けている。種子は阿弥陀如米

（キリーク、異体梵字）で、蓮座の上に乗る。ともに

深い薬研彫りで、碑面に対して大きなスペースを取っ

ている。紀年銘は「正中二年(1325)丑六月 十九

日」と三行に刻まれている。裏面は大きな剥離痕と側

端の整形痕のみで、製状ないし竪状のエ具痕は見られ

ない。

17は15• 16の南側前面、斜めに倒れかけたような状

態で出土した。裏面を上に、頭部を東へ向けている。

山形から二条線にかけ、袈裟掛けにその上部を欠失す

る。残存高68.0cm、残存部での上輻20.8cm、下幅22.3

cm、厚さ2.4cmを測る。

碑面は平滑とはいえないながらも、基部よりもT寧

に仕上げられている。二条線はくつきりと彫り出され

ている。種子は蓮座に乗った阿弥陀如来（キリーク、

拠体梵字）で、紀年銘は「徳治三年（1308)四月日」

と拙く刻まれる。枠線は確認できない。裏面には、部

分的に平行するエ具痕が観察される。エ具痕の幅は約

1.5cmである。側端部の整形痕はあまり細かくなく、基

部までぐるりと施されている。



18は石列4と直交するように、頭部を東に向けて出

土した。やはり裏面を上にし、ほぼ水平に転倒してい

た。高さ87.0cm、上幅21.5cm、下輻25.7cm、厚さ2.5

cmを測る完存品である。

基部を除き、碑面は滑沢に仕上げられている。二条

線は幅広く丁寧に彫り出され、幅0.5cmの太い枠線が

巡る。月輪の中の種子は阿弥陀如米（キリーク）で、

蓮座の上に乗る。いずれも深い薬研彫りで、碑面に対

して大きなスペースを占めている。下半には、右に

「ア・バ。ラ・カ・ケン」、中央から左に「元徳三年ノ

未 (1331、ノは辛であろうか。） 四月廿四日」と、大

日如米真言と紀年銘が三行にわたって刻まれる。裏面

のエ具痕は輻約1.5cmで、中央部に集中して残る。側端

部の整形痕は粗めである。

19は18の南隣、やや頭部を南へ振って出土した。裏

面を上にし、大きく三つに折断していた。これは試掘

時に重機で引っ掛けてしまったためで、本来はいくぶ

ん西、基部先端を18に揃える程度の位置にあったと思

われる。ほほ完存し、高さ．63.5cm、上幅20.0cm、下幅

22.1cm、厚さ2.5cmを測る。

二条線の彫り出しは浅く、下の条線は細く右上がり

となり、上と平行が保たれていない。碑面は風化と剥

離が進行している。明瞭な枠線は引かれず、当該部分

と中心線および紀年銘部分には、かすかに細線の引か

れているのが観察できる。種子は阿弥陀如米（キリー

ク、児体梵字）で、蓮座に乗る。紀年銘は二行にわた

り、「元徳□□口七月九」と読める。「元徳」は元年が
8月29日に改元であるので、三。四字目は二年か三年

(1330 • 1331) と刻まれていたものと考えられる。五

字目は「禅」であろうか。また、左行「九」の下は剥

離力喘架いため、「日」の存在は確認できない。裏面は側

端に整形痕が残るものの、嬰ないし整状のエ具痕は見

られない。

20は大きく二つに割れ、半分ほどが19の下に重なっ

て出土した。これも試掘時に破損し、かつ東へ移動さ

せてしまった。一部を欠失するのは、この時に粉砕し

てしまったためである。接合後の計測値は、高さ90.7

cm、上幅21.4cm、下輻25.2cm、厚さ2.4cmである。

碑面はT寧に仕上げられており、基部以外はかなり

滑沢となっている。二条線は深く彫り出され、幅0.5cm

の太い枠線が巡る。月輪の中の種子は阿弥陀如米（キ

リーク）で、蓮座の上に乗る。下半の右行には「ア・

バ・ラ・カ・キャ」の大H如米真言、中央行から左行

には「元徳三年ノ□四月十一日」の紀年銘が刻まれ
る。裏面側端には碁部まで全周する整形痕が残るが、

塑ないし竪状のエ具痕は観察できない。

こうした全体の造りや計測値、碑面の内容や字体な

どは18と酷似する。その出土位置も含めれば、両者は

双碑の関係にあると推知されよう。

21は第三墓群内では、最南端から出土した板石塔婆

である。これも試掘時に基部を粉砕してしまった。現

状では、残存高59.2cm、上輻19.3cm、残存部下輻21.3 

cm、厚さ3.0cmである。大きさの割りには、厚味のある

製品である。

碑面は平滑なものの、風化のためやや荒れている。

二条線は太くしっかりと彫り出され、幅0.4cmの枠線

が巡る。種子は阿弥陀如来（キリーク、異体梵字）で、

紀年銘は「弘安六年 (1283)＋一月 B」と刻まれる。

他のものに比して、裏面側端の整形は深く内側まで入

る。閣状のエ具痕は2条が観察できるのみで、その幅

は約1.5cmである。

22は第二墓群西側、第II次周堀の斜面から底部にか

けて出土した。北側には五輪塔の集中出土した部分が

ある。二つの破片カサ妾合したもので、基部よりやや上

までの残欠である。接合した側端部には大きな打撃痕

が認められる。残存高28.7cm、下輻14.0cm、厚さ2.1cm

を測る。

碑面には深い石の摂理が走り、細かい凹凸を生じて

いる。輻0.1cmの細い枠線が観察され、中央に「戌」、

左に「H」と紀年銘の一部が残る。裏面側端部には深

く細かい整形痕が見られる。
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第571図板石塔婆(I)
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第572図板石塔婆(2)
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第575図板石塔婆（5)
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第576図板石塔婆（6)
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③蔵骨器（第578図•第579図）

蔵骨器は第二墓群南端から 1• 2が、第三募群から

3 ~ 6が出土している。このうち 3• 4は石蓋、 5は

片口鉢を転用した蓋を被っていた。遺物番号は平面図

中の蔵骨器番号と一致するが、 5のみは蓋と容器が

セットであるため、これに子番号を付した。

1は渥美の壺で、頸部以上は故意に打ち欠かれてい

る。体部は倒卵形を呈し、現存高22.0cm、底径6.7cm、

胴部最大径17.5cmを測る。

成形は粘土紐の巻き上げで、器表面に積み上げ痕が

観察できる。器面は内外ともに、回転による横ナデ調

整が施される。頸部から肩部にかけては、横方向の刷

毛塗りによる灰釉がかかる。底部外面は未調整のまま

である。焼成は良好で、色調は灰色 (N 5/0)から黒

色 (2.5G Y 2/1)である。

2は常滑の「不識壺」と呼ばれる小型の広日壺で、

器高17.2cm、口径14.7cm、底径14.5cmを測る完存品で

ある。底部は広く、安定感の強い器体となっている。

成形には粘土紐を用いているが、巻き上げなのか、

輪積みなのかは断定できない。器壁は直線的に立ち上

がり、胴上位で強く屈曲して肩部をなす。これよりは

緩やかに外湾して日頸部へ至る。日縁部には幅1.2cm

ほどの薄い枯土紐を巡らせ、縁帯を形成している。器

表内面は指による横ナデ、外面は肩部以下がヘラ状工

具による下から上へのナデ、以上が回転によるナデで

ある。肩部には押印文が1個押捺されている。硬く焼

き締まっているという印象は弱く、色調は赤褐色 (5

YR 5/4)である。底面には静止糸切り痕が残る。

3は在地産と考えられる、いわゆる瓦質の広日壺で

ある。器表面の一部を埋納以前に剥離欠失するものの、

器体は完存している。器高24.1cm、日径16.8cm、底径

11.5cmで、全体はやや潰れた球形を呈する。底部は平

坦ながらも、わずかに上げ底状である。

成形には粘土紐を用いているが、これも輪積みか巻

き上げかは確認できない。器壁はごく緩やかに内湾し

て立ち上がり、胴部のやや上位に最大径を有する。肩

部は直線的で、弱い「く」字状に屈曲する。日縁部断

面は角頭状で、斜位に縁帯部が作出される。器表内面

は下位が指頭、中位以上がヘラ状工具による横ナデで

ある。外面は縦方向のヘラナデ後、指頭による回転横

ナデが加えられる。さらに胴部下位は、縦方向のケズ

リ状の強いヘラナデが施される。色調は灰白色(2.5G

Y 8/1)を呈し、焼成は均ー的である。底部外面は未

調整のままとなっている。

直上には石蓋（第580図2)が覆っていたが、口縁に

は密着していなかった。

4も在地産と考えられる瓦質の広口壺である。器体

の上には、熔結凝灰岩の石蓋（第580図3)が乗ってい

た。器面は風化に加え、石薔の重みのために剥落、あ

るいは欠折していた。接合、復元した計測値は、器高

22. 0cm、口径16.8cm、底径11.0cmである。

粘土紐の輪積みによる成形で、内面下位にその痕跡

が残る。表面の調整康は風化、剥落のため観察できな

い。器壁は底部から大きく開いて立ち上がるが、肩部

の屈曲が強いため、全体は潰れたような形状となって

いる。日縁部の外反は弱く、端部は丸味を帯びる。底

部はわずかに上げ底となり、底面には静止糸切り痕が

残る。土師器状の軟質な焼成で、色調は灰オリーブ色

(5 Y 5/2)である。

5-1は蔵骨器5の蓋に転用された、山茶椀系の片ロ

鉢である。片口部分以下、体部の40％ほどを欠失する。

図上復元では器高8.8cm、日径22.1cm、高台径10.5cmと

なる。

成形は粘土紐の巻き上げで、内外面ともに回転によ

るナデ調整が施される。その後、外面下端には一段の

回転ヘラケズリが加えられ、底面には断面三角形に高

台が貼付される。器壁は直線的に大きく開き、日縁部

は肥厚して丸味を帯びる。その端部中央には、浅い条

線が走っている。埋納以前の使用により、内面の中位

以下は滑沢となっている。胎土中には小石を多く合み、

焼成は非常に良好で、硬く焼き締まっている。色調は

灰色 (N 7/0)を呈する。

5-2は蔵骨器5の本体である。古瀬戸灰釉の瓶子

（締腰型）で、頸部以上は打ち欠かれている。残存高

-570 -



第578図 墓跡出土蔵骨器(I)
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第579図墓跡出土蔵骨器(2)
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25.6cm、底径11.0cm、胴部最大径18.0cmで、器体は無

花果の果実状を呈する。

成形は粘土紐の輪積みによるものと思われるが、下

半部ではその痕跡がやや斜位となっている。器表外面

には阿転ナデ調整が施され、頸部直下には3条となる

よう、これも回転により細い螺旋沈線が引かれる。肩

部から胴部中位にかけては、二段にわたり印花文が押

捺される。印花文は17弁の菊花で、各段に6個、計12

個が互い違いに配されている。菊花の直径は約4.5cm

で、中心部は押捺があまいため、ほとんど未刻となっ

ている。開口部か小さいので内側はほとんど窺見する

ことができないが、頸部の下には放射状に巡る指頭圧

痕が観察できる。

灰釉は概ね緑色から淡緑色で、荼色味を帯びたとこ

ろも一部見られる。施釉は未調整の底面を除き、全面

にかかっている。釉層は薄く縞目もつくが、光沢があ

り、かなり安定したものと言うことができる。

6は在地産と考えられる瓦質の片口鉢である。試掘

時に欠き取ってしまったため、残存するのは半分程良：

である。器体は歪みが著しく、器壁は大きく波を打っ

ている。片日ながら、上から見ると四つの日を持つ角

鉢のようである。歪みを矯正した場合の計測値は、器

高10.3cm、口径26.2cm、底径11.9cmとなる。

成形は粘土紐の巻き上げである。器壁は原く、本来

的には直線的に大きく開くものであろう。器表内面は

横位のヘラナデで、部分的に指頭ナデが加わる。外面

は下半力耀方向のヘラナデ、上半は回転による指ナデ

である。なお、中位には指頭且：痕が多く見られる。片

--572 -



口部は指頭成形によって作出されており、内面は平坦

となっている。底面には静止糸切り痕が残る。胎土中

に小石や粗砂沫立を多含するため、器表面はかなりザラ

つく。内面には特に使用による摩耗の様子も窺えない。

焼成は良く、瓦質というよりも須恵器質な印象を強く

受ける。色調も灰色 (N 4/0)で、全体に青味を帯び

ている。

④板石塔婆台石（第580図1)

上下および一長側の面取りをした、熔結凝灰岩の楕

円礫が索材である。これは募群を区画する石列に用い

られたものと同一である。

長径34.3cm、短径20.5cm、厚さ11.2cmをそれぞれ測

る。上面の中央には礫の長軸に沿って、板石塔婆を差

し込むためのほぞ孔が穿たれる。孔は長方形で、上面

が21.5cmX4.7cm、底面が17.5cmX 2.4cmである。底面

の凹凸は強いが、深さは平均7.0cmほどとなる。また上

面は細かくはつり、平坦となるように整形している。

下面は特に加工された痕跡はなく、索材のままの大き

な剥離面が残るのみである。

ほぞ孔や上面の加工は、表面に残るエ具痕から推し

て、刃部の幅2.0cmほどの竪状工具によるものと思わ

れる。

⑤蔵骨器石蓋（第580図2 • 3) 

2は蔵骨器3の石蓋である。緑泥片岩の板石で、三

角形の各角を折り取ったような形をしている。長辺

24.2cm、高さ20.7cm、厚さ3.8cmを測る。

蔵骨器側となっていた下面は、剥離があるもののお

およそ平坦である。部分的に引っかいたような条痕が

見られる。これに対し、上面は長辺部を除き、側端が

斜めとなるような叩打による欠き取り加工が施されて

いる。一部には閣状のエ具痕も観察できる。これは板

石塔婆の特徴と合致する。枠線や紀年銘などはまった

く観察できないが、形状からもその基部と考えて大過

なさそうである。つまり、石蓋は板石塔婆の基部を転

用したものということになる。但し蔵骨器の日縁に合

わせて溝を裁るなど、特に転用に際しての加工は施さ

れていない。

この場合に問題となるのは、石蓋の検出が貼石と同

ーレベルにあったこと、これが蔵骨器と密着していな

かったこと、である。すなわち、この板石塔婆の残欠

は石蓋ではなく、文字どおり板石塔婆の残欠そのもの

である可能性も否定できないのである。しかし、蔵骨

器に密着していなかったとはいえ、残欠は水平にぴっ

たりと直上を覆っており、貼石もここだけは上に乗っ

ていた。加えて、接合する板石塔婆も出土していない。

こうした点を勘案すれば、やはり転用した石蓋と判断

するのが妥当と思われる。

3は蔵骨器4の口を塞いでいた石蓋で、素材は熔結

凝灰岩の楕円礫である。表土堀削時に一部を欠いてし

まったが、およそ長径27.0cm、短径20.4cm、厚さ8.5cm

を測る。

石蓋は楕円礫の上下、および一長側を打ち欠き、平

坦面としたもので、面取りされた上面と側面は、さら

に堅状のエ具で細かい整形が施されている。一方、蔵

骨器と接する下面は、面取りの大きな剥離痕のままで

ある。こうした加工は、全てが自然礫から行なわれた

ものではないと考えられる。なぜなら、おおまかな加

工は墓群の区画（石列）に利用された、熔結凝灰岩と

同じだからである。おそらく、区画のための礫を取り

外し、細部に手を加えて石蓋としたのであろう。

®その他の出土遣物（第581図•第582図）

以下に掲載する遺物は、墓跡内より出土した陶磁器

の破片である。大半は埋葬施設群を覆う貼石に混じ、

広範囲に散乱していた。

1 ~ 3は舶載の青磁片である。いずれも小破片で、

1は鍋蓮弁文の描かれた椀、 2は大型の皿、 3は椀の

底部であろう。

4は舶載の合子である。いわゆる青白磁で、青味が

かった釉がかかる。第二墓群中央部、西側斜面から第

I次周堀最上位にかけ、小破片となって散在していた。

また、一片はかなり離れた第692号ピット中から出土

している。蓋・身ともに30%~40％程度の残存で、破

片には故意に打ち欠いた痕跡が見られる。

蓋は図上復元で日径11.2cm、器高2.75cmを測る。器
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第580図墓跡出土台・石蓋
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壁の厚さは0.4cm弱である。器表面は型取りにより、連

続するカマポコ状の浮文が2段に表出される。天井部

は平坦で、無文となっている。釉は日縁部内面を除き、

薄く全面に施されている。外面は日縁端部に釉がやや

厚く溜り、ここを外削ぎ状に釉削りを行なっている。

日縁部には一箇所、針先ほどの穿孔がある。釉で塞がっ

ており、意識的なもの力屯沿哨l然としない。生地はい

くぶん青っぽい灰色であるため、釉は薄緑色を帯びて

いる。

身は図上復元で日径8.6cm、受部径11.2cm、器高4.05

cm、高台径9.2cmとなる。器体の成形は粘土紐の巻き上

げで、これを型に入れている。但し、受部の立ち上が

りのみは、別に粘土紐を巡らせている。高台を含めた

器表面には、やはり型による 3段の浮文が蓋と同様に

表出される。高台の内側も同一の型により、花弁状に

陰刻されている。釉は底面と受部外面を除き、薄く全

面に施される。透明感のある青色を帯び、蓋とは色感

が異なる。高台と受部の端は、これも外削ぎ状に釉削

りされている。

5~30は常滑の甕破片である。このうち、 5~11は

同一個体で、体部には格子状の押印文力哺Eされる。ロ

縁部内面には浅い凹線が巡り、外面には幅の狭い平坦

面が作出される。敢て日径を復元するならば、それは

約18.5cmとなる。これよりも器壁は薄いが、 12~15も

同様の押印文を有する。同一個体とは断定できないも

のの、非常によく似ている。 16。17は同一個体で、細

かい格子状の押印文が施されている。 18~30はいずれ

も押印文の施された破片で、 23~26は濃緑色、 27・28

は灰色の自然釉がかかる。 29• 30は底音闘皮片で、復元

底径は29が13.6cm、30が14.9cmである。

31は常滑の壺の破片である。器壁は厚く、薄く濃緑

色の自然釉がかかる。外面には平行する 2本の浅い沈

線が引かれている。

32 • 33は渥美の大型甕である。 32は大きく広がるロ

縁部片で、端部は丸味を有している。内面は濃く、外

面はうっすらと釉がかかっている。 33は底部片で、復

元底径は約15.6cmとなる。外面の最下部には一段のヘ

ラ削りが加えられている。

34~36は山荼椀系の片日鉢である。 36は小石を多く

含み、内面は使用により滑沢となっている。外面の最
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第581図 その他の出土遺物(I)
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第582図 その他の出土遺物(2)
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第583図第60号溝跡出土遺物
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下部は一段の回転ヘラ削りが施され、その後に段面口

角形の高台が貼付される。高台部の直径は、図上復元

で約10.8cmである。 34も同様の器体と思われるが、そ

の器壁は薄く、かつ直線的である。色調も褐色味を帯

び、他の片口鉢とはやや異なっている。

37は常滑の甕系無高台の片日鉢である。図上復元し

た計測値は、口径25,4cm、器高9,1cm、底径14,3cmであ

る。胎土には小石を多く含み、器表は内外面ともにナ

デ調整されている。器壁は直線的に大きく開き、日縁

端部は浅い「M」字状を呈している。

38 • 39は在地の片日鉢片である。 38は故意に打ち欠

いたような痕跡があるうえ、二次的な火熱を受けてい

る。器壁は緩やかに蛇行し、口縁部は肥原する。器表

趾は木口状工具による縦方向のヘラナデの後、内面か

ら外面上半にかけて横ナデが加えられる。外面下半に

は指頭圧痕が多く見られる。胎土中には小石を多く含

んでいる。 39の器壁は直線的であるが、外面の日縁下

部は絞られている。胎土には細砂粒を多量に含むもの

の、小石はほとんど含まれない。焼成は瓦質と言うに

ふさわしく、よく焼き締まっている。

40は焼成のあまい常滑で、広日壺の底部と思われる。

内面は剥離および風化のために判然としないが、外面

には縦方向のヘラナテ，f!{がよく残る。底部は未調整の

ままで、底径は13.5cmに復原される。
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⑦第60号溝出土遣物（第583図）

l~3は舶載の青磁片である。 1は厚さ 2mmの極め

て薄い製品で、器壁は直線的である。浅い小皿様のも

のであろうか。 2は椀の日縁部と思われ、外面に縦方

向の櫛描文が見られる。 3は内面に劃花文の描かれる

椀の体部片である。釉は薄く青味を帯びる。

4は山荼椀系の片日鉢で、肉原で大型のものと思わ

れる。外面下部には一段、幅広の回転ヘラ削りが加え

られる。内面下半は使用により滑沢となっている。

5~8は常滑の甕で、 5と6は押印文の施された胴

部片、 7と8は口縁から頸部にかけての破片である。

7は頸部が直立し、それより日縁部が短く外屈する。

欠失しているため明確ではないが、端部は上につまみ

だされて受け日状となる。その外面はやや内屈し、平

坦な縁帯となるようである。 8は頸部で強く屈曲し、

日縁部は水平方向に延びる。端部には輻1.2cmほどの

薄い粘土紐が巡らされ、縁帯としている。図上では日

径約46.0cm、残存高約14.7cmに復元される大型の甕で

ある。

9は渥美の壺で、図示した部分は70％ほど残存して

いる。底径8.1cm、残存高6.9cmを測る。器体は故意に

破砕され、底部も打ち抜かれている。成形は粘土紐の

輪積みで、その痕跡がよく残る。器面調整は外面下端

に一段の回転ヘラ削りが行なわれた後、内外面ともに

横方向にヘラナデが施される。

6 荼毘跡

墓跡内からは4基の荼毘跡が検出された。 2基（第

1 • 2号）は第三墓群の東側に方向を揃えて、残る 2

基（第3• 4号）は7mはど南で重複して、それぞれ

構築されている。

基本的にはいずれも長方形の箱形土壊で、長辺の一

方に煙道状の突出部が付設されている。「火葬跡」ない

しは「T字形土壊」、などと呼ばれることが多い遺構で

ある。

第1号荼毘跡（第584図上段 ST-1) 

墓跡内の T-12グリッドに位置する。第三墓群の東

約2.5mに設営されており、突出部の方向はほぼ第 I

次周堀の走向と平行する。燃焼部は長方形の箱形で、

長軸0.78m、短軸0.45m、深さ0.35mを測る。直立す

る壁は火熱のため、極めて硬く焼き締まっている。底

面は焼けておらず、厚く炭化物と灰、焼骨からなる層

が堆積している。東西の壁下にはこの層に覆われ、三

個の熔結凝灰岩が置かれている。石の上面と側面は煤

けており、上には大型の炭化材が乗っていた。この石

は墓群の区画に用いられているものと同様、上下と側

面が面取りされている。おそらく、区画の石列から抜

き取ったものであろう。

北壁の中央には輻0.23m、高さO.lmの四角い窓が

あき、これより長さ0.82mの突出部が延びている。突

出部は燃焼部底面よりわずかに高く、途中から斜めに

立ち上がり、地表に掘り抜けている。窓の部分はよく

焼けているが、トンネル部分はまった＜焼けておらず、

灰などの堆積も観察できなかった。

これに対し、燃焼部には天井部が掘り残された様子

はなく、覆土にも崩落を示すような焼土層は認められ

ない。焼骨を取り出す際にきれいに除去したとも考え

られるが、壁上端の焼けかたからすれば、本米的に天

井はなかったものと判断される。

置石や焼骨以外、遺物の出土はなかった。

第2号荼毘跡（第584図上段 ST-2) 

第1号の北西に方向を揃え、すぐ隣り合って検出さ

れた。東辺はやや斜行するが、燃焼部はほほ箱形を呈

する。長軸0.97m、短軸0.52m、深さ0.3mである。壁

は直立し、レンガ状に硬く焼き締まっている。底面は

平坦ながら、突出部の延長線上はわずかに深まってい

る。東西の壁下には2個ずつ、これも面取りされた熔

結凝灰岩が置かれている。上面と側面は赤く焼けたり

煤けたりしている。同様に、覆土最下層も炭化物と灰、

焼骨からなっている。

突出部は北壁中央から延びるが、崩落のためトンネ

ルとはなっていない。幅は窓部で0.25m、先端部で

0.18mと狭まる。長さは0.6mである。側面、底面とも

まった＜焼けておらず、灰などの堆積もない。

置石や焼骨以外、遺物の出土はまったくなかった。

-578 -



第584図荼毘跡
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2 10YR2/3基本は1層、少巌の炭化物と焼土粒を含む。色調暗い。

3 10YR2/3多皇の炭化物・焼土・人骨細片からなる。

4 10YR3/4主に腐植土からなる。黄色地山粒・炭化物を含打。

5 10YR4/4ほとんど黄色粘質地山。掘削配石後に詰まったものか。
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／
 

,
}
 

•L 

m̀-

ぐ

E
O
l
'
9
l
 V
 

col 

E

O

 

l

a

 

゜
1m 

c-
C' 

D
 

行

(3 • 4共通）
1 10YR3/2 ST-1 • 2と同。
2 10YR2/3 ST-1 • 2と同。但し色調暗く粘性強い。
3 !OYR2/3 ST-1 • 2の3に相当するが、炭・骨は極めて少なく微細。焼土も殆ど含まない。

4 10YR3/4 ST+ 2と同。
5 1DYR2/3 ST-1 • 2の2に準ずるが、炭・骨・焼土はともに微量。しまり弱くボソつく。
6 10YR4/4基本ば腐植土。これに黄色地山プロックを多く混じる。しまりは弱い。

7 10R4/4 ST-1 • 2と同。
8 10YR4/4天井部の崩落土（腐植土）。
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第3号荼毘跡（第584図下段 ST-3) 

T-12グリッドの東南隅部に位置する。第4号の完全

埋没後、これを大きく切り込んで構築される。燃焼部

は0.88mX0.42mの長方形で、深さは0.45mを測る。

壁は直立からやや内傾しており、火熱により非常に硬

く焼き締まっている。底面はほほ平坦ながらも、中央

部は一段低く、そのまま突出部へと続いている。ここ

には炭化物・焼土・灰・焼骨からなる灰層が厚く堆積

する。炭と焼骨は極めて少なく、投入されたと思しき

地山のブロックが多く詰まる。

南壁中央には輻0.26m、高さ0.24mの四角い窓があ

き、突出部力吋詞り抜かれる。トンネル部分は0.3mほど

と短く、これより南側は土撰状に大きく広がる。この

部分は不整な楕円が連なったようになり、底面は段を

有して上がっていく。あたかも、作業のための「足場」

のようである。突出部は壁面・底面ともまった＜焼け

ていない。

燃焼部、突出部ともに遺物の出土はなかった。

第4号荼毘跡（第584図下段 ST-4) 

第3号荼毘跡に大きく切断されるため、燃焼部は半

分程度の残存である。突出部の方向はおおよそ第 1

号・第2号荼毘跡と同一で、第 I次周堀の走向と一致

する。全体は箱形で、短軸0.39m、深さ0.43mを測る。

長軸はO.Smほどであったと推定される。壁は内傾し

ており、火熱により非常に硬く焼き締まっている。底

面はほぽ平坦で、中央部はわずかに低い。最下層は灰

層で、炭化物・焼土・灰・焼骨を含んでいる。それぞ

れの量は第3号と同様、あまり多くはない。

北壁中央には、底面より 7cmほど高い位置に輻0.32

m、高さ0.19mの四角い窓が開く。ここから長さ0.42

mの突出部力吋屈り抜かれる。 トンネル部分は崩落の様

子も認められないが、 0.28mと極めて短い。突出部の

縦断面は緩い「L」字形で、底面は平坦である。やは

り灰の堆積などはなく、壁面も底面もまったく焼けて

いない。

遺物の出土はなかった。
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(10) その他の遺物

a縄文土器（第585図）

築道下遺跡の本年度報告範囲からは、縄文時代と確

定できる遺構は、検出できなかった。

出土した縄文土器は、いずれも古墳時代の住居跡や、

中祉の井戸や溝の覆土中に混入していたもの、あるい

は、重機による掘削の際に表土中から検出したもので

あり、数量もごく僅かで、全て著しく風化していた。

いずれも、縄文時代後期後葉から晩期中葉の安行式土

器である。

1から 5は後期後葉の土器である。

1は安行1式の平日縁深鉢形土器である。胴部が張

り、体部中位で括れ、日辺部が外傾気味に推移して立

ち上がる形態の土器である。日縁部に2段に帯縄文が

認められる。帯縄文は横位の沈線によって区画されて

いる。日縁部に縦長の貼付文を施す。縄文はRLを横

位に施している。

2~5は後期後葉の紐線文系深鉢形土器である。

2はごく弱く外傾気味に立ち上がる形態の土器であ

る。日縁部には横位に刻み目のみを施す。日辺部には

斜位に条線を施す。器面の摩滅が著しい。安行1式で

あろう。

3は直立気味に立ち上がる形態の土器である。口縁

部はわずかに肥厚しており、 1条の横線と刻み目が巡

る。口辺部に条線を施す。安行1式であろう。

4は内湾気味に立ち上がる形態の土器である。口縁

部は肥厚しており、 1条の横線と刻み目が巡る。口辺

部には横位の条線を施す。安行2式であろう。

5は胴下半部の破片である。斜位の条線文力哺gされ

ている。

6~8は晩期の土器である。

6は大波状日縁深鉢形土器である。波北部の破片で

ある。波項部は魚鰭状の把手を施し、その下位には豚

鼻状の貼付文を施す。波状の日縁部に沿って、 2条の

沈線力噸忍められる。日辺部の区画内には沈線文が施さ

れるが詳細は不明である。安行3a式である。

7も深鉢形土器の胴部破片と思われる。剌突文が施

されている。横位の区画内に施されたものであろう。

剌突は長さ 2mmほどの細かいもので、長方形でやや深

い。主に関東北部に多く認められる剌突文である。安

行3C式である。

8は胴部が張り、日辺部が外傾気昧に立ち上がる形

態の深鉢形土器である。緩く括れる体部付近の破片で

ある。括れ部付近には2条沈線を巡らせ、沈線間に米

粒状の列点文を施す。この横位区画帯の下位には連続

弧線文を施す。横位区画帯の上位には曲線的なモチー

フを施し、沈線間に米粒状の列点文を施す。安行3C 

式である。

第585図 調査区内出土縄文土器
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第586図 調査区内出土埴輪
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b埴輪（第586図）

図示した円筒埴輪は、すべて普通円筒埴輪の破片で

形象埴輪は含まれていない。全体の器形が判明する資

料がないため、胎土、焼成、色調、内外面の調整手法、

凸帯・透孔等の形状について説明する。胎土、焼成、

色調等の特徴から、胎土I• IIに分類することができ

る。胎土Iは柔らかい焼き上がりで、胎土に角閃石粒

子を多量に含むものである。胎土IIは光沢のある暗赤

褐色の色調で、堅く焼き上がり胎土に赤色粒子や白色

粒子を多鼠に含む。胎土IIぱ鴻巣市生出塚埴輪窯跡群

の製品に特徴的なもので1が該当する。ほかはおおむ

調査区内出土円筒埴輪観察表

゜
10cm 

ね胎土Iに分類される。内外面の調整手法は、外面調

整がタテハケ 1次調整のみ、内面調整は右傾斜ハケ・

ナデが主体である。ただし、 4だけが内外面ともに横

方向のナデ調整で仕上げており、調整手法が嬰なる。

凸幣の形状は、 2が上稜の突出した低M字形で、新し

い様相が窺われるが、 4の凸帯は突出度の高い台形で、

調整技法を含め古い様相を残す。時期的には、胎土の

特徴、焼成の具合、調整手法や凸帯の形状などの特徴

から全体に6憔紀後半を中心とした新しい時期のもの

が多い。しかし、 4のみはナデ調整手法などやや古い

特徴が窺われ若干古く位置づけられる。

番号 外面調整本／2cm 内面調整本／2cm 胎土 焼成 色 調 備考
1 タテハケ 10~11 右傾斜ハケ 9 ~10 ABDEK 2 暗赤褐色 S J 312 胎土II 生出塚窯跡群産
2 タテハケ 11 ナデ ADEK 3 赤褐色 S K360 胎土 I 凸帯部分
3 タテハケ 12 ナデ ADEK 3 橙褐色 S DlOl 胎土 I 基部破片
4 横位のナデ 横位のナデ ADEHK 2 橙褐色 S DlOl 胎七 I 凸帯部分外面赤彩痕あり
5 タテハケ 14 横ハケ・ナデ 14 ADEK 3 赤褐色 S K360 胎土 I 凸帯部分
6 タテハケ 11 ナデ AEDJK 3 赤褐色 S K512 胎土 I 角閃石粒子多量混入
7 タテハケ 14 ナデ ADEK 3 暗灰褐色 S J 175 胎土 I 外面に剥離痕あり
8 タテハケ 10~11 ナデ ADEK 4 橙褐色 S E120 胎土 I 透孔部分右回り穿孔， タテハケ 8 右傾斜ハケ 8 ADEKL 2 橙褐色 S D96 胎土 I凸帯部分透孔穿孔後ナデ
10 タテハケ 10 ナデ ADEK 3 橙褐色 S D38 胎土 I底径（11.6cm)基部内外面ナデ
11 タテハケ 10 ナデ AEJK 4 赤褐色 S X 8 胎士 I 底部基部右巻き接合
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第587図調査区内出土臼王(I)

ロロロロ
二 1 ロニ2 こ二］ 3 口 4

□ 0 □ 0 
□］ i:::=d12 ニコ 13 二 I4 

□口
こ］5 □□6
□
 
こ二7

□口。
□15 二□16 口17

0 0 0 
ロしこ］， 口10 

□ 0 □ 
ロ18 二 19 ＝二］20

□ `） ① R ① ⑤ 0 c ゜
① 

□ ロロ22 こ 23 ニ 24 □25 こ二〕 26 [JIJ27 こ口 28 こ 29 こ］ 30

① 
こ9 - -、

゜`  ゚
◎ 口 □ 0 R 

二 31 ロニJ32 ロニ］ 33 口D34 i:c:CD'35 二 36 □□37 こ□38 こ］ 39 □40 

◎ 〇c ◎ □ ◎ 0 0 0 c 
CCI] 41 口42 二］ 43 口 44 二］45 □46 □]47 □48 et) 49 こ〕 50

c Rし⑤◎ ◎ ⑦シ◎ ◎ ⑤ 

ご 51 ごう 52 こ］53 [IJ54 □]55 □56 二 57 □58 こ］ 59 こ］ 60

◎ c O O ⑤ ◎ ① ◎ ◎ ⑤ 
二 61 □]62 こ 63 □ 64 二 65 巴］ 66 こ 67 □68 ＝コ 69 CI] 70 

⑤ c ⑤ ① ① R ⑤ ① 〇〇
二 71 □□ 72 ＝コ 73 □□74 こ二 75 C'.□]76 亡 77 c:IJ 78 ロニ］ 79 CI工 80

゜
5cm 

-583 -



第588図調査区内出土臼王(2)
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c臼玉（第587・588図）

本年度報告の調査範囲からは、合計144個の臼玉が

検出できた。

住居跡覆土の洗い出しや掘り方充填土の詳細な調

査、あるいはカマド構築土の洗い出し等を行っていな

いので、調査時の検出量は、実際に遺存していたもの

のごく一部であると考えられた。

検出した臼玉は、全て滑石片岩製のものであり、石

材の剥片や、明瞭な未製品などの、製作跡を想定させ

るような遺物は検出できなかった。

臼玉の検出状況を見てみると、特に多く出土する遺

構がある一方で、ほとんどの遺構では、全く検出でき

なかった。

SK-364からは1冽固の臼玉が検出できた。 AB-20グ

リッドの遺構確認面には、祭祀を伺わせる臼玉の集中

ヵ可忍められた。

SJ-132・233・338については、住居跡の時期がやや

下るので、流れ込みの可能性が考えられた。
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第12表 調査区内出土臼玉一覧表(I)

番号 直径x厚／cm 検出場所 色調 番号 直径x厚／cm 検出場所 色調

1 0 90X0.30 SJ66 No. 1 暗 灰 53 0.50X0.35 AB-20 G. No.14 灰オリーブ

2 1. 00 X 0. 35 SJ66 No. 3 灰 白 54 0.40X0.25 AB-20 G. No.15 灰オリーブ

3 1. 00 X 0. 45 SJ71 No.26 灰 55 0.50X0.35 AB-20 G. No.16 灰オリーブ

4 0. 90X0.30 SJlOO覆上 灰 56 0.45 X0.40 AB-20 G. No.17 灰オリーブ

5 0.65X0.25 SJ132覆土 灰 57 (0.40) X0.25 AB-20 G. No.18 暗緑灰

6 0.95X0.55 SJ140覆土 褐 灰 58 0.45X0.35 AB-20 G. No.19 灰オリーブ

7 0. 70X0.30 SJ159覆土 灰 59 0.45X0.30 AB-20 G. No.20 灰オリーブ

8 0 70X0.50 SJl 75 No.IO 灰 白 60 0.45 X0.25 AB-20 G. No.21 灰

， 0. 75 XO. 40 SJ233カマド 灰 白 61 0. 50 XO. 30 AB-20 G. No.22 暗緑灰

10 0.55X0.60 SJ252 No. l 灰 臼 62 0.55 X0.30 AB-20 G. No.23 暗緑灰

11 0.90X0.60 SJ259覆土 灰 63 0.55X0.25 AB-20 G. No.24 灰 黄

12 0.60X (0.20) SJ264 No. 5 灰 白 64 0.50X0.20 AB-20 G. No.25 灰オリーブ

13 1. 00 X 0. 30 SJ272覆土 灰 白 65 0.45 X0.20 AB-20 G. No.26 灰オリーブ

14 0 50X0.25 SJ305 No. 2 灰オリーブ 66 0. 45 XO. 30 AB-20 G. No.27 暗緑灰

15 0 65X (0.40) SJ322 No. 3 灰 67 0.40X0.20 AB-20 G. No.28 暗緑灰

16 l.20X (0.70) SJ323覆土 灰 白 68 0.45 X0.35 AB-20 G. No.29 灰オリーブ

17 0.40X (0.45) SJ330 No. 2 灰オリーブ 69 0. 50 XO.15 AB-20 G. No.30 暗緑灰

18 0. 75X0.35 SJ330 No. 3 灰 70 0. 50 XO. 25 AB-20 G. No.31 灰 黄

19 0 50X0.45 SJ338 No. 5 灰 71 0. 55 XO. 30 AB-20 G. No.32 灰オリーブ

20 0. 95 XO. 30 SJ338 No. 6 灰 72 0.50 XO. 30 AB-20 G. No.33 灰オリーブ

21 0.80 XO. 95 SK348覆土 灰 73 0.50X0.15 AB-20 G. No.34 暗緑灰

22 0. 55 X 0. 25 SK363 No. l 灰 74 0. 55 XO. 30 AB-20 G No.35 灰オリーブ

23 0 55 XO. 30 SK364 No. l 灰 白 75 0. 45 XO. 20 AB-20 G. No.36 灰オリーブ

24 0.40 XO. 20 SK364 No. 2 灰オリーブ 76 0.50X0.25 AB-20 G. No.37 灰

25 0.40 XO. 40 SK364 No. 3 灰 白 77 0.40X0.30 AB-20 G. No.38 灰オリーブ

26 0. 50 XO. 25 SK364 No. 4 灰 白 78 0. 50 XO. 20 AB-20 G. No.39 暗緑灰

27 0. 50 XO. 30 SK364 No. 5 灰 白 79 0.45X0.20 AB-20 G. No.40 暗緑灰

28 0. 55 XO.30 SK364 No. 6 灰 黄 80 0. 45X0.20 AB-20 G. No.41 暗緑灰

29 0.60 XO.20 SK364 No. 7 灰 白 81 0 55X0.40 AB-20 G. No.42 灰 黄

30 0.45X (0.30) SK364 No. 8 灰 白 82 0.45X0.25 AB-20 G. No.43 灰オリーブ

31 0. 55 XO. 20 SK364 No. 9 灰オリーブ 83 0.50X0.30 AB-20 G. No.44 灰オリーブ

32 (0 60) X0.20 SK364 No.10 灰オリーブ 84 0. 55 XO. 40 AB-20 G. No.45 暗緑灰

33 0.50 XO.25 SK364 No.11 暗緑灰 85 0.50X (0.20) AB-20 G. No.46 灰

34 0.45 XO. 30 SK364 No.12 灰 白 86 0.50X0.25 AB-20 G. No.47 暗緑灰

35 (0.55) X (0.15) SK364 No.13 灰オリーブ 87 0.50X0.20 AB-20 G. No.48 暗緑灰

36 0. 50 XO. 20 SK378 No. l 灰オリーブ 88 0.50X0.30 AB-20 G. No.49 灰オリーブ

37 0. 85 XO. 55 T-13 G. 灰オリーブ 89 0. 45 XO. 20 AB-20 G. No.50 灰オリーブ

38 0. 90 XO. 30 T-13 G. 灰 白 90 0.50X0.25 AB-20 G. No.51 灰オリーブ

39 0.55 XO. 30 X-17 G. 灰オリーブ 91 (0.45) X (0.30) AB-20 G. No.52 灰オリーブ

40 0.40 XO. 35 AB-20 G No. l 暗緑灰 92 0.55X (0.40) AB-20 G. No.53 灰オリーブ

41 0. 35 X 0. 25 AB-20 G. No. 2 暗緑灰 93 0. 45 XO. 25 AB-20 G. No.54 暗緑灰

42 0 65X0.50 AB-20 G. No. 3 灰オリーブ 94 0. 55 X 0. 45 AB-20 G. No.55 暗緑灰

43 0.60X0.25 AB-20 G. No. 4 灰オリーブ 95 (0.60) xo 15 AB-20 G. No.56 灰 黄

44 0. 40 xo. 25 AB-20 G No. 5 灰オリーブ 96 0. 50 XO. 40 AB-20 G. No.57 暗緑灰

45 0. 55 X 0. 25 AB-20 G. No. 6 暗緑灰 97 0. 35 XO.15 AB-20 G. No.58 灰オリーブ

46 0.35X0.40 AB-20 G. No. 7 灰オリーブ 98 0.45 X 0. 25 AB-20 G. No.59 暗緑灰

47 0.55X0.35 AB-20 G. No. 8 暗緑灰 99 0. 55 X 0. 35 AB-20 G. No.60 暗緑灰

48 0.50X0 35 AB-20 G. No. 9 灰 黄 100 0. 50 XO. 25 AB-20 G. No.61 灰オリーブ

49 0. 50 XO. 20 AB-20 G. No.10 暗緑灰 101 0 60X0.30 AB-20 G. No.62 暗緑灰

50 0.55X0.20 AB-20 G. No.11 灰オリーブ 102 0.55X0 35 AB-20 G No.63 灰 白

51 0. 50 X 0. 40 AB-20 G No.12 灰オリーブ 103 0. 45 XO.25 AB-20 G. No.64 灰

52 0. 50 X 0. 20 AB-20 G. No.13 灰 104 0. 55 X 0. 45 AB-20 G. No.66 暗緑灰
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第13表調査区内出土臼玉一覧表（2)

番号 直径x厚／cm 検出場所 色調

105 0.50X0.35 AB-20 G. No.68 灰オリーブ
106 0. 50 XO. 35 AB-20 G. No.69 灰

107 0.50X0 20 AB-20 G. No70 暗緑灰

108 (0.60) X (0.20) AB-20 G. No.71 灰オリーブ
109 0.45X0.25 AB-20 G. No.72 灰オリーブ
llO 0.60X0.25 AB-20 G. No.73 灰オリーブ
111 0.45X0.25 AB-20 G. No.74 灰オリーブ
112 0.55X0.35 AB-20 G. No.75 灰オリーブ
113 0.55X0.10 AB-20 G. No.76 暗緑灰

114 0.40X0.30 AB-20 G. No.77 暗緑灰

115 (0.50) X0.20 AB-20 G. No.79 暗緑灰

116 0.45X0.35 AB-20 G. No.SO 灰

117 0.50X0.25 AB-20 G. No.81 灰 白

118 0 55X O 30 AB-20 G. No.83 灰オリーブ
119 0 60X 0.35 AB-20 G. No.84 灰

120 0.40X0.25 AB-20 G. No.85 灰

121 0.65X0.35 AB-20 G. No.86 灰 黄

122 0.55X0.50 AB-20 G. No.87 灰オリーブ
123 (0.60) X (0.20) AB-20 G. No.88 暗緑灰
124 0.55X0.40 AB-20 G. No.89 灰オリーブ

d玉類・石製模造品（第589・590図）

本年度報告の調査範囲からは、合計42個の石製模造

品と玉類が検出できた。出土した大型の石製模造品の

中には、石材の破片も含まれていた。

1 • 2は小玉であった。 1はガラス製の小玉で、 SJ

-79の柱穴 P3の覆土中から検出した。 2もガラス製の

小玉で、 SK-383付近から出土した中世の人骨の横か

ら検出した。

3は、碧玉製の管玉で、 SJ-122の床面から検出した。

4も碧玉製の管玉で、同様に SJ-257の覆土から割れ

た状態で検出した。 5は黒色の滑石片岩製の管玉で、

SJ-235の柱穴 P3から検出した。

6は碧玉製の管玉で、遺構との帰属関係が不明瞭で

あったので、 AB-20グリッドで取り上げた。 7は荼色

の滑石製の管玉で、 SD-38の覆土から検出した。先端

がやや欠失していた。 8は碧玉製の管玉で、 SJ-124の

床面から検出した。

9 ・10は土製の勾玉であり、 9は端部を欠失してい

た。 10は、やや粗製であった。

11~13は、滑石片岩製の勾玉で、 11は灰白色で丸み

を帯び、 12は緑色で板状に作られていた。 13はやや粗

釆m乃口 直径x厚／cm 検出場所 色調

125 0.45X0.25 AB-20 G. No.90 灰オリーブ

126 0.50X0.30 AB-20 G. No.91 灰オリーブ
127 0.45X0.30 AB-20 G. No.92 灰 白

128 0.55X0.30 AB-20 G. No.94 暗緑灰

129 0.55X0.35 AB-20 G. No.95 灰 黄

130 0.55X 0.30 AB-20 G No.96 暗緑灰
131 0.65X0.35 AB-21 G No.1 暗緑灰
132 0. 75X0.45 AB-21 G. No.2 灰

133 0. 45 XO. 30 表土 灰

134 0. 45 XO. 40 表土 灰オリーブ

135 0.45X 0.25 表土 灰オリープ

136 0.50X0.25 表土 灰

137 0.55X0.30 表土 灰オリーブ

138 0.55X0.25 表土 灰

139 0.45X0.20 表土 灰

140 0.50X0 30 表土 灰

141 0.55X0.40 表土 灰

142 0. 50 XO.20 表土 灰オリープ

143 0. 55 XO.15 表土 灰 黄

144 0.50X0.20 表土 灰

製で端部を欠失していた。

14はガラス製の勾玉で、住居跡の覆土から検出した。

端部が欠失していた。付近の住居跡覆土を洗浄したが、

欠失部分は検出できなかった。

15~20は有孔円板と考えられた。 18は割れ口に穿孔

の痕跡が認められた。 17• 20は大型のもので、中心に

穿孔力噸忍められた。周縁は大部分が欠失していた。

21~40は剣形石製模造品であった。欠損品も多く、

剣形ではない他の模造品が含まれている可能性も考え

られた。 21は大半が欠失していた。

22は中央から下半部を欠失していた。 23も周縁部の

大半を欠失していた。 24・25は遺存状態が良好であっ

た。 26はやや粗製の模造品であり、三カ所の穿孔が認

められた。

27は周縁の大半を欠失しており、ニカ所の穿孔が認

められた。 28も周縁の大半を欠失していた。 29は下半

を斜位に欠失していた。 30も下半を欠失していた。 31

はやや粗製の模造品で、周縁の大半を欠失していた。

32~34・ 36はいずれも下半を欠失しており、 34はや

や粗製であり、 35は全体に摩滅力噌fしかった。 36も摩

滅しており、厚さが一定ではなく、やや粗製の模造品
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第589図 調査区内出土王類。石製模造品(1)
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第590図
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であった。

37は葉理の発達した石材で周縁部の残存状態が悪

かった。 38は大型のもので、周縁部の残存状態は悪い

が、楕円形を窺わせる形状で、上端部に穿孔力噌忍めら

れた。 39も同様であるが、形態はやや短冊状で、上下

ニカ所に穿孔力認められた。

40は下半を斜位に欠失しており、ニカ所の穿孔と、

ーカ所の未通の穿孔が認められた。

41 • 42は原型不明の石製模造品で、 41には周縁に五

カ所の面取り力噸忍められ、八角形を呈していた可能性

が考えられた。面取りは、表裏両面に認められた。 42

は粗製の板状の石材に、ーカ所の穿孔力着忍められた。
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第14表 調査区内出土玉類・石製模造品一覧表

番号 長軸x短軸x庫／cm 重量/g 出土位置

1 0 6X0.6 0.2 SJ79 P3 

2 0.4X0. 7 0.2 SK383人骨横

3 l.9X0.4 0.5 SJ122 No. 2 

4 (1.5) X0.6 0.7 SJ257覆土

5 l.9X0.5 0.7 SJ235 P3 

6 2 4X0.9 3.1 AB-20 G. No.65 

7 2.9X0.8 3.1 SD38覆上

8 3.3Xl.l 8.0 SJ124 No. I ， 2.5X0.9Xl.0 3.4 SJ150覆土

10 2.9Xl.3Xl 1 6.5 AD-19 G. 

11 1 9Xl.2X0.6 3.7 SJ195 No. l 

12 3.2Xl.6X0.3 3.0 AB-20 G. No.67 

13 2.7Xl.2X0.8 5.8 SJ-137カマド

14 (2.0) X0.9X0.5 1. 5 SJ-186覆土

15 2.0X2.0X0.3 2.2 AB-20 G. No.82 

16 (1 9)X(2.l)X0.2 2.3 SJ102覆土

17 4.3X4.5Xl.0 24.6 SJ229 No.10 

18 (2.8) X (2. 7) X0.4 5.4 表土

19 4.2X4.5X0.4 14.4 SJ257覆土

20 5.7X6 2X0 7 46.9 SJ230 No. 2 

21 (l.9)X(l 4)X0.2 0.9 SJ213覆土

22 (2.0) X (2.4) X0.3 2.6 表土

23 (1.8) X (2.0) X0.3 2.3 SJ322覆土

24 2 8X 1 8X0.4 2.7 SJ122覆土

25 4.0X2.4X0.3 6.4 SJ220覆土

26 4.3X2.1X0.7 8.5 SJ233 No. l 

27 (2.8) X (2.2) X0.5 6.4 SJ180覆土

28 3.0X2.1X0.6 5.6 SK339覆土

29 (2.8) X (1.9) X0.3 3.0 SJ125覆土

30 (2.6) X2.5X0.3 3.7 SJ272覆土

31 3.lX (1.9) X0.9 6 9 SJ104覆土

32 (2.5) X2.5X0.4 5.1 SB31 P5 

33 (3.0) X2.7X0.5 8.7 SJ220覆土

34 (3.2) X2.5X0.5 7 4 AB-20 G No.78 

35 2.8X2.8X0.4 6.7 SE71覆土

36 (3.4) X2.6X0.7 8.2 SJ124覆土

37 (3.5) X2.9X0.5 8.0 SJ214覆土

38 6.2X4.5Xl.0 42.1 SJ230 No. l 

39 8.0X3.8Xl.0 45.1 表土

40 (5.0) X3.3X0.9 18.4 SK377覆土

41 (1_3) Xl.8X0.7 3.4 SJ141覆土

42 3.0X5.1X0.4 11 5 SJ66覆土

e土玉（第591図）

本年度報告の調査範囲からは、合計3併禅の土玉が検

出できた。

検出地点は、大半が住居跡の覆土であった。

土玉を出土した住居跡を見てみると、新しい時期を

示すような遺物の出土は少なく、かつ、土器顆自体の

出土鯖が多い傾向が窺えた。つまり、遺存状態の良好

その他 色 調 材質 種 類

青 ガラス ガラス小玉

無色透明 ガラス ガラス小玉

オリーブ灰 宕玉白 玉 管玉

オリープ灰 ぎ有白 玉 管玉

黒 褐 滑 石 管玉

黒 有王自 玉 管玉

暗灰黄 滑 石 管玉

黒 宕玉白 玉 管玉

里』9ヽヽ 褐 土師質 勾玉

にぶい橙 土師質 勾玉

灰 白 滑 石 勾玉

オリーブ灰 滑石片岩 勾玉

灰 白 滑 石 勾玉

青 緑 ガラス 勾玉

孔 2 暗緑灰 滑石片岩 有孔円板

孔 2 灰 白 滑 石 有孔円板

孔 1 灰オリーブ 滑石片岩 有孔円板

孔 3 灰 白 滑石片岩 有孔円板

孔 2 灰オリーブ 滑石片岩 有孔円板

孔 l 灰 白 滑石片岩 有孔円板

孔 1 灰 滑 石 剣形石製模造品

孔 1 賀 灰 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 1 黄 灰 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 1 灰 滑 石 剣形石製模造品

孔 1 灰オリーブ 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 1 灰 白 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 2 灰オリーブ 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 1 褐 灰 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 1 灰 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 1 黄 灰 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 1 灰 白 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 1 灰オリープ 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 2 灰オリーブ 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 1 灰 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 1 灰 白 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 1 灰 白 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 1 灰 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 1 灰 白 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 2 灰 滑石片岩 剣形石製模造品

孔 2 未通 1 灰 白 滑石片岩 剣形石製模造品

灰 滑石片岩 不明

孔 1 灰 滑石片岩 不明

な、あるいは覆土贔の多い住居跡から出土している傾

向が看取できた。

出土位置に関しても、床面上からのものは少なく、

大半が覆土中からであった。

また、 4点がまとまって覆土中から出土した、 SK

-250については、流入遺物ではなく、意図的な投げ込

みが考えられた。
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第591図
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第15表 調査区内出土土王一覧表

番号 縦x横／cm 重贔/g 検出場所 色調

1 1 1 Xl 1 1.3 SJ66覆土 鈍橙

2 2.0X 1.8 5.2 SJ129覆土 鈍橙

3 2.1X2.4 11.4 SJ135覆土 鈍橙

4 O.SX0.8 0.5 SJ175カマド 黒褐

5 2.4X (2.1) 4.9 SJ183覆上 鈍橙

6 2.5X2.2 13.9 SJ205覆土 鈍橙

7 2 7X2.3 15.7 SJ220覆土 鈍褐

8 1 9Xl.5 5.2 SJ227覆土 鈍褐， 2.4X2.5 17.6 SJ245覆土 灰褐

10 3.1X3.3 32.8 SJ260 No.l 鈍褐

11 2.4X2.8 22.3 SJ272覆t 灰褐

12 2.5X2.5 15.0 SJ201 No. l 鈍褐

13 2.1X2.2 8.0 SJ292 No. 2 鈍褐

14 l.8Xl.9 5.6 SJ293覆土 鈍褐

15 (2 5) X (2 3) 7.3 SJ295覆上 灰褐

16 2.1X2.5 10.6 SJ311覆土 鈍橙

17 2.5X2.3 11.8 SJ312覆土 鈍橙

18 2.9X2.6 21.2 SJ315 No. 1 鈍橙

f土錘（第592図）

本年度報告の調査範囲からは、合計l&f固の土錘力対t

出できた。土錘は玉類とは晃なり、調査時に見逃す確

率は低いと考えられた。したがって、報告数が実際の

包含数にかなり近いと見ることが出米る。

土錘の検出は、特定の住居跡に偏っていた。 SJ-150

とSJ-289・299からは、合わせて10点検出でき、この数

値は、全検出量の56％であった。

形態は、一般的な紡錘形のものの他に、 1• 2 ・10の

ような円筒形のものも散見できた。

1は円筒形で、上端はやや平坦、下端には指頭によ

る凹み力汀忍められた。側面にも指頭の圧痕が顕著に認

められた。 2も円筒形で大半を欠失していたが、残存

部分には指頭の圧痕がわずかに認められた。

3 ~9 ・ll~18は紡錘形で、 3~ 6には、側面の上端

第16表 調査区内出土土錘一覧表

番号 縦x横／cm 重量/g 検出場所 色調

1 4.7X2.8 48 4 SJ91覆土 鈍褐

2 (3.0) X3.9 37 9 SJ143覆土 鈍褐

3 6 2X2 l 27.8 SJ150覆土 黒褐

4 6.2Xl.9 24 1 SJ150覆土 鈍褐

5 7.0Xl.5 15 8 S]150覆土 鈍褐

6 6.0X2.5 30.2 SJ150覆：t 褐灰

7 (3.1) X 1 7 8.5 SJ150覆土 褐灰

8 (4.3)Xl.9 14.7 SJ150覆土 褐灰， (3.5) X2.0 11.2 SJ150覆土 褐灰

番号 縦x横／cm 重鼠/g 検出場所 色調

19 3.1X2.6 9 7 SJ316覆土 鈍橙

20 2.6X2. 7 21.1 SJ330 No. 1 鈍褐

21 2 9X2.7 23.3 SJ330 Pl覆土 鈍褐

22 3.0X3.2 26.0 SK250覆t 灰褐

23 2. 7X3.2 24 0 SK250覆上 灰褐

24 2.1X2.6 14.4 SK250覆土 灰褐

25 l.6X2.5 8.0 SK250覆土 灰褐

26 2.3X2.6 16.3 SJ259覆土 鈍褐

27 2.4X2.l 10 5 SK338覆土 鈍橙

28 2.6X2.7 13.3 SD38覆土 鈍褐

29 2 4X2.5 13.2 SD38覆土 鈍褐

30 (1.4) X2.3 5.7 SD38覆土 鈍褐

31 2.5X2 7 19.4 SB92 P3覆土 鈍橙

32 l.8X2 0 7.6 Q-2 G. 鈍褐

33 2.1X2.3 6.1 U-11 G. 鈍褐

34 2.1X2.4 11.3 AF-19 G. 鈍橙

35 2.5X3.0 28 0 AF-19 G. 鈍橙

36 2.5X2.3 13.9 表土 鈍橙

から下端まで、枯土の繋ぎ目力噸忍められた。したがっ

てこれらの土錘は、心棒に円盤状の粘土を巻き付ける

手法で作られたと考えられた。

11・14は他の土錘に比べて風化が著しく、胎土に含

まれる混和材が表面に露出していた。 18の胎土は砂粒

があまり認められず、あたかも7撻笈したような粘土が

用いられていた。

本遺跡は元荒川沿いの自然堤防上に立地している

が、他の同様な立地の遺跡と比べると、土錘の検出歴

が少なかった。これは時期的な傾向と共に、築道下遺

跡の特徴を如実に物語っていると考えられる。すなわ

ち、生業の中で、河川での漁拐活動に対する依存率の

低さを窺うことができた。

SJ-197は時期的にやや新しく、混入の可能性が考え

られた。

釆国昇， 縦x横／cm 重最/g 検出場所 色調

10 (1.2) X2.4 3.0 SJ183覆土 鈍褐

11 (3 3) Xl.4 7.1 SJ197覆土 褐灰

12 (5 1) X 1.1 8.0 SJ289・299覆土 鈍橙

13 62Xl.2 10.6 SJ289・299覆土 鈍橙

14 (2.8) Xl.4 5.8 SJ289・299覆土 鈍褐

15 (3.9) Xl.2 6 8 SJ310・312覆土 褐灰

16 (4.7)Xl.6 14.9 W-14 G 鈍褐

17 5.6X 1.6 15.2 P797覆土 橙

18 4.6X2 2 19 9 SD38覆土 明褐灰
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第592図 調査区内出土土錘
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g紡錘車（第593・594図）

本年度報告の調査範囲からは、合計17個の紡錘車が

検出できた。
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も、前述した他の遺物同様に、新しい住居跡からは検

出できなかった。また、遺存状態の良好な住居跡から

出土する傾向も、他の遺物と同様であった。

SJ-197からの出土例は、剥落した下面のみなので、

流入と考えられた。

第17表 調査区内出土紡錘車一覧表

番号 長径x短径x厚／cm 重さ／g 出土位置 色調 材 fi只斤 備 考
1 4.2X3.3Xl.4 40.9 SJ71 No.21 灰 白 滑石片岩 下面にやや太めの線刻
2 3.8Xl.0Xl.5 27.8 SJ90 No.12 灰 白 滑石片岩 下面が曲面
3 4.8X-X (1.2) 38.7 SJ126 No.86 灰 滑石片岩 下面剥落
4 4.4X2 6Xl.8 45.2 S]l40 No. 2 灰 白 滑石片岩 斜面に多少放射状線刻
5 4.7X2 8X2.l 51.1 S]149 No. l にぶい褐 土師質 胎土に長石多合

6 4.2X3.0Xl.7 41.8 S]l56 No. 9 暗 灰 滑石片岩 下面・斜面に疑似鋸歯紋
7 -X2.4X (0.9) 7.3 SJ197 No.95 灰 白 滑石片岩 剥落した下面のみ
8 4.4X2.4Xl.4 35.0 SJ279 No. I オリーブ灰 滑石片岩 下面に端整な鋸歯紋， 4.0X2.8Xl.3 33.8 SJ289 No. l 灰オリーブ 滑石片岩 斜面に放射状線刻
10 4.1X2.7Xl.7 39.8 SK262 No.31 灰 白 滑石片岩 上面・斜面とも仕上げが雑
11 4.6X3.1Xl.5 30.7 SK267 No. l 明黄褐 片岩 上面・斜面に放射状線刻
12 4.3X2.3Xl.6 41.1 SK269 No. l 暗 灰 滑石片岩 下面が小さい
13 (3.9) X2.2X2.2 21.5 SK273 No. l 灰 滑石片岩 半欠
14 3.8X2.4Xl.8 35.0 SK314 No. l 灰オリーブ 絹雲母片岩 下面に放射状線刻
15 4.5X3 2Xl.9 28.7 SD67覆土 灰 白 滑石片岩 上面に周回状窪み
16 4.0X2.4Xl 4 35.5 SE51覆土 灰 白 滑石片岩 仕上げが雑
17 (4.5) x-x (1.3) 20.5 Z-16 G. 灰オリーブ 滑石片岩 下面剥落
18 7 2 24.6 SJ263覆土 灰 臼 須恵器底部利用 半欠
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第593図調査区内出土紡錘車(I)
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第594図 調査区内出土紡錘車(2)
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検出した紡錘車の中には、 4 • 9 • 10 • 12 • 13 • 14 

のように裏面の立ち上がりに、製作時のケズリの痕跡

が顕著に認められるものがあった。

また、 6• 8のように、線刻されたもの力謡忍められた。

これらには、やや薄いか、あるいは厚くなく、裏面の

立ち上がりが凹み面を呈しているといった共通点力噸忍

められた。

材質では、ほとんどのものは片岩が使用されていた

が、粘土で作られた5や、片岩質の11、須恵器底部を

再利用したと考えられた18なども認められた。

第18表 調査区内出土砥石一覧表

番号 長径x短径x厚／cm 重さ/g 出土位置 色調 材 斤只斤 備 考

1 (3.4) X2.3X0.8 11.8 SJ90カマド 暗 灰 凝灰岩 穿孔 1カ所二次被熱

2 (4.2) X2 7Xl.5 22.2 SJ119 P2 灰 凝灰岩

3 5 1X2.4Xl.8 19.9 SJ134覆土 暗 灰 凝灰岩 二次被熱

4 5 8X3.2X2.4 84.1 SJ174覆上 灰 凝灰岩 穿孔途中 1カ所二次被熱

5 6.4X3.7X3.4 88.9 SJlll・112覆土 良こ 灰 凝灰岩 穿孔 1カ所

6 5. 7X3.0X2.5 87.8 SJ156 No. 5 灰 黄 凝灰岩 穿孔 1カ所

7 (4.6) X4.5X3.6 105.9 SJlOO・lOl覆土 暗 灰 凝灰岩 二次被熱

8 7.5X5.1X2.9 193.3 SJ109覆上 黄 灰 凝灰岩， (7.8) X (5.4) X3.2 122.1 SJ134覆土 灰 黄 凝灰岩 二次被熱

10 (9.5) X5.2X4.4 294.6 SJ118 No. 3 灰 凝灰岩 二次被熱

11 17.3X5. 7X4.l 565.0 SJl00 • 101 No59 灰 白 凝灰岩

12 (5.5) X3.4X3.2 92.3 SJ292覆土 灰 凝灰岩

13 9. 7X6.4X3.3 252.4 SJ134覆土 灰 凝灰岩

14 (6.2) X5.1Xl.5 81.4 SE132覆土 灰 黄 凝灰岩

15 10.0X4.2X2.7 115.1 AB-20 G. No.93 灰 黄 凝灰岩 穿孔痕跡程度 2カ所

16 8.4X7.7X3.8 401. 4 SJ227覆上 灰 凝灰岩 二次被熱

17 (10.3) X5.9X4.4 350.8 SJ240覆土 灰 白 凝灰岩

18 7.9X2.7X2.5 85.5 SD38覆土 灰 白 凝灰岩

19 4. 7X3.3Xl. 7 34.0 P741覆土 灰 白 泥岩 穿孔途中 1カ所

20 (8.5) X (5.9) X (3.2) 163.1 SK370覆土 黒 褐 凝灰岩 二次被熱

h砥石 (595・596図）

本年度報告の調査範囲からは、合計20f固の砥石が検

出できた。石材は概ね凝灰岩であった。この石材は古

代から中世・近世まで埼玉県北部から出土する砥石に

最も一般的な石材であった。

1は撥形で、周縁の四面は使用されており、上端は

敲打され、下端は切断されていた。穿孔力噸忍められた。

2も撥形で、周縁の四面は使用され、上端は切断され、

下端は敲打されていた。 3も撥形で、周縁の二面は使

用されていた。上下端は切断されていた。 4は短冊形

で周縁の四面と上端が使用され、下端は切断されてい

た。穿孔の痕跡が認められた。 5は楔形で、周縁の四

面が使用され、三面は敲打されていた。穿孔が認めら

れた。楔形の砥石は、据え置きではなく、手で握り、

砥石の方を動かして使われたものと考えられた。 6は

撥形で、周縁の四面が使用され、上端と下端は切断さ

れていた。穿孔力鳴められた。 7も撥形で周縁の四面

は使用され、上下端は切断されていた。被熟による剖

落力謡忍められた。 8も撥形で周縁四面が使用され、上

下端は切断されていた。 9も撥形で周縁四面が使用さ

れ、上下端が切断されていた。 10は撥形で、周縁四面

が使用され、上端が切断され、下端が敲打されていた。
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11は分銅形で、周縁四面が使用され、上下端が敲打

されていた。 12・13は撥形で、周縁四面が使用され、上

下端が切断されていた。 14も撥形で、周縁四面が使用

され、上端は敲打され、下端は切断されていた。 15• 

16・17・18は撥形で、周縁四面が使用され、上端は切断

され、下端は敲打されていた。 19も撥形で、周縁四面

と下端が使用され、上端が切断されていた。穿孔の痕

跡が認められた。 20も撥形で、周縁二面が破砕され、

二面が使用されていた。上端は不明で、下端は敲打さ

れていた。
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第597図 調査区内出土金属製品(I)
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第598図 調査区内出土金属製品(2)
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i金属製品（第597。598図）

本年度報告の調査範囲からは、 53点の金属製品か検

出できた。

検出した金属製品の内訳は、耳環1点、刀子13点、

鋏2点、釘1点、鎚1点、斧1点、鎌4点、鏃6点、

不明品24点であった。

不明品の中の1点は、破片であり、一覧表中には記

載したが、実測は出来なかった。

1の耳環は、銅地に銀張りが施されていた。銅部分

は緑青に覆われていた。銀張りは、環内側面部分で遺

存状態が良好であった。断面形は楕円形を呈していた。

2 ~14は刀子で、この中には、マチが刃側にあるも

のと、棟側にあるものが認められた。 13は折り曲げら

れており、埋葬との関連が想定された。 14は、縁金具

や目釘が残存していた。

15・16は鋏であった。 15はクロス式で、刃部の先端を
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第19表調査区内出土金属製品一覧表

番号 遺 構 名 遺物種類 重量/g 備 考

1 SE40覆土 耳 環 5.63 直径2.0cm銅に銀張り

2 SJ266覆土 刀 子 9.58 現存長6.0cm

3 SJ240覆土 刀 子 4.25 現存長3.8cm

4 SK257覆上 刀 子~ 10 44 現存長4.4cm

5 SJ307覆土 刀 子 8.94 現存長4.2cm

6 表土 刀 子 7.61 現存長4.6cm

7 SJ273貯蔵穴覆土 刀 子 6.96 現存長5.9cm

8 SD38覆土 刀 子~ 15.46 現存長7.5cm， SD85覆土 刀 子 14.09 現存長5.8 cm 

10 SD90覆土 刀 子 14.51 現存長5.7cm

11 SXlO No48疇71 刀 f 19 42 現存長10.2cm

12 SK186 No. 3 刀 子 14 54 現存長9.5cm

13 SJ264覆土 刀 子 19.52 現存長10.6cm折り曲げられていた

14 SJ302覆土 刀 子 56.59 現存長11.7cm 

15 SX8 No.17 • 18 鋏 26.51 現存長10.2cmクロス式

16 SJ150覆土 鋏 10.67 現存長4.2cm丸バネ式か

17 SJ153 No. l 釘 15.38 全長6.0cm

18 SJ159 No. 8 鎚 43.64 現存長9.5cm

19 SD91覆土 多斤 148.31 全長8.0cm刃幅3.4cm厚さ1.5cm

20 SJ134 No. 4 鎌 42.20 全長10.7cm 

21 SD77覆土 鎌 14.84 現存長4.1cm

22 SJ201覆土 鎌 34.31 現存長5.6cm

23 S]189 No.25 鎌 121.87 全長16.8cm

24 SB79 PZ覆土 鏃 7.59 現存長4.5cm

25 SJ237覆土 鏃 6.69 現存長3.6cm

26 SJ274覆土 鏃 7.42 現存長4.7cm

27 SJ66カマド周辺 鏃 12 36 現存長5.5cm

28 SXlO No.13 鏃 5.12 現存長5.9cm

29 SJ226 No. 2 鏃 28.02 全長16.6cm片刃

30 SXlO No.48 棒状不明品 1. 60 全長2.7cm

31 表土 棒状不明品 3.28 現存長2.2cm先端部屈曲

32 SJ263貯蔵穴覆土 棒状不明品 2 00 現存長3.1cm

33 SX9 No.115 棒状不明品 3.14 現存長3.5cm

34 SJ91 No. 5 棒状不明品 4.60 現存長4.1cm

35 P856覆土 棒状不明品 6.75 現存長4.2cm

36 SD85覆土 棒状不明品 6.58 現存長4.1cm

37 SJ91 No. 5 棒状不明品 4.06 現存長4.0cm

38 SJ141覆上 棒状不明品 4.71 現存長3.9cm

39 SJ255覆土 棒状不明品 6.60 現存長3.5cm

40 SJ140覆土 棒状不明品 5.67 現存長4.6cm

41 SJ91 No. 5 棒状不明品 5.18 現存長5.0cm

42 SJ300 No.12 棒状不明品 9.66 現存長5.0cm

43 SJ251覆土 棒状不明品 8.99 現存長5.4cm

44 SJ185覆土 棒状不明品 11.26 現存長6.1cm

45 SJ240覆土 棒状不明品 6.24 現存長6.4cm

46 SE75覆土 棒状不明品 8.81 現存長7.0cm

47 SJ300覆土 棒状不明品 13.53 現存長6.7cm

48 SJ240覆土 棒状不明品 47.87 現存長6.1cm曲棒状品の組み合わせ

49 SJ265掘り方 板状不明品 6.26 縦3.6cm横2.0cm厚さ0.2cm

50 S]l76覆土 板状不明品 4.02 現存長2.6cm輻1.6cm小孔

51 SD38覆土 板状不明品 11.13 現存長4.8cm釘状の付属品小孔

52 SD38覆土 板状不明品 15.45 現存長7.1cm幅2.3cm小孔

53 SJ145覆土 破 片 14.78 破片のため実測不能
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欠いていた。 16は丸バネ式で、刃部のみが残存してい

た。いずれも類例の少ない遺物であった。

17は釘で、サビに厚く覆われていた。

18は鎚で、先端を欠いていた。住居跡の覆土の上面

から検出したもので、検出地点の近くに攪乱が認めら

れたので、混入品の可能性も考えられた。

19は斧で、緩やかに肩が張り出す有袋のものであっ

た。

20~23は鎌で、小形の20と大形の21~23に二分する

事ができた。いずれも柄は鈍角に装着されるものと思

われた。

24~29は鏃で、鏃身部が両刃と片刃に分けられた。

片刃のものには棘箆被が観察できた。29は完形であっ

た。

第599図
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30・35・39は緩やかなS字状に湾曲し、36・38・46は緩

やかな弧状に湾曲していた。 31は先端がL字状に曲げ

られており、32は途中から径がやや大きくなっていた。
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j木製品等（第599図）

本年度報岩の調査範囲からは、合計42点の木製品が

検出できた。 29点は柱材であり、それ以外の製品とし

ては、箸6点、壺1点、下駄1点、棒状木製品 1点、

曲げ物底板3点凹状材1点がそれぞれ検出できた。

1 ~5は箸であった。 6は中空の八角形の木製品が

欠失したものと考えられた。 7も箸であった。

8の壺は、日縁部から肩部にかけての小片であるが、

下駄や棒状木製品と同様に一木作りのクリモノであっ

た。 9の棒状木製品は、側面に黒色の付着物の痕跡が

認められた。 10は一木作りの連歯下駄であった。鼻緒

第20表調査区内出土木製品一覧表

番号 種 類 長軸x短軸x厚／cm 出土位置
1 箸 2.4 X0.4 SE81 

2 箸 1.4 X0.5 SE81 

3 箸 1. 7 X0.5 SE81 

4 箸 2. 7 X0.2 SESl 

5 箸 3.4 X0.4 SE81 

6 凹 状 材 8.1 Xl.4 SE120 

7 箸 12.0 X0.5 SE88 

8 壺 SE192 ， 棒状木製品 14.0 X4.0 SE44 

10 下 駄 16.4 X5.5 SE81 

11 曲 物 19.2 X0.7 SE30 

12 曲 物 (21.0)Xl.l SE68 

13 曲 物 8.3 X0.4 SE56 

K製鉄関連遺物

を通すための穴である「眼」は確認できなかった。釘

などを用いて留めた可能性も考えられたが、その痕跡

も認められなかった。下駄の歯は、前後ともに台形を

呈していた。 11の曲げ物底板は中央付近にーカ所の穿

孔力噸忍められた。

また、木製品とは異なるが、中椛の所産と考えられ

る井戸の覆土中層に、炭化した大最の小麦類が含まれ

ている事例力哺父見できた。井戸の覆土の中には、大型

の二枚貝の貝殻痕跡を含むものも二例あった。また、

SE-100の覆土下層からは、大型のヒョウタンも検出で

きた。

備 考

側面に黒色付着物

中央に 1ヶ所穿孔

（第600図） 第600図 調査区内出土製鉄関連遺物

本年度報告の調査範囲か
l □9 

らは、合計27個の製鉄関連

遺物力浙叫できた。

□ この中で、 20点は鉄滓で

あり、 7点は羽口であった。
¥ | 

［ / ＼ーl’／べ‘ ‘、
鉄滓・羽日は、いずれも遺

口構覆土に流入した状況で検

出できた。ただし、 SX12に

ついては、廃棄の可能性も

考えられた。 2• 4の羽日

は、先端部が残存しており、

他は両端を欠失していた。

゜
10cm 
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第21表 調査区内出土製鉄関連遺物一覧表

番号 遺構名 種類 重量／g 備 考

1 SJ131 鉄滓 90 95 

2 SJ186 鉄滓 199.88 

3 SJ197 鉄滓 8.65 

4 SJ245 鉄滓 166.69 破砕

5 SJ249 鉄滓 117 65 椀形滓か

6 SJ255 鉄滓 26.58 

7 SJ257 P3 鉄滓 44.24 

8 SJ298 鉄滓 7.95 ， SJ302 鉄滓 34.31 

10 SJ302 羽 ロ 20.75 

11 SJ302 羽 ロ 8.07 

12 SJ302 羽 ロ 5.03 

13 SJ316 鉄滓 176.73 

14 SJ318 鉄滓 39 68 

番号 遺構名 種類 重量/g 備 考

15 SJ338 鉄滓 5.21 

16 SD77 鉄滓 194.11 

17 SD81 鉄滓 83.47 椀形滓か

18 SDlOl 鉄滓 63.16 椀形滓か

19 S Z 4 鉄滓 11. 75 

20 SE75 羽 日 376 10 第600図4

21 SK319 羽 日 184.05 第600図3

22 SXlO 鉄滓 116. 98 破砕

23 SXlO No. 4 鉄滓 203.79 椀形滓か

24 SXlO No.10 鉄滓 32.48 破砕

25 SX12 鉄滓 12.51 

26 SX12 羽 ロ 22.68 第600図1

27 SX12 羽 ロ 76.34 第600図2

1小形土製品（第601図）

本年度報告の調査範囲

からは、合計7点の小形

の土製品が検出できた。

1 • 2は、手捏ね土器と

考えられるものであった。

1はやや厚い底部のみ

が残存していた。 SJ-151

の覆土の中から検出し

た。

2は完形品であり、口縁は薄く、やや欠落している

第601図 調査区内出土小形土製品
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5cm 

ものの、指による摘み出しの影響で、緩やかに5単位の

波状を呈していた。SJ-175の覆土の中から検出した。

3は棒状の土製品で、断面は押しつぶしたような形

態をしていた。 SJ-150から検出した。

4は中央部分に片側からの押圧によって、凹みがつ

けられた円盤であった。SJ-156の床面より検出した。

5~7は、壺や甕の模造品と考えられた。 5はわず

かに口縁部が残存する胴部の破片で、口辺部はヨコナ

デによって明瞭に作り出されていた。 SJ-263から検出
調査区内出土小形土製品

した。 6は日縁部から底部まで遺存していた、 1／冴閲変

の破片であった。前者と異なり、日辺部は指頭押圧に

よって作り出されていた。 SJ-153のP4から検出した。

7は完形であった。日辺部は指頭の押圧によって作り

出されていた。症状の突起が一ヶ所に作り付けられて

おり、突起はやや円柱状で、わずかに中空の様な状況

が窺えた。 SJ-71のカマド周辺から検出した。 6• 7は、

日辺部の作り出しにヨコナデが用いられておらず、か

つ、胎土の状況も他のものと異なっているので、縄文

時代の所産である可能性も考えられた。

番号 器 種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存率 備 考
1 手捏ね土器底部 3.0 ACEF 3 鈍い褐色 80 
2 手捏ね土器 3.0 2 4 ACDEF 4 橙 色 90 
3 棒状土製品 2.6 1.6 ACEF 3 鈍い黄褐色 80 
4 円盤状土製品 3.1 1.2 DF 4 淡黄橙色 90 
5 小形土器 ACDEFK 4 鈍い黄褐色 10 縄文か
6 小形土器 ACD 3 黄灰色 40 縄文か
7 小形土器 3.1 3.8 ACEF 3 黄灰色 100 縄文か
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mグリッド取り上げ遺物

帰属遺構が不明瞭な遺物をグリッドで取り上げた

が、この中で、 15点が実測可能であった。

1は、土師器杯である。表面採集であったが、完形

品であった。

2は、須恵器杯である。 AA-15グリッドから出土し

た。胎土の特徴から、湖西産と考えられる。全体的に

薄く、茎受けの立ち上がりが高い。

3 ~6は、須恵器杯である。

3は、南比企産と考えられる杯で、 AD-17グリッド

から出土した。底部は、糸切離し後、全面ヘラケズリ

調整されていた。

4 • 5も、南比企産と考えられる杯である。 4は、

AC-20グリッド、 5はAE-17グリッドから出土した。

2点とも、底部は、糸切り離し後、周辺部にヘラケズ

リ調整されていた。また、 5には火欅痕が認められた。

6は、末野産と考えられる杯である。表面採集資料

である。底部は、糸切後、無調整であった。

7は¢頁恵器盟である。T-13グリッドから出土した。

口縁部を欠損していたため、全体の器形は不明である。

天井部は、ヘラケズリされていた。胎土の特徴から、

末野産あるいは群馬産と考えられる。

8は、灰釉陶器の皿である。表面採集資料である。

グリッド取り上げ遺物観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土

1 杯 11.2 3.3 BDEHJ 

2 杯 8.8 3.5 BF  

3 昇； (13.6) 3.6 (8.5) ABFIL 

4 坑 (12.4) 3.5 7.8 ABI 

5 昇； (13.0) 3.4 (7.8) ABFI 

6 昇： (13. 0) 3.6 (6.8) ABDFHL 

7 芸r ABFL 

8 灰釉陶器皿 (9.0) BF  ， 避 BFJ 

10 長頸瓶 (10. 2) BF  

11 乖工 (26. 0) ADHJK 

12 珈平 5.6 ABDEHJ 

13 甕 18.0 ABDEHJK 

14 珈式 BEFJ 

15 片 ロ鉢 BF 

底部の破片であったため、全体の器形は不明である。

9は、須恵器遜である。表面採集資料である。日縁

部～頸部を欠損していた。球形の胴部には、刷毛状の

工具の木口で、連続的な剌突が、押し引きによって施

され、その後、径12mmの円形の孔が穿たれていた。

10は、須恵器長頸瓶である。表面採集資料である。

胴部以下を欠損していた。産地は明らかにできなかっ

たが、硬質で、全体的に赤銅色を呈していた。また、

部分的に自然釉がかかっていた。

11~13は、土師器甕である。

11は、 AA-20グリッドから出土した。胴部には、縦

方向のヘラケズリが施されていた。

12・13は、 AD-18グリッドから出土した。 2点とも、

胴部には、縦方向のヘラケズリが施されていた。また、

12の底部には、木葉痕が認められた。

14 • 15は、中世陶器の破片である。

14は、常滑産の甕の日縁部の破片である。 V-12グ

リッドから検出した。端部は舌状を呈し、古式の様相

である。

15は、片日鉢の底部の破片である。 AB-20グリッド

から出土した。産地は特定できなかったが、山荼椀系

の片口と考えられる。

焼成 色 調 残存率 備考

2 橙 100 c区表採
1 灰 95 湖西AA-15G

2 灰 30 南比企AD-17G

2 灰オリーブ 40 南比企AC-20G

2 灰 40 南比企AE-17G

3 灰 40 末野c区表採
1 暗 灰 40 群馬産？つまみ2.8cmT-13G

1 灰 白 破片 内面施釉C区表採

1 暗 灰 40 c区表採
2 暗 灰 70 外面自然釉C区表採

4 鈍黄褐 20 湖西AA-20G

4 鈍黄褐 40 木葉痕AD-lSG

3 橙 30 AD-18G 

2 赤 褐 破片 常滑V-12G

1 灰 破片 山荼椀系 AB-20G
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第602図 表土出土・グリッド取り上げ遺物
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v 結語
1.定型化以前の模倣坪

模倣杯定型化段階の一資料として、 SJ-143と109か

ら出土した杯類を検討してみたい。

1 SJ-143出土の坪類

SJ-143から出土した椀。杯類（第602図1~13)を

見てみると、その形態の特徴から、

a:日辺に相当する部分が、内斜する椀(1~3)

b:いわゆる紐状の杯（5• 6 • 8 • 11) 

C : bの杯に近く、わずかに日辺がヨコナデで作

り出された杯 (7)

d:浅く、内面に暗文を持つ杯 (12• 13) 

e :明瞭に日辺部が作り出された杯（4• 9 • 10) 

の五形態が認められた。

aの椀は、和泉期からの系統上に位置すると考えら

れるもので、SJ-143-1~3では、日辺部に相当する部

分の内斜度合いは弱く、底部外面が丸底状を呈し、底

央部がわずかに平らみを帯びていた。連続的なヨコナ

デは施されておらず、断続的なヨコナデで調整されて

おり、掌上での調整が考えられた。外面はヘラケズリ

されているが器壁は大量には削り取られてはいなかっ

た。底央部のわずかな平らみは、ケズリ残し部分であ

り、この点で後出の模倣杯のケズリとは異なっていた。

bの紐状の杯については、その中に、更に三つの底

部形態、

b 1 :底部外周がやや出っ張った様になり、底央

部がやや窪んだ上げ底状のもの (8)

b 2：底部外周が切り取られ、底央部がやや窪ん

だ、上げ底状のもの (6• 11) 

b 3：底部外面が切ったような平底のもの (5)

第603図 SJ-143出土坪類の形態
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か認められた。

本来は製作途上で、 8の様な外周がやや出っ張った

形態を持っており、その後に、ヘラケズリを施したも

のが5• 6 • 11であると考えられる。更に成形時に上

げ底状態力亨fしかったものが11であり、顕著でなかっ

たものが6であり、外周の出っ張りが弱く、底央部ま

でヘラケズリが及んだものが5であると考えられる。

外面のヘラケズリについては個体差が大きく、 8は

やや顕著で、 5にもわずかに認められ、 6 • 11はヘラ

ナデに近いものであった。底部の形態から、台上では

なく掌上で成形された可能性が考えられる。また、い

ずれにも赤彩力糧忍められた。

C もbに近い形態をしているが、ヨコナデで短い日

辺部が作り出されていた。外面には赤彩が認められ、

内面には暗文の痕跡も認められた。

dは浅い杯で、内面に規則的な暗文が認められた。

eは、前述したa~dとは明瞭に異なる一群であり、

広義の模倣杯の範疇に入るものである。

形態的には、輻広の日辺部が明瞭に作り出されてお

り、赤彩もされておらず、暗文も認められなかった。

これらの広義の模倣杯には、口辺部の作り出し方に三

つの差異、

e 1 :日辺部と底部の境界に稜を持たず、日辺部

が外反する模倣杯 (4)

e 2 :日辺部と底部の境界に稜を持ち、日辺部が

内湾する模倣杯 (9)

e 3 :日辺部と底部の境界に稜を持ち、日辺部が

外反する模倣杯(10)

か認められた。

e 1 (4)は、口辺部を作り出す際に、まず、日辺

部を外面から上方に押し出すように圧迫して、外反気

味の日辺部を作り出し、その後に、口辺部と底部の境

界あたりを内面から圧迫して外側に突出させて、日辺

部の下半としていた。この結果、口辺部下半の外面は

やや膨らみ、器面に粘土の膨らみに由来する開裂力汀忍

められた。そしてその後の調整が、顕著な指ヨコナデ

ではないために、口辺部下端に明瞭な沈線が作り出さ

れていなかった。底部外面のヘラケズリも顕著ではな

く、ヘラナデに近いものであった。口辺部の厚さは不

安定で、日端部も直線的ではなかった。

e 2 (9)は、日辺部を内面から上方に押し出すよ

うに圧迫して、底部と連続した内湾気味の曲線の日辺

部を作り出し、その後に、口辺部ヨコナデを行い、日

辺部下端に稜線を作り出していた。ただし、前二者と

大きく晃なる点は、日辺部が外反しておらず、底部と

連続的な曲線となっていた点である。外面のヘラケズ

リも顕著ではなかった。

e 3 (10)は、口辺部を外面から上方に押し出す様

に圧迫して、外反気味の日辺部を作り出し、その後に、

回転に強く依存したヨコナデを施していた。このため

に、口辺部はやや分厚いものの、厚さは一定となって

おり、日端部も直線的で、エ具の上下端が明瞭で、特

にエ具の下端では、明瞭な稜線が作り出され、これが

底部との境界となっていた。底部外面のヘラケズリも

さほど顕著ではなかった。

2 SJ-109出土の坪類

次に SJ-109から出土した杯類（第603図1~6)を

見てみると、

b' ：いわゆる器状の椀（1• 2) 

e 2' :日辺部と底部の境界に稜を持ち、口辺部

が内湾する模倣杯 (3• 4) 

e 3' :日辺部と底部の境界に稜を持ち、日辺部

が外反する模倣杯 (5• 6) 

といった三形態力襦忍められた。

b'の器状の杯(1。 2)については、 SJ-143で認め

られた、 bl~b3の様な多様性はなく、全て平らみを帯

びた丸底となっていた。赤彩も認められたが、 2では、

内面では日辺部に相当する部分のみとなっていた。大

きな特徴は、整形の痕跡が、回転により依存したもの

となっている点であった。特に日縁に近い部分でこの

傾向が顕著であった。又、外面では外周部と底央部の

整形が明瞭に晃なっており、外周部では、ナデあるい

はヘラナデであり、底央部ではヘラケズリが用いられ

ていた。日径もやや大きかった。
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e2'の杯 (3• 4)については、口辺部と底部の境界

部分について、口辺部下端の沈線の描出がより顕著と

なっており、やはり整形時の回転に対する依存の高さ

が窺えた。

e3'の杯は、日辺部と底部が明瞭に画された模倣杯

であった。 e2~e 2'は口辺部と底部が同一の曲線に

乗っており、 e3'は底部の上に口辺部が立ち上がって

いる点で、形態的に明瞭に晃なっていた。

3 SJ-143と109の位置づけ

模倣杯の定型化を、稜をもって底部と明瞭に画され

た日辺部がわずかに外反気味に立ち上がり、日端部に

面をもち、面上に沈線力噸忍められる杯の出現におくな

らば、 SJ-143-e 1~e 3、109-e2'・ e 3'は、定型化

する以前の模倣杯である。

SJ-143・109ともに、杯類の残存率は高く、それらの

杯類の中に日端部に面を持った模倣杯は検出されてお

らず、和泉期からの伝統上に位置づけ可能な形態a.

bが認められた。したがって、これらを模倣杯が出現

してから、定型化するまでの間の資料として位置づけ

ることが可能である。

SJ-143の杯類の組成を見てみると、形態a•b·d

は、形態・赤彩・暗文などの議点から伝統的な土器群

の中に位置づけが可能である。

形態 Cは、形態bの製作過程の中で、日辺部を作り

出したものであり、須恵器杯の形態構成（底部と日辺

第604図 SJ-109出土坪類の形態

部からなる）の影響を受けて、日辺部が作り出された

ものであり、伝統を基としながらも影響を受けた土器

群である。

形態eは、従米の系統の中からは出現してこないも

のであり、新たに出現した土器群である。つまり、伝

統的な土器群＋影響を受けた土器群十新たな土器群と

いった構成になっている。

SJ-109の杯類の構成を見てみると、形態b'は、伝統

的な土器群の中に位置づけが可能である。

形態e2'・ e 3'は、新たな土器群に位置づけられるも

のである。つまり、伝統的な土器群＋新たな土器群と

いった構成になっている。

SJ-143の段階では、外的な要因から、伝統的な土器

群の中で新しい影響を受けた折衷的な形態が出現する

一方で、新たな形態が不安定な内容で出現していた。

これらは時間の経過と共に、各形態内での型式論的な

内容が安定化し、同時に三形態の比率が変遷して行く

と考えられる。伝統が強ければ、新たな土器群に比し

て、影響を受けた土器群の出現比率と期間が長くなり、

新たな土器群への組成の遷移に時間がかかるであろう

し、外的な要因が強ければ、新たな土器群の出現比率

は急速に高まり、比較的短時間に組成か遷移して行く

と思われる。

SJ-143では、伝統的な土器群が種類、数鼠ともに多

く検出されると共に、影響を受けた土器群が認められ、

更には、新たな土器群が非常に不安定な斉

一性を欠いた形態で出現していた。

b' □□ロ 一方の SJ-109では、伝統的な土器群は

種類、数量ともに減少し、新たな土器群は

e2' □ 
e3' ／ロロ／
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一定の方向に収敏して行く様相を示して

いた。

4 模倣坪出現期の様相

埼玉県県北地域での模倣杯出現期の様

相は、型式論的に非常に混沌としている。

それは、外部で完成された（型式論的に安

定した）型式が、製作者の移入によって、

当該地域にもたらされたのではなく、在米



の製作者か、何らかの従来的ではない要索の影欝（そ

れは、須恵器指向といった観念的なものでもよいし、

回転台の導入といった物理的・技術的なものでもよい

し、大量生産の要求といった杜会的な要請でもよい。

ただし、ここで以上にあげた要索を具体的に模倣杯成

立の要因として特定しているわけではない）を受けて、

徐々に製作物が変容して行った結果、新しい型式の出

現過程が混沌としたものとなった事を意味していると

考えられる。

模倣杯の出現過程については、具体的な製作工程で、

どのような要索が、どのような影響を与えたかについ

ての検討が必要である。

5 模倣坪が定型化する過程

模倣杯が定型化する過程を形態eに注目して見てみ

よう。

elは、口辺部を作り出す点では、須恵器杯の形態構

成を意識している。しかし、日辺部下半を内面から圧

迫して作り出しており、日辺部と底部を稜線で画して

もいない。製作も回転台が用いられていない。模倣の

重点は、日辺部を垂直に長く立ち上げるといった形態

の第一印象的な特徴に置かれている。これらのことか

ら、形態構成を意識しているが、形態構成は十分に理

解されず、製作過程での技術が伴っていないものであ

ると位置づけられる。

e 2は、底部から形態的に連続する口辺部に対して、

沈線と稜で、両者を画している。沈線と稜がなければ、

丸い器のような形態である。ここでは形態構成の重点

は稜線の描出による日辺部の作り出しに置かれてい

る。底部と日辺部がおそらく同一単位の粘土塊から連

続的に作られ、稜線を作り出すことによって日辺部を

作出している。形態構成は理解されているが、形態構

成に関わる製作過程の役割は十分に咀噌されてはいな

し、

゜
e 3は、底部と日辺部が形態的に連続せずに明瞭に

分節化され、両者の間が稜線で画されており、製作過

程で回転台も使用されており、明瞭な模倣杯である。

底部と日辺部が異なった単位の枯土塊から作り出さ

れ、成形時から従米とは臭なった工程を経ている。形

態構成の上でも、製作過程での技術tでも後出の模倣

杯的な要索を満たしているといえよう。

e3'は、 e3の延長卜でとらえることができるもの

で、定型化した模倣杯にかなり近づいている。日辺部

形成上の大きな特徴は、日辺部上半は外側からの圧迫

が強く外反し、口辺部下半は内側からの圧迫が強く内

湾気味な点である。

b形態とした半球形の杯は、椀．杯類の製作工程の

当初に粘土によって形成された基本的な形態（基本体）

に近いものである。この基本体に対して様々な工程を

経ることによって多様な杯類が作り出されると考えら

れる。従って、時期や地域を問わずに省略形として出

現しやすく、又、それらの多くは省略形であるが故に

独自に変遷するものではなく、系統がたどりにくい。

模倣杯の出現期においては、この基本体に対して、

ョコナデと沈線の描出によって、口辺部を作り出す試

みがなされる。 e2の形態はこのように解釈できる。

また、基本体が回転台上で作られはじめる中から模倣

杯の安定した製作工程が模索され始める。各地で認め

られる e3の多様性は、このように解釈できる。

そしてこのe3の様な模倣杯が様々な形態上の多様

性を持って各地で生産され、その中で、形態的に収敏

してゆき、 e3'の形態を経て定型化した模倣杯が成立

したと考えられる。

2.赤彩された怨形の坪
赤彩された器形の杯の編年的な位置づけが、前年度

の報文で問題となっていた。この形態をもった杯の編

年の難しさは、先に述べたように、基本体に近い省略

形の杯である事に起囚する。

本年度の調査範囲からも、 SJ-125からまとまって検

出されているので多少検討してみたい。

1 SJ-125の組成と位置

SJ-125出土の杯類は、主として 1~5の怨形の杯、

7~9の有段口辺芥、 10~12の北武蔵型杯によって構

成されていた。
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先年度の古田による報文中で編年的位置について問

題が提起され、有段日辺の杯との共伴関係に留意しつ

つも娼終的には、集落第I期の所産とし、和泉式系の

土師器の様相を残す杯として扱われた (SJ-83-1 

~12)。

SJ-125で認められた有段日辺杯 (7~9)や北武蔵

型杯（10~12)も、 1~5の器形の杯とは、時期を臭

にすると考えられる。本遺跡で調査時に認められた現

象として、鬼高期でも古い様相を持った住居跡で、覆

土の上層部分に真間期の遺物が、一括投棄と考えられ

るような状況で検出されたことをあげることが出米

る。本住居跡の遺物の出土状況もこのようであり、本

来的に住居跡に帰属する杯類は1~5であり、 7~12

は覆土上層への一括投棄であると考えられた。

このことは、重複関係からも見て取ることが出来る。

SJ-125は、 SJ-124との重複によって覆土のおよそ1/4

程度を失っていた。土層観察によって SJ-125よりも

新しいことが明瞭な SJ-124出土遺物を見てみると、

それよりも古い SJ-125か真間期の所産ではないこと

は明瞭である。

次に、 SJ-125出土杯類の1~5を先に述べた杯b形

態と比較してみよう。

赤彩が施されていたことは、SJ-143、109同様であっ

た。ヨコナデは、 SJ-109よりも更に強くなされている

個体が散見された。ヘラケズリに関しては、ヨコナデ

同様に SJ-109よりも更に多用されていた。胎土の表

面の状況も、 SJ-143のような緻密なものではなく、 SJ

-109よりも更に粗雑になっていた。日唇部の形態も、

特徴的であった。 SJ-143では丁寧に指で仕上げられ、

やや薄く端整に作られていた。 SJ-109では、回転に依

存して成形を行う傾向が強く現れたため、日唇部はや

や厚くなり、内面のヨコナデが日端部まで届いていな

いために、口唇部内面はやや玉縁状に肥厚する傾向が

わずかに認められた。 SJ-125では、この傾向が更に顕

著で、日唇部内面はおしなべて丸く肥厚していた。

じ上ヒの観察結果から、 SJ-125出土の杯は、 SJ-143、

SJ-109よりも後出的であるとする事が出来る。そし

て、類似性から単純に見比べるなら、 SJ-109よりもか

なり後揺勺な傾向力喝忍められる。（大屋）

3.第 9号性格不明遺構について

第9号性格不明遺構（以下SX9)からは、 7匪紀後

半を中心とした土師器・須恵器の破片が多量に出土し、

この地域の土器編年を考える上での良好な一括資料を
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得た。以下、この SX9について、一部本文と重複する

か、遺構の特徴及び出土土器について考察したい。な

お、遺構・遺物の詳細については、事実記載を参照さ

れたい。

1 遺構について

SX9の平面の形状は、複数の土壊が重複したような

不整形であったが、覆土は連続していた。

覆土は、概ね黒褐色土が主体であったが、特に第3.

4層は、それぞれ炭化物と灰、焼土と灰の互層となっ

ていた。遺物は、 3層の上面付近から出土した。

遺構は、覆土の状況から、この場で火を焚いた可能

性があり、遺構の性格については、調査中は、土師器

焼成遺構の可能性を想定したが、出土遺物には小破片

が多いこと、土師器と須恵器が共伴すること、土師器

の杯類に複数の系統力瑶忍められることなどから土師器

焼成遺構とは考えにくい。

出土遺物は、焼土・炭化物層の上面から出土してお

り、また、土器には二次焼成を受けたものが殆どない

ことから、この場で木材等を燃やした後、一括して投

げ込まれたものと考えられる。

2 出土遣物について

出土遺物は、土師器・須恵器の破片が多量に出土し

た。特に土師器杯には、複数の系統が認められた。こ

こでは、土師器杯を中心に分類を試みた。なお、この

分類は、SX9の出土遺物を整理する上での便宜的な分

類であり、退跡全体の出土遺物の分類とは晃なるもの

である。以下、各分類を列記する。また、（）内の遺物

番号は、本文中第521• 522図に対応する。

杯A類丸底で口縁が内屈するもの(1~9)

昇：B類丸底で日縁部に段を有するもの (10~13)

昇：C類丸底で日縁部は短く立ち上がり、口縁部と

体部の間に弱い稜を有するもの (14~21)

杯D類丸底で日縁部は直線的に立ち上がり、日縁

部と体部の間に稜を有するもの (22~25)

杯E類 日縁部が緩いS字状となるもの (26)

杯F類底部は偏平気味で口縁部は直線的に立ち上

がるもの (27)

杯G類椀形の杯 (28)

杯H類内湾気味で、日縁部は短く立ち上がり、体

部との境に稜を有し、暗文を有するもの

(29 • 30) 

A類は、北武蔵を中心に、 7世紀中葉以降に出現す

る、いわゆる内屈日縁杯と考えられる。日縁部の形態

は、屈曲の強いもの (A1類、 3 • 6 • 7)、内湾気味

に直立するもの (A2類、 1 • 2。4・5・8・9)

があった。（第606図）

Al類は、日縁端部の屈曲は強く、端部はしっかり

と調整され、口縁部が肥厚し、玉縁状になる部分もあっ

た。杯の法量は、日径10~llcmに限られた。

A2類は、 Al類に比べ屈曲は弱く、屈曲しながら

第606図 sx 9出土坪A類の細分

ニこ-- -
A1 ~~, 

’•—-----__,/ 3 口 口

三 ｀口／ ロロニロ
A2 

口 □ 
こ

゜
10cm 
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も上方へ立ち上がる。法最には、日径10cm未満のもの、

10~13cm未満のもの、 14~15cmのものがあった。日径

15cmを超える大型の杯は含まれていなかった。また、

底部はヘラケズリ、ケズリは口縁部直下まで及んでい

た。

B類は、いわゆる有段日縁杯である。日径は10cm

~11cmと小型である。埼玉県北部では、主に妻沼低地

を中心とした大里地域で出土する土器である。

C類は、系統の不明な土器群である。鬼高系の模倣

杯の小型版と見ることもできるが、日縁部は僅かに内

傾し、稜は弱い。口径は全て10cm以下と小型で、体部

下半部はヘラケズリ、上半部は指押えと思われる凹み

が残っていた。

D類は、須恵器模倣杯の系譜を引く杯に似るが、全

て日縁端部に沈線を有しており、また赤彩される等、

県内では比企・入間地域で主体的に出土する土器で、

比企型杯の影響下にある土器群と思われる。

E類は、いわゆる比企型杯と思われる。口縁部はS

字状に外反する。日縁部と底部の境は明確な稜を持た

ず、丸みをもっている。小破片が多く、全体の形状を

復元できるものはなかった。口縁端部には沈線を有し、

赤彩が施されていた。

F類は、胎土は比企型杯と似るが、日縁部は直線的

に立ち上がり、底部は偏平気味であった。小破片が多

く、全体の形状が復元できたものは少ないが、全てロ

縁端部に沈線を有し、赤彩が施されていた。

G類は、出土点数が少なく、全体の形状を復元でき

たものは少ないが、日縁端部に沈線を有し、赤彩が施

されていた。

H類は、深身のものと浅身のものがある。日縁端部

は短く立ち上がり、内面に暗文が施されていた。

以上土師器杯の分類を試みたが、士ネの破片は、形態

の明確な口縁部の破片は、総数で358点出土した。この

うち、 A類は128点、 B類は81点、 C類は65点、 D類は

22点、 E類は22点 F類は5点、 G類は5点、 H類は

35点であった。この中で主体的なのはA類• B類とな

る。しかし、これらは、日縁部の破片数で、個体数で

はない、したがって、必ずしも器種組成の実態を表し

ているものではない。出土した土器は、小破片が多く、

個体数を導き出すことはできなかった。

これらの土器群は、出土状況から、一括性の高いも

のと考えられ、本遺跡あるいは行田市周辺地域におけ

る古墳時代終末の土器編年の軸となりうるものと考え

られる。

今回は、本遺跡の出土土器全体の編年を行わなかっ

たため、ここでは、 SX9出土土器の、特に杯A類を中

心に北武蔵での編年的な位置付けを試みてみたい。

北武蔵では、地域の土器編年を考える上で良好な遺

跡として、本庄市今井遺跡群G地点・上里町八幡太神

南遺跡。同立野南遺跡（富田・赤熊1985)がある。

このうち、今井G地点2号住居跡（以下今井G2 • 

八幡太神南A地点 1 号住居跡（以下八幡A)•今井G地

点5号住居跡（以下今井G5)・立野南2号住居跡（以

下立野南）出土土器は、北武蔵における土器編年の基

準資料となっている。

これらは、今井G2→八幡A→今井G5→立野南の

順に変遷し、 7世紀後半～末段階に位置づけられる（赤

熊1988、坂野・富田1996)。

内屈口縁杯については、鈴木徳雄氏・赤熊浩一氏の

分析に従えば、口縁部の形態は、内屈→内湾→直立、

体部の形態は深身→偏平化という変化をたどる（鈴木

1984、富田・赤熊1985、赤熊1988)。

SX叫Al 類•A2 類はとしたものは、赤熊氏の分

類では、土不B類として分類されているものに相当する。

赤熊氏は、今井G。八幡A・立野南の出土土器の分析

に際して、杯B類とした内屈日縁杯を、八幡Aの段階

で、今井G2から続く口縁部の屈曲の強いものと、新

たに日縁部が屈曲しながらもやや上方へ立ち上がる系

列を設定している。 SX9の内屈日縁杯は、その形態の

特徴から、 Al類は前者（仮にB類左列とする）に、

A2類は後者（仮にB類右列とする）に相当するもの

と考えられる。

今井G2杯B類は、日縁の屈曲が強く、端部は内外

面ともしっかりと調整され、玉縁状に肥厚する特徴を
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持っている。

一方、今井G2から続く八幡AのB類左列では、屈

曲・調整が弱い。

この2者と SX9のAl類と比較した場合、日縁部

の屈曲は、今井G2よりやや上方に向き、端部の調整

も、弱く、八幡Aにより近い形態を持っている。

また、八幡AのB類右列と、 SX9A2類と比較した

場合、口縁部の屈曲の度合いは、 SX9の方かやや内側

に向くため、八幡Aより前に置くことができるが、差

はあまりない。

赤熊氏の提示した編年表では、今井G2の段階に、

SX9A2類の形態の杯は提示されていない。しかし、

今井G2出土遺物を観察すると、上方に立ち上がる、

SX9A2類及び八幡AのB類右列に相当する一群が

抽出できる（第607図）。これらを比較すると、 SX9A

2類の口縁端部の立ち上がりは、八幡Aにより近い形

態を取りながらも、今井G2と八幡Aの中間形態とな

る。

このことは、 SX9A2類は、八幡AのB類右列の祖

形であった可能性を示唆するものであり、今井G2で

新たに抽出した SX9A2類に相当する一群は、更に

その祖形であった可能性がある。したがって、赤熊編

年のB類右列は、今井G2B類から分岐したものでは

なく、今井G2段階で、少なくとも 2種類の系列が共

存していた可能性がある。

以I::SX9A 1 類•A2 類について述べてきたが、 A

1 類 •A2 類は、今井G2 より新しく、八幡Aより古

いか、或いはほぼ同時期のものである可能性がある。

一方、 SX9では、土師器と共に、少量ではあるが、

i般入品（湖西産か）と思われる須恵器が出土した。

須恵器には、杯・蓋・甕・長頸瓶があるが、形状の

復元できたものは、杯と蓋のみであった。

杯は、蓋受けの立ち上がりを有するもの (43) と、

蓋受けを持たないいわゆる「逆転後」の杯 (44)が共

存する。日径は、 2点とも10cm以下と小型であった。

蓋は、かえりの無いもの (45• 46) と、かえりの有

るもの (47• 48)が共存する。かえりの有る蓋にはつ

まみが無い。つまみの剥落した痕跡は認められなかっ

たため、つまみを持たない叢であった可能性もある。

日径は4点とも10c叫］下と小型であった。

今井G2 ・八幡Aからは、須恵器杯・蓋が多量に出

土したが、合子状の蓋・杯と、いわゆる「逆転後」の

蓋．杯が共存する点で、 SX9と共通する。

今井G2 ・八幡Aの場合、いわゆる「逆転後」の杯

が主体的である。 SX9は、須恵器の出土羅が少なく、

組成比を導き出すことはできなかったが、かえりの有

る蓋には、つまみを持ったものが含まれておらず、出

土点数が少なかったため、判断できないが、八幡Aの

須恵器の組み合わせより古相を示す可能性がある。

また、 SX9出土須恵器杯・蓋は、胎土の特徴から湖

西産の可能性があるが、日径10c叫」下で、合子状の蓋・

杯の中では、最も小型化する段階のものと考えられる。

「逆転後」の杯・蓋も、最も小型のものになると考え

られ、それらが混在する段階は、後藤健一氏の編年（後

第607図 sx 9坪 A2類に相当する土器

今井G2

こ

八幡Al

こ三三／）

｀ 
三

□ 5 ロロニ：

ロニ三／
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藤1989)によれば、湖西第III期の古い段階に相当する

ものと考えられる。

今回は、杯A類を中心に、主に武蔵北部の編年との

対比を行った。既に見てきたように、 SX9杯A類は、

今井G2段階より新しい可能性を指摘できた。しかし、

SX9では、有段口縁杯、比企型杯、在地の暗文土器等、

多種多系統の土師器杯が出土しており、これらの分布

の中心地域との対比を行っておらず不十分な検討と

なってしまった。今後の課題としたい。 （栗岡）

4.北武蔵型坪の系統について

1北武蔵型坪の既存の編年

鈴木による北武蔵型坪の型式論的研究

北武蔵型杯については、鈴木徳雄の「いわゆる北武

蔵系土師器杯の動態」 (1984)によって、間断のない変

遷の傾向が示された。この中で鈴木は、須恵器模倣杯

である杯A形態に対して、北武蔵型杯を杯B形態とし、

疇内屈日縁形態と呼び、更に、甕2類から甕5類に

各々共伴する杯類を抽出して、

a 甕2類に伴う士不：小さく内屈する日縁を有

し、日径11~12cm程度のものが一般的であり

比較的小ぶりで、丸底を呈する

b 甕3類に伴う:J:不：甕2類に伴う杯に類似して

いるが、口径は12~14cmが一般的であり、ま

た口縁の内屈部の長さが前類より長く明瞭で

ある。

第608図 鈴木による動態的変遷模式

c 甕4類に伴うj:不：甕2~3類に伴う杯に認め

られた口綜の内屈は弱まり、やや直立気味と

なり、あるいはこの屈曲部の内面は直立し外

面のみでこれを表現する。日縁内屈部下にゆ

るい屈曲点（腰）を有し丸底を呈する。

d 甕5類に伴うj:不：日縁の内屈が4類よりも更

に弱まり日縁外のみヨコナデによって内屈部

を表現し、口縁は直立傾向が顕著である。丸

底を呈するとはいえ体部屈曲点も前類より下

方に存在し、より扁平である。

のように、変遷傾向を明示した。

この鈴木の論考は、土師器の編年のみを目的とした

ものではなく、範型論に代表されるような、分析者の

存在位相に無批判的な型式論に対する批判であると共

に、型式と年代の明瞭な弁別、人為的な製作物に対し

ての連続的な形態変遷とその要因の想定、および画期

の抽出などを行い、操作の比較的行い易かった土師器

を題材にして、型式論および型式論的取り扱いを整備

しようとする試みであった。

ここで注目しておきたいのは、北武蔵型杯を、模倣

杯との形態の間に飛躍があるとしながらも、全く別系

統のものではなく、鬼高系の有稜の模倣杯を揚棄して

成立したものである、と系統関係を模倣杯の延長上で

とらえた点と、北武蔵型杯出現以降は、単系的累積的

変化を辿るもので、巽系統の複合。重層は認めがたい

とした点である。

1類 2類 3類 4類 5類 6類 7類 8類 9顆！ 10類 11類 12類 113類
14類 15類

IIIIIIIIニニこごII
赤熊による編年案の提示

1985年及び、 1988年には赤熊浩ーが、今日の該期の

基準資料となった一連の遺跡群の報告を行い、先に鈴

木の示した変遷傾向の追試を行った。これらの豊富な
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出土遺物の検討によって行われた、北武蔵型杯につい

ての赤熊の主張の中で重要な点は、その起源を金属婉

模倣の杯であると想定したこと、成立当初から法最分

第609図 赤熊による編年図
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いう前提から導かれたものである。

後者は、鈴木の提示した変遷傾向を実際の一括資料

を用いて追試して行く中で、変遷傾向に合わないもの

を、側系統と認定して、制齢解消を図ったことによる。

つまり、今井G2→八幡太神南Al→将監塚・古井戸

Hl60→立野南 2といった編年的な序列を提示する

第610図 富田による土器様相

（第609図）中で、鈴木によって提示された北武蔵型杯

の変遷傾向を、赤熊はその口辺部形態から屈曲→内湾

→直立と抽象化し、一括出土遺物の中でこの傾向に合

致しないものを、随時側系統として派生（例えば将監

塚・古井戸H160での杯C類）させた編年図を作成する

こととなった。
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第611図 坂野・富田による年代案

北関東 標識遺跡 飛烏 標識遺跡 畿内系土師器

I（古） 今井川越田42住 I 600 小墾田宮RD050

I （新） 今井川越田42住 II （古） 川原寺 SD02

II（古） 今井川越田98住 II （新）640 山田寺整地土 国分僧寺・尼寺中間］区14住

II（新） 今井川越田 5住
飛鳥池下層SD809

III 国分僧寺・尼寺中間 I区58住
今井川越田33• 55 • 58 • 74 • 87住

坂田寺RGIOO・雷丘北方SD3580 III 

IV（古） 今井遺跡群G地点 2住 IV（古） 660 水落石組体積層

IV（新） 八幡太神南A地点 1住 IV（新） 大官大寺下層SK121 

V 今井遺跡群G地点 5住 V （古） 675 藤原宮SD1901A下層

VI 立野南2住 V （新） 695 藤原宮SD170 荒砥天ノ宮B6住

富田による北武蔵型坪の遡及

199呼の論考の中で富田和夫は、今井川越田遺跡第

33 • 55 • 58 • 7 4 • 87号の各住居跡出土遺物を取り上げ、
赤熊編年で古い様相と位置づけられた今井G2以前の

段階で、既に半球形の丸底椀形態のものが定量組成に

加わるとした。これは北武蔵型杯の出現期を遡及させ

た試みであった。口縁部内面が肥厚して内傾する面を

もち、銅婉を模倣したと思えるものが認められること

や、日縁部形態に多様性が認められる事なども指摘し、

こうした丸底椀形態が組成に加わる中から北武蔵型杯

が出現したと推定し、この時期に金属器指向を反映し

た器種組成が認められるとした。また、小形の模倣杯

についても、北武蔵型杯の影響であるとした。

編年に関わる二三の問題

北武蔵型杯は、編年の基準資料での遺物量も多く、

変遷傾向も、屈曲→内湾→直立（あるいは内屈→内湾

→直立）と抽象化されているにも関わらず、具1枯勺な
出土遺物が編年的に位置づけにくいという特性を持っ

ている。

屈曲→内湾→直立といった変遷傾向について、数量

比的な傾向が認められるように見えるが、各形態の単

独出土資料の蓄積は皆無に等しい。これは長時間の間

に屈曲→内湾→直立といったように形態変遷したもの

が、消費の場で混在して使用されていると考えるには

無理がある事を示している。

坂野・富田による、北関東第W段階（古）今井G2

→北関東第w段階（新）八幡太神南Al→北関東第V
段階今井G5といった変遷に基づく年代案の中では、

N段階開始からV段階終焉までにおよそ40年間の時

間幅が与えられている。 40年の時間幅の中で、日縁部

形態が内屈→内湾→直立といった変遷過程をたどると

すれば、今井G2、八幡太神南Al、今井G5と言っ

た各期の基準資料で、形態分類した遺物が、単独で検

出されない理由が説明できない。須恵器よりも遥かに

消費傾向の著しい土師器が、内屈→内湾→直立といっ

たように単系的に変遷するならば、集落等の実際の消

費現場で、混在して検出される事に対して、合理的な

説明を加えることは非常に困難である。

つまり、実際の一括資料に絶えず内屈～直立に至る

様々な形態のものが混ざっているのである。これらの

ことは、複数の系統が存在し、単に屈曲→内湾→直立

といった形態の変遷傾向では括れない様相であるとい
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第612図 赤熊による北武蔵型坪の系統関係

坪B類（左列）

八幡太神南Al

うことに他ならない。

ここで再び赤熊の提示した編年図を見てみよう。第

612図は、 1988年の編年図をもとに、 1~3期までの杯

B・C類を拾い出し、断面形態を累積させて、赤熊の

主張する系統関係に沿って配列したものである。

第一に問題となるのは、八幡太神南Al段階での杯

B類右列から、将監塚・古井戸H160段階の杯B類右列

と、杯C類が生成するという点についてである。断面

形態で見る限り、将監塚・古井戸H160段階で出現した

とされる杯C類は、前段階での杯B類右列に連続性が

良いように感じられ、将監塚・古井戸段階の杯B類右

列に置かれたものは、むしろ前段階の杯B類左列と連

続性が良いように見える。

このように、八幡太神南Al段階から、将監塚・古

井戸H160段階にかけて、二つの系統（土不B類左列・同

八幡太神南Al

将監塚古井戸Hl60

右列）が連続的に変遷する可能性が出てくれば、第二

の問題として、今井G2段階で杯B類右列に該当する

遺物が存在するのではないかということが考えられ

る。今井G2段階での杯B類左列は、一括資料の中か

ら恣意的に選び出されたものであり、選び残された大

多数の土器の中に、杯B類右列に該当するものがある

のではないかという事が考えられる。

以上のように系統関係について修正を加え、新たに

今井G2の編年表に取り上げられていなかった遺物の

中から、杯B類右列の系列に該当しそうな個体を選び

出して作成したのが第613図である。

右列、左列ともに、各段階を通じて、連続性が良く

なっている。ただし、まだ異系統の個体が混入してい

る可能性が考えられる。従って、系統関係をより純粋

な形で抽出し、北武蔵型坪の系統関係をより鮮明化し、
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第613図 系統関係に修正を加えた北武蔵型坪
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編年作業をより客観化するために、基準資料に立ち

返って、検討を行ってみたい。ここで言う基準資料と

は、今井G2、八幡太神南Al、将監塚・古井戸H160

などである。

2 今井G2出土坪類

坪類の観察

今井遺跡G2号住居跡出土の杯類は様々な様相を含

んでいたが、大別すると、

・模倣杯

・ロ唇部内面が玉縁状に肥厚するいわゆる古い様

相の北武蔵型杯

・模倣杯と北武蔵型杯の中間的な様相で、模倣杯

よりは口辺部が短く、古い様相の北武蔵型杯よ

りは日辺部が明瞭で日唇部内面が玉縁状を呈し

ていないj:不類

•その他の杯類

に分けることが出米た。

以下では便宜的に、模倣杯を杯a、

古い様相の北武蔵型杯を杯C、模倣杯

と北武蔵型杯の中間的な形態のもの

を杯b、以上に属さないものを杯dと

呼称しながら、各々について観察して

みた（以下で指示する図版番号と遺物

番号は原典のものである）。

坪a

模倣杯は、第66図6• 7 • 11等であ

る。これらは小ぶりではあるが模倣杯

の一般的な特徴を備えていた。模倣杯

の一般的な特徴とは、形態では、日辺

部と底部が明瞭に分節化されている

ことであり、調整では、口辺部がヨコ

ナデされていることであり、整形では、

底部外面がヘラケズリされているこ

とである。

日辺部のヨコナデは強く、下端が稜

線となっていた。日唇部のヨコナデも

強く、外面では端部上面が隆起し、日

辺部のヨコナデ上端に段か認められた。つまり、日辺

八幡太神南Al

将監塚古井戸Hl60

部ヨコナデの上下両端は明確な段によって画されてい

た。

日径では、小 (6• 7) と中？ （11)が認められた。

坪c

北武蔵型杯は、外面では底部から日辺部まで器形の

曲線が連続し、形態上からは、日辺部が明確に作り出

されていなかった。内面も同様であるが、唯一口唇部

が玉縁状に肥厚していた。

口辺部のヨコナデは、下端に稜線が作り出されてお

らず、下端が不明瞭であった。口唇部のヨコナデは内

面の肥厚とともに、口端部外面でも僅かな粘土の肥厚

による段が認められた。

ロ径では、小(15~19)のみ力疇忍められた。
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坪b

杯bは、模倣杯と北武蔵型杯の中間的な存在であっ

た。日辺部を作り出した北武蔵型杯ともいえるし、ロ

辺部を屈曲によって表現した模倣杯ともいえるような

ものである。

口辺部は屈曲により明瞭に作り出されていた。口辺

部ヨコナデは、外面では下端に僅かな段を作り出して

いた。日唇部ヨコナデでも、外面端部に僅かな粘土の

肥厚による段か認められた。

日径では、小（13・14・21)、中 (23• 25 • 26)が認

められた。

模倣坪の製作工程

ここで、模倣杯の製作工程を考えてみよう。従米土

器作りを行っていなかった者が、北武蔵型杯の製作に

携わったのであれば、全く新しい製作工程をとってい

る可能性もあるが、模倣杯の製作者が北武蔵型杯の製

作に携わったのであれば、鈴木の指摘するように、北

武蔵型杯の製作工程もまた、模倣杯の製作工程を基と

して成立していたと考えられるからである。

今井漣性がG2号住居跡から出土した模倣杯は、小ぶ

りで口辺部も短い（第66図6• 7 • 11）。これらの製作

工程は、原則的には回転台に設置した粘土円柱上に、

概ね口辺部に相当する部分の粘土紐を置き、円柱の粘

土と一体化させながら、杯形に成形したと考えられる。

この時に、日辺と底部の境界である器形の変換点と、

粘土紐と粘土円柱の境界を、必ず、一致させずにずら

すことを原則としている。器形の変換点と粘土の境界

が一致するならば、当該箇所に強度上の問題が発生す

るからであると考えられる。従って、粘土の境界は、

日辺部の下位か、底部の外周、希に日辺部の中位から

上位に認められることがある。

具体的な製作工程

具体的な成形過程は、

①粘土円柱上に粘土紐を設置する。

②粘土円柱に上から押圧を加え、凹みを作りなが

ら口径を広げて行き、この工程の中で、粘土紐と一体

化させ、椀形の基本体（模倣杯基本体）を作る。

謬本体の予定日辺部を二指で挟み込みヨコナデ

しながら、より垂直に立ち上げ、予定底部と形

態的に分節化する。

④基本体の予定底部の外周を二指で押圧し、予定

日辺部と形態的に分節化する。

⑤予定日辺部を再び二指で挟み込み、ヨコナデし

て、外反する日辺部を作り出す。

⑥口唇部を二指で挟みヨコナデして仕上げる。

⑦粘土円柱から切り離す。

⑧定の乾燥の後にヘラケズリを行う。

といった、工程が想定される。

これらの各工程の中で、器面には適宜ナデとヨコナ

デカ哺じされ、製作痕跡は残っていない事が多いが、こ

れらの工程の痕跡が認められることもある。

例えば、第66図7の個体を詳細に観察すると、底部

外周に粘土の境界が認められ、日辺部に粘土紐の端緒

と終端の繋ぎ目、更に、底部外周に予定底部の外周を

二指で押圧した痕跡が明瞭に認められた。

工程の省略

これらの工程の中で、基本体が出米たあとの、⑦の

切り離しまでの間に存在する③・④の工程は、日辺部

を明瞭に分節化する工程であり、省略が可能である。

これは日辺部が不明確になってくる須恵器の形態変化

の方向性とも対応している。

このようにして模倣杯製作の具体的な工程を考えて

第614図模倣坪と省略形
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みると、先ほどの分類でその他とした個体の中に、模

倣杯の製作工程の中から、その出現を説明できるもの

が存在する。

③での、基本体の予定底部の外周を二指で押圧し、

予定口辺部と形態的に分節化するといった工程を省略

した個体が、第66図10であると考えられる。

また、③のみならず、④での、予定口辺部を再びニ

指で挟み込み、ヨコナデして外反する日辺部を作り出

すといった工程までも省略した個体が、第66図4であ

ると考えられる。これは、③。④の両工程を省略して

いるので、より基本体に近い形を残していると考えら

れる。

いずれも、椀形の基本体に対して⑤以降の工程は経

ているので、日辺部と底部の分節化は辛うじて認めら

れる。

坪bの製作工程

このように考えたとき、先はどの杯bは、基本体成

形後の工程について、④工程の省略を前提として、③

工程の際に、予定口辺部の屈曲を、予め強めに作り出

したものであると考えられる。即ち、工程の省略が、

その結果としての製作物を経て、再び工程の中でとら

え返され、前工程の部分的な強化で補われたものであ

ろう。

坪Cの製作工程

杯Cは、形態的に口辺部を作り出す意識にかけてお

り、③と④の両工程が省略されている。基本体の予定

日辺部は、予定底部と連続的な形態で緩やかに外側を

向いており、これに対して⑤の口辺部ヨコナデと⑥の

ロ唇部ヨコナデをおこなって、調整による擬似的な日

辺部を作り出している。この結果、基本体の端部は、

内側に玉縁状に肥厚するとともに、日辺部全体が明瞭

な形態の変換点無く屈曲している。従って、杯bでは

日辺部が強く屈由するものの日唇部内面が玉縁状のも

のは出現せず、杯Cでは、日唇部内面が玉縁状になる

ものの、強く屈血はしないし、日辺部外面下端にも稜

線が認められないと考えられる。

形態構成の弛緩

これらの現象は、模倣杯製作工程中での工程の簡略

化であり、簡略化の一要因として、日辺と底部を明瞭

に分節化すると言った、古墳時代的な土器の形態構成

に対する弛緩があげられる。その意味では、須恵器と

も連動しているか、これを以て須恵器模倣とするべき

ではない。

今井G2でその他とした杯d類が多く認められるの

は、このような土器の形態構成に対する意識の弛緩か

ら来るところの、工程の簡略化が多様な形で現れたた

めであると解釈できよう。

前段階で出現した丸底椀

このように考えるならば、富田 (1996)によって川

越田33• 58 • 7 4 • 87などから抽出され、半球形の丸底

椀形態のものと呼ばれている一群の土器は、銅椀を模

したものではなく、模倣杯製作工程の中で特定工程が

省略されて、基本体に近い形で焼成されたものである

と考えられよう。従って、こうした丸底湾形態か新た

に出現して組成に加わる中から北武蔵型杯が出現した

と見るべきではない。又、これらの口径の多様性も、

模倣杯の口径の多様性と意味は変わりなく、金属器の

法最分化とは奥質なものである。この段階での模倣杯

製作工程での工程省略は、今井川越田第78号住出土杯

類からも明瞭である。

3 八幡太神南A1出土坪類

坪類の観察

八幡太神南遺跡Al号住居跡出土の杯類も様々な様

相を含んでいたが、前者同様に大別された。

坪a

模倣杯は、最終工程の口唇部のヨコナデが簡略化さ

れる傾向にある。このために、日唇部外面の段は認め

られなくなる傾向がある。

日径では、小（第28図37・43) と中？ （第28図44)

ヵ認められた。前段階よりやや日径が大きくなる傾向

力噸忍められた。

坪c

北武蔵型杯は、日唇部がやや厚くなり、模倣杯同様
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に、最終工程の口唇部のヨコナデが簡略化される傾向

にある。このために、口唇部外面の段は認められなく

なる傾向がある。

ロ径では、小（第28図7• 15 • 22 • 25 • 27 • 31）、中

（第28図47• 48、第29図52• 53 • 57)、大（第29図60)

か認められた。前段階よりやや日径が大きくなる傾向

か認められた。

坪b

杯bでは、日辺部ヨコナデ下端の稜線が認められる

ものか極めて少なくなり、これによって、ヘラケズリ

が口辺部調整の下端より上に侵入し、ヘラケズリ上端

によって画された稜線が、やや上がってくる傾向が認

められた。日辺部の曲げによる作り出しがやや弱くな

り、口辺部と底部の境界がやや不鮮明になる傾向力瑶忍

められた。

日径では、小（第28図1・2・3・5・6・8・10・

12 • 13。14• 16 • 17 • 21。23• 26。30• 32 • 35)、中？

（第29図51• 56)、大（第29図55・59)が認められた。

前段階よりやや口径が大きくなる傾向が認められた。

日径の中～大の分化が明瞭ではなく、やや連続的で

あった。

傾向

全般的には、ヨコナデの下端が不明瞭になり、口端

部の調整が簡略化されたり、日辺部の作り出しが甘く

なるなど、模倣杯的な工程の省略がよりいっそう進ん

だように考えられる。

ロ径では、中・大が増えるとともに、特に中～大の

分化が不明瞭であったり、様々な口径のものが認めら

れた。

4 将監塚・古井戸H160出土坪類

坪類の観察

将監塚・古井戸Hl60号住居跡出土の杯類も様々な

様相を合んでいたが、前者同様に大別された。

坪a

模倣杯は、検出できなかった。ただ、同時期と考え

られる他の遺構には検出例があるので、残存している

と考えられる。

坪c

北武蔵型杯は、明瞭な傾向として、ヘラケズリが後

退し、口辺部のヨコナデ下端以下に、ケズリ残しのナ

デ調整部分が広がっていた。 Hl60で検出されたもの

は、焼成が硬質である。

日径は、小（第301図1• 3 • 4 • 5 • 7 • 9)のみ

であった。前段階よりやや日径が大きくなる傾向が認

められた。日径のまとまりは良かった。

坪b

杯bでも、明瞭な傾向として、ヘラケズリが後退し、

日辺部のヨコナデ下端以下に、ケズリ残しのナデ調整

部分が広がっていた。前者同様に焼成力苅虻質であった。

日径では、小（第301図2• 6 • 8)、中（第301図11・

12 • 14 • 16)が認められた。前段階よりやや日径が大

きくなる傾向が認められ、口径のまとまりは良かった。

傾向

全般的には、ヘラケズリの後退か特徴的であった。

胎土も硬質で、前者とは晃なった製作場所も考えられ

る。興味深いことに、法量が安定し、それぞれのまと

まりが良くなっていた。杯bでは、小・中がほぼ等量

検出されており、杯Cでは、小のみで中は認められな

かったが、異なる系統と考えられる杯類の大半の日径

が中であり、あたかも杯 Cでの中日径の不足を補完す

るような組成であった。

5 法量分化

以上の分析に基づいて、今井G2•八幡太神南Al ・

将監塚・古井戸H160の該当遺物を配列したものが第

615図である。各段階を通して二つの系統の存在は明ら

かであり、この二つの系統を分離することによって、

形態の変遷傾向や、法量の分化の傾向も明瞭となった。

いわゆる法量分化は、模倣杯が須恵器指向の古墳時

代的な土器である事に対して、北武蔵型杯が律令的な

金属器指向の土器群であるとする前提から来ている。

しかし、北武蔵型杯力咽計放杯から系統関係がたどれる

以上、無前提に法量分化を認めるわけには行かない。

今井G2段階では、杯b類には小・中があり、杯C

類には小のみであった。これは、杯b類の方が模倣杯
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第615図 模倣坪と北武蔵型坪の系統と変遷傾向 坪 b

坪 a
坪 c
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に系統的に近く、模倣杯の口径の多様性が直接反映し

ている事に起因する。

八幡太神南Al段階では、杯b類に大・中・小があ

り、中から大の間に明瞭な境界が無く、様々な日径の

ものか認められた。杯c類にも大・中。小があり、こ

の中で中・小が多く、大は少なかった。

これらの事から、今井G2、八幡太神南Alでは、

ロ径小が基本に存在し、これに対する中～大を模索し

ている過程と見なすことが出来る。中～大は法賛的に

も、数量的にも極めて不安定である。

そして重要なことは、各系統の中である程度のまと

まりか認められても、実際の消費現場では複数の系統

が混在して使われているので、系統内のみならず、少

なくとも主要系統間においては同一基準の法量に分化

していなければならない。この点に関して、今井G2

や八幡太神南Alは要件を満たしていない。

これに対してH160段階では、杯b類には中・小があ

り、ほほ等最で口径も安定していた。杯c類では小の

みであったが、あたかもこれを補うように他系統の中

ロ径の土器か検出され、杯c類の小口径と、他系統の

中日径で、はほ等量に近づいていた。これは、小・中

で食器の組み合わせが安定したと見なすことができ

る。この時の法最の一致傾向は、口端部が一定の範囲

に重なり合う程度にまで進んでいた。

なお、他遺構の出土遺物から考えると、法量の組成

は、小・中・大であるかもしれない。

いずれにしても前段階とは異なり、日径や数鼠比率

などから考えて、食器の組み合わせが安定した一つの

画期と見なせる。これは、当該地域に於ける律令体制

の整備とも無縁ではあるまい。

これをもって食器の法量分化の一応の完成とみた

しヽ。

少なくとも、北武蔵型杯が出現当時から法量分化し

ていたとする表現は、不適切であると考えられる。

6 同胞型式群の認定と系統関係

今回分析した北武蔵型杯のように、共通の祖型から
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分かれた形態の類似した複数の系統が、分布地域の一

部を共有して存在している現象がある。これは、生物

学の同胞種と似た概念でとらえられるものである。仮

にこれを同胞型式群と呼ぶと、北武蔵型杯は、本庄市

今井遺跡周辺においては、模倣杯から分岐し口辺部形

態の特徴で弁別可能な、主たる二つの同胞型式によっ

て構成され、この同胞型式群は分布圏の一部を共有し

経時的な変化の方向も類似している、と記載できよう。

遺伝子が次匪代の個体を形成し、長期間の生殖的隔

離によって、種が固定し、集団内での交配によって遺

伝子が交換され、均一性が保たれる生物とは嬰なり、

人為物である土器は、原則的に全ての型式が同胞型式

群から成っていると考えられる。特に紋様が無く、型

式論的な把捏力瑾佳しい土師器においては、これら同胞

型式群内の各系統の弁別は容易ではない。

北武蔵型杯の初期的な様相をもった、日縁部内屈形

態の杯は、特定個人が一元的に製作したものではない

であろうし、単一の製作者集団のみによる製作物でも

ないであろう。型式論的に把握された系統といえども、

お互いに、客観的な弁別が困難な程度近似した、複数

の製作者集団によって作られた個体群、或いは、微妙

に奥なった製作工程に基づく複数の個体群からなって

いるわけであり、これらを同胞型式群として型式論的

にとらえておきたい。

7 SX9出土坪類の意味

SX9出土の杯類には、前節で述べたように様々な系

統のものが含まれていた。その時期も前節で検討した

ように僅かに古い様相を幣びているが、相対的には、

八幡太神南Alに近い時期であり、赤熊が提唱した八

幡太神南パターンと SX9の廃棄の類似性が問題とな

る。

八幡太神南パターンはその住居で使われていたもの

ではなく、備蓄されていた小型品が一括廃棄されたよ

うな状況である。杯類に比べて、甕類の完存個体は皆

無であり、検出されている場合でも、一括廃棄に伴う

ものではなく、住居に伴うものである。赤熊は、今井

G2から立野南2に至る広い年代幅の中で定義を行っ

ている。現象としての八幡太神南パターンに対して、

八幡太神南AlやSX9に関しては、法贄分化の完成

とそれに伴う前代の食器類の靡棄が、その実体として

想定できる。また、今井G2や立野南2に関しては、

どのような実体が想定できるか、再検討の必要がある。

また、前代の遺制にまつわる遺物の廃棄が一括貯蔵

品に対して行われるならば、それに含まれる須恵器は、

土師器と年代を巽にする場合もある。

8 小結

以下に、今回の分析を通じて明らかになったことを

列挙する。

鬼高期の末には、模倣杯の製作過程で、小型化とエ

程の省略が急速に進み始めた。これは、日辺と底部と

いった形態構成の弛緩と不可分であり、須恵器杯の小

型化、稜線の消失とも連動的であると考えられる。

このような、模倣杯製作工程の省略の中から北武蔵

型杯が出現した。出現当時の北武蔵型杯は、当然のこ

とながら、基の模倣杯の日径と同様の多様性を持って

いた。出現当時から北武蔵型杯には、省略された工程

の違いに基づく大きな二つの系統があり、この二つの

系統は平行して存在した。

模倣杯も又、少量ながら作られ続けた。

かなり長い期間にわたって、北武蔵型杯と模倣杯が

生産の場で共存できたのも、北武蔵型杯が全く奥なっ

た新たな製作工程により出現したものではなく、模倣

杯の伝統的な製作工程の中から、その簡略型として出

現したからに他ならない。

北武蔵型杯の二つの系統と、模倣杯の三者はともに、

日径をわずかずつ大きくしながら、日辺部が不明瞭に

なる方向に変化していった。

出現時の北武蔵型杯の基本的な法鼠は小であり、こ

の小に対する中～大の日径のものが模索されながら製

作された。しかし、数量的には、小に比べれば少なく、

日径も一定していなかった。

将監塚・古井戸遺跡H160段階で、口径小に対する中

（大）の法鼠が安定し、数量的にも同数に近くなり、

法最分化が成立した。この時屯で、法鼠分化成立前段
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階の食器は、八幡太神南パターンなどと呼ばれるよう

な特奥な一括廃棄の対象となることがあった。SX9に

認められた一括廃棄も、同様の動機に基づくものであ

ると推定された。SX9で北武蔵型杯に共伴する須恵器

がやや古い様相を帯びているのも、法鼠分化完成に伴

う一括廃棄の過程で、日常雑器のみならず、 1栄管され
ていた須恵器も又、前時代の遺物として廃棄された事

によると考えられた。

今井G2から将監塚・古井戸Hl60に至る土師器杯

類の変化の過程は、その端緒は伝統的な模倣杯の製作

工程の中から出現したものである。しかし、その法量

分化が完成することや形態の収敏に代表される動向を

含み、狭義の型式圏で捉えられるとされる伝統的な在

地の経済領域（坂野1997)を超越して行く大きな変革

の契機をもたらした。やがて、将監塚・古井戸Hl60に

至って一定の土器組成が成立した。このような動向に

みられる杜会的変容について考察することが次の課題

のひとつである。 （栗岡・大屋）

5.古代の掘立柱建物跡について
1 はじめに

掲立柱建物跡は、今回の調査範囲からは、 6冴東の建

物跡を検出した。「築道下遺跡I」（吉田1997)で報告

した掘立柱建物跡と合わせると、 10併東となる。次年度

以降に報告予定のC・E・F・G・H区からも、掘立

柱建物跡を約10併東前後検出しており、今後の調査報

告によって、掘立柱建物跡の検出棟数は、倍増するも

のと思われる。

今回の調査までに検出した掘立柱建物跡は、全体の

約50％前後であったため、詳細の検討、時期の細分に

ついては、混乱を避けるため行わなかった。ここでは、

前回報告の4約Kと、今回検出した6冴東を合わせた106
棟の掘立柱建物跡のうち、古代に属すると考えられる

建物跡101棟の、遺構の特徴等について検討する。なお、

遺構の詳細は、本文事実記載及び掘立柱建物跡一覧表

（第22~24表）を参照されたい。

2 掘立柱建物跡の形状と規模

古代の掘立柱建物跡は、検出した101棟のうち、調査

区外へ展開し、全体が明らかにできなかった10棟を除

き、｛腑t建物6冴東と痒斜主建物2随東、そして 1間X1間

の掘立柱建物跡4棟がある。

側柱建物は、建物の外周に柱が配置され、建物の内

部には柱が存在しない建物である。

総村建物は、側柱に加え、対になる側柱どうしを結

んだ線の交点に柱が配置される建物である。

また、桁行・梁行が共に1間の掘立柱建物跡は、こ

れまで埼玉県内では、狭山市宮ノ越遺跡（駒見他

1982)・同城ノ越遺跡（柳田他1978)、岡部町六反田遺

跡（石岡他1981)等で検出例がある。これらは、倉庫

として認識されている。しかし、本遺跡の場合、竪穴

住居跡のなかには、カマド・床面等が削平された遺構

もあり、 1間X1間の建物跡は、こうした床面の失わ

れた竪穴住居跡の柱穴であった可能性もあり、必ずし

も掘立柱建物跡であると断定することはできなかっ

た。検出した4棟の遺構は、面積が6.0m2~8.8m2と本

遺跡では最小規模となる。柱穴間の距離は、 2.5m~3

m前後であった。

以下、側柱建物、総柱建物の順にその形状と規模に

ついて述べる。

3 側柱建物跡

側柱建物跡は、 6冴東検出した。建物の規模は、桁行X

梁打が、 2間Xl間が1棟、 2間X2間が1訃東、 3間X

2間が1園東、 3間X3間が3棟、また桁行が4間のも

の19棟、桁行5間のもの5棟、桁行6間のもの 1棟、

7間を超えるもの 2棟であった。 6冴東の掘立柱建物跡

のうち、半数以上の3吋東は、桁行3間以下の小規模な

建物跡であった。

また、桁行が4間を超える掘立柱建物跡には、庇を

有するものが2棟、柱穴どうしを溝で連結した「溝持

ち」建物が4棟あった。

この「溝持ち」建物は、 32号掘立柱建物跡を除き、

溝部分の深さが、遺構確認面から15cm前後と、柱掘り

方の深さに対して極めて浅かった。溝は、柱穴間を連
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第616図 揺立柱建物跡全体図
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第617図 掘立柱建物跡形態模式図
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結するように浅く揖り込まれており、いわゆる「布掘」

と呼ばれる建物と構造上同一視できないため、「溝持

ち」建物と呼称した。なお、「溝持ち」建物については、

中田英氏（中田1981)の研究が詳しい。

建物の面積は、桁行2間のものは、 l0m2~20面前後、

桁行3間のものは、 20m2~40m¥桁行4間のものは、

30m'~70m前後、桁行が5間を超える建物跡は、 50m'

~100m前後であった。

桁行が3間以下の小規模な掘立柱建物跡は、県内の

一般的な集落遺跡でも認められるものであるが、桁行

が5間を超える大型の掘立柱建物跡は、一般集落では

見られない規模のものであり、官術遺跡を連想させる

建物である。特に、第63号掘立柱建物跡は、桁行が9

間以上という溝持ちの長大な掘立柱~物跡であった。

この63号掘立柱建物跡は、梁行の側柱の一端力哺訃査

区外へ展開し、遺構の全体を検出することはできな

かったが、平成9年度に、連続する地点の調査を実施

し、桁行が10間～11間以上となることが明らかになっ

o □ D □ 
o □ 口
0 □ 口
o □ 口
。DO□
庇付方形掘り方 布堀

ロロロ
溝持ち全周 溝持ち

た。仮に桁行11間とした場合、面積は112m2前後とな

る。

柱掘り方の形状は、桁行が3間以下の小規模な建物

については、円形または楕円形を基本とし、掘り方の

径、深さ共に lmを超えるものはなかった。

桁行が4間を超える掘立柱建物跡は27棟検出した

が、柱掘り方が方形を基本とするもの、または隅柱の

掘り方が「L」字形となる掘立柱建物跡が半数以上の

17棟あった。こうした建物跡は、掘り方の径、深さと

もに lmを超えるものが多く、掘り方も版築状に土が

充填されるなど、堅固な造りの建物跡で、明らかに他

の円形を基本とする掘立柱建物跡とは区別できるもの

であった。

以上のように、本遺跡の側柱建物には、掘り方が円

形を基本とする面積の小さなな掘立柱建物跡と、方形

を基本とした建物を含む規模の大きい掘立柱建物跡の

2種類に分れるようである。
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第618図 側柱建物跡規模グラフ 7 
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4 総柑建物

総柱建物は2沖丸検出した。建物の規模は、桁行X梁

行が2間X2間のもの17棟、 3間X2間が5棟、 3間X

3間が2棟 6間X2間が1棟であった。

建物の面積は、 2間X2間については、 25~30面前

後の規模の大きいものと、 20面以下で小型のものの2

つに分れる。また、 3間X2間のものは20~30m'、3

間X3間は40~50m2、6間X2間(D区2号掘立柱建

物跡）は、 90面前後という大型の建物であった。

このD区2局掘立柱建物跡は、平成8年度報告（吉

田1997)では、 3間X2間の総柱と報告されていたが、

平成9年度にD区南側に接するH区の調査を実施した

ところ、桁行が更に3間南に延びることを確認し、 6 

間X2間の総柱建物であることが明らかとなった。桁

行の全長は15m前後になると考えられ、面積は90面前

後と考えられる。本遺跡の中では他に類を見ない突出

した存在となっている。詳細は、次年度以降に報告予

定である。

総札建物の柱掘り方の形状は、円形を基本とするも

の、方形を基本とするものの2種類に分けられる。

2間X2間の建物では、円形を基本とする建物は、

面積が10~20面以下、掘り方の径も lm以下と小規模

な建物で、方形を基本とする建物は、 25~30面前後、

掘り方の径も lm以上と規模の大きいものであった。

同じ2間X2間の建物でも大きく 2種類に分れる傾向

がある。

他の3間X2間、 3間X3間の建物については、検

出棟数が少なく、こうした傾向を導き出すことはでき

なかった。

また、 3間X3間の建物は、 2棟のみであったが、

2棟とも方形の掘り方を基本とし、溝持ちの建物で

あった。(D区 5 号• D区6号掲立柱建物跡）

これら総柱建物は、概ね高床の倉庫と考えられる。

側柱と、内部の束柱の掘り方の規模は同一であった。

ただし、 D区2号掘立柱建物跡のみは、「築道下遺跡

I」（吉田1997)の報告では、束柱掘り方は、側柱掘り

方より規模が小さく、他の3間X3間までの総村建物

とは奥質で、上部構造の異なる建物であった可能性も

ある。総柱式高床倉庫であったかどうかも含め、遺構

の詳細については、次年度以降の報告に委ねたい。

5 掘立柱建物跡の分布

古代の掘立柱建物跡の分布は、今回までに調査した

地点の中では、ほは全域にわたって検出したが、注意

深く観察すると、その分布は、概ね4個所に集中する

傾向が認められた。第616図は、平成8年度及び今回報

告した調査地点で検出した遺構のうち、古代の掘立柱

建物跡を抽出したものである。

第616図によれば、先ずB区の北西部分に遺構が密

集する(I群）。 U～W-11~14グリッド付近に分布の

空白があり、空白部以南とD区に密集部分がある (II

群）。長大な掘立柱建物跡である第63号掘立柱建物跡以

南は、主軸方向が真北に近い建物群が多く分布し、 C

区東壁沿いからD区にかけて南北に並ぶ一群（III群）、

西壁沿いに集中する一群 (N群）がある。

なお、この分布の区分は、あくまでも遺構の密集状

況による分布の傾向を示したもので、便宜的なもので

ある。

また、 B・C区とA・D区の間は、JR上越新幹線と

千間堀悪水路によって分断され、遺構の所在が明らか

になっていない。しかし、平成9年度に新幹線沿いの

疇部分のG区と、 D区の西に陶妾したH区の調査を

実施したところ、掘立柱建物跡は、 G・H区からも検

出しており、特にII群～W群は、調査地点の南西に接

する元荒川に向かって開く、大きなコの字型に密集し

ていたことも考えられ、分布の傾向も大きく変わる可

能性がある。

6 掘立柱建物跡の主軸方位について

検出した建物跡は、主軸方位が概ね次のように7方

向に分布する傾向が認められた。（第618• 619図）

1 N-55"-W前後とそれに直交するもの

2 N-50"-W前後とそれに直交するもの

3 N-45°-W前後とそれに直交するもの

4 N-40°-W前後とそれに直交するもの

5 N-33°-W前後とそれに直交するもの
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第619図 総柱建物跡形態・規模グラフ
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6 N-20°-W前後とそれに直交するもの

7 N-10°-W前後とそれに直交するもの

なお、このうち 6 類としたものは、分布のIII群• N 

群に集中するが、 6類の中でも重複があり、特にIII群

に属する62• 79 • 80号掘立柱建物跡と84• 83 • 85号掘

叫逗物跡は、それぞれ3棟ずつほぼ同じ位置で重複

していた。このことから、 6類に属する建物群は、 3 

時期に分れる可能性がある。

主軸方位については、本遺跡の場合、河川沿いの細

長い自然堤防という限定された範囲にに立地してお

り、建物の配置が地形に制約されていたことも考えら

れる。遺構の分布図を見ると、分布の項で便宜的に設

定した I群と II群では、建物の主軸方位が主にN

-30~50°-Wの南北棟か、それに直交する東西棟が主

体となり、 III群•N群では、真北に近いN-7~25°-W

の南北棟か、それに直交する東西棟が主体となる。建

物跡は、遺跡の北から南に向かうに従い、主軸方位が

真北に近くなっている。これは、遺跡の南西を流れる

元荒川の流路に対応していると見ることもできるた

め、同一時期でも遺跡の南端と北端では主軸方位が異

なっていた可能性もある。

7 掘立柱建物跡の時期区分の見通し

今回までに検出した掘立柱建物跡は、その多くが重

複しており、数時期にわたって営まれていたと考えら

れる。このため、遺跡の変遷を知る上で、掘立柱建物

跡の時期区分が必要となる。しかし、検出した101棟の

掘立柱建物跡は、検出総数の約50％であったため、全

ての調査が終了した段階で検討することが妥当と考

え、今回は敢えて行わなかった。ここでは、時期区分

の見通しを述べるにとどめる。

時期区分上、重要なのは、出土遺物、重複遺構との

新旧関係の他に、建物の形状・規格の同一性や、主軸

方位の同一性がある。

出土遺物は、遺構に伴っていたと考えられる遺物が

少なかったため、遺物から建物の時期を特定するのは

困難であった。

遺構の重複関係については、先ず、重複する掘立柱

建物跡群の中で古いものは、分布のI群では、 12• 23 

号掘立柱建物跡である。これらと主軸方位が同一の建

物跡を同時期と考えた場合、主軸方位の5類が古相と

なる。この5類に属する26号掘立柱建物跡は、前回報

告（吉田1997)で7世紀後半に位置づけられた8号竪

穴住居跡を壊していることから、 5類の建物群は、 7 

槻紀後半～末以降に建てられた可能性がある。

次にII群～W群については、一群で検出した主軸方

位5類に属する建物跡が、ここでも検出している。

この5類を I群で検出した掘立柱建物跡と同時期と

した場合、 5類に属するD区5• 6号掘立柱建物跡に壊

されたD区7号掘立柱建物跡は、さらに時期が潮る可

能性もある。

また掘立柱建物跡の最も新しいものは、重複関係か

らは、主軸方位の4類に属する建物群が該当する。こ

れらを壊している遺構は、中槻の遺構であったため、

明確な時期の特定は困難であった。しかし、今回まで

に調査した遺構のうち、古代で最も新しい遺物が出土

したのは98号井戸跡・ 38号溝跡で、覆土から 9椛紀末

~10軋紀初頭に属する遺物が多く出土した。このこと

から、特に38号溝跡は、 10祉紀初頭前後には埋没して

いたと考えられる。この38号溝跡と重複する掘立柱建

物跡は、全て溝跡に壊されていることや、本遺跡の38

号溝跡より時期の新しい遺物を出土する遺構は、

13~14世紀代と考えられること、また、今回までに調

査した範囲では、 10憔紀以降の古代の遺物は出土しな

かったことなどから、古代の掘立柱建物跡も、概ね9

世紀末～10世紀初頭前後か、それ以前まで存続してい

たものと思われる。

8 まとめ

今回は、掘立柱建物跡の時期区分を行わなかったが、

今後は同時期に存在した竪穴住居跡や他の遺構との関

係を含めた遺跡の性格付けを行っていく必要がある。

掘立柱建物跡の形状の項でも触れたが、本遺跡の掘

立柱建物跡には、側柱建物・総村建物ともに、方形の

掘り方や、庇や溝を有する規模の大きい掘立柱建物跡

と、円形の掘り方を基本とする規模の小さい掘立柱建
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第22表 掘立柱建物跡一覧(I)

ー

6

3

1

I

長 さ 柱間寸法
番号 規模 種類 庇 身舎ー庇 面積 隅柱 掘り方 主軸方位 出土遺物 出土状況 備 考

桁行 梁行 桁行 梁行

D-1 1 X 1 X 2 50 2.40 2.50 2.40 6 00 N-1r-W 杯 掘り方

D-2 6 X 2 総 X 15 00 6 00 2 50 2 70 90.00 円 円 N-11°-W 杯 掘り方

D-3 4 X 2 側 X 8.00 4 84 1 90 1 90 38 72 方 方 N-23'-W 杯 掘り方

D-4 4 X 2 側 X 11 06 5.70 2.30 2.10 63.04 L 方 N-23"-W 況； 掘り方

D-5 3 X 3 総 X 6.40 6 27 2 10 2 10 40 13 方 方 N-35"-W なし

D-6 3 X 3 総 X 7.20 7 10 2.10 2 10 51 12 溝． L 溝・方 N-35ローW なし 建替え

D-7 3 X 2 総 X 6.62 4.90 2 00 1 80 32 44 方 方 N-65°-E なし

D-8 2 X 2 総 X 6.20 4 90 2 20 2 00 30 38 方 方 N-60°-E 土玉 揺り方 建替え

1 不明 不明 不明 不明 不明 2 70 2.50 不明 円 円 N-55°-W なし

2 1 X 1 側 X 3.20 2. 75 3 20 2 75 8. 80 円 円 N-50°-W なし

3 2 X 2 側 X 4 70 4 70 2 10 2 10 22.09 L 方？ N-40°-W なし 建替え

4 3 X 2 側 X 7.20 4 90 2 20 2 20 35 28 L 方 N-4T-W なし 建替え

5 2 X 1 側 X 3 85 3.85 1 90 1 60 14 82 円 円 N-12'-W なし

6 2 X 2 側 X 4 60 4.10 Z 00 1.80 18 86 円 円 N-52"-E 昇； 掘り方

7 3 X 2 総 X 4.94 4 86 1 50 2 00 24.01 円 円 N-38"-E 杯 掘り方 建替え

8 4 X 2 側 X 8.24 5.51 1 80 2 40 45 40 L 円 N-45ロ-W 坑．蓋 掘り方

， 2 X 2 側 X 3 46 3.18 1.60 1.40 11 00 円 円 N-50'-W なし

10 4 X 2 側 X 8.10 5.22 1 80 2 20 42 28 方 方 N-52'-W 杯 掘り方

1 1 4 X 3 側 X 8.66 5 32 2 00 1 60 46.07 方 方 N-55"-W 均； 掘り方

12 3 X 3 側 X 6.10 5.84 1. 75 1. 70 35.62 方？ 方？ N-35"-W なし

13 3 X 2 側 X 6 86 4 90 1 60 2 20 33 61 円 円 N-42°-E 杯 掘り方

14 3 X 2 総 X 4 90 4 28 1 40 1 90 20 97 方 方 N-55°-W 杯 掘り方

15 4 X 2 側 X 7.68 4 90 1. 75 2.30 37.63 円 円 N-52°-W なし

16 3 X 2 側 X 4.40 4.10 1.35 1.90 18 04 円 円 N-48'-E なし

17 3 X 2 側 X 4.10 4.10 2.00 2.00 16.81 円 円 N-46°-E なし

18 l X 1 側 X 2.90 2 90 2.90 2 90 8.41 円 円 N-45°-W なし

19 4 X 2 側 X 7.40 4 74 1. 75 2 00 35.08 方 方 N-55°-W 埒：．壺 掘り方

20 3 X 2 総 X 5.64 4.38 1. 75 2 00 24.70 円 円 N-39°-E なし

21 2 X 2 総 X 4.48 2.96 2.00 1 30 13 26 円 円 N-40°-E なし

22 2 X 2 総 X 4 00 4.00 1.85 1 85 16 00 円 円 N-39口— E なし

23 2 X 2 総 X 5.60 5.60 2 50 2.50 31.36 方 方 N-54°-E 杯・甕 掘り方

24 2 X 2 総 X 4.60 3 66 2 10 1.60 16.84 円 円 N-40°-E なし

25 2 X 2 総 X 3.20 3 20 1 45 1. 45 10.24 円 円 N-49°-E なし

26 3 X 2 側 X 4 50 2.96 0.90 1.30 13 32 円 円 N-54°-E なし



第22表 堀立柱建物跡一覧(2)

|

6

3

2
ー

長 さ 柱間寸法
番号 規模 種類 庇 身舎—庇 面積 隅柱 掘り方 主軸方位 出土遺物 出土状況 備 考桁行 梁行 桁行 梁行

27 2 X 2 総 X 4 20 4.20 1.80 1 80 17.64 方 方 N-35°-W なし

28 4 X 3 側 X 8.94 6.70 2.00 1. 90 59.90 方 方 N-41°-W  杯・壺・長頸瓶他 掘り方 建替え

29 1 X 1 側 X 2. 92 2.92 2.50 2 50 8 53 円 円 N-68°-W  なし

30 4 X 2 側 X 8 40 4.74 2 10 2 37 39 80 L 方 N-42°-W 杯・蓋 掲り方

31 4 X 2 側 X 8 80 5.40 2.20 2 70 47 50 長方 方 N-42'-W 石製品 掘り方 建替え

32 5 X 2 側 X 13.00 5.60 2 60 2 80 72.80 溝・方 溝・方 N-32°-W 高台杯•長頸瓶 掘り方

33 3 X 3 側 X 5 60 4 60 1 87 1 53 25.80 円 円 N-39'-W 破片

34 3 X 2 側 X 6.20 4 00 2 04 2 00 24 80 円 円 N-41"-E 破片

35 不明 不明 X 5.00 不明 2 00 不明 不明 方 方 N-45"-W 杯・甕・長頸瓶 掘り方

36 不明 不明 X 3 90 不明 1.80 不明 不明 円 円 N-59°-W なし

37 2 X 2 総 X 4.40 4 00 2 20 2 00 17 60 円 円 N-36"-W 破片

38 2 X 2 総 X 4 40 4 00 2.20 2. 00 17.60 円 円 N-33ロ-W 杯 掘り方

39 3 X 2 側 X 6.60 4 00 2 20 2 00 26.40 円 円 N-46°-W 破片

40 2 X 2 総 X 4 80 4.00 2.40 2. 00 19 20 円 円 N-39"-W 破片

41 2 X 2 総 X 4 40 4.40 2.20 2 20 19.36 円 円 N-41°-W 破片

42 2 X 2 側 X 4 44 3.12 2.20 1 56 13. 73 円 円 N-60°-E なし

43 3 X 2 総 X 5 10 4 20 1. 70 2.10 21 42 円 円 N-35°-W 破片

44 3 X 2 側 X 5 70 5.00 1. 70 1 90 28.50 円 円 N-54°-W なし 建替え

45 3 X 2 側 X 5 54 4.00 1 70 1.80 22.16 方？ 方？ N-45"-W なし

46 2 X 2 側 X 3 54 3 34 1.60 1.60 11 82 円 円 N-43°-W なし

47 4 X 2 側 X 8.70 4.82 2 05 1.45 41. 93 方？ 方？ N-50"-W 埒； 掘り方 拡張

48 5 X 3 側 X 11 74 6.26 2.20 1.95 73 49 L 方 N-45°-W 坑．遜 掘り方 拡張

49 4 X 2 側 X 9.00 5.00 2.25 2 50 45 00 円 円 N-52°-E 埒： 掘り方

50 4 X 2 側 X 9 00 4.70 2.25 2.35 42.30 L 楕円 N-580-E 破片

51 不明 不明 X 3 50 不明 1. 75 不明 不明 円 円 N-48°-W 破片

52 2 X 2 総 X 4 00 3.00 2.00 1. 50 12.00 円 円 N-42°-E 破片

53 2 X 2 総 X 4 00 4.00 2.00 2.00 16.00 円 円 N-55ロ-W 破片

55 3 X 3 側 X 6 45 4.29 2.15 1.43 40.57 円 円 N-42°-W 破片

56 2 X 2 総 X 3.30 3.00 1.65 1 50 9.90 円 円 N-30°-W なし

57 4 X 2 側 X 6 60 4. 70 2.20 2.35 31 00 円 円 N-56°-E なし

58 2 X 2 側 X 3 60 3.60 1.80 1 80 12 96 円 円 N-42"-W 破片

59 3 X 2 側 X 6 90 4 70 2.30 2.35 32 43 円 円 N-43ロ-W なし

60 3 X 2 側 X 5.90 4 70 1 97 2.35 27.73 方 方 N-56"-E 杯・長頸瓶 掘り方

61 3 X 2 側 X 5.65 3,60 1.88 1 80 20 34 方 方 N-410-W 埒： 掘り方



第22表 掘立柱建物跡一覧(3)

|

6

3

3
ー

長 さ 柱間寸法
番号 規模 種類 庇 身舎—庇 面積 隅柱 掘り方 主軸方位 出土遺物 出土状況 備 考

桁行 梁行 桁行 わォり、 1,,J ;. 

62 3 X 2 側 X 6 60 4 40 2 20 2 20 29 04 楕円 楕円 N-21"-W  なし

63 9 X 3 側 X 17 00 5 40 1. 90 1.80 91.80 溝・方 溝・方 N-59°-E 破片 10間以上建替え

64 2 X 2 総 X 3 60 3 30 1 80 1.65 11 88 円 円 N-50ロ-W 破片

65 3 X 2 側 X 5 70 3.60 1 90 1 80 20 52 円 円 N-1T-W 破片

66 4 X 2 側

゜
8 80 5 30 2 20 2 65 1 30 46 64 円 円 N-42ロ-W 破片

67 2 X 2 側 X 5 30 3 80 2 65 1 90 20 14 L 円 N-22'-W 均： 掘り方

68 3 X 2 側 X 5 60 3 80 1 87 1 90 20.16 円 円 N-65ローE なし

69 2 X 2 側 X 3 60 3 00 1 80 1 50 10 80 円 円 N-1r-W なし

70 3 X 2 側 X 6 00 4.00 2 00 2 00 24 00 円 円 N-55ローE 破片

71 2 X 2 側 X 3.70 3 00 1 85 1 50 11.10 円 円 N-62ローE 破片

72 2 X 2 総 X 2 90 2 90 1.45 1 45 8.41 円 円 N-26"-W なし

73 4 X 3 側 X 7.20 5.70 1 80 2.85 41 04 円 円 N-30°-W 破片

74 3 X 2 側 X 5.00 3.30 1.67 1 65 16.50 円 円 N-35°-W 破片

77 2 X 2 側 X 4.40 3.35 2.20 1 68 14 74 円 円 N-44"-W 破片

78 不明 側 X 不明 不明 2.00 2.45 不明 L ？ 円 N-70°-E 破片

79 6 X 2 側 X 12.80 3 90 2.13 1 95 49.92 L 長方 N-1T-W 鉄鏃 掘り方 建替え

80 7 X 2 側

゜
14.00 4 20 2.00 2.10 1.30 58.80 円 円 N-17°-W 破片 7間以上

81 不明 側 X 4 40 4 20 2.20 2.10 不明 方 方 N-59°-E 破片

82 不明 側 X 不明 不明 1.60 1 40 不明 円 円 N-16°-W 破片

83 4 X 2 側 X 8 40 4.20 2 10 2 10 35.28 楕円 楕円 N-23°-W 破片

84 5 X 2 側 X 10 00 5.60 2 00 2 80 56 00 溝・方 溝・方 N-20°-W 杯 溝覆土

85 5 X 2 側 X 10 00 5.60 2 00 2 80 56 00 円 円 N-zr-w 破片

87 4 X 3 側 8 2 8.20 5.50 2 05 1.83 45 10 円 円 N-570-E 破片

88 5 X 2 側 X 9.50 5.10 1. 90 2 55 48 45 円 円 N-20,-W 破片

89 不明 不明 X 4.00 不明 2 00 ィ、明 不明 方 円 N-35°-W 破片

90 2 X 2 側 X 3.60 3.35 1 80 1 68 12 06 円 円 N-28°-W なし

91 4 X 2 側 X 10.80 6.40 2.70 3 20 69.12 L 方 N-19°-W 破片

92 不明 不明 X 不明 不明 不明 不明 不明 方 方 N-21"-W 土玉 掘り方

93 2 X 2 総 X 3.20 2.88 1.60 1.44 9.22 方 方 N-39°-W 破片

94 不明 不明 不明 5. 90 不明 2.10 不明 不明 円 円 N-26°-W 破片

95 3 X 2 側 X 5.25 3 46 1. 75 1. 73 18.17 円 円 N-25°-W 破片

96 2 X 2 側 X 4 10 3.32 2 05 1.66 13 61 円 円 N-4r-W なし

97 3 X 2 側 X 7.50 4.40 2 50 2 20 33.00 円 円 N-7°-W 破片

98 2 X 2 側 X 5.40 4.40 2 70 2.20 23 76 方 方 N-6"-W なし



物跡が存在する。円形掘り方を基本とする掘立柱~物

跡は、県内の一般的な集落遺跡でも検出例が多い。

しかし、方形掘り方や、桁行が5間を超える庇や溝

を有する掘立柱建物跡は、これまで県内では、坂戸市・

鶴ヶ島市に所在する若葉台遺跡群（田中他1984)、坂戸

市稲荷前遺跡（富田1992)、所沢市東の上遺跡（粕谷他

1995)、上里町中堀遺跡（田中・末木1997)、児玉町将監

塚・古井戸遺跡（井上1986赤熊1988)、岡部町仲宿遺

跡（鳥羽1995)・同熊野遺跡（鳥羽1997)、熊谷市北島

遺跡（浅野他1989)等、官衛もしくは官衡に関連する

とされる遺跡から検出している。

本遺跡の大規模な掘立柱建物跡は、奈良時代～平安

時代における遺跡の性格を示唆するものとして注目で

きる。

今回は、遺跡の性格まで検討することはできなかっ

たが、そのためには、遺跡の立地環境、遺構の変遷、

他の遺構、特に同時に存在した竪穴住居跡との関係、

出土遺物の検討、周辺遺跡との関係など、検討する課

題は多い。今回までの調査は、全体の50％前後である

ため、こうした問題の検討は早急と考える。全ての調

森が終了した段階で改めて検討したい。 （栗岡）

6 中世の墓跡について
前章までに報告したとおり、築道下遺跡からは墓跡

をはじめ、掘立柱建物跡•井戸跡。溝跡・土師質土器

焼成窯といった、数多くの中世遺構か検出されている。

これらの分布は濃密かつ広範であり、遺跡の乗る自然

堤防全体に生活の痕跡が刻み込まれている。なかでも

区画性の強い溝が連続する状況などは、ここに大規模

な集落の消長があったことを雄弁に物語るものであ

る。

しかしながら、発掘調査は現在も継続中（平成10年

3月末終了予定）であるため、今回の報告で対象とな

らなかった部分も多く残っている。よって、中匪遺構

全体の検出状況や遺跡の性格などについては、次年度

以降となる最終報告のなかで検討することとし、ここ

ではその前段として、墓跡の展開や出土遺物について

ー通り触れておきたい。

1 五輪塔

五輪塔は第二墓群の北寄り、土壊1の上面から第II

次周堀の溝底にかけて集中的に出土した（第570図3

の火輪のみ第三墓群付近）。個体数にして 7個、 9輪分

である。内訳は空輪1、空・風輪1、火輪2、7Jtji倫2、

水・地輪1となっている。いずれも凝灰岩製で、かな

り風化が進行している。加えて、著しい破壊を受けて

おり、ほとんど原型をとどめていない。

出土した五輪塔の形態的な特徴についても、破壊は

その類推を許さないほどである。しいて残存部位から

伺察するならば、おおよそ次のようになる。空輪は第

570図1• 2ともに宝珠形で、後者は扁平となっている。

2は空輪と風輪の一石造りで、両輪間のくびれは浅く

四門梵字の一部が残る。風輪は丸味を帯びて下がすほ‘

まり、底面にほぞ穴が穿たれる。火輪3は屋恨の上面

が段状に高まり、中央にほぞ穴が穿たれる。さらに軒

の底面は浅く盆状に彫り窪められる。 7Jtji倫は6が大型

で高さもあり、扁平さの増す5よりも球形に近い。 6

の四門梵字は薬研彫りで、太く大きく刻まれている。

7は一石造りの7撻倫と地輪で、水輪部上面には奉納孔

（はぞ穴？）が穿たれる。

このうち、火輪3は屋根の項に露盤状の表現のある

こと、軒底面が盆状に丸く彫り窪められることなど、

宝塔的とも言える特晃な形状である。また、 7も一石

造りの7Jtji倫と地輪という点で特寺異である。図上では両

輪間に浅いくびれのある形に復元したものの、写真図

版に示すごとく破壊は特に著しい。地輪の肩部に丸味

を有することが気にかかるが、地輪の下に表現される

返花ではないだろう。

個々にはこうした特徴を挙げうるとはいえ、所属時

期を検討するとなると、その条件の悪さは否めない。

磯部淳一氏は、「群馬県内で紀年銘によって製作年代の

はっきりしている完形の五輪塔を基本に」、各部分の計

測作業をとおしての編年観を示されている（磯部

1992)。群馬県の資料に限られているため、これを無条

件に適応させることはできないかもしれないが、客観
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的な視点で分析されていることは重要である。残念な

がら、出土した五輪塔のなかで条件にかなうものは6

の7]tji倫のみである。計測方法や数値は省略するが、磯

部氏の方法から得られた時期は南北朝期(1330年代）

から室町中期（1440年代）で、それも取りようでは1330

年代～1350年代となる。図上復元した 5の水輪の場合

も、同様に南北朝期から室町中期であった。

これに室町時代以降、凝灰岩がほとんど用いられな

くなるという指摘（駒宮・大久保 1995) を加慮すれ

ば、概ね墓跡出土の五輪塔は、南北朝期のなかに収ま

るのではないかと考えられる。

第25表板石塔婆一覧

No. 主 尊 記 年 銘

1 阿 弥 陀 正安二年子(1300)
七月八日

2 阿 弥 陀

3 阿 弥 陀 正安元年(1299)

4 金剛界大日 明徳三年申 (1392)
壬（閏）＋月十六日

5 （三弁宝珠） 貞和二年丙戌（1346)
阿 弥 陀 十月 H道円逆修

6 阿 弥 陀 貞利二年丙戌(1346)
八月十九日成阿禅尼

7 阿 弥 陀

8 釈迦 延文三年戌（1358)
二月廿日， 阿弥陀三尊 元徳元年(1329)
十一月十八日太オ己巳

10 （月 輪） 嘉暦三年戊辰（1328)
阿 弥 陀 十二月十二H

l1 （月 輪）

阿 弥 陀

12 元年己
七月八日

13 

14 「9二ニ年辛巳(1341)
二月二十一日

15 金剛界大日 正慶元年（1332)
十二月廿八日

16 阿 弥 陀 正中二年丑(1325)
六月十九日

17 阿 弥 陀 徳治三年(1308)
四月 H

18 （月 輪） 元徳三年ノ未（1331)
阿 弥 陀 四月廿四日

19 阿 弥 陀 元徳□ロロ
七月九口

20 （月 輪） 元徳三年ノロ（1331)
阿 弥 陀 四月十一日

21 阿 弥 陀 弘安六年(1283)
十一月日

22 戌 H 

なお、石材や大きさから見て、第570図2の空・風輪、

4の火輪、 6の水輪は組み合う可能性が高いが、破壊

が激しいため断定することは避けておきたい。本米の

造立基数も不明と言わざるをえない。最も多く確認さ

れた水輪の数からすれば、墓跡には最低3基の五輪塔

が造立されていたことになる。

冒頭のように、五輪塔の出土位置は集中しており、

周圃にも破片と思しき凝灰岩が多量に散在していた。

おそらくこれらの破片は、故意に破壊を行なった際の

もので、図示した 7個体とともに第II次周堀へ転落、

ないし投棄されたものと判断される。散乱する範囲か

真 言 高さ／cm 上幅／cm 下輻／cm 厚さ／cm

72.7 18.5 21. 5 2.7 

87.0 21. 5 26 5 2.7 

65.0 18.0 19 0 2 8 

57.0 16.8 18.0 2.1 

光明貞言 124.6 26.2 31. 7 3.1 

大日如来貞言 77.5 21. 5 24.0 2.2 

(17. 3) 6.7 7.3 2.0 

大 H如来真言 76.7 19.8 21. 7 2.5 

(64. 5) 29.3 2.5 

光明真言 llS.7 26.0 31.4 3.7 

(38.0) 20.8 2.5 

大日如来真言 (38. 5) 25.7 3.4 

(49.0) 27.7 2.8 

大日如米真言 (53.6) 23 5 2.3 

48.5 15.0 2 2 

(55.5) 18.1 2.2 

(68.0) 20.8 22.3 2.4 

大日如米真言 87.0 21.5 25.7 2.5 

(63.5) 20.0 22.1 2.5 

大日如米真言 90.7 21. 4 25.2 2.4 

(59.2) 19.3 3.0 

(28. 7) 14.0 2.1 
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らすれば、五輪塔は第二墓群の北寄り、土壊1を中心

とする場所にまとまって造立されていたと考えられ

る。これより北側には、板石塔婆の台石や埋納焼骨群

が存在し、南側は広く空白部となる。

2 板石塔婆

墓跡から出土した板石塔婆は22基で、完存ないしほ

ほ完存するものが12基ある。出土位置は第一墓群と第

三墓群に集中する傾向があり、埋納焼骨や蔵骨器とと

もに第二墓群中程は分布が途絶える。第三墓群から検

出された9基は、直立したままの状態のものもあり、

現位置を保つと考えられるものが多い。

埼玉県では県内に所在する板石塔婆についての調査

が実施され、『埼玉県板石塔婆調査報告書』（埼玉県教育

委員会 1981)として刊行されている。確認された基

数は、 1980年9月30日現在で2020U店である。また築道

下遺跡の所在する行田市でも、上記の報告書に独自の

調査結果を加えたものを、『行田の板碑』（行田市教育委

員会 1983) としてまとめている。基数は418基であ

る。そこで主に両書を比較の材料とし、墓跡から出土

した板石塔婆について見ていくこととしたい。

大きさ

総高の判明する1直馴）うち、最大は第一墓群出土の

5 （第572図）で124.6cmである。次いで第二墓群南端

部から出土した10（第575図）が118.7cmとなっている。

この2基以外にlmを越えるものはなく、両者の卓越

性は際立っている。残る 9基におおよその高さが知れ

る4基を加えると、 10cm単位での内訳は40cm台が1

基、 50cm台が1基、 60cm台が4基 70cm台が4基、 80

cm台が2基、 90cm台が1基となる。

次に、下輻として計測した最大値を 5cm単位で比較

してみると、 5c叫入tlOcm未満、および10c叫ll15cm

未満が各1基、 15c叫入t20cm未満が4基、 20c叫入上25

cm未満、および25cm以上30cm未満が各6基、 30c叫人L

35cm未満が2基となる。『埼玉県板石塔婆調査報告書』

（以下『報告書』と記す）で示されたように、幅と高

さの比は1: 3から 1: 4の間に収まる。

厚さは2.0cmから3.7cmまであるが、 3c叫」下のもの

かほとんどで、 3c叫］卜は4基のみである。しかも、

うち 2基は大型の5と10である。

このほか、特筆すべき例として 7（第573図）を挙げ

ることができる。基部を欠くため総高は不明だが、現

存高17.3cmという小型品である。同様の板石塔婆は北

埼玉郡川里村広田小学校、児玉郡美里町如来堂C遺跡

からも出土している。広田小学校のものは高さ22cm、

上幅8cm、下幅9cmで、枠線の中には蓮座に乗る阿弥

陀如米と、永仁元 (1293)の紀年銘が刻まれる（行田

市教育委員会前掲）。如米堂C遺跡のものは基部を欠

いており、残存高18cm、上幅7cm、下輻8cm、厚さ0.8

cm~0.9cmを測る。碑面には異体梵字で阿弥陀如米を

表現する（埼玉県教育委員会 1980)。

これらは大きさから見ると位牌のようでもあり、確

かに特異な印象を受ける。しかし、本遺跡と如来堂C

遺跡のものは、他の通常大の板石塔婆とともに墓跡か

ら出土しており、特別に扱われたような状況は認める

ことができない。形態的にも大きな差巽があるわけで

はなく、板石塔婆の表現方法としてはまったく同じで

ある。ゆえに、板石塔婆個々の大きさが奥なる意味は

別としても、造立する目的と行為には、大小の区別は

なかったものと判断される。

主尊

確認された主尊は阿弥陀如来15基（うち三尊1基、

但し主尊種子を欠く）、金剛界大H如来2基、釈迦如米

1基である。いずれも梵字種子で表現され、蓮座の上

に乗っている。

阿弥陀如来では月輪の巡るものが4基、三弁宝珠を

戴くものが1基合まれる。異体梵字（イー点がクー点

の間に入っているもの）は9基である。『報告害』によ

れば主尊の確認できる板石塔婆のうち、一尊・三尊を

合わせた阿弥陀如来の比率は89.4％である。また、こ

れに追加調査分を加えた『行田の板碑』では、行田市

におけるそれは79.3％となっている。ちなみに、本墓

跡では83.3％の比率となる。

同様に、金剛界大日如来は『報告書』が2.1％である

のに対し、『行田の板碑』では12.4％となっている。こ
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の数値を受け、前者では報文中に入間地区とともに、

行田市 (4閲k) と北埼玉郡騎西町 (17基）などを中心

とする北埼玉地区が、これの多く分布する地域である

ことを特記している。

釈迦如米は『報告書』が2.9%、『行田の板碑』が2.5%

の数値を挙げている。『報告書』では1300年代と1350年

代に大きな増加が見られ、県西北部と県東南部を除き、

ほぼ全県に分布することが指摘されている。本墓跡の

ものは延文三年（1358)の紀年銘を有するので、二度

目の増加時のものとなる。

紀年銘

出土した22基のうち、紀年銘の明確なものは15基、

一部の残るものは3基である。 15基を年代順に並べる

と、最古は21の弘安六年(1283)、次いで3の正安元年

(1299)、1の同二年 (1300)、17の徳治三年 (1308)、

16の正中二年 (1325)、10の嘉暦三年 (1328)、9の元

徳元年 (1329)、18と20の同三年 (1331)、15の正慶元

年 (1332)、14の暦応四年 (1341)、5と6の貞和二年

(1346)、8の延文三年(1358)となり、最も新しいも

のは4の明徳三年 (1392)である。時代的には鎌倉時

代後期から南北朝時代いっぱいにあたる。なお、南北

朝時代の紀年銘はすべて北朝年号である。

これらの年号を見ると、前後110年間のなかでは、 13

匪紀末から1340年代に集中する傾向が看取される。反

面、 l4i:!t紀のはじめには17年間の空白期も見られる。

『報告書』は県内における板石塔婆造立を、 1300年代

に急増し、 1360年代に項点を迎えるとしている。一方、

『行田の板碑』では1280年代の元の来冦後に急増し、

1330年前後にピークを迎えるとしている。本例も後者

の傾向に合致するものといえる。

次に下半部のみの残存で、紀年銘は一部しか確認で

きないが、第三墓群から検出された板石塔婆12の年号

について考えてみたい。なぜなら、 12は蔵骨器4の背

後に立てられたままの状態で出土しており、両者が共

伴することは明らかなためである。碁準資料化ができ

る力噸泣ヽの判断は蔵骨器の検討の後に行なうとして、

ここでは該当する元号の抽出を試みたい。
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まず、「元年」が十干の「己」の年にあたる元号は、

13~15桃紀の300年間に14ある。また誤刻の可能性を

考慮して「己」を十二支の「巳」と読めば、同様に四

つの元号を取り出すことができる。ここにそのすべて

は挙げないが、他の板石塔婆の紀年銘からすれば、「己」

年では正安元年 (1299)、元応元年 (1319)、元徳元年

(1329)、康暦元年(1379)、康応元年(1389)が、「巳」

年では永仁元年 (1293)、文保元年 (1315)力叶侯補とな

ろう。

「元年」の直上には「一」の字状の年号部分が見ら

れ、文字の残り方から「徳」ではないかと思われる。

「安」や「応」、「保」にはもちろんそぐわず、「暦」や

「仁」にしても左に寄りすぎて字のバランスが悪い。

銘文全体の印象からも「元徳」が最もふさわしいと感

じられる。ところが、「元徳」改元は8月29日であり、

「七月八日」はまだ嘉暦四年である。「七」の字も上半

部が欠け、拓影図では「九」のようにも見えるが、「七」

であることは間違いない。紀年銘が板石塔婆造立の年

月日を刻んだものとの前提にたてば、「元徳」は該当候

補とはなりえなくなる。

翻って、これを「元徳」と仮定した場合、記された

日付が造立の年月日ではないということがありうるの

だろうか。『報告書』には紀年銘の判明するものが9757

基掲載されている。見落しがあるかもしれないが、こ

のうち「元年」銘を有するものは798基を数えることが

できる。これらについてそれぞれの改元日を照合した

ところ、その9.4％にあたる75基は改元日以前の月

（日）、 1基は当日の月日を刻んでいた。改元の通達が

いつの時点で行なわれたかは問題としても、最も早い

日付では11ヶ月と19日も前という例がある。

75基の大半は紀年銘と法名を記しただけのもので、

数基に題目や光明真言を有するものがある。他方、結

衆銘や交名のものはまったくない。なかには日付の下

に「逝」と記されたものがある一方、法名に「逆修」

と加えたものも存在する。このため、改元以前の日付

をもって、ただちに死亡日であると断言することはで

きない。あるいは、これを誤刻・誤認（年号が干支と



相違する例もある。）としたり、現状観察での誤読であ

るとすることかできるかもしれない。しかし、すべて

をそのように解釈するには数が多過ぎないだろうか。

このように、紀年銘の日付が死亡日なのか造立日な

のかは明らかとしえない。ただ、そこに改元日以前の

日付が記されたことだけは否定かできない。これを強

牽付会させようとするわけではなく、無論断定もでき

るものではないか、板石塔婆12か「元徳元年」である

可能性もまた否定しきれないのではなかろうか。根拠

としては脆弱ながらも、一応、板石塔婆12の年号は「元

徳」と見ておきたい。

言者
六c:,

出土した22基のうち、真言の記されたものは8基と

多い。『報告書』での県平均は約10%、『行田の板碑』

での市平均は11.7％である。

真言の内訳は大日如米真言が6基、光明真言が2基

である。大日如米真言（他の真言などとの組合せを除

く）を刻んだ板石塔婆は、全県下でも『報告書』に22

基が報告されているにすぎない。それが墓跡という狭

い範囲に6基も含まれているという事実は、特異とも

いうべき大きな特色である。

これら 6基は全体的に作りが丁寧で、種子や紀年銘

も深くしっかりと刻まれている。主尊別に見ると、釈

迦如米が1基あるほかはすべて阿弥陀如来である。紀

年銘は元徳三年 (1331)から延文三年 (1358)におよ

んでいる。

光明真言を有するものは大型の2基で、ともに二重

の枠線が巡り、主尊は阿弥陀如米である。板石塔婆5

は三弁宝珠を戴き、板石塔婆10は月輪を配する。前者

の真言は四行にわたって記され、紀年銘のほか法名と

逆修の文字力咳ljまれる。後者の真言は紀年銘を挟んだ

左右二行に記される。

『報告書』では真言全体の85%、『行田の板碑』では

同じく 75.5％が光明真言である。

双碑

藤澤典彦氏によれば、『双碑とは同一形式・同年月日

紀年銘を有する 2基の板碑のことで、「双式板碑」とも

呼んでいる。』（藤澤 1997)ものである。この定義に

従えば、ここで示そうとする本墓跡出土のものは、厳

密には双碑と認められないかもしれない。しかし、墓

跡からの一括出土という好条件を備えており、まった

く異質で無関係のもの同士とは考えられない。むしろ

比較検討することにより、一対になる板石塔婆の類型、

ひいては双碑の内容もより明らかとなっていくのでは

なかろうか。ここで取り挙げたいのは第一墓群出士の

5と6、第三墓群出土の8と20それぞれの板石塔婆で

ある。

5と6は大きさをはじめ基部や枠線のあり方、主尊

の状態や真言の内容、さらには紀年銘の日付も異なっ

ている。なによりも最も相違する点は、 5は逆修のた

めの造立が明確なことである。反面、両者は出土位置

が近接していること、紀年銘の日付が近く、 しかも字

体が酷似していること、ともに法名か記されているこ

と、などの共通点も見いだせる。特に紀年銘は書き手

と刻み手が別としても、同一人物の手による可能性は

極めて高そうである。日付は男性名「道円」の5か「貞

和二年(1346)十月日」、女性名「成阿禅尼」の6が同

じく「八月十九日」と、 2ヶ月前後の差しかない。こ

こには女性と男性が対になり、 H付の遅い後者だけが

逆修であることを読み取れる。

これに対し、 18と20はやや蓮座の表現が異なるもの

の、各々の大きさや形状、碑面に記された内容や構成

がそっくりで、同一形式というにふさわしい。出土位

置もほぼ隣合っている。字体はやはり酷似しており、

同一人物の手によるものと判断される。紀年銘の日付

は18が「元徳三年（1331)四月廿三日」、 20がその12日

前の「四月十一日」である。

5と6はともかくとして、 18と20は別途に誂えたも

のとは考えにくい。当時、索材となる板石がどのよう

に流通し、流通する時点ではどの程度の加工が施され

ていたかを明示することはできない。とは言うものの、

わずか12日の違いで二度の手間をかけるであろうか。

それにいくら日が近いといっても、間を開けて両者に

見られるほどそっくりに誂えられるものであろうか。
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それよりも索材は同時に調逹し、刻（書）字も同一人

物が同時に行なったと考えたはうか自然ではあるまい

か。では、同時に作られたとすれば、なぜ双碑の条件

である同年月日ではないのであろう。

このように見てきた場合、問題となるのは5の「道

円」と 6の「成阿禅尼」、 18の「某」と20の「某」がそ

れぞれいかなる関係にあるのか、また造立されたのは

同時なのか晃時なのか、という点である。

この二対が双碑の条件にかなうか否かはひとまず置

くとして、前出の藤澤氏は双碑の意味を、「男女の一対

になるものが多く、先に述べたように、夫婦の供養塔

であり双碑の背景にあるのは夫婦の関係である。」とし

ている。そこで、本例をともに夫婦のものと仮定し、

その可否や日付のずれについて考えてみたい。これを

推測する手がかりは、 5と6に見られる「逆修」銘の

存否にあると思われる。

先に紀年銘のところでも触れたように、そこに記さ

れた日付は造塔供養日だけを示すものとは限らない。

もちろん断定できるわけではないが、解釈のうえから

はいくつかの状況が想定できる。まず板石塔婆5と6

については、「八月十九日」に夫が亡き妻の追善供養を

行ない、「＋月日」に自分の逆修供養を行なった可能性

である。いま一つは夫が亡き妻の追善供養と同時に、

自分の逆修供養をも行なった可能性である。この際、

亡妻の板石塔婆には死亡日を、自分のものには供養の

南丸1了日 （月） を記した。

これに対して18と20は法名や逆修の文字がなく、同

様に捉えることはできない。両者が同時に造られたと

しても、それはあらかじめ用意しておいただけで、供

養の執行は12日間開いているのかもしれない。この時

の紀年銘は、それぞれの命日にちなんで記されたとも

考えられる。また逆修銘のないことは、造塔供養の実

行者が残された配偶者ではなく、亡き夫婦の子供や親

族であることを示すのかもしれない。

以じ二対の板石塔婆についてとりとめもなく述べ

てきた。紀年銘の字体の相似性や日付の近いことを主

な根拠としたため、「夫婦」関係を前提とする双碑であ

るという確証は得られなかった。形式的に見れば、「成

阿禅尼」と「道円」が夫婦とは断定できないし、 18と

20についても、上述のように口付のずれは説明しきれ

ない。しかしながら、 18と20は一見して同一形式と認

識できるうえ、 5と6も深い関係で結ばれているとし

か思えない。従って定義上はそぐわないとしても、こ

れら二対の板石塔婆については、それぞれ双碑の一顆

型と見ることができるのではなかろうか。

3 蔵骨器その他の陶磁器類

墓跡からは6個 (7個体）の蔵骨器が出土したほか、

貼石中や周堀内からも、舶載磁器や常滑、渥美や在地

製品の破片が検出されている。以下では蔵骨器を中心

にそれらを大別し、それぞれの所属時期について見て

おきたい。

舶載磁器

中国産の舶載時期は出土が少なく、かつ小破片ばか

りである。唯一、青白磁の合子のみが図上に復元でき

た。理由は分からないが、蓋・身ともに故意に破砕さ

れ、撒き散らされていた。

山本信夫氏の分類に従えば、この合子は白磁X類と

されたなかに合まれよう（山本 1995)。「白磁X類は

小型、精巧品の類で鎌倉に多い。出土例は少数である

がF期を特徴づける。」ものと述べられている。 F期は

13世紀中頃～14惟紀初頭の設定である。

破片は図示したものがすべてで、第60号溝出土の小

皿（第583図1)が同安窯系、他（第581図l~3、第

583図2• 3)は龍泉窯系の青磁製品である。いずれも

13世紀前半から14世紀前半にかけてのものである。

常滑

常滑窯産の製品は破片を含め、最も多く出土してい

る。蔵骨器2（第578図）は肩部に押印文を有する小型

の広口壺で、いわゆる「不識」壺（形）と呼ばれるも

のである。埼玉県内では本庄市東谷中世墳墓址群、羽

生市須影上川崎出土のものが知られる（浅野 1981)。

「不識」壺は生産地では2基の窯が確認されているだ

け（中野 1994)で、むしろ本例のように蔵骨器とし

て、各地で発見されることの多い製品とされている（赤
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羽 1977)。

中野晴久氏と赤羽一郎氏は34且馴）常滑窯出土資料

をもとに、生産地における各器種の変遷を示されてい

る（中野前掲）。そこでは「不識」と呼ばれる製品が、

13惟紀第w四半期に設定される 6b型式期に多く認め
られることが指摘されている。

山荼椀系の片日鉢（第579図）は、蔵骨器5（古瀬戸

瓶子）に蓋として被せられていた。片口部は埋納以前

に欠失しているものの、故意の打ち欠きとは見えない。

内面も使用による摩滅が顕著であり、日常品を転用し

たことが知られる。

中野氏によれば、「回転ヘラ削りを伴う山荼碗系」の

片日鉢I類は、 6 b型式期には消滅したものとされて

いる。その前段階の6a型式期は、片日鉢I類の特徴

として、「底部から屈曲して立ち上がる直線的な体部を

もち、体部器壁の変化が乏しくなっている。日縁部は

かすかに膨らみを持ち、端部は丸みを帯びた平坦面が

できる。高台は帯状の高台でやや低くなり、高台周辺

のヘラ削りは一・ニ段程度と範囲が狭くなる。」ことが

挙げられている。本例もこの内容に該当すると考えら

れる。設定された実年代は13椛紀第N四半期である。

その他の破片は12匪紀後半から、 14憔紀前半のもの

が含まれる。中心となるのは13匪紀代である。

渥美

常滑に比して出土は少ない。蔵骨器1（第578図）の

ほかは、日縁部（第582図32)と底部（第583図9)破

片が挙げられるにすぎない。蔵骨器1の壺は日頸部が

打ち欠かれているが、観察しうる特徴から見て、中野

氏の示された編年（中野 1995)で言う 2型式、ない

し3型式に該当するものと思われる。氏は小型の壺に

ついては、「肩から日頸部にかけて灰釉を施したもの

が、この段階から次型式にかけて生産されており、し

ばしば肩部にヘラ描き刻文を伴う。」と述べている。実

年代は2型式を12世紀第III四半期、 3型式を同じく第

w四半期に求めている。
古瀬戸

蔵骨器5本体（第579図）のほかは、壺の破片が1点

出土しているのみである。釉のかかった胴部破片であ

るが、小さい破片のため図示できなかった。埼玉県内

で確認された古瀬戸製品では、瓶子が最も多く 1併列ほ

どが知られている（浅野 1993)。うち 6例は墓跡に伴

うものとされている。

古i頼戸製品の分類や編年については、藤澤良祐氏が

多くの研究を行なっている。（藤澤 1982・1991・1995

a・l995b)。氏の分類によれば、蔵骨器5はI類とされ

た締腰形に属する。さらに口頸部の形状から二細分さ

れているが、本例はこれを欠くために所属は判明しな

い。それでも、瓶子I類がII期までには姿を消すこと、

中期様式の前半に盛行するとされる印花文が施されて

いるこなどから、蔵骨器5は中期前半(I.II期）の

ものに比定できると思われる。実年代は I期の成立が

13世紀末、 II期が14世紀前葉とされている。

在地産

在地産と考えられる製品には、蔵骨器3• 4の広日

壺と 6の片日鉢がある。

埼玉を中心に、栃木。群馬を含めた三県の出土蔵骨

器を検討した浅野晴樹氏は、在地産の製品を古代末以

来の須恵器生産の系統を引くものとし、「須恵器系陶

器」の名称で分類を行なっている（浅野 1981・1983)。

これによれば、本例の蔵骨器3• 4は第II類とされた

「武蔵型」に該当する。「武蔵型」については、埼玉県

の比企・人間郡から児玉・大里郡にかけての一帯を中

心に、一部は群馬県にも分布するものとされている。

氏の分類は基本的な製作技法や焼成、器形の特徴など

から行なわれており、「焼成、形状とも個体差が著しく、

画ー的な生産体制が十分なされていなかったようにも

考えられる。」ものと指摘されている。

近年になって、浅野氏と服部実喜氏は関東地方の中

世土器を 8時期に細分し、その形成と展開を示されて

いる（浅野・服部 1995)。墓跡出土の蔵骨器3• 4 • 

6は、このうちの第6期(13世紀後葉から14匪紀中葉）

の特徴を備えている。但し、在地産の瓦質壺は生産地

が解明されていないことから、各時期の年代観は伴出

した古瀬戸や常滑などのi般入陶器、板石塔婆から求め
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られている。

両氏は第6期を、「13憔紀後葉の北武蔵から上野、下

野に蔵骨器として瓦質の壺が多用され」た時期で、こ

の壺は「東国全域を見回してもこの地域以外に分布が

見られない特晃な製品で」、「当時蔵骨器に多用された

常滑焼の補完品として成立したものと推定でき」ると

している。

片日鉢についても、「関東全域では常滑焼片日鉢が圧

倒的な量を占めるが、北関東では瓦質片日鉢が常滑焼

片日鉢を凌駕する」とし、その背景として「広域流通

品のi般入が沿岸地域に比較して少なく、補完品への依

存度が高かったものと推定」している。

以上の見解をふまえ、ここで蔵骨器4と板石塔婆12

の関係について見ておきたい。両者は出土状況から見

て共伴することは確実で、板石塔婆12は蔵骨器4のた

めに造立されたものと判断できる。

先に触れたとおり、板石塔婆12は年号部分を失うも

のの、干支から永仁元年（1293)、正安元年 (1299)、

文保元年（1315)、元応元年(1319)、元徳元年(1329)、

康暦元年（1379)、康応元年 (1389)かその候補となる

とした。そして、このなかでは敢て元徳元年を想定し

ておいた。

浅野・服部両氏の示された時期区分に従えば、蔵骨

器4は13惟紀後葉から14世紀中葉のものである。これ

は上に挙げた年号のうち、康暦元年と康応元年を除い

た13世紀末から14世紀前葉のものを包括する。さらに

板石塔婆12を「元徳元年」に限定できれば、蔵骨器4

は同年7月8日以前の製品ということになる。

しかし、墓跡から出土する瓦質壺が蔵骨器専用に生

産されたものとして、製作から埋納までは一体どれほ

どの期間があるのだろうか。また、板石塔婆が供養の

ために造立されたものとしても、そこに記された紀年

銘の日付は、蔵骨器の埋納とどれはどの隔たりがある

のだろうか。こうした意味では、両者に厳密な同時性

を求めることはむずかしい。これをせいぜい数年程度

と見積れるならば、蔵骨器の製作は1320年代の後半と

いうことになるのだが。
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「屋上屋を架す」の例えどおり、板石塔婆12の年号

を「元徳」であると仮定したうえで、憶測から蔵骨器

4の製作年代を推定してしまった。前掲した元号のい

ずれかに相当することは確かと思うが、やはり「元徳」

と限定するには、改元Hに関する問題を解決せねばな

らない。

4 埋納焼骨

検出した埋納焼骨は23基で、 1基を除けば他はすべ

て短い円筒状を呈していた。ちょうど缶詰の中味を

そっくり取り出したような感じで、多くはこの形のな

かにぎっしりと人骨が詰まっていた。大きさは直径11

cm~18cm、高さ 5cm~12cmほどである。

こうした状況から見て、焼骨は墓壊（埋納穴）に直

接投入されたのではなく、何らかの円筒状容器に詰め

てから埋納されたものと考えられる。容器そのものは

まったく残存していなかったので、それは腐朽しやす

い材質のもの、すなわち木製であった可能性が高い。

このような大きさや形状の木製容器では、まず「曲物」

や「桶」力偲起されよう。

実際、北陸地方の中世遺跡から出土した木製容器を

集成・報告した、『中匪北陸の木製容器』（北陸土器研究

会 1995)には新潟県上越市子安遺跡に1例、石川県

金沢市普正寺遺に2例、焼骨の容器として使用された

曲物力撃介されている。ともに完存はしないが、底板

の直径は20cm前後である。このうち子安遺跡のものは、

底板に直径4mmの釘穴が1箇穿たれていることから、

「あか桶」と呼ばれる納骨容器とされている（新潟県

教育委員会 1984)。

築道下遺跡で検出された焼骨が曲物に納められてい

たとしても、曲物が子安遺跡例のような納骨用容器な

のか、あるいは柄杓などの小型品を転用したものなの

かは明らかとしえない。ただ、その当否は置くとして

も、大きさにはある程度の規格性が認められる。容器

の大きさが同様であるということは、納める焼骨の量

にもさほどの差がないということになる。このことは

埋納する焼骨の量に、一定の基準があったことを物語

るのではなかろうか。そしてそれが慣習的な不文律で



あったにせよ、ある種の規則性に基づき、同程度の曲

物が選ばれたのではなかろうか。

23基の埋納焼骨は、陶器製蔵骨器に比較して焼骨星

か少ないとはいえ、それほどの差があるものではない。

「曲物」と「陶器製蔵骨器」の違いが何を示している

のかわからないか、どちらも人間一体分の骨を納めた

とは到底思えない。蔵骨器2に納められた人骨の鑑定

では、四肢骨および頭骨一個体分を含み、被葬者が成

人であることが報告されている (VI 付編参照）。こ

の結果から、鼠的に成人一体分はなくとも、部位は全

身におよんでいることが分かる。とすれば、納骨はあ

る程度の部位と量で目的を達したものと判断できる。

荼毘跡に多絨に残されていた焼骨も、これを裏づける

ものと言えよう。

一方これらの埋葬についても、特徴的な状況を看取

ることができる。ことに、第三墓群では一列に6基以

上の埋納焼骨が並び、 しかも埋納の深さ力湘兄ね同一で

ある点は注意される。埋納穴には切り合いが見られる

が、焼骨まで切り込んだものはわずかである。これは、

6基の埋葬が同時ではなく順次、 しかも規則正しく行

なわれたことを示唆している。但し、端から順番にと

いうような様子は認められない。むしろ、当初はいく

ぶん間隔を開けて埋葬し、次第にその間を埋めていっ

たように思える。明言はできないが、 2基を一つの単

位としているようである。

なお、埼玉県立民俗文化センターから報告された『曲

物』（埼玉~県立民俗文化センター 1985)には、曲物や

師の主要部となる「曲輪」の規格が表示されている。

それによれば、曲輪の直径は3寸から 1寸刻みに尺3

寸まで、および尺5寸となっている。これを埋納焼骨

の大きさにあてはめれば、おおよそ 4寸から 6寸の製

品ということになる。近現代の規格と思われるので、

当時の製品に直接応用はできないが、寸刻みで生産さ

れている点はおおいに参考としたい。

5 墓跡の構造と展開

墓跡は厚い氾濫土で覆われていたので、遺存状態は

きわめて良好でであった。豊富な遺物の出土は無論の

こと、埋葬施設を覆う岩石類や周堀などのあり方は、

墓跡がどのように造営され、どのように廃絶していっ

たかを推測する大きな手がかりを提供している。そこ

で、遺物の出土状況や遺構の検出状況を通して、墓地

としてはいかような展開があったのかを考えてみた

しヽ。

規模と造成

既に遺構の各節においても述べたように、墓跡は周

堀を巡らせた方形の区画である。規模は南北約26m、

東西約22mで、面積は約572m'となる。未調査区がある

ため断定はできないが、おそらく南辺をなす第60号溝

に、周堀が「コ」字形にとりつくものと推定される。

墓地の造成と成立については、第60号溝と第137号

溝の存在が大きく関わっている。両溝は周堀との形状

の相違や重複の状況などから見て、この地点が墓地に

選定される以前より存在したことは確実である。そし

て、墓地はこの先行する溝の区画性を遵守し、新たに

造成が行なわれたものと考えられる。

造成に際しては、特に削平や土盛などの整地作業は

行なわれていない。

墓群

墓地には三つの埋葬施設群（墓群）が営まれている。

いずれも人頭大以上の熔結凝灰岩で区画され、内部は

被覆土や貼石で覆われている。各墓群にはさらに小さ

な区画、すなわち蔵骨器や埋納焼骨ごとの単位が存在

する可能性もあったが、調査ではこれをまったく認定

できなかった。

第一墓群から第二墓群にかけては、埋納焼骨が周堀

の北辺に沿って並ぶ様子が看取される。ところが、第

二墓群北端で検出された台石は、明らかに挿し込まれ

た板石塔婆が東を向くように据えられていた。このこ

とは、周堀北辺に沿って第一墓群が展開した後、第二

墓群が隅部で重複しながら西辺に沿って造営されたこ

とを示すのかもしれない。しかしながら、紀年銘の最

も新しい板石塔婆（4)は第一墓群から出土している

ので、この点は俄かに判断がつかない。

第三墓群は第二墓群の南側に一段低く展開してお
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第620図 第二•第三墓群側面観（板石塔婆は復元）
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り、北辺の区画（石列 3)は共有している。被覆士や

貼石も第二墓群から流れ込んだ様子が見られ、後続的

であることが窺える。出土位置をそのまま造立位置に

置き換えるわけにはいかない反面、第三墓群には紀年

銘の最も古い板石塔婆 (21)の出土がある。加えて板

石塔婆や蔵骨器、埋納焼骨の検出鼠は第一•第二墓群

を凌駕している。

このように、各墓群には埋葬ごと（各蔵骨器・埋納

焼骨単位での）の区画性は薄く、多少の時期差はある

としても、 3墓群の区画造営はそれぞれの完了を待っ

てからではなく、ほとんど並行して行なわれたものと

推測できる。つまり、各墓群は造営当初から長方形の

区画を有しており、そこへ多くの焼骨が順次埋葬され

ていったと言うことになる。但し、造営に際して採ら

れたであろう 3区分の根拠は不明である。

それでは、この当初から長方形に区画される墓群の

意図とは、いったい那辺に求められるのだろうか。藤

澤典彦氏は夫婦墓を形態から 4分類し、単基の墓の並

立から、あらかじめ用意された長方形枢画への展開過

程を示されている（藤澤 前掲）。そして、最終段階に

位置づけられた長方形区画の墓は、「初めから夫婦墓が

準備される段階は逆修双碑を造る場合と意識の面で共

通するものがある。その段階は13世紀末から14匪紀初

頭である。」とされている。

氏の言う長方形区画の墓は夫婦二人を前提としてい

るようであり、本例にそのまま適応できないのかもし

れない。ただ次のようにも述べられている。「墓地構造

では石組墓の集団化と、石組の長大化そして石組墓内

における個人区画の消滅化へと展開する。これは石組

区画が個人のものでなく家のものへと展開してゆく過

程を示している。そしてこの時期の墓地とはその家の

墓所としての石組区画の集合体なのである。」と。これ

を恣意的に解釈しようとする企図はないが、石組区画

が「家」のものへと転じていくならば、本例のごとき

一区画内への多次埋葬は、夫婦を越えたさらなる「家」

意識の体現であるとも解せよう。

墓地全体が「家」の墓所であるならば、各墓群は「家」

を構成する血縁的小単位としての、「家族」の墓所とは

言えないだろうか。墓群の区画が配偶者の死を契機に

なされたとしても、そこには夫婦の埋葬場所だけでは

なく、子供逹（夫婦、あるいは孫まで）の分も同時に

用意された。そしてこの原理に従い、順次埋葬されて

いったと理解したいのだが。

第620図は第二墓群から第三墓群にかけての埋葬施

設を、東側から透視した状態を示した。地上の板石塔

婆は出土状況から造立位置を推定、復元してみた。

放棄と廃絶

墓地を区画する周堀は、ほぼ同位置に2条検出され

ている。埋没状況からは内側のもの（第I次周堀）が

埋没してしまったため、新たに外側（第II次周堀）に

掘削したことが明らかである。第I次周堀には第二墓

群から多くの貼石力呻云落しており、少なくとも第二墓

群の造営は、第 l次周堀の埋没完了よりも早い。

第II次周堀は溝底がわずかに埋まった後、洪水によ

る氾濫土の堆積を繰り返す。第II次周堀にはこれを浚

渫した様子はなく、埋まるに任せていたようである。
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あるいは、洪水の頻度があまりに高かったからかもし

れない。やかて墓地は氾濫土で覆い尽くされ、結果的

に廃絶してしまう。おそらく、集落全体も命運をとも

にしたと考えられる。その後も氾濫は長く続き、築道

下遺跡は歴史の中にも埋もれてしまう。遺跡は狭長な

自然堤防に乗っているが、氾濫源はこれに沿って蛇行

南流する元荒川であろう。

第II次周堀の埋没、すなわち墓地の廃絶過程では、

五輪塔や板石塔婆に晃状が現われる。五輪塔は鋭利な

刃物で細かく破砕され、板石塔婆も折られたり引き抜

かれたりしている。両者の出土状況はやや嬰なってい

るので、破壊や投棄は同時ではないと判断される。五

輪塔は第II次周堀の底や壁から浮いてはいるものの、

氾濫土の堆積は未だ薄い。これに対し、板石塔婆は周

堀がほぼ埋まりつくし、地表も氾濫土で覆われ始めた

時点で投棄されたようである。いずれにせよ、この行

為は墓地の放粟、廃絶を意味するものである。

石塔類の破壊や墓地の放棄の原因を一概に求めるこ

とはかなわないが、簗道下遺跡の墓地の場合、度重な

る洪水が大きく関わっていることは疑いない。けれど

も、第II次周堀の堆積状況は、一時だけの氾濫で埋ま

りきったものではないことを示している。ということ

は、石塔類や蔵骨器などは埋まるに任せず、別所への

改葬が可能だったはずである。墓地が「家」意識を体

現したものであるならば、それは「家」の正当性や権

威を主張する手段にほかならない。にも拘わらず改葬

せずに放棄せざるをえなかった原因は、こうした自然

の猛威ではなく、「家」の解体や再編に絡む社会的・政

治的な変動にあるのだろうか。しかし、たとえそうで

あるにしても、それは結果的なものに思える。なぜな

ら、この墓地を造営した「家」は元荒川の氾濫によっ

て、周囲に展開するであろう居住域、あるいは財政基

盤である耕地をも同時に失ったと想像されるからであ

る。やはり、墓地放棄の直接的な原因は、急速な埋没

をもたらした頻繁な洪水にあったと考えたい。

造営期間

出土遺物の時期については既述したとおり、五輪塔
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を南北朝期、蔵骨器は2点の常滑を13椎紀第N四半期、

渥芙を12世紀第III~W四半期、古瀬戸を13世紀末～14

祉紀前葉、在地産では 2点を13世紀後葉～14世紀中

葉、 1点庫骨器4)を13世紀末～14世紀前葉とした。

また、板石塔婆の紀年銘は弘安六年 (1283)～明徳三

年(1392)の110年間、破片の常滑は12匪紀後半～14憔

紀前半におよんでいる。

このように、出土遺物から求められる時期は、 12祉

紀後半～14世紀前半という輻を有している。遺物それ

ぞれには時期的な偏在も多少見られるが、中心となる

のはおおよそ13祉紀末～14世紀中葉となろう。破片資

料を別とすれば、蔵骨器とされた渥美の壺のみがかな

り古いものとなる。伝世を考慮しても、他の蔵骨器と

は1憔紀もの開きがある。あるいは浅野晴樹氏の御教

示のように、生産地と消費地での編年観に馳顛がある

のかもしれない。消極的ながら、この点については今

後の研究を待っこととしたい。

墓地の造成時期の解明には上述した問題のほか、先

行する区画が存在するなど、遺跡全体の中世遺構につ

いて検討が必要でもある。現時点において墓地の消長

を推測するならば、それは13憔紀後葉に造成され、同

末～14世紀中葉を盛期として同末まで造営される。そ

して、 15憔紀に入って間もない頃、度重なる元荒川の

氾濫によって放棄、廃絶するということになる。

造営主体者

思いつくままに冗言を弄してしまったが、最後に墓

地造営の主体者について若干触れておきたい。

言うまでもなく、それまで天皇や貴族のものであっ

た仏教は、法然や弟子の親驚による布教活動を通し、

広く支持を集めるようになっていく。こうしたなか、

武力衝突の中心であり、常に死と直面していた武士逹

に、新しい仏教が浸透していくのは当然の成り行きで

あった。

桃崎祐輔氏は関東以東の例をとり、中世墓の成立。

変遷・解体を 7期に区分している（桃崎 1997)。この

うち、本例が対応するであろう III期 (13祉紀後半～14

肌紀中葉）は、「律・念仏葬送集団と三昧。密教荘厳化



と石塔十蔵骨器の盛行。」の段階で、「火葬造塔は本宗家

権威の荘厳化に置き換えられ、惣領制と結合して武士

階級が広く受容した。」とされている。

桃崎氏や先の藤澤典彦氏の論説を引くにつけ、築道

下遺跡の墓跡もそれに合致するやに思われてくる。す

なわち、造墓の主体者は武士である在地の領主層であ

り、この時期の墓は「家」意識の体現であったと。

中棋の武蔵国では武蔵七党と呼ばれる多くの武士団

の蝠鋸が知られており、特に埼玉県北部では分布が濃

密である。いま『行田市史上巻』（行田市役所 1963)

から本遺跡周辺の武士だけを拾ってみても、久下・忍・

河原・長野・行田・麻績・渡柳・広田・野・津之戸・

笠原・貞名板・多賀谷、等々といった数多くの氏を挙

げることができる。これら氏の名は現在も地名として

残っており、館跡の伝えられるものも多い。築道下遺
の

跡の所在地は行田市大字野であることから、まずは上

記「野」氏との関係に想到する。「野」氏は『吾妻鏡』

に野五郎の名が一度登場するだけで、その実態はよく

分からない。また、遺跡付近には館跡の伝承などもまっ

たく残っていない。よって「野」氏を含め、ここに募

地を造営した人物、ないし氏は特定することがかなわ
つのと

ない。ただ、「津之戸」氏については興味深い記録があ

るので、造墓の背景を探る一助とするため、以下に掲

げておきたい。

津之戸三郎為守は鎌倉時代の御家人で、遺跡の西方

約1.3km、吹上町角戸の地に館跡が伝わる（埼玉県教育

委員会 1988)。この日伝については、既に『新編武蔵

風土記稿』が多摩郡に城蹟のあることをもって、「此説

ウケガタシ。」としている。しかし、建治元年 (1275)

『六条八幡宮造営注文』の記事では、「忍入道跡」・「箕

田入道跡」の後に「津戸入道跡」と記され、次いで「弘

田人々」・「柏間左衛門入道跡」・「多加谷六平二跡」と

続く（海老名•福田 1992）。これはいずれも遺跡周辺

の武士遠あるいは土地の人々である。この配列を見

れば、後に多摩郡へ移ったとしても、津之戸氏かこの

地と関わっていたことは否定できないと思われる。

津之戸三郎為守に関しては、『法然上人絵伝』の詞書

では次のように語られている。彼は18歳のときに石橋

山の合戦に参加。以米、御家人として長く頼朝に仕え

る。建久六年（1195)、頼朝に従って上洛。そこで法然

の教えを受けてからは念仏三昧に励み、出家した後は

尊願と名のる。仁治三年 (1242)11月18日には極楽往

生を願い、割腹のうえ自害を謀るが果たせず。明くる

年の正月13日、「米たる15日の午刻にお迎えしよう」

との法然の夢告を得る。当日は念仏を唱えながら、 80

歳でついに往生を遂げる。

もちろん、津之戸三郎為守と築道下遺跡の墓跡が直

接関係あるというのではない。重要なのはこの地域に

住したであろう彼のような武士が、極楽往生を願い篤

＜仏教を信奉していたということである。彼の死後半

祉紀、ここを領していた一族もまた仏教を尊び、かつ

「家」の正当性を誇示すべく墓地を造営する。そこで

は手厚い埋葬と供養力潟桑り返されたのである。

築道下遺跡での墓跡の検出は、当地域における中祉

の政治的、経済的、宗教的な研究分野に貴重な資料を

提供するものである。にも拘わらず、資料検討が不充

分なうえ焦点も定まらず、いたずらに紙数ばかりを費

やしてしまった。類例の収集もままならず、基礎的作

業をなおざりにしてしまった感は否めない。 H頃の不

勉強がなせる業と自戒するものである。 （飯持）
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付編

築道下遺跡における自然科学分析報告（火葬骨分析部分の抜粋）

蔵骨器の被葬者の推定

1.試料

試料は、中世 (14世紀代）の墓城から検出された蔵

骨器と埋納焼骨（各1基）に納められていた、火熱を

受けた人骨である。いずれも細片化しており、火熱を

受けたためか変形したり、ひび割れたりしていた。蔵

骨器2はタッパー 2個に分けて、埋納焼骨18はタッ

パー 1個に、それぞれ多数の骨片が収納されていた。

断片的な試料ではあるが、中世蔵骨器の被葬者に関

する情報を得られるものと期待されたので、可能な限

り同定を行うことにした。

2.結果

同定結果を、蔵骨器毎に述べる。

(1) 蔵骨器2

2個のタッパーに分けて収納されていた人骨は、原

形をとどめるものがはとんどみられず、火葬時の被熱

によって変形し、細片化している。ほぼ原形をとどめ

ていて、部位等が明らかになったものは極めて少なく、

以下の通りである。

頭骨：前頭骨頬骨突起・左

頬骨・左

錐叶本部・左、右

下顎骨骨体部・右

下顎骨関節突起部・右

椎骨：軸椎突起部・左、右

パリノ・サーヴェイ株式会社

これらのほかに、頭骨片、四肢骨片がみられたが、

変形や細片化がはげしく、部位を特定することはでき

なかった。

(2) 埋納焼骨18

人骨片は、蔵骨器2同様、原形をとどめるものがほ

とんどみられず、火葬時の被熱によって変形し、細片

化している。ほぱ原形をとどめていて、部位等が明ら

かになったものはほとんどなく、頭骨片、四肢骨片、

膝蓋骨片、椎骨片、肋骨片などを確認するにとどまっ

た。

3.考察

ヒトの焼骨片は、いずれも変形・細片化がはげしく、

部位等を明らかにできたのは蔵骨器2のみであり、極

めて少なかった。

原形をとどめている試料が幾つかあった蔵骨器2で

は、左右1対ずつの頭骨錐体部・軸椎が認められたこ

とから、 1個体分の頭骨および四肢骨片を中心に蔵骨

器内に納めたものと考えられる。椎骨や四肢骨片等の

状況から、この被葬者は成人であった可能性がある。

なお、性別は不明である。

一方、埋納焼骨18では、蔵骨器2で確認したような、

個体数を推定できる特定骨や年齢・性別を推定できる

特定骨を検出できなかった。そのため、被葬者の個体

数・年齢・性別等について、明らかにすることができ

なかった。
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